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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　Ｉ章　春日







　　　　１





　草と土のにおいがした。


　風が甘あまい。


　そのあまりのリアリティに、しばらくはものを考えることさえできなかった。


　辺りはほの暗い。


　一面に立ちこめる靄もやが、薄うすい闇やみのヴェールとなって、見み渡わたす視し界かいを覆おおっている。


　周りはすべて緑、緑、緑。


　幾いく千せんの種類の緑色が、丁てい寧ねいに重ねられていた。


　その上に、所々光がもれ落ちている。


　木こ漏もれ日だ。


　屋根に空いた穴あなから水が落ちるように、淡あわい光線が真上から降ふっていた。


　木漏れ日を浴びた靄は、そこだけ白く光っている。深緑色の下した生ばえが、そこだけエメラルドグリーンに色を変えていた。


　身体からだを包む、濃こい大気。


　少年は少しずつ理り解かいし始めた。もっとも、それでも到とう底てい追いつかなかった。


　豊ゆたかな静せい寂じやくの奥おくに、小さな音がする。


　鳥のさえずり。葉音。風。小川のせせらぎ。


　ぴちょん──


　と、すぐ側そばで水すい滴てきが落ちた。滴しずくが跳はねて、頰ほおに当たった。


　冷たい。


　その鮮せん烈れつな冷たさに、少年は、わあ、と声を上げた。


　思い出したように呼こ吸きゆうする。大気が、胸むねの奥、隅すみ々ずみにまで吸すい込こまれていく。


　多量の水分を含ふくんだ、濃のう厚こうな空気だった。


　吐はき出した息が、あっという間に大気に溶とけた。


　呼気と大気が混まじり合い、一いつ緒しよに溶けて世界に広がる……


　歓かん喜きが、弾はじけた。


　驚きよう嘆たんと感動が胸をいっぱいにした。興こう奮ふんが頭を熱くした。


　森の中に、透すき通るような少年の笑い声が響ひびき渡った。


　触さわる。撫なでる。走り回る。大木の樹じゆ皮ひを。濡ぬれた葉を。湿しめった土を。しなやかな蔓つるを。小さな白い花を。すごい、すごい、と笑いながら、直じかに手で触ふれて回った。


　頭上を仰あおげば空を覆おおう緑。繊せん細さいで複ふく雑ざつな枝し葉ようの屋根。その頂ちよう上じようは遥はるかに高い。


　すごいっ。


　と大声で喜びを叫さけんだ。


　その少年の腕うでを、少女が引いた。


　少年とは対照的に、静かで落ち着いた、幼おさない少女。感かん情じようを露あらわにすることのない可か憐れんな顔が、まるで、その森の化け身しんのようだ。


　少年が少女を振ふり返る。


　少女は片かた手てで少年の腕を引き、もう片方の手を真まっ直すぐに伸のばして、森の奥を指さしていた。


　森の奥へと誘いざなうように。


　そちらに何があるか、少年はもうわかっていた。


　少年が少女の手を取る。そして逆ぎやくに少女の手を引きながら、森の奥へと駆かけ出した。


　かつて、自分がある親友に贈おくった言葉。その言葉が少年の中で再さい生せいされていく。


　深い森の中で──


　少年は走った。


　訪おとずれた人は暗い樹木の道を──


　段だん々だんと足を速めた。


　道を外れないよう──


　呼吸が徐じよ々じよに荒あらくなる。


　昼でもたいまつを絶たやさないよう──


　行く先に光が見えた。


　森を抜ぬけると──


　少年は息を呑のんだ。


　彼方かなたに光が広がっている。空から降ふる光を反はん射しやして、湖が広がっている。


　湖はひっそりと息を潜ひそめてて──


　太陽の光にキラキラ輝かがやいているのが見える。


　そして湖の向こうに──


　少年は森を抜けたところで胸を詰つまらせて立ち止まった。そして、夢ゆめにまでみた懐なつかしい光景に震ふるえた。


　もう、すごい、という言葉さえ出てこなかった。





　古こ城じようが見えた。








　　　　◆◆◆◆◆





「もういいよ物ものの部べ君」


「もういい。少し、眠ねむりなさい──」





　　　　◆◆◆◆◆





　ドアをノックする音に、彼はノートから顔を上げた。


「開いてるよ」


　声をかけると白衣の女じよ性せいが部屋に入ってきた。手にしたトレイには、紅茶の入ったカップが載のっている。


　彼は相そう好ごうを崩くずした。


「いい薫かおりだ。ちなみにブランデーは入ってるんだろうね？」


「仕事中ですよ、先生？」


　トレイをデスクに載せながら、女性は咎とがめるように眉まゆを動かした。もっとも本気で咎めている様子はなく、やんちゃ坊ぼう主ずの相手をする保ほ母ぼのような表情だ。


「適てき度どのアルコール摂せつ取しゆは精せい神しんを柔じゆう軟なんにするんだ。血けつ液えき循じゆん環かんを活性化させるから、肉体的な疲ひ労ろうも取れる。君もこういう職しよく場ばで働く以上、旧きゆう習しゆうに囚とらわれることなく、科学的に物事を考えなさい」


　彼は澄すまし顔で反はん論ろんすると、デスクの引き出しを開けた。中には封ふう切きり済ずみのカルバドスが一本転がっている。


　女性は呆あきれて「もうっ」と顔をしかめた。


「科学的思考が聞いて呆れます。そんな所にも隠かくしてるんですか？」


「ハードボイルド小説みたいで格かつ好こういいだろ？」


「子こ供どもみたいなことをっ。奥おく様さまに言いますよ」


「ふん。好きにしなさい。あいつを出し抜いて飲む酒の味こそ格別だからな」


　目を半はん眼がんにし、ふっふっふ、と悪代官みたいな笑い方をする。


　彼は紅茶の入ったカップに、琥こ珀はく色の液体をなみなみと注ぎ入れた。処しよ置ちなし、と女性が肩かたを竦すくめてため息をついた。


　そしてふと、部屋の三分の一を占しめる、カーテンに遮さえぎられた方向を見つめた。


　カーテンの向こう側にはベッドがある。いまそのベッドには、一人の少年が横たわっているはずであった。


「……あの子、どうですか？　物部景けい君、でしたっけ？」


　女性が尋たずねると、彼の顔がわずかに曇くもった。「まだ少し混こん乱らんしている」と短く答え、重苦しい感かん情じようを飲み干ほすようにカップに口を付けた。


「まあ無理もない。何しろ我われ々われも混乱してるんだしな。しかし、他ほかの子たちに比くらべれば、ずっとマシだよ」


　そう言った彼の表ひよう情じようには疲つかれが浮うかんでいた。


　いまはデスク上に置かれたカルバドスは、すでに半分以下に減へっている。一週間前に引き出しを見たときにはなかったボトルだから、減った分は、ここ数日で飲酒された分なのだ。医者と妻つまから注意されて以来、節酒を保たもってきた彼でも、飲まずにいられない日々だったのだろう。


「他の子たち……回かい復ふくの兆きざしは見えないんですか？」


「いや。徐じよ々じよに平静を取り戻もどしている子もいる。だがその子たちにしても、記き憶おくの混乱が著いちじるしい。ショックで一時的な失語症しように陥おちいってしまった子もいるし、性せい格かくが激げき変へんした子もいるらしい」


「……深しん刻こくですね」


「深刻だよ」


　と、厳きびしい顔で答える。


「どの子にも見られる特とく徴ちようとしては、現実感リアリテイの喪そう失しつと自じ我が拡かく散さんが挙げられる。しかも極きわめて重度のものだ。心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤには違ちがいないんだが、まるで原げん因いんがわからないときてる。おかげで治ち療りようのとっかかりがつかめないんだ」


「警けい察さつは調ちよう査さしてるんですよね？」


「まあね。何しろ、これほどの影えい響きようをもたらすとなると、与あたえられた心的ストレスは相当重度なものだったはずだ。例えば長期にわたる虐ぎやく待たいとかね。しかしこの子たちは一日で──正せい確かくには、わずか数時間のうちにこんな状じよう態たいになった。そのこと自体すでに不ふ可か解かい極きわまりないのに、当事者のすべてが、その数時間における記憶を失っているんだ。心理操そう作さを受けたとしか考えられないよ」


　淡たん々たんと語る口調の中にも、隠しがたい怒いかりが滲にじんでいる。女性もまた唇くちびるを嚙かんだ。子供たちを相手にマインドコントロールの実験をやらかした者がいる、というのが、現げん時点での警察の見解だ。もし本当なら許ゆるし難がたいことだ。


「だが、仮かりにそうだとしても、やはり不自然な点が多い。例えば子供たちの証しよう言げん──といえるほど整合性のあることじゃないんだが、とにかく彼らが口にした単語には、いくつか共通するものがある。『緑』。『木』。『森』。『湖』。『城しろ』。『塔とう』。まるでヨーロッパの風景だ。中には『樹じゆ海かい』ってのもあった。これは小学生のボキャブラリーとしては珍めずらしいものだが、何人かの子供はうわごとの中で確たしかにつぶやいている。それと、恐きよう怖ふの対象として、何か女性的な存そん在ざいについても口にしているな。ただ、その点に関しては心理的なブロックがかかっているようで、まったく記憶に残っていない子もいる。しかし……」


　と、彼は鋭するどい視し線せんをカーテンの向こうに移うつした。


「これらすべての単語を、比ひ較かく的整然と口にしているのが、彼だ。他の子に比べて心的外がい傷しようも軽く、現実感リアリテイの喪失は見られても、自己同一性アイデンテイテイはしっかり保たもたれている。彼が回復すれば、何かヒントを得られるかもしれない」


　そう口にしつつも、彼はあまり期待していないように見えた。物部景という少年も、記憶を失っているのだ。事じ件けんに関かかわる、様々な記憶を。


「それにしても──」


　と、女性はやり場のない怒りのはけ口を求めるように、尖とがった口調で話題を変えた。


「最近の親って、みんな薄はく情じようですよねっ。今回の事件に関わった子の両親。自分の子供があんな目に遭あったなら、もっと取り乱みだす人がいてもよさそうなのに」


「おいおい。そんな言い方はないだろ。ヒステリックになればいいってもんじゃない」


　女性の言い方に、彼は苦く笑しようを返した。それでも彼女は、「でもっ」と不満げに先を続ける。


「みんな自分の子供に対して、妙に余よ所そ余よ所そしいんです。事務的っていうか、親としての立場上心配してるみたいで。見てて腹はらが立つぐらい。まるで、自分の子なのにその実感がないみたいなんですよ？　そりゃ、ＰＴＳＤで普ふ段だんと様子が違って見えるのかもしれませんけど、そんなのって酷ひどいじゃないですかっ？」


「ご両親の方も初めての経けい験けんなんだ。戸と惑まどうことがあっても仕方ないさ」


　そうは言うものの、彼女の言い分はよく理解できた。彼自身、子供たちの両親の反はん応のうに不可解なものを感じているのだ。そしてそれは、この事件全体を覆おおっている、不気味で不ふ条じよう理りな、正体不明の空気の表あらわれでもあった。


　この事件は得体が知れない。


　カウンセラーたる自分がそんな感想を持つことは間違っていると承しよう知ちしながらも、彼はそう感じざるを得なかった。


　結局女性はそのあとも愚ぐ痴ちを言い続け、彼が飲み終えたカップを持って退たい出しゆつしていった。あるいは彼女の方こそ、この陰いん鬱うつな事件の息いき抜ぬきをしに部屋を訪おとずれたのかもしれない。


　彼は軽く身体からだをほぐしてから、再ふたたびノートを広げた。


　そのとき、カーテンの向こうで微かすかな声が聞こえた。


「物部君？　目が覚めたのかい？」


　椅い子すから立ち上がってカーテンの側そばに寄よる。中から返事はなかったが、意い識しきが戻った気配はあった。


　少年を刺し激げきしないように、そっとカーテンを開けてみる。思った通り、ベッドに横たわった少年は半分ほどまぶたを開けて、まだ半はん覚かく醒せい状じよう態たいらしきぼんやりした視線を天てん井じように投げていた。


　彼は椅子を引き寄せて、ベッドのすぐ隣となりに座すわった。


　改めて少年の横顔を眺ながめる。可愛かわいらしい少年だ。白い肌はだや細やかな目鼻の造ぞう作さくは、少女と言われた方がしっくりくるほどである。青ざめ、疲ひ労ろうした姿すがたが一層儚はかなげな印象を与えていて、怪かい奇き小説のファンである彼は、一いつ瞬しゆん、廃はい棄きされた洋館に飾かざられ続ける自動人形オート・マタを連想した。


「気分はどうだい物部君？」


　穏おだやかな声で、優やさしく話しかける。


　少年の反応はなかった。朧おぼろ気げな視線で、じっと空中を眺めている。いや、何も眺めてなどいないのだ。さっき施ほどこした催さい眠みん治ち療りようが、まだ効きいているのかもしれない。


　念のためもう一度呼よびかけてみる。すると、今度は反応が返った。しかし相変わらず視線は宙ちゆうに据すえられたままだ。口の中で、小さくつぶやいている。


　さっと瞳ひとみを細めた彼は、少年の口元に耳を寄せた。わずかに。ほんのわずかに声が聞こえる。


「……。……。…………」


　何を言っているのだ？　彼はいよいよ顔を引き締しめて、神経を集中させた。


　少年の口が、ぼそぼそと言葉をつむぐ。似にたような内ない容ようのことを繰くり返しているらしい。


　あんなことに──


　僕ぼくのせい──


　僕が悪い──


　止めなくちゃ──


　彼女を──


　彼がぴくりと肩かたを強こわ張ばらせる。彼女？　女じよ性せい的な恐きよう怖ふの対象？


　不意に、少年の言葉がはっきりと聞こえた。


「僕のせいだ」


　彼は慌あわてて顔を離はなし、正面から少年の顔を見つめた。「物部君？」と声をかける。やはり反応はない。しかし──


「僕が止めなくちゃ……」


　その瞬しゆん間かん。少女のように儚はかなげだった瞳に、凄せい絶ぜつとさえいえる妖あやしい光が点ともった。


　目まの当たりにした彼が我われ知らず身を震ふるわすような──それは暗く陰いん湿しつで、しかし蠱こ惑わく的な輝かがやきを持つ光だった。





　　　　２





　久ひさしぶりに訪おとずれた公園は、溢あふれかえる桜さくら色いろに染そまっていた。


　暖あたたかな微び風ふうが流れるたびに、空中の淡あわい花びらが音もなくステップを踏ふむ。舞まい散る桜は空間を均きん等とうに満たしていた。ここ数日は晴天が続いたため、雨に散らされることなく天てん寿じゆを全まつとうした花びらたちが、今日一いつ斉せいに枝えだを離れているのだ。息をするだけで花か弁べんを吸すい込こんでしまいそうである。


「うわあ、スゴい！　ゴージャスぅ」


　錦にしき絵えもかくやという桜さくら吹雪ふぶきの絢けん爛らんさに打たれて、海うみ野の千ち絵えは瞳を輝かせた。


　ついさっきまで、あまりの人込みにうんざりしていたはずが、すっかり機き嫌げんを良くしている。彼女の長い黒くろ髪かみや若わか草くさ色いろをしたカーディガンの肩かたにも、すでにピンク色の花弁が留とまっていた。


　千絵ははしゃいだ様子で笑い、後ろに続く姫ひめ木き梓あずさを振ふり返った。


「ツイてるわね、梓さん。これ、今日が最後よ、きっと」


　そう言って腕うでを振り回す。学校では優ゆう等とう生せいらしく澄すまし顔でいることが多いが、いま見せているのは子こ供どものようながんぜない仕草だ。大人びた冷静さと、裏うら表おもてのない純じゆん朴ぼくさとを矛む盾じゆんなく備そなえているのである。


　千絵はスウェード地のロングスカートに白いシャツを着てカーディガンを羽は織おっていた。控ひかえ目で上品な装よそおいが、典てん雅がな美び貌ぼうに合っている。


　この少女が実は探たん偵ていの真ま似ね事ごとをしていて、市のアンダーグラウンド──とりわけ『カプセル』と呼ばれるドラッグに関かかわる世界で勇名を轟とどろかせているといっても、いったい何人の人間が信じるだろう。しかし彼女は淑しとやかな外見と裏うら腹はらに、市内の不良を薙なぎ倒たおし、警けい察さつの追つい及きゆうから行方ゆくえを晦くらまし、去年のクリスマスから年末にかけて様々な波は乱らんを起こして市を騒さわがした、とあるグループの幹かん部ぶなのだ。無む邪じや気きな様子で桜に浮うかれているが、その罪ざい状じようたるや、そこいらのヤンキーの比ひではない。


　その千絵の後ろに続きながら、梓も同様に笑え顔がおを浮かべた。


「ほんとね。やっぱり桜って、何回見ても飽あきないわ」


「向こうじゃこんなの見れなかったんでしょ？　堪たん能のうしてちょうだい」


「うん。そうする」


　梓は帰国子女である。日本に戻もどったのが去年の秋だから、桜を見るのは七年ぶりなのだ。


　まだ蕾つぼみのころから楽しみにしていて、校庭の桜などは通りかかる度たびに見上げては自然と笑みをこぼしていた。こんな風に花見に出向くのは実に久しぶりのことだった。


　梓が着ているのは長なが袖そでのストライプシャツとクリーム色をした薄うす手でのブルゾンだ。下はジーンズとスニーカーである。


　頭上にある桜の枝に視線を投げながらも、足の動きには危あぶなっかしいところがない。それどころか、きょろきょろ頭を動かしては行き交かう人にぶつかりそうになる千絵を、何度も腕をつかんでサポートしている。歩く動作にも小気味よいキレがあって、ポニーテールにした栗くり色いろの髪先が、桜を追いかけるように軽やかに弾はずんでいた。


　千絵とは対照的なスポーティーな雰ふん囲い気きだが、その本ほん性しようはスポーティーどころかバイオレンスである。彼女もまた数々の不良たちをねじ伏ふせた実じつ績せきを持つ、件くだんのグループの一員だった。実戦レベルの護ご身しん術じゆつを操あやつり、怪かい異いに拳こぶしで立ち向かい、ある凶きよう悪あくなジャンキーの反社会的行こう為いに再さい三さん再さい四し手を貸かしてきたワルなのだ。


　道行く男の半数以上が思わず目をやる美貌の二人は、善ぜん良りような女子高生の仮か面めんを被かぶったまま和気藹あい々あいと桜の並なみ木きを眺ながめて回った。


「あー、いたいた」


　と、前を歩いていた千絵が手を挙げた。梓も前方を見る。


　談だん笑しようしながら歩く花見客の行列の向こう。シートを広げた家族連れが集まる桜並木の端はしに、必死に背せ伸のびをして手を振っている三人の少女の姿すがたが見えた。


　梓の口元に優やさしい笑みがこぼれ落ちた。ほんの二、三か月会わなかっただけなのに、やけに懐なつかしい気がする。


「おーいっ。こっちこっちぃー！」


　少女たちの一人が、人目も気にせずに大声で叫さけんだ。「あーもう、しょうがないわね」と千絵が恥はずかしそうにつぶやく。もっとも、その顔は叫び声を出す少女に負けず劣おとらず嬉うれしそうである。


　梓と千絵が近づくと、大声で叫んでいた少女は、小さな身体からだから元気を発散させながら二人の側そばに駆かけ寄よってきた。真っ赤に染めた髪をツイストパーマにした、やんちゃな顔の中学生だ。




[image: ]


「梓ちんっ。千絵スケっ。おっひさー！」


「クミちゃんも。元気してた？」


「もち！　パワーアップしまくり！」


　久く美み子こはそう答えると、えい、やあ、と腰こしを落として正せい拳けん突づきの格かつ好こうをした。梓に触しよく発はつされた彼女は、年頭から空手教室に通っているのである。


「ほらほら。すでにカラテ家のヘンリンが見えるでしょ？　人呼よんで『赤毛のクミ』！　余よ所そのコースの子でも知ってるんだから」


「ハイハイ。そのスケ番みたいなあだ名のことなら聞いたわよ。体験入学のときに組み手をした先生の顔を引っ搔かいた武ぶ勇ゆう談もね。よくやめさせられないもんだわ」


　千絵がわざとらしく、ふう、と肩かたを竦すくめる。


　久美子は口を尖とがらせて、


「何よー。千絵スケに言ってないでしょー。あたしは梓ちんと話してんのぉ。言っとくけど、もう昔のあたしじゃないんだからね。千絵スケなんか指先一つでダウンなんだから」


「指先でつつくのも結けつ構こうだけど、筆先の方もちゃんと動かしてるんでしょうね？　あなたはもう昔のあなたと違ちがって受験生なんだからね。葛根東うちに来るつもりなら、ちゃんと勉強しないと駄だ目めよ」


　この四月から久美子は中学三年になる。志し望ぼう校こうは梓たちのいる葛くず根ね東ひがし高らしい。入学するときには梓たちと入れ違いになるが、二人の跡あとを継ついで、千絵が立ち上げた「実じつ践せん捜そう査さ研究会」を引き継ぐつもりなのだ。


　千絵の質しつ問もんをはぐらかすように梓の手を取った久美子は、そのまま残る二人がいる方へと梓の腕を引っ張ぱっていった。


「ねえねえ。梓ちんも今度一いつ緒しよにやらない？　梓ちんならきっと、すぐに黒帯取れるよ」


「そうね。受験が終わったら考えてみるわ。お互たがいにね」


「げ。梓ちんまで。千絵スケの悪あく影えい響きようだよ。イインチョー症しよう候こう群ぐんだ……」


「こら、そこっ。妙みような病名を付けないの」


　二人の後に続きながら千絵が後ろから口を挟はさんだ。げんなりする久美子を見て、梓は苦く笑しようを嚙かみ殺した。


　久美子の目標を聞かされたとき、千絵が涙なみだぐむほど喜んでいたことを、梓は知っている。それなのに当の本人には感かん謝しやを伝えるどころか、会うたびに軽口を叩たたき合っているのだ。日ひ頃ごろは素す直なおな千絵だったが、どういうわけか久美子相手には、からかう態たい度どを改められないらしい。


　久美子が案内した先では、さっき一緒に手を振ふっていた二人の少女が梓たちを待っていた。


「カナちゃん。ユキちゃん。久ひさしぶり」


「久しぶりです。梓さん。千絵さん」


「こんにちは。二人とも変わらないですねえ。ま、当然か。まだ三か月ですもんね」


　香か苗なえが深々と頭を下げ、由ゆ紀きが照れくさそうに笑った。大人しいが利発そうな少女と、可愛かわいらしい容よう姿しの中に小こ悪あく魔ま風な笑えみを浮うかべる少女だ。


　久美子を含ふくめた彼女たち三人もまた、梓や千絵と同じグループで活かつ躍やくした人間である。去年の暮くれ。カプセルを巡めぐる陰いん謀ぼうに立ち向かった戦友だ。


　当時家出をしていた三人は、事じ件けんが終結したあと、それぞれの家へと戻もどっていった。彼女たちはもともと面めん識しきがあったわけではない。家を飛び出したあと、行く当てもなく町を彷徨さまよっている最中に知り合った仲である。しかし離はなれ離ばなれになったいまでも、共にカラオケボックスで寝ね泊とまりした絆きずなは健けん在ざいらしい。メールや電話で毎日連れん絡らくを取り合い、週に一回は顔を合わせているそうだ。今日の花見も、言い出したのは彼女らの方なのである。


「それにしても、こんないい場所、よく取れたわね」


　と千絵が感心して辺りを見回した。


　三人が陣じん取どったのは公園内にある林の手前辺りだった。道から芝しば生ふの上に踏ふみ入ったところで、やや小振りながら形のいい染そめ井い吉よし野のの木こ陰かげだ。人の流れからは離れているし、地面が少し隆りゆう起きしていて見晴らしもよい。


「だってカナったら、朝の六時から場所取りしてるんだもん。シート抱かかえて公園中回って『ここだとあとから人がいっぱい来る』とか『ここは桜さくらの枝えだ振りが悪い』とか。場所取ったあとは、近寄るおっさんを正座しながらにらみつけて、寄せ付けないんだから」


　由紀が肘ひじで隣となりの香苗をつつく。香苗は真っ赤になってうつむいた。「あの、でも、花見って準じゆん備びが大切だから……」と消え入るように弁べん解かいする。


　久美子が、


「うんうん。あのときのカナってば、ちょっと怖こわかったよ」


　と腕うで組ぐみすると、いよいよ首を縮ちぢませた。


「まあまあ、二人とも。せっかくカナちゃんが敏びん腕わんを発はつ揮きしてくれたんだから、みんな座すわりましょうよ」


　梓の提てい案あんに千絵も頷うなずく。すると、すかさず香苗が二人にぺしゃんこのビニールを差し出した。


「あの、これ、膨ふくらまして使ってください。エアクッションです」


　見ればシートの上にはカラフルなクッションがすでに三つ転がっていた。


「あら、ありがとう。さすがに用意いいわね」


　と、受け取った千絵がキャップを外して息を吹ふき込こもうとすると、


「あの、これ、エアポンプです。よければ使ってください」


「え、ああ。これね。ありがとう。……よっと。あらら。これだとスカートじゃなくてズボンにした方が良かったわね」


「あの、これ、ブランケットがあります。膝ひざ掛かけにどうぞ」


「……あ、ありがとう」


　千絵と梓が腰こしを下ろしたのを確かく認にんすると、香苗は持参したバスケットを開け、コーヒーの入った魔ま法ほう瓶びんを取り出した。久美子と由紀も自分のクッションに座り直す。その間も隣の桜木からは、幾いく枚まいもの花びらが冷たさのない雪のように降ふり注いでいた。


「ところで梓ちん。景ちんとゆーじは？　遅ち刻こくしてんの？」


「ああ……あの二人ね。ちょっと今日は来れないんだ」


　梓が答えると「ええ！」と久美子が座ったばかりの腰を浮かせた。由紀も驚おどろいた様子で梓を見つめ、香苗も魔法瓶からコーヒーを注ぐ手を止めて振り返った。


「なんでえ!?　結けつ構こう前から予定してたじゃん！」


「それが……」


「補ほ習しゆうよ。補習」


　困こまった顔で言い淀よどむ梓に代わり、千絵が憤ふん懣まんやるかたなしといった調子で説明した。


「こないだのテストで二人そろって赤点取ったの。これまではともかく、私たちももう受験生だからね。サボるわけにもいかないのよ」


「うわー。サイアクー」


　久美子が大げさな仕草で天を仰あおぐ。「ホシュウ」の忌いま々いましさは、彼女もよく知るところである。常つね々づね「あれは『捕ほ囚しゆう』である」と声こわ高だかに主しゆ張ちようしては忌いみ嫌きらっていた。


　物部景と水みず原はら勇ゆう司じは、梓たちの同級生である。


　彼らこそ、年末に起きた事件の核かくに位置する人物であり、葛根市のカプセルユーザーから畏い怖ふと畏い敬けいの念でささやかれる「悪あく魔ま狩がりのウィザード」とその相あい棒ぼうだ。


　梓は景と幼おさななじみだった。


　去年、七年ぶりで日本に帰国した梓は、かつての優やさしく引っ込み思案だった少年が、カプセルと呼よばれるドラッグに関かかわっている噂うわさを耳にする。その真相を探さぐる途と中ちゆうで、同じくカプセル売買のルートを追う千絵と知り合って行動を共にするようになり、そこに元密みつ売ばい組そ織しきの一員だったという水原が加わって、多くの事件を経けい験けんすることになった。


　カプセル密売の秘ひ密みつ組織セルネット。武ぶ闘とう派は集しゆう団だんのＤＤことドラッグ・ドッグズ。そして、二つの組織の間を暗あん躍やくする、ウィザードなる謎なぞの人物。


　景がそのウィザードであることを知った梓は、より深くカプセルの闇やみに足を踏み入れていった。特に、カプセルの隠かくされた正体──悪魔と呼ばれる存そん在ざいを召しよう喚かんし、使し役えきする秘薬──という正体を知って以い降こうは、夢ゆめとも現げん実じつとも付かない悪あく夢むのような世界を、幾度も体験した。


　細さい胞ぼうと呼ばれるセルネット構成員との戦い。ＤＤのリーダー甲か斐い氷ひよう太たや、ネットを抜ぬけた皆みな見み茜あかねとの対立と和わ解かい。そして、ネット上じよう層そう部ぶの[image: ]Ｃナイン・シーや執行細胞フアースト・セルとの決戦。久美子や香苗、由紀の三人と知り合ったのも、彼らと戦う過か程ていでのことなのだ。つまり、景と水原の二人も、この場にいる五人にとって大切な仲間なのである。


「それは……残念ですね」


　と香苗もうなだれた。その手には残り二つのクッションが握にぎり締しめられている。


　由紀も仕方なさそうに首を振ふったが、


「でも意外。水原さんはともかく、物部さんって勉強できそうなのに」


「それがそうでもないのよ」


　と苦い顔の梓。


　千絵が後を引き継ついで、


「そもそもあの二人、学校の勉強なんて中学のときから、ろくろくしてないんだから。ほら。ずっとああいうことしてたじゃない？　まあ、あの事じ件けん以来、足を洗ったみたいだから、じゃあ真ま面じ目めに受験に備そなえましょうってことで、春休みに一回勉強会したの。そしたら酷ひどいのよ。ちょっとカルチャーショックを受けたわよ。え、何、物部くん。この答えって悪オ魔ー持ナちー的ジョークですか？　って感じ」


　そのときの衝しよう撃げきを思い出しでもしたのか、千絵は沈ちん痛つうそうに眉み間けんにしわを寄よせた。


「これから二人の勉強も見てあげることにしたんだけど……正直前ぜん途と多た難なんだわ。水原は全然やる気ないし。物部くんもぼーっとして危き機き感ゼロだし」


　千絵が深いため息をつくと、梓は自分のことでもないのに恥はずかしそうに視し線せんを逸そらした。


　梓個こ人じんの感想としては、景の学力がよろしくないという意外な事実に、秘密の喜びも感じていた。何しろ、かつての梓は景から勉強を教わっていたのだ。いつも宿題を手伝ってもらい、わからないところを教えてもらっていた。それが七年後のいま立場が逆ぎやく転てんし、仏ぶつ頂ちよう面づらで問題集をにらみつける景に、この自分が解答を教えているのである。「違ちがう違う」とか、「そこはこうでしょ。ほら、さっき言ったじゃない」とかいう台詞せりふを口にする度たびに、得えも言われぬ快かい感かんが駆かけ抜け、知らず知らずににやけてしまう。そこには他の人間にはわからないだろう意地悪な嬉うれしさがあった。


　ただ……と梓は幼なじみの顔を思い浮うかべる。


　千絵が口にした通り、最近の景はぼうっとしていることが多い。以前からハキハキしたところのない、はっきり言ってしまえば根暗な性せい格かくの少年だった。それでも、その芯しんには他人を拒きよ絶ぜつする激はげしい感かん情じようがあったし、目的遂すい行こうのためにあらゆる努力を惜おしまないという厳げん格かくさが隠れていた。それが、近ちか頃ごろは妙みように生気に乏とぼしいのである。


　長年の目的を達成した後の虚きよ脱だつ感──いわゆる燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんみたいなものだと思う。


　ちょっと心配だった。


　落花を見ながら梓がそんなことを考えていると、不意に久美子が声をかけた。「え？」と振り向けば、久美子だけでなく、香苗や由紀までおかしそうな目を向けている。


「あーずさちーん。いままた景ちんのこと考えてたんでしょ。目がどっか行ってたー」


「や、その……！」


「んも～。梓ちんてばラブラブなんだからあ～。で、で？　二人はその後、どーなったの？　なんか進しん展てんした？　毎日ちゅーしてる？」


「だああ。もうっ、そんなわけないでしょっ。年上をからかわないの！」


「だーって、梓ちんからかうの面おも白しろいんだもーん」


　あっけらかんと言う。梓は助けを求めて千絵の方を振り返ったが、彼女は久美子以上にニヤニヤしながら傍ぼう観かんに徹てつしていた。


「あーああー。もう一年早けりゃなあー。梓ちんと同じ学校に行けたら、絶対面白いのにー」


　久美子がつぶやくと、「そうねえ」と香苗も残念そうに頷うなずいた。彼女もまた、葛根東を志し望ぼうしているのだ。


　残念な気持ちは梓とて同じだが、久美子の場合、同じ学校にでもなった日には、朝に日に三年のクラスに押おし掛かけて来そうで恐おそろしい。でかい声でいまみたいなことを口にする可か能のう性せいを思えば、久美子には悪いが入れ違いになって助かる気持ちだった。


「そういえばユキちゃんは看かん護ご学校を目指すんですってね」


　と千絵が由紀に尋たずねた。由紀は少し照れくさそうにしたが、はっきりと首しゆ肯こうした。


「ほんと言うと、昔から憧あこがれてたんですよ。白衣の天使とかじゃなくて、こう、自分の仕事に誇ほこりを持ってるみたいなとこに」


　そう言って目標を語る由紀の目には、少しも飾かざったところがなかった。その態たい度どには、梓が初めて会ったときの斜しやに構かまえていた名残なごりは見当たらない。


「そうなんだ……でもユキちゃんなら、その気がなくても白衣の天使になっちゃうわよ。素そ材ざいがいいから」


「へへぇ。いまのうちにお嬢じようっぽい仕草を物にしといて、いいとこの医者捕つかまえますよ」


　おほほ、と由紀が口元を隠しながら笑うと、釣つられて千絵も、久美子も、香苗も、そして梓も笑い声をあげた。楽しげな声が輪になって、舞まい散る桜までクスクスと震えているようだった。


　笑いながら、ふと周りを見れば、そこには絵画のような風景が広がっている。


　青い芝しば生ふから伸のびる桜さくら木ぎの黒い樹じゆ皮ひ。ベンチ脇わきに並ならぶ背せの低いジンチョウゲ。その隣となりの椿つばきは赤い花を咲さかせているが、先にあるツツジはまだ蕾つぼみだ。


　視線を上げれば綿わた状じようの雲が薄うすく敷しかれた青空があり、縦じゆう横おうに手を伸ばす桜の枝えだと、奔ほん放ぽうに舞い踊おどる桜の花びらがあった。梅の木が植えられた一画もあった。薄いピンク色の桜と違い、こちらは純じゆん白ぱくの花を誇っている。陽光を受けて輝かがやくケヤキの葉は、エメラルド色の色しき彩さいで風景にアクセントを与あたえていた。


　並なみ木きの向こうには公園の真ん中に横たわる湖面が見える。


　湖には両手に余あまる数のボートが浮かんでいた。原色のペンキで塗ぬられた色とりどりの小こ舟ぶねだ。舳へ先さきの描えがく航こう跡せきが変わるたびに、水面に落ちた桜花が万まん華げ鏡きようのような模も様ようを作っている。


　見ていて飽あきない。


　梓は幸せな思いで春のにおいのする空気を吸すい込こんだ。気が付くと他の四人も、梓と同じ表ひよう情じようで景色に見入っていた。


「……綺き麗れいですね」


　と香苗。誰だれしもが同意して頷いた。


「あの二人も馬ば鹿かよね～。こんな絶好の機会を逃のがすなんて」


　と千絵が優ゆう越えつ感に浸ひたる口調で言った。


「あーそうだ！　いいこと思いついた。今度のゴールデンウィークはみんなで旅行することにしようよ。今日のハンデとして、お金は景ちんとゆーじ持ちでさっ」


「あ、クミ、それってグッドアイデア」


　と由紀が久美子を指さす。


「でしょでしょー？　カナもそう思うよね？」


「旅行かあ……そうね。お金はともかく、みんなでどこか行くのは面白そう」


　香苗も賛さん成せいしたのを見て、久美子は滅めつ多たにしないような甘あまえた視し線せんで千絵にもたれかかった。


「ねー？　いいと思わない？　行こうよぅー。別に高いとこでなくてもいいからさー」


　あまりに露ろ骨こつな猫ねこなで声に、千絵は苦く笑しようして久美子のおでこを指で突ついた。


　梓も笑わずにいられなかったが、確たしかにそれは素す晴ばらしいアイデアのように思えた。


「ま、悪くないかもね」


「マジ!?　やたー！」


「たーだーし。筆箱持ってきなさいよ～。葛根東のレベルがどれほどのものか、お姉さんが優やさしく指し導どうしてあげるからね～」


「うげー。サド委員ー！」


　久美子が浮うかべた嫌けん悪おの表情に、見ていた人間はもちろん、言い出した千絵まで吹ふき出した。


　少女たちの笑い声は、それからも止やむことがない。


　柔やわらかな日差しが暖あたたかい、ある小こ春はる日和びよりの光景だった。





　　　　３





「ぐわー。俺おれも行きたかったあー」


　話を聞いた水原は、頭を抱かかえて悲ひ嘆たんに暮くれた。


「女の子五人との花見を逃すとは……イケてねえ。軟なん派ぱ師しの名折れだ」


「折れなさい折れなさい。そんな自じ称しよう、折って砕くだいて捨すてちゃいなさい。これで少しは真ま面じ目めに勉強する気にもなったでしょう。あー、カナちゃんのお弁べん当とう、美お味いしかった」


「くそー。ちきしょー」


「巻まき寿ず司しでしょー。卵たまご焼きでしょー。肉にく団だん子ごでしょー。ポテトサラダでしょー」


「やめろー。やめてくれー」


　指折り数える千絵の前で、水原はテーブルに突っ伏ぷして身み悶もだえした。隣の景が迷めい惑わくそうに自分のカップを脇わきに移い動どうさせる。とはいえ、景にしても、日ひ頃ごろ感情の乏とぼしい顔に、無念そうなしかめっ面つらを浮かべていた。


　補習終しゆう了りよう後ごの午後七時。


　学校から解かい放ほうされた景と水原は、梓と千絵の二人と共に喫きつ茶さ店てん『パンドラ』のボックス席に座すわっていた。コーヒーを飲んで一服しながら、昼間行われた花見の模様と、久美子ら三人の近きん況きようを聞かされているのだ。


　パンドラは葛根東高の裏うら手てにある、半地下になった喫茶店である。古めかしい内ない装そうが落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出している店で、馴な染じみ客しか入らない。そのため、梓たちにとっては隠かくれ家が的な場所になっていた。


　去年暮くれの事じ件けんでは、敵てき対たいした組そ織しきの人間が、マスターの留る守す中に違い法ほう占せん拠きよするというハプニングもあった。だが、三か月が過すぎたいまでは、すっかり以前通りの場所に戻もどっている。


　あれから四人は、この喫茶店で時間を過ごすことが多くなった。学校帰りも大たい抵てい寄よる。寄れば誰かしらがいるし、たとえいなくても、そのうち顔を見せる。そんな場所だった。


　馴染みの場所を囲かこむ、馴染みの顔と馴染みの香かおり。それは今年になるまでは想そう像ぞうできなかった、穏おだやかで幸福な時間だった。


「まあ、みんな二人によろしくって言ってたわ。今度はきちんと勉強して、期待に応こたえてあげなさいよ」


「いま言ってた旅行の件か？　いいねえ、そういうの。温おん泉せんとかどう？　温泉？」


「……あまりに見え透すいててツッコミ甲が斐いもないわね。あなた近頃、急速にスケベ親父おやじ化が進んでるわよ」


「自分に正直なだけさ」


「つまり、根がスケベ親父ってことじゃない」


　辛しん辣らつな千絵の言い草に、水原はぶすっと唇くちびるを尖とがらせる。梓はクスリと笑ってから、「温泉かあ」とつぶやいた。


　千絵はああ言うが、温泉だって悪くない。梓は帰国してから温泉になど行っていない。それどころか、もう温泉がどんなものだったのかも曖あい昧まいなイメージしか残っていなかった。そんな曖昧な思い出を少しずつ埋うめながら、七年ぶりの日本を案内してもらう。実はそれは、帰国が決まったときから彼女が抱いだいていた夢ゆめであった。


　こみ上げてくるささやかな嬉うれしさに、梓はちらっと前に座る景を盗ぬすみ見した。景はまるで気付いた様子もなく、湯気の出るコーヒーカップに慎しん重ちように口を付けている。


　──今度こそ、つき合ってもらうんだからね。


　と梓は心に決めた。


「ところでさあ。その旅行って茜ちゃんとかは誘さそわないの？」


「皆見さん？　そうねえ。いいかもしれないわね。そういえば最近連れん絡らく取ってないし」


　水原の提てい案あんに、千絵も腕うでを組んで興きよう味みを示しめした。


　皆見茜は先の戦いで手を組んだ仲間の一人である。以前はセルネットの構こう成せい員いんをしており、それも第サ三ー世ド代・細セ胞ルと呼ばれる上位細さい胞ぼうに属ぞくしていた。


　見た目はあか抜ぬけない地味な少女なのだが、成せい熟じゆくしたバランス感覚の持ち主で、鋭するどい洞どう察さつ力と冷静な判はん断だん力を兼ね備えた女じよ性せいだった。梓たちとのいざこざがもとでセルネットを足抜けしたあとは、ＤＤの甲斐氷太のもとに身を寄せている。暴ぼう走そうしがちな甲斐を諫いさめることのできる数少ない人物としてＤＤ内外で頼たよりにされていた。


「相変わらず苦労してるに決まってるものね。たまには羽を伸のばさせてあげないと」


　苦く労ろう性しようの茜を思い出して、千絵はしみじみと言った。


　甲斐と茜は、梓と千絵、景と水原と同じように、前者がフォワード、後者がバックアップというポジションで動いている。外から見る分には割わり切ったところのある大人の関係に見えるコンビだが、実じつ際さいつき合ってみれば悪がきと優ゆう等とう生せいという漫まん才ざいコンビのような二人だった。


　千絵と茜は似にたような才覚を持ちながらタイプはずいぶんと異ことなる。共きよう闘とうしている間は、互たがいの発想や着ちやく眼がん点てんに刺し激げきされることが多かった。


　千絵の返事に、「うっし。決まり」と水原も破は顔がんした。


「いまにしてみりゃカラオケ暮らしもいい思い出だもんな。あれっきりなんて寂さびしいことしないで、ちょくちょくこういう機会設もうけるのはスバラシイことだ。健全な青春のメモリーだ」


「どうせだから甲斐さんも呼ばないとね。あの人もたまには会って様子を見とかないと、何しでかすかわからないんだから」


「いや、甲斐の旦だん那なはちょっと……」


　甲斐と一いつ緒しよに男湯に入る場面でも想そう像ぞうしたのか、水原は額ひたいに汗あせを浮うかべながら口を濁にごした。千絵はそんな水原を鼻で笑ったが、すぐに真面目な口調になって続けた。


「それにね。実は最近カプセルユーザーの間で妙みような動きがあるみたいなの。聞いてる？　ＤＤが積極的にカプセルを回してるって話……」


　千絵の真しん剣けんな眼まな差ざしに、「ああ」と水原も軽口を引っ込こめた。


「メンバーを増ふやしてる──つーか、元からの人間とは別べつ枠わくで、ジャンキーを囲うような真ま似ねしてる話だろ？　聞いたよ。噂うわさだけどな」


　去年の大おお晦日みそか。それまでカプセルの取り引きを支し配はいしていたセルネットが、景と甲斐、それに千絵たちの共同戦線と敵てき対たいし、敗北した。その数日前に起こった「イブ・パレード」という騒そう動どうで幹かん部ぶの多くを失っていたネットは、この敗北で事実上瓦が解かい、消しよう滅めつしたのである。


　しかし、組そ織しきが消えたところで、葛根市に根付くカプセルとそのユーザーとは消え失うせたりしない。カプセルの流通そのものにせよ、大きな流れは絶たたれたかもしれないが、なくなったわけではないのだ。むしろ、以前より細かいやり取りが増え、市全体の使用量としては徐じよ々じよに増ぞう加かしつつあるかもしれない。千絵などにしてみれば、歯がゆい限かぎりだ。


　もともと景や水原の狙ねらいはカプセルの撲ぼく滅めつではなくセルネットの打だ倒とうであった。セルネットの指し導どう者である執行細胞フアースト・セルに挑いどんだ際さいにも、ネット崩ほう壊かい後ごのマーケットのことまでは考えていなかった。悪の親玉を倒たおしたから、その後は万ばん事じめでたしめでたし──とはいかないのが現げん実じつである。


「近ちか頃ごろじゃマーケットの様子も様変わりしちまったからな。セルネットが仕切ってた暗あん黙もくの了りよう解かいみたいなもんがなくなっちまった分、前とは違ちがう層そうもユーザーに加わってるんだ」


　そんな中、急速に台頭しているのがＤＤであった。


　カプセルユーザーからなるグループとしては、ＤＤはセルネットに次いで市内第二の勢せい力りよくだった。したがって、一方の雄ゆうが倒れたいま、残るＤＤが勢力を伸ばすのは、当然の成り行きといえなくもない。


　ただ、ＤＤはセルネットとは違い、甲斐氷太を筆頭に据すえた個こ人じん主義的な色合いの強いグループだった。身内の結束は固いが、余よ所そ者ものを受け入れることは少ない。集しゆう団だんとしては排はい他た的な性せい質しつが強かったはずなのだ。


「それがどういう風の吹ふき回しか、素人しろうと同然の人間まで招まねき入れてるらしい。ネットがなくなったから欲よくが出て路線変へん更こうしたんだ、なんて言う奴やつもいるけど、そんなのっていかにもらしくねえじゃん？　聞いてると、その噂の方もあんまり筋すじ通ってねえ話が多いし、それほど気にはしてなかったんだが……」


　そう言って水原は頭を搔かいた。説明する彼自身の目にも、事じ態たいの理り解かいに苦しむといった困こん惑わくが浮かんでいる。彼もまだ詳くわしいことはつかんでいないのだ。


　そこに、


「──水原」


　と景が初めて声をかけた。


「最近ビーグルとは連絡を取ってるか？」


「いや。取ってない。最初にその噂が聞こえてきたときに、一回コンタクトしようとしてできなかった。それっきりだな。その……俺はもう、足洗おうかとかぬかしてる立場だからよ。前みたく気軽に声かけるのもはばかられるっつーか……それに、俺がお前の連れだってことも、結けつ構こうあちこちに知られちまったからな。向こうにだって立場があるし、余よ計けいな波風立てるのもなんだし」


　と答えて、背せもたれにもたれかかりながら天てん井じようを見上げる。


　ビーグルは甲斐の参さん謀ぼう役を務つとめる重臣で、ＤＤが抱かかえる数少ない情じよう報ほう屋やだ。立場上、水原とは以前から交友があった。


　水原は情報屋としてアンダーグラウンドに接せつ触しよくしてきた。景のように正体を隠かくして敵てきを倒す立場とは異ことなり、義ぎ理りと利害を秤はかりにかけながら、付かず離はなれずの友好関係をいくつも構こう築ちくしてきたのである。目的を果たし、少しずつ情報の網あみから遠ざかりつつあるいまでは、その立場は他人が考える以上にデリケートなのだろう。


　景もそのことは承しよう知ちしている。それ以上の追つい及きゆうはせず、何かを考える面おも持もちで目の前のコーヒーに視し線せんを戻もどした。千絵は千絵で難むずかしい顔のまま腕うで組ぐみをした。


　会話が途と切ぎれた。


　それぞれがそれぞれの抱える思いへと注意を向けている。コーヒーをすする音だけが、しばらくテーブルの上を行き来した。


「まあいいじゃない」


　と梓は明るく口を開けた。


　自分に向けられた三つの顔に、


「会えばわかることなんだから。みんな心配し過すぎよ。だって、あの甲斐さんよ？　しかも、あの茜さんがいるのよ？　そりゃあ無む茶ちやなこともしでかすかもしれないけど、解決できないことなんかないって」


　それは梓の本心だった。だから、口にした言葉にも、素す直なおな力が備そなわっていた。


　水原は顔をほころばして、


「だな」


　と同意した。


　千絵も腕組みを解とく。先入観や身内意い識しきにとらわれず、物事を客観的に思考するのが彼女の長所だ。だがそれは、ときとして人の気持ちを後回しにしてしまう。そんなとき梓の存そん在ざいは、千絵が疎おろそかにしがちな事々を、それとなく指し摘てきしてくれるのだった。


「梓さんの言う通りね。となるとやっぱり、みんなで一回集まって旅行の相談とかしてみましょうか」


「よし。任まかせろ。さっそく会合の席をセッティングするぜ」


「いりません。そんなのここで十分よ。あなたはそんな暇ひまがあるなら、勉強をしなさい。お勉強、を」


「くそー。ちきしょー。結局そこに戻るのかー」


　水原が反はん撃げきの気力もなく肩かたを落とす。梓と千絵は顔を見合わせて笑いを堪こらえた。


　また梓は、ちらり、と景の様子もうかがってみた。


　景の表情も穏おだやかなものに戻っていた。以前は見られなかった優やさしい視線で、水原と千絵、梓の方を眺ながめている。


　梓はそれを確かく認にんして満足げににこりとした。


　が、同時に何かが引っかかった。


　もう一度景の顔を見る。さっき見たときと変わらない。自らは喋しやべらないにしても、談だん笑しようの輪の中にいる者の表情だった。


　ただ──


「だいたいだな」


　と、引っかかりの正体を解こうとする梓の思考を遮さえぎって、再ふたたび水原が愚ぐ痴ちをもらした。


「三年になってから、急にテストの回数が増ふえてねーか？　毎日何かしらのテストがあんじゃん。おかしいだろ、そんなの。テストってもんは、まず授じゆ業ぎようを受けて、さらに授業を受けて、その上授業を受けてから、それがどれぐらい理り解かいできてるかを確認するためにあるわけじゃん？　テストのテストなんかしてどうすんだよ？」


「一部正せい論ろんかもしれないけど、いまのあなたの立場と成せい績せきで言っても、いまひとつ説得力に欠けるわね。でも、真ま面じ目めな話、そういう矛む盾じゆんもひっくるめての受験じゃないかしら？」


「どういう意味だよ？」


「だからさ。進学するしないは別にしても、あと一年したら私たちは高校を卒業して、実社会に一歩近づくわけじゃない？　いざ社会に出てご覧らんなさい。待ち受けてる矛盾や外がい圧あつは、高校生活や受験の比ひじゃないわよ。おかしいと思ったことにも、とりあえず我が慢まんして関かかわってみる忍にん耐たい力りよく。それを養ってるんだと思えば、受験の苦しさにも理由がある気がするでしょ？」


　いつもの調子で千絵が自説を披ひ露ろうすると、水原は納なつ得とくのいかない顔つきになった。


「おいおい、千絵ちゃん。それはあまりに前近代的だぜ？　いまどきそんな風に考えてる奴やついねーよ」


「もちろん、こんなことはおかしい、承しよう知ちできない、って考えることは間ま違ちがいじゃないの。疑ぎ問もんや反感をまったく持たない方が問題あると思うわ。でもね。現げん実じつ問題として、高校を出たあとの私たちが、こんな社会はおかしい、間違ってる、納得いかない、って正しく主しゆ張ちようしてみたところで、それで何かが変わるかしら？　少なくとも、ただ声こわ高だかに叫さけんでるだけじゃ何一つ変わりはしないわ。もし本当に間違いを正そうと思ったなら、そこには現実をなあなあと受け入れる以上の知識と忍耐が必要になるはずよ」


　諭さとすような口くち振ぶりで話しながら、千絵はコーヒーに口を付けた。一いつ瞬しゆん苦そうな目をシュガーポットに泳がせる。しかし誘ゆう惑わくを振り切った彼女は、そのまま続きを待つ水原に向かって言った。


「受験勉強って確たしかに理り不ふ尽じんな点もあると思うの。大学に求めるものなんて人によって千せん差さ万ばん別べつなのに、一いち律りつで同じような勉強を強しいられるわけだからね。でも、十七、八っていう人生でも貴き重ちような時期に、あえて理不尽な苦労を強いられるのって、それなりに大切な経けい験けんになるんじゃないかな？　学力の良よし悪あしは問題じゃないの。気き構がまえよ。要は」


「そうかあ？　別に、社会出て苦労するのだけが人生じゃないだろ？　他ほかにも生き方はあると思うけどなあ」


「そりゃあね。例えば、いまの私たちの同年代には、現実を是ぜ正せいする意い志しや能のう力りよくはない。でも唯い々い諾だく々だくと現実に呑のみ込こまれたくないって思う人がいっぱいいるでしょうよ。そういう人たちは、自分たちの手で新しい価か値ち観を作ろうとしてる。アーティストを目指すのもその一つだし、社会的な栄達やお金以外のもの──友人との時間や自分のライフスタイルにこだわりを持つのだって一つのやり方よね。それが間違ってるなんて思ってないわ。でも、将しよう来らい的にはどうあれ、いま厳げん然ぜんとして存在する実社会と、まったく関わりを持たずに自分のやり方を通すことは、やっぱり不ふ可か能のうよ。嫌いや々いやながらも、どこかで社会と折り合いを付けていかなければならない。だったら、それに必要なバランス感覚を育てるために、『受験』なんて特とく殊しゆな環かん境きようを利用する……と、そう考えればいいじゃない」


　そう言ってカップをソーサーに置くと、千絵はわずかに唇くちびるの端はしを持ち上げ、


「これからの人生、男も女もタフでなければ生きてはいけないのよ」


　と決め台詞ぜりふを吐いた。


　水原は、むうと唸うなって頭の後ろに腕うでを組む。梓は感心して、ふむふむ頷うなずいた。梓は受験勉強をそんな風に捉とらえたことはなかった。やっぱり千絵の考えることはひと味違う。


「そういえば、水原。あんたは進学するのよね？」


　いまさらのように千絵が尋たずねた。彼女自身は大学に進む気でいる。志し望ぼうは法学部。なにをか言わんやという志望先である。


「まあ、一いち応おうな。そのつもりだけど……」


「どこ目指してるの？」


「文ぶん清せい」


　ぼそっと言った。文清大学は市内にある唯ゆい一いつの大学だ。水原の兄が通い、その人生の最後の数年間を過すごした場所でもある。


　答えを聞いた千絵は一瞬何か言いたそうな顔をしたが、結局は口を閉とざした。代わりに、


「となると、いまの成績じゃ絶ぜつ望ぼう的ね。旅先で勉強するのは、クミちゃんたちだけじゃないってことか。いっそ旅行は旅行でも、勉強会にしましょうか？　文字通りの『修しゆう学がく』旅行よ」


「冗じよう談だんキツいぜ。そんな不健全な修学旅行、トラウマになっちまう」


　水原が青い顔で身体からだを震ふるわせる。千絵はそんな水原を、嗜し虐ぎやく的な冷れい笑しようを浮うかべてフフフと眺ながめていた。


　それから、


「物部くんは？　やっぱり進学する気なの？」


　と問いかける。


　景は一瞬言い淀よどんでから、視し線せんをテーブルに落とした。


「わからない。決めてないんだ」


「そうなの？　でも、こないだ私たちのクラスじゃ進路希望の調ちよう査さがあったわよ。それにはなんて書いたの？」


「白紙で出した」


　三年になってクラス替がえが行われた結果、千絵と梓、それに水原は同じＣ組に組み分けされた。景だけがＡ組になったのだ。


「そうなんだ。まあ慌あわてて決めることはないと思うけど、進学も選せん択たくに入れるのなら、どっちみち勉強しないとね。いまから浪ろう人にんする気はないんでしょ？」


「浪人する気はない。専せん門もん学校でも構かまわないし……」


　滅めつ多たに自分のことを喋しやべらない景の台詞に、千絵だけでなく水原も「へえ」と感想をもらした。梓に至いたっては我が事のように耳をそばだてた。


　梓もまだどことは決めていないが、大学には進学するつもりだった。どことはっきり決めていないのは、景の進路が気になっていたからなのだ。


　景が三人とつき合うようになるにつれ、自然と梓と一いつ緒しよにいることも多くなった。以前に比くらべればだいぶ打ち解とけて来ている。


　しかし、今後のこと、将来のことを語り合う機会はこれまでなかった。聞いてみたくはあったが、きっかけがつかめずにいたのだ。


「専門学校ね。確かにお前って職しよく人にんタイプだもんな。調理師しとかってどうよ？　あ、いやまて。薬やく剤ざい師がいい。洒落しやれが利きいてる」


「あのね。薬剤師になるには大学に行かなきゃ駄だ目めでしょ。確か、薬学系けいの大学を卒業しなくちゃ駄目なはずよ」


「そうなの？　じゃ駄目か。お前みたく無口で不健康そうなタイプが薄うす暗ぐらい部屋でクスリとか作るのって、ビジュアル的にスゲエはまってるのになあ」


　と水原は自らの成績は棚たな上あげにした上、実に無礼なことを口にした。


　景は怒おこるどころか彼の意見に首しゆ肯こうしたが、代わりに梓がにらみ殺すような視線を叩たたき付けて水原の顔面を「あっ」と硬こう直ちよくさせた。


「でも物部くんは確かに白衣が似に合あいそうね。どう？　いまからでも遅おそくないわ。一年じゃ無理かもしれないけど、薬剤師目指して本ほん格かく的に勉強始めてみない？」


　重ねて千絵が勧すすめると、景は困こまった様子で「考えてみるよ」と返答した。


　──薬剤師。景ちゃんが？


　まるで予想もしていなかった展てん開かいだが、景の考えてみるという答えを聞いて、梓は胸むねが弾はずむ思いだった。


　別に薬剤師にこだわることはない。しかし、景も自分も、そう遠くない未来に、なんらかの将しよう来らいに向かって歩み始めなくてはならないのだ。


　自分と景。それに千絵や水原の将来を夢む想そうするのは、なかなかに刺し激げき的な楽しみだった。


　その後、今度は千絵が自分の進路と将来の目標、つまり海野千絵探たん偵てい事じ務む所しよ設せつ立りつに至るまでのスケジュールを公開した。


　日本私立探偵協会の調査士資し格かく検けん定てい試験合ごう格かくはもちろん、事務所設立の法的手続きや資し金きん調達。普ふ通つう、大型、二輪の運転免めん許きよから、盗とう聴ちよう、盗撮機器での調査に必要な、各種無線技ぎ士し資格と電気工事士資格の取得。果ては危き険けん物ぶつ取とり扱あつかい者しやの資格取得まで、空そら恐おそろしいほど綿めん密みつなスケジュールである。冗談とは思うが、銃砲所持許可証についても強い興味を示していた。面白半分に聞いていた梓と水原も、気が付けばお互たがい血の気が引いている。


「梓さんも、女子大生の就しゆう職しよく氷河期時代なんて気にしなくていいわよ。いざとなれば私と組んで『海野・姫木探偵事務所』を……いや、そうね。いっそ『Ｕ＆Ｈ　Ｄｅｔｅｃｔｉｖｅ　Ｏｆｆｉｃｅ』にしましょう。梓さんは英語ばっちりだし、その方が受けるかもしれないわ。あ、でもこれだとハローページやタウンページで後ろの方になるなあ……『海野』の方が無ぶ難なんかしら……」


　腕うでを組み、人差し指の先を唇くちびるに当てて千絵は真しん剣けんに悩なやみ込んだ。「いざとなれば」と言いつつも、本心では親友を引き込む気満々であるのがとてもよくわかる。放ほうっておくと名めい刺しまで用意されそうな勢いきおいだ。


　梓は、千絵の抱いだく大たい志しを壊こわさない程てい度どに、さりげなく釘くぎを刺さしておこうとした。


　そのとき、


　カチンッ


　と陶とう器きが乱らん暴ぼうに触ふれ合う音がした。


　景がソーサーの上にカップを置いた姿し勢せいで固まっている。周りにコーヒーが飛び散っていた。


　ぎょっとしたように自分に注目する三人に気付き、景は慌あわてて首を振った。


「すまない。手が滑すべった」


「……そ、そう？」


「なんでもないんだ。ごめん」


　素す早ばやく謝あやまってから、景は視線を避さけるようにトイレに立った。


「……怒おこらせちゃった？」


　と、景が去った方向を見ながら、千絵が不安そうに尋たずねた。


「そんなわけねえさ。それどころか、俺おれや梓ちゃんより真ま面じ目めな顔して聞いてたぜ」


　水原の言うことに噓うそはない。梓が見ていた限かぎりでも、景は千絵の示しめした具体的なプランに感心したように相づちまで打っていたのだ。彼女の計画を冗じよう談だんと取らなかったらしい。その結けつ論ろんが彼の洞どう察さつ力りよくの正しい発はつ露ろだとすれば、梓の前ぜん途とは多た難なんだということになる。


　なんにせよ、景が急に機き嫌げんを損そこねる理由は見当たらなかった。


「どうしたのかしら……」


　誰だれにともなく千絵がつぶやく。さあ、と水原は肩かたを竦すくめた。梓は景の消えた方向を、黙だまって見つめていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　トイレに駆かけ込んだ景は、鍵かぎをかける手ももどかしく便器の中に胃の中身を吐はき出した。


　腹はらの底に得体の知れない生き物が潜ひそんでいるようだった。臓ぞう器きが蠢うごめく感かん触しよくが背せ筋すじを粟あわ立だたせた。


　苦しさに涙なみだを浮うかべながらも、景は冷静に自分の身体からだの反はん応のうを見定めていた。


　いつもの感覚。馴な染じみの苦く痛つう。騒さわぎ立てるようなことではない。この程てい度どはすぐに収おさまる。


　景はそう自らに言い聞かせた。言い聞かせる側そばから体内のうねりが力を増まし、景はあえなく身を折った。


　原げん因いんはわかっていた。カプセルの禁きん断だん症しよう状じようだ。


　冬以来、景はカプセルを摂せつ取しゆしないよう心がけている。実じつ践せん捜そう査さ研究会の活動中に悪あく魔ま絡がらみのトラブルが舞まい込んだこともあったが、カプセルに頼たよることなく切り抜ぬけてきた。景は己おのれの使し役えきする悪魔をカプセルの服用に頼らずに使役できる。もちろん、発はつ揮きできる力は比くらべものにならないほどわずかだが、それでも使い方次し第だいで並なみの悪魔なら対たい処しよできた。


　そうすることによって、長年の無む茶ちやで身体に溜たまったカプセルの残ざん滓しを、少しずつ濾ろ過かしていくつもりだった。


　だが、話はそんな簡かん単たんなものではなかった。


　景は一時、死の寸すん前ぜんまで己の身体を追い込んでいた。中毒も末期。カプセルの服用を止めればどうなるかわからないほどの状じよう況きようで、半ば壊こわれた身体を鞭むち打うっていたのだ。


　破は滅めつが回かい避ひされたのは、皮肉にも女王が取り憑ついた影えい響きようだった。女王は景の肉体内部をコントロールし、カプセルの弊へい害がいを薄うすめて身体の機き能のうを回かい復ふくさせた。完全とはいえないが、それで景の身体は持ち直すことができたのだ。


　だが、それは間ま違ちがってもまっさらな身体に戻もどったことを意味しない。


　いまもなお、景の身体にはカプセルによって残された傷きずが、深く残っていた。カプセルを絶たち、闇やみの力を遠ざければ、傷が深まることはない。だが、カプセルのない生活を続けるうち、濁にごっていた水は底へと沈ちん殿でんし、やがてヘドロのように景にまとわりつき始めた。カプセルの残滓の濾過が進むほど、濃のう度どの濃こい毒が姿すがたを見せだした。


　覚かく悟ごはしていた。


　だが、その覚悟を支ささえるものが、いまの景にはなかった。


　胃の中身を完全に吐き出した景は、震ふるえる腕うでで口元をぬぐった。息を整え、体内でざわめく熱と苦く痛つうを必死にやり過すごした。


　長いこと、トイレでうずくまっていた。


　いまのような発ほつ作さが起きるようになって、もう一か月近くが経たつ。しかし、発作が収まるのに要する時間は、一向に短くなる気配がない。


　気が付けばかなりの時間が経けい過かしていた。


　──戻らないと……


　景は立ち上がり、トイレの水を流して個こ室しつを出た。


　洗せん面めん所じよで軽く顔を洗う。ハンカチで水を拭ふき、鏡に映うつった自分の顔を見る。


　梓たちに気付かれないよう、顔色が戻るのを待った。余よ計けいな心配はさせたくない。なんでもない顔で席に戻るのだ。そして、またあの会話の輪の中に入って時間を過ごすのだ。


　景は鏡に映る自分の目をのぞき込んだ。


　水すい疱ほうのあるガラス玉のような目だと思った。


　水原の冗談は素す直なおに面おも白しろいと思う。千絵が口にする話はどれも自分では考えつかない内ない容ようだから知的好こう奇き心しんをそそった。梓と一いつ緒しよに笑える事実も、景に安あん堵どをもたらしていた。


　だが、それでも、違うのだ。


　彼女たちではなく、自分が違っている。幼おさないころに幾いく度どとなく味わったものが、いままた景の前に立ち塞ふさがっていた。


　他人との、壁かべ。


　違い和わ感。


　それは罪ざい悪あく感すら感じさせる事実だった。共に戦い、いまも気を遣つかってくれる友人たちと一緒にいながら、景はやはり、自分が一人取り残されている──周りとズレている感覚を覚えずにいられなかったのだ。


　もちろん、屈くつしない自信はあった。今度は、克こく服ふくできると思っていた。いまでもその確かく信しんは消えていないし、少しずつ慣なれている自覚もある。自分はいずれ、あの輪の中に自然と居い場ば所しよを作ることができる。そう信じていた。


　だが、時として挫くじけそうになった。


　そして、そんなとき、これまでの景を支えていた手て応ごたえが消えてしまった。


　自分より強い悪オ魔ー持ナちーに挑いどむとき。禁断症状で眠ねむれぬ夜を耐たえたとき。幾百、幾千回も挫けかけてなお、困こん難なんを乗り越こえてきた、その手応え。


　それは怒いかりや憎にくしみを越えた女王への強い執しゆう着ちやく。そして、自らの罪つみに対する贖しよく罪ざいの念だ。


　そんなものに頼たよっていた自分が、いまさらながら嫌いやになった。


「──ぐっ」


　再ふたたび、収まりかけていた体内の獣けものが唸うなり声をもらした。静まれ。そう自らに命じた。


　右手が無む意い識しきのうちに胸むな元もとに伸のびる。そこにはクロスの形をしたペンダントの飾かざりがたれていた。


　クロスの中は空くう洞どうになっていて、非ひ常じよう時じ用のカプセルが入っている。景が悪あく魔ま狩がりを繰くり返していた時期の名残なごりだ。


　カプセルやマーケットの現げん状じようがどうあれ、景の中で、悪魔にまつわる物語はすでに決着を見た。にもかかわらず、景はそのペンダントを外すことができなかった。


　悪オ魔ー持ナちーがいなくなったわけではない。千絵が実践捜査研究会の活動を続けている限り、どのような不ふ測そくの事じ態たいが起こるかわからない。だからまだ、切り札としてカプセルを持ち歩いているのだ。そう、自分に言い聞かせて、いまもペンダントを首に吊つるしている。


　言い訳わけだ。


　景は胸元に伸びた手を、意い志しの力で引き戻した。洗面台に手を付き、骨こつ格かくが浮うき出るほど固く握にぎり締しめた。


　──『これからの人生、男も女もタフでなければ生きてはいけないのよ』


　景は苦く笑しようした。


　まったくもって、彼女の言うことは正しい。


　カプセルの後こう遺い症しようだの、コミュニケーションの不全だの、そんなことは些さ細さいなことだ。自分は評ひよう判ばん通りの鉄面皮で、平然と克こく服ふくしてみせる。カプセルや悪魔とは関係のない、普ふ通つうの人間に、なんでもない日にち常じように回帰するのだ。


　いまの自分には、他ほかにやることもない。


　──もういいだろう。


　景は洗面台から手を離はなし、鏡に向かって背せ筋すじを伸のばした。


　陰いん気きそうな、捻ひねくれたガキがこっちを見ている。


　ろくな人間じゃないが、ろくでなしなりの生き方があるはずだ。


　──本当に？


　景はトイレを出た。


　席に戻もどると梓が心配そうな目を向けてきた。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　と尋たずねる。心の底から、自分を気遣ってくれているのがわかる。


　景は微び笑しようして、


「大丈夫」


　と答えた。


　──本当に？


　わからない。


　そんなこと、いったい誰にわかるっていうんだ？
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　梓あずさちゃんが僕ぼくを置いていなくなったあと、僕の世界はいよいよ狭せまく、限げん定ていされていった。





　もともと僕は人と喋しやべるのが下手だった。


　反はん応のうが鈍にぶいんだと思う。夢ゆめ見みがちと言うか、要するにトロかった。いつもふわふわと半分眠ねむっているような感じで、一日を過すごしていた。


　ふと気が付くと誰だれかが話しかけている。


　僕は知らないうちになんとなく相づちを打っていて、慌あわてて会話に集中する。


　相手が意味ありげな話し方をするともう駄だ目めだ。ちょっとした目の動き。おどけた仕草。イントネーションのニュアンス。当然こっちも心得ているだろうという前ぜん提ていで、省しよう略りやくされた言葉の数々。


　それはどういう意味？


　どうしてそこがおかしいの？


　説明を求めて尋たずね返せば、最初はちゃんと教えてくれる。それが二度三度と続くと、面めん倒どうくさがって会話をなかったことにされてしまう。でも、それは仕方ないんだ。相手が答えを待つ、その「時」を逃のがしてしまえば、会話はそこで死んでしまうのだから。


　向こうの期待するリアクションがわからなくて、曖あい昧まいな笑えみを返す。相手の顔に一いつ瞬しゆん浮うかぶ失望。自分の中に生じる、傷きずつけたという罪ざい悪あく感。


　僕たちはぎくしゃくしたまま、少しずつ距きよ離りを取る。その距離が一定以上離はなれてしまうと、相手はもう二度と話しかけてこなくなる。


　ずっとあと──布ふ団とんに入ったときになって、ようやくパッと霧きりが晴れたように会話の流れが目の前に広がる。あのとき、あの台詞せりふのあとで、どんな言葉を返せばよかったのか。相手の言葉を受けて、僕が考えたこと。僕の胸むねの中に生まれたこと。それをどうすれば相手に伝えられるか、そのときになってようやく理り解かいする。そして、返事の得られなかった、そのときの話し相手を思い、深い後こう悔かいに包まれる。


　どうして、すぐに、その場で、その言葉が浮かんでこないのか。


　頭の回転が鈍いせいだ。ずっとそう思っていた。でも違ちがった。そうじゃなかった。


　それは、僕が相手に興きよう味みを持っていなかったせいだ。


　僕が僕の周りにいる人たちに、関心を寄よせていなかったからだ。


　常つねに他人のことを考えていれば。いつも、少しでも気を払はらっていれば。いざ他人から話しかけられたとき、答えはすぐ手に届とどくところに置かれているはずなんだ。他人の考えていることをなんとなくでも想そう像ぞうしていれば、相手の伝えたがっていることだって自おのずから理解できたはずなんだ。


　でも、僕はそうしなかった。


　僕は、僕の周りで生活する人たちや、僕の周りに構こう成せいされる世界に、他人がそうする半分も目を向けようとしなかった。


　僕はそのころから本が好きで物語が好きで、現げん実じつの世界よりずっと多く、空想の世界に心を惹ひかれていた。素そ朴ぼくな主人公の感かん情じようや、気のいい仲間たちのやり取りや、先の読めない人生や、心の躍おどる冒ぼう険けんの方が、現実の自分と、自分を含ふくむ世界そのものより、ずっと好きで気になった。


　人と上う手まく話せなくて。相手も自分も傷つけて。


　それでも僕の本心は、僕の根っこにある高こう慢まんな本当の心は、動じようとしなかった。


　結局僕は、僕の愛する物語さえあれば、他ほかのことはどうでもよかったんだろう。


　友達ができなくて、クラスで無む視しされて、ときにはいじめられて。


　それで悲しくて、辛つらくて、どんどん孤独になって。


　その感情に噓うそはない。本当に悲しかったし辛かったし孤独だと思っていた。


　けれども。


　それとは別に、僕の一番根底にあるものは、やっぱり他人への無関心だった。現実に嫌いやな思いをすればするほど、僕の底に眠る物語への憧どう憬けいと崇すう拝はいは、強く、揺ゆるぎないものとなって僕を支ささえた。現実の世界を色いろ褪あせさせ、他人の声をくだらないものだと遠ざけさせた。


　ほら、いまも。


　声が聞こえる。甲かん高だかい声。犬が吠ほえ合うような、飾かざりのない剝むき出しの声。


　言葉の内ない容ようにはあまり意味はない。発声する行こう為いにこそ意味がある声だ。意味のない言葉にその時々の心を乗せて、互たがいに頻ひん繁ぱんにぶつけ合う。論ろん理りではなく、行為。それが、彼らや彼女らの「会話」なんだ。


　この飛び交かう声と声とが、休み時間の教室の音だった。


　まるでパラレルワールドの光景のように、僕のすぐ側そばにあって、同時に違う世界の音ノイズだ。


　僕のことなど誰だれも気にしない。僕も誰のことも気にしない。「近く」にはいるけれど、「一いつ緒しよ」にはいることがない。そんな風にして時間が過ぎる。


　休み時間が終わって授じゆ業ぎようが始まる。


　授業が終わって休み時間が始まる。


　その間ずっと、僕はいつもそうするように、取り留とめもない空想の世界を歩いていた。


　時々誰かが僕の頭をぽかりと殴なぐる。


　空想の世界の僕は、ノックに気付いて首を傾かしげる。ゆっくりと風景が遠ざかり、現実の世界の教室に戻もどる。それからようやく殴られたことに気が付く。そのころには僕を殴ったいじめっ子は仲間の輪の中に戻っていて、こちらを指さして笑え顔がおを浮かべている。


　僕には、その笑顔が冗じよう談だんを言っている笑みなのか悪意と嘲あざけりの笑みなのかすらわからない。わからないから曖あい昧まいな笑顔を返す。途と端たんに彼らの失しつ笑しようが大きくなる。僕はため息をついて、また空想の世界に戻っていく。そんなことの繰くり返し。


　あのなあ、と声がした。


　振ふり向くと目の前にクラスの女の子が立っていた。僕は戻りかけた足を止め、ふわふわした曖昧なままの瞳ひとみを向ける。


　お前、見てて鬱うつ陶とうしいんだよ。どうにかしろよ。と声が言う。


　耳を使って声を聞き、頭を使って言葉を解かいする。そして思う。そんなこと言われても。


　ふん。


　女の子は鼻を鳴らして去っていく。僕はその後ろ姿すがたを眺ながめ、知らず知らずにまた空想の世界に戻っていく。


　だって、いま僕の中にある世界は、本当に素す晴ばらしいのだ。


　所しよ詮せん、空想は空想。そういう人はわかっていないのだ。現実の世界なんか目じゃない。世界中のどこを探さがしたって、あの世界ほど素晴らしい場所なんてありはしないに決まっている。


　僕は教室の時計を見上げる。


　あと少し。


　あと少しで学校が終わる。学校を出て、離はなれに行ける。


　彼女と一緒に、あの世界に──王国に旅立てる。


　僕は一人ほくそ笑えむ。


　ああ、早く放課後にならないかなあ……





　　　　◆◆◆◆◆





　終業のチャイムが鳴ると、クラスの生徒たちは途と端たんに元気を取り戻した。


　彼ら彼女らの年代に相応ふさわしい活気を漲みなぎらせて、各所にコロニーを形成していく。ある者は何人かで机つくえを囲み、ある者は忙せわしなく携けい帯たい電話のキーを叩たたき、ある者はその両方をこなしながら笑い声を上げて冗談を飛ばしている。放課後という自由な時間を、友人といかに過すごすか。いま生徒たちの頭の中は、それ一色に染そまっているようだった。


　そんな中、まるでそこだけ空間が切り離されているかのように、景の座すわる席は周囲から取り残されていた。


　授業のノートをまとめてから教科書と筆箱を一緒に鞄かばんに詰つめる。それで全部終しゆう了りよう。あとはもう、帰るだけだ。


　席を立って椅い子すを戻す。ちらっと何人かが視し線せんを寄よ越こしたが、それらはすぐに景のもとを離れた。


　人が固まっている場所を避さけながら教室の後ろに移い動どうし、ドアを開けて廊ろう下かに出る。背はい後ごに聞こえる談だん笑しようをドアの向こうに閉とじこめて、リノリウムの廊下を登校口の方に進む。


　廊下にはすでに幾いく人にんかの生徒がたむろしていた。その誰もが、景にはいささかの注意も払はらわなかった。


　途中、梓たちのいるＣ組の前を通り過ぎた。


　ふと、聞き覚えのある笑い声に足が止まる。廊下と教室を遮さえぎる窓まど。そこから梓と千ち絵え、それに水みず原はらの姿が見えた。彼女ら三人だけではない。他ほかにも、景は知らないクラスメイトが数人集まって輪を作っている。


　どうやら机に腰こし掛かけた水原が、女子を相手に軽口を叩たたいているらしい。彼が何事かを口にする度たびに、集まった女生徒が身を震ふるわせて笑い声を上げていた。


　梓も笑っていた。楽しそうな笑顔だった。


　景は立ち止まったまま、ガラス越しの光景をぼんやりと眺めた。


　遠くから見る梓は、きらきら輝かがやいているように見えた。苦く闘とうの末に勝ち取った平へい穏おん。その輝かしい恩おん恵けいを浴びて、誇ほこらしげに笑っている。


　あれが彼女本来の姿だ。自分という幼おさななじみにつき合ったせいで陰いん鬱うつな生活を強しいられていた彼女が、いまようやく、彼女の持つ資し質しつに相応ふさわしい世界に戻ってきた。その証あかしだ。


　景は目ま映ばゆい光をのぞき込んでいるように、知らず知らず目を細めた。


　と、不意に梓の目がこちらを向いた。


　景は──なぜかはわからないまま──慌あわてて視線を避けると、足早に廊下を進んだ。


　階かい段だんを下りて登校口へ。


　うつむき加か減げんに黙もく々もくと歩き、自分の下げ駄た箱ばこの前に移動する。蓋ふたを開け、中の靴くつと上うわ履ばきとを取り替かえる。靴に足を入れ、しゃがみ込んで靴ひもを結んでいるときになってようやく、教室を出る際さい、隣となりの席の奴やつぐらいには挨あい拶さつをするべきだっただろうかと、景は思い至いたった。


　一いつ瞬しゆん靴ひもを結ぶ手が止まり、やがてゆっくりと自じ嘲ちようの笑みが唇くちびるに浮うかんだ。


　ズレ具合もここまで行くと苦く笑しようするしかなくなる。もっとも、仮かりに席を立つときに挨拶を思いついたとしても、実際口にしていたかといえば怪あやしいものだ。隣の席に座っている人間であっても、これまでろくに会話をした覚えはない。前まえ触ぶれもなく「さよなら」など告げたところで、どのような反はん応のうが返るかは容よう易いに予想できた。そして、その予想がついてしまえば、到とう底てい口にすることはできなかっただろう。


　無関心という関係を一方的に崩くずすのは、ひどく勇気の要いる行こう為いなのだ。巨きよ大だいな敵てきと対たい峙じしたり、死の恐きよう怖ふに立ち向かう勇気とは異ことなる、別の種類の勇気が。


　クラス替えが行われたとはいえ、すでに二年間を同じ学年で過ごしてきた者同士である。新たな交友関係は数日のうちに構こう築ちくされ、クラス内のグループもすでに定まっている。


　当然のように取り残された景は、知っていて当たり前の級友の名前を知らず、口に出すまでもない彼らの評ひよう判ばんを知らなかった。高校に在ざい籍せきした二年間、知ろうとする努力さえ放ほう棄きしていたのだから、知っているはずがない。そしてまた、交友を深めるきっかけが天から降ってくるはずもない以上、景がクラスに溶とけ込むこともあり得ないことであった。これではクラスのはみ出し者になるのは道理だ。


　ましてや景には、様々な疑ぎ惑わくが付いている。


　ずっと古くからあった、暗い、陰気な、裏うらで何をしているかわからないという風聞。


　倉くら沢さわ麻ま里り奈なの自殺未み遂すいや松まつ崎ざき祐ゆう子この狂きよう乱らんといった、二人の女生徒が破は滅めつした事じ件けんの関係者である事実。その陰かげでささやかれた、ドラッグの売人疑惑。


　極きわめつけは終業式での一件だ。


　二学期の終業式。景はウィザードの正体に迫せまりつつあった[image: ]Ｃナイン・シーを罠わなに嵌はめ、終業式の式場、葛くず根ね東ひがし高の体育館へと誘おびき出した。そして、一いつ般ぱん生徒が居い並ならぶその場所を、悪あく魔ま戦の戦場に変えた。


　[image: ]Ｃナイン・シーの攻こう撃げきである体育館への落らく雷らいと、その結果巻まき起こった停電、パニック。その争乱の中で、一人冷れい徹てつに敵の悪魔を迎むかえ撃うったのである。


　あのとき何が起こったのか。それを正せい確かくに把は握あくできた人間は、関係者以外には存そん在ざいしないだろう。だが、それでも何らかの不信感、陰いん謀ぼうのにおいを嗅かぎ取った者は少なくないはずだ。


　グラウンドから差し込む光の中に、景が独ひとり屹きつ立りつする光景。


　その姿すがたは、混こん乱らんの渦か中ちゆうにある生徒であっても脳のう裏りに刻きざみ込まれたに違いない。たとえ悪魔を目視することができずとも、目に見えない力のうねりを肌はだで感じることはできたはずだ。


　しかも景は、事件のあと姿を消した。その失しつ踪そうに関しても、警けい察さつから聴ちよう取しゆを受けた生徒が幾いく人にんもいる。生徒たちの間で様々な流言飛語が交かわされたことは想そう像ぞうに難かたくない。


　三学期に登校した景は、以前のように図書室の書庫に籠こもるようになった。クラスでは再ふたたび「図書室の住人」と陰かげ口ぐちを叩かれている。


　ただ、いまその揶や揄ゆに込められているのは、軽い感覚の侮ぶ蔑べつや嘲ちよう弄ろうではなく、不ふ明めい瞭りような忌き避ひと恐おそれである。


　不気味がられているのだろう。


　無理もないと思う。何しろ、彼らの疑惑は外れていないのだ。自分はそれだけのことをやってきたのだから。


　せめてもの救いは、噂うわさ話の矢や面おもてに立っているのが自分一人で、そのとき一緒に失踪した梓には風当たりが強くないという点だった。これには千絵や水原の存在が大きい。二人は事件のあと、梓に関する妙みような噂が流れないよう、それとなく注意を払はらってきた。三年に進級し同じクラスになってからは、三人ともクラスで新しいつき合いが始まっている。さっき見た様子そのままに。


　景は思った。


　あの笑え顔がおこそ、長かった戦いの報ほう酬しゆうだ。


　そう思うことは、景にとって名めい誉よであった。その、はずだった。


　どうしてだろう。


　これでよかった。そう頭では理り解かいしている。なのに感かん情じようが付いてこないのである。喜びや誇ほこらしさが湧わいてこないのだ。


　──……なんなんだろうな。


　近ちか頃ごろの自分は情じよう緒ちよが鈍にぶい。梓たちといる喜びが軽く、教室で過すごす閉へい塞そく感が低く、アンダーグラウンドの現げん状じように対する緊きん張ちよう感が薄うすい。将しよう来らいに向けての意い欲よくも、クラスメイトたちの隔かく意いも、ドラッグ・ドッグズの動向も、何もかもが薄ぼんやりと霞かすんでいて、リアルに感じ取ることができない。


　──これもカプセルの後こう遺い症しようなんだろうか？


　そんなことを取り留とめもなく考えていると、気が付けば校門を抜ぬけていた。


　校門を出て立ち止まったところで、ようやく思考が追いついてくる。


　──どこに行くんだ、僕ぼくは？


　頭の中まで鈍くなっている。景は苛いら立だたしそうに舌した打うちしてみたが、実じつ際さいは苛立たしいという思いすらほとんどなかった。薄めた泥どろの中を泳いでいるような手て応ごたえだ。


　梓たちはあの調子だと、まだ当分教室にいるだろう。パンドラで時間を潰つぶしてもいいが、なぜかそれは避さけたかった。


　いまの自分は、何時間でもぼんやりと過ごせるだろう。他の三人がやってくるのを、何もせずにずっと待っていて、それが少しも苦く痛つうでないのだ。だが、そんなあってないような時間を苦痛に感じない自分自身に対して、倦けん厭えんする気持ちはある。なんでもいいから、何かしら意味のある時間を過ごしたかった。


　それで、景は校門の側そばに十分近くも立ち尽つくしてあれこれ考えた末、ふと思いついて歩き始めた。





　　　　◆◆◆◆◆





「一人でなんて珍めずらしいね」


　病室を訪おとずれた先で居い合あわせた新につ田た菫すみれは、景に向かってそう言った。


「他ほかのみんなはどうしたの？」


「まだ学校に残っている。今日は時間が空いた僕が勝手に思いついて寄よってみただけなんだ。もし都合が悪いなら──」


「ああ。そんなことないよ。それどころかちょうどいい。これからあたし、ちょっと抜けなきゃいけないんだ。その間お姉ちゃんの相手しててよ」


　景が訪れた病室は、四階にある個こ室しつだった。


　それほど広い部屋ではない。窓まど際ぎわにベッドが置いてあり、それだけで個室の半分は埋うまっていた。


　ベッドの脇わきに小さな洗せん面めん台だいと棚たなが一いつ緒しよになったスペースがある。背せの低いソファも置いてあるが、いまその上は着き替がえの入ったバッグや日用品の入った紙袋が並ならべられていた。それでも、長期入院の患かん者じやにしては、身の回りの物が少ない。隅すみ々ずみまで整理が行き届とどいており、畳たたまれたタオルやシーツの替えに清せい潔けつ感が漂ただよっていた。


　一脚きやくしかないパイプ椅い子すを勧すすめた菫は、自分は立ったまま見舞いに来た景の相手をしていた。病室には二人の他ほかにもう一人いる。その残る一人がいるのはベッドの上だ。腰こしから下はシーツに入れたまま、上半身だけを起こして背中をベッドのヘッド部分にもたれさせていた。その姿し勢せいのまま、景が部屋に入ったときからずっと、大きく開け放たれた窓を眺ながめている。


　髪かみの長い女じよ性せいだった。


　ベッドの上にいるのでわかりにくいが、女性としては長身である。手足がほっそりと長く、バランスの取れた体型が美しい。腰に届く黒髪が肩かたから垂たれ、身体からだの上を流れてシーツに広がっていた。


　彼女の名は新田つぐみ。かつてセルネットの第二世代細胞セカンド・セル、[image: ]Ｃナイン・シーの一員だった。


　コードネームを『カイム』という。


「学校はどう？　物ものの部べ君」


「別に……変わったことはないよ。カプセル絡がらみのトラブルもしばらく起きてない」


「じゃあ、普ふ通つうに高校生活してるわけだ」


「そうなるね」


「でももう三年でしょ？　あのウィザードが受験生か。なんか笑えるわ」


　そう言って本当にクスリとする。景はそんな菫の仕草に黙だまって何も返さなかった。


　こういうとき少しでも愛あい想そ良よくできればいいのだが、具体的にどんな反はん応のうを返せばいいのかがわからない。結局は普ふ段だん通り黙ってやり過ごすしかないのだ。


　だが、菫の方には景の無愛想な反応を気にした様子はなかった。


　景と菫が初めて会ったのは去年のことである。もっともそのときの出会いでは、菫は景の正体を知らないままだった。そのとき景は、ウィザードとして彼女の前に現あらわれたからだ。


　きっかけを作ったのは梓と千絵の二人である。


　葛くず根ね東ひがし高で起こったカプセル密みつ売ばい事じ件けんでは、松崎祐子をリーダーとするセルネットの下部細さい胞ぼうが関かかわっていた。その後、二人は調ちよう査さを進め、祐子と同位の細胞の存在を突つき止める。その細胞を構こう成せいしていた一人が、菫だったのだ。


　祐子が失しつ墜ついしたあと、ネットの制せい裁さいを恐おそれた菫はＤＤに保ほ護ごを求めていた。そこへ、セルネットの情じよう報ほうを求めていた梓たちが潜せん入にゆうし、正体がばれて危あやうく捕つかまるところを景が助けに入った。それが、景と菫の最初の出会いである。


　その後ＤＤに残った菫は、秘ひ密みつ裏りに課せられていたスパイの任にん務むを放ほう棄きする。そして、裏切りの報ほう復ふくとして、実の姉である[image: ]Ｃナイン・シーのカイムに両手両足の骨ほねを折られ、心にも深い傷きずを与あたえられた。


　だが、いまでは骨こつ折せつは完治し、心の傷も少しずつ癒いえているようだった。


「お姉ちゃんがこんな風になったとわかったとき、あたし最初は、ざまあみろって思った。いい気味だって。あたしのこと道具としか見てなくて。いつもいいように扱あつかわれてた。それがいまじゃ立場が逆ぎやく転てんしたんだもん。今度はあたしが、まともに考えることもできなくなったお姉ちゃんを、いいように扱ってやる──って」


　そう、回かい復ふく後ご初めて彼女の見舞いに訪れたとき、菫は千絵や茜あかね、水原、そして景に向かって重々しく語った。


「でもね。そのうち惨みじめになっちゃってさ。セルネットは潰つぶれるし。甲か斐いさんはなんか他ほかの女ひととつき合い出したそうだし。あたしたちは姉し妹まいそろって何をしてるんだろう、って。それにさ。いまのお姉ちゃん見てると、まるで別人なんだもん。そういえば子こ供どものころは、お姉ちゃんもこんな風だった気がするなーとかって思ってると、もう恨うらみとかどっか行っちゃったみたい」


　そして菫は、退たい院いん後も姉の世話を買って出た。菫はカプセル中毒で入院したわけではない。カイムに襲おそわれたときも、悪あく魔まに喰くわれることがなかった。そのためにカプセルやセルネットに関する記き憶おくが残っており、回復後は警けい察さつにとって貴き重ちような証しよう人にんとなった。


　ただ、姉のことはセルネットの細胞だったとしか話していない。千絵たちにも黙だまっていてくれるよう頭を下げた。


「もういいんじゃないかって思ってさ。だってお姉ちゃん、悪あく魔まの暴ぼう走そうで記憶とか残ってないんだもん。自分が誰だれなのかすらわかってないんだよ？　頭の中ごちゃごちゃで──そんなお姉ちゃんに、いまさら昔の罪つみをとやかく言わなくてもいいじゃない。それとも、こんな考え間ま違ちがってると思う？」


　その問いには、千絵も他の者も答えることができなかった。結局、カイムの──いや、新田つぐみの正体は伏ふせたままである。


　菫の独どく白はくは、特に景には耳が痛いたかった。堕落クラツシユしたカイムを最終的に打ち砕くだいたのは、他ほかならぬ景なのである。


　カイムが堕落クラツシユし、それを止めた経けい緯いは、景自身の口から菫に話してある。それでも彼女は景に対して、千絵や梓に対するのと変わらぬ態たい度どで接せつした。


　彼女にとってカプセルにまつわる事件は、もう本当に終わってしまったことなのだ。


　──彼女にとって？


　と景は自問した。


　では、自分はどうなのだ？


「じゃあ、ちょっとごめんね。ほんとはこんなこと見み舞まい客に頼たのんじゃいけないんだけど」


「いいよ。気にしないで」


「うん。そこのお菓子、食べていいから。お茶も勝手に淹いれて。じゃあ、十分ぐらいで戻もどるよ」


　気さくに告げて菫は病室を出た。彼女がいなくなると、白い壁かべに囲まれた部屋はたちまち低いトーンで包まれる。景は勧すすめられたパイプ椅い子すをベッドの側そばに引き寄よせ、ゆっくりと腰こしを下ろしてベッドの上の人物に向き直った。


　カイムはまだ窓まどの外を眺ながめていた。


　景は黙ってカイムの横顔を見つめた。


　彫ほりの深い美び貌ぼうに、穏おだやかな表ひよう情じようが浮うかんでいた。その横顔には一いつ切さいの雑ざつ念ねんが見当たらない。ただ無心に、夕焼けに染そまる街まち並なみを眺めていた。


　かつてこの顔には凄せい絶ぜつな冷れい笑しようが浮かび、瞳ひとみの奥おくには常つねにどぎつい野心とプライドがとぐろを巻いていた。[image: ]Ｃナイン・シーで最も攻こう撃げき的な悪魔を操あやつり、誰よりも残ざん虐ぎやくな手しゆ段だんを用いて、障しよう害がいとなる内外の敵てきを屠ほふってきた。敵の怨えん嗟さと味方の恐きよう怖ふを一身に受けて、自らの糧かてとしてきた。


　いま、カイムの静かな横顔に、景の知る猛もう将しようの片へん鱗りんはない。カイムの中でもまた、事件は終わってしまったかのようだった。


　──何を期待しているんだ。僕は。


　景は首を振ふって顔を落とした。


　この病院にはカイムの他に、倉沢麻里奈も入院している。


　彼女のもとにも数回見舞いに行った。麻里奈はカイムに比くらべるとずっと情じよう緒ちよ面めんの反はん応のうが回復している。梓らとも普ふ通つうに会話できるし、日にち常じよう生活を送るにも特に支し障しようはない。来月には退院できるそうだ。


　ただ、記憶には大きなダメージを受けていた。カプセルに関することはもちろん、高校生活の大半を忘ぼう却きやくしている。梓のこともまったく覚えていなかった。退院後は高校を辞やめ、予よ備び校こうに通いながら大だい検けん合ごう格かくを目指すらしい。


　また、すでに退院したが、松崎祐子もこの病院に入院していた。彼女は退院後転校した。やはり記憶は失っているが、辛かろうじて梓のことは覚えていたらしい。


　先月、梓と千絵、それにかつて親友だった清きよ井い美み加かの三人は、転校先まで祐子を訪たずねている。そこで交かわされた会話のことも聞かされた。


　当たり前ながら、すべてを忘わすれて水に流すなどという都合のいい展てん開かいではなかったそうだ。それでも、恨うらみと憎にくしみだけの話し合いではなかったという。


　今度は夏に会う。話しながら涙なみだぐんでいた梓は、胸むねを張はってそう言った。そのときの梓の顔は、強く印象に残っている。一歩大人に近づいた──そんな顔だった。


　景は目を閉とじる。


　誰しもが自分の中で事じ件けんを消化し、新しい生活に向かって歩み出している。


　自分だけがまだこんな所で、正体のわからない泥濘ぬかるみに捕とらわれているのだ。


　動き出さなくてはいけない。と、それはわかっている。わかっているのに、なお、景は足を踏ふみ出せずにいた。


　──あるいは……


　と景は目の前のカイムを思う。


　──あるいは、こいつが一番幸せだったんだろうか？　いまがどうあれ、こいつもかつては生きつ粋すいの悪オ魔ー持ナちー──ジャンキーだった。あのころのこいつが、いま僕が過すごしているような生活に耐たえられたとは思えない。


　だが現げん実じつに、カイムの中でカプセルに関かかわる事々は終わっている。それは、彼女が燃もえ尽つきたからだ。カプセルにすべてを賭かけていた時間。その熱ねつ狂きようの中で燃え尽きることができたからだ。


　カイムは燃え尽き、いまではこのベッドに繫つながれたまま無む為いの時間を過ごしている。しかし、自分だって学校や自じ宅たくのマンションで空くう虚きよな時間を送っているのだ。


　燃え尽きることさえできず、体内に悪あく魔まの残ざん滓しを燻くすぶらせたまま……


「──緑だ」


　と、目を閉じうつむいていた景の頭上に、落ち着いた声が降ふってきた。


　最初はなんの声なのかわからなかった。それから驚おどろいて顔を上げた。カイムが喋しやべったのだ。


　カイムは相変わらず窓の外を眺めていた。


　そして外を眺めたまま、


「緑のにおいがする──」


「緑？」


　景が問い返した。しかし反応はない。


　景はカイムが眺めている風景に目をやった。


　地上四階からの遠望。病院内に植えられた楠くすのきが見える。その向こうには民家の屋根。ビルの壁。空に伸のびる送電鉄てつ塔とう。すべては落陽に照らされ、茜あかね色いろに染そまっていた。


　──緑のにおい？


　開け放った窓からは、微かすかな風に乗って外気が流れ込こんでいた。日が傾かたむいたいま、すでに空気は湿しめり気を帯びて肌はだ寒い。風には病院の持つ様々なにおいが混まじっていた。一番わかりやすいのは消毒液えきのアルコール臭しゆうだ。草花のにおいも感じ取れなくはない。しかし、わざわざ口に出すほどのことだろうか？


　景はカイムの方に視し線せんを戻し、びくっと身体からだを強こわ張ばらせた。いつの間にか、彼女は窓ではなく景の方を見ていたのだ。


「やあ」


　とカイムは言った。


「……やあ」


「あまり元気そうじゃないね」


「……ああ。確たしかに元気とは言えないな」


「君は私の知ってる人かい？」


「……そうだ」


「君も私のことを知ってるのかい？」


「少しは知ってる」


　景が返事をすると、彼女は、ふうん、と少しだけ首を傾かたむけた。


「教えてくれないかな。私のこと」


　景は戸と惑まどった。これまでも彼女が口を利きいたことはある。しかし、こんな風に話しかけてきたのは初めてだ。


　菫の話によれば、彼女は自分自身のこともほとんど覚えていないという。セルネットに属ぞくしていたことは警けい察さつだけでなく、本人にも隠かくしているのだ。


「すまない。僕ぼくが知ってるのは、本当に少しなんだ。菫さんに聞いた方がいい」


「その少しが知りたいんだよ。どうだろう。教えてくれないか」


　そう言って微笑ほほえむ。あけすけな口くち振ぶりに、景は戸惑った。これがあのカイムかと思うとなおさらだ。


　──これがあの……


　と、そこで景は目を見開いた。


　──あの……なんだ？


　愕がく然ぜんとする。覚えていない。


　カイムという人物に関する表面的な事こと柄がらは覚えている。どういう性せい格かくをしていたか。どんな戦い方をしたか。だが、それらは単なるデータに過ぎなかった。


　暴ぼう走そうするカイムと対たい峙じしたときの憤いきどおり。向けられた敵てき意いの形。それをはじき返したときの感かん触しよく。叩たたき付けた感かん情じようの熱。それら、血となり肉となる記き憶おく──思い出が、どこかに消え失うせていた。


　──そうか……


　堕落クラツシユしたからだ。カイムは悪魔に実体を喰われたのだ。


　女王に憑ひよう依いされた麻里奈やバールがそうだったように、悪魔に実体を喰くわれた者は、己おのれのみならず周囲の人間にまで影えい響きようを及およぼす。他者の中で、当人に対する認にん識しきが変化するのである。


　実体が消え、認識のみ残る。それはちょうど、「カイム」という名前だけが残り、「新田つぐみ」という生きた人間が消え失せたようなものだった。


　──なるほどな。


　と景は苦く冷たい微び笑しようを浮かべた。


　菫はカイムがした仕打ちを覚えていないのかもしれない。手足を折られ、心を弄もてあそばれたことはわかっていても、そのとき感じた痛いたみ、恐きよう怖ふ、絶ぜつ望ぼう。そういった恨うらみの念を、実感の伴ともなわない単なる結果としてしか受け止めていないのかもしれない。だからあんなにも簡かん単たんに、姉を許ゆるすことができたのではないだろうか。手放しに、過か去こを清算することができたのではないだろうか。


　そう考えて、景は思わず舌した打うちした。


　なんと卑いやしい考えだ。人の持つ汚きたない部分ばかりを見つめ、考えてきた人間の思考だ。ドラッグの闇やみに身を浸ひたし続けてきた人間の思念だ。


「すまない。やっぱり駄だ目めだ」


「……そう」


　重々しく拒きよ否ひする景に対し、断ことわられたカイムは特に残念そうな様子もなく再ふたたび窓まどの外に目を向けた。


　そして、


「あそこは──」


「……え？」


「あそこはいい所だよ」


「あそこ？」


　話が飛んだ。何を言っているのかわからない。だがカイムは構かまわずにつぶやいた。景が聞いていようといまいと関係ない。そんな口調だった。


「あらゆることがね。とてもシンプルなんだ。複ふく雑ざつなことは何もない。とてもはっきりしている」


「…………」


「でも、もうよく思い出せない。それともあれは、夢ゆめだったのかな」


　ただつぶやいているようであり、問いかけているようでもある。仮かりに問いかけだったとしても、返答のしようがない。


　景は居いたたまれなくなって時間を確かく認にんした。そろそろ菫が戻もどってくるはずだ。彼女が戻ったらここを辞去しよう。


　窓から入る外気が、いよいよ寒くなってきた。景は立ち上がってベッドを回り込み、「もう冷えるよ」と言って窓を閉めた。


　それでもカイムは閉められた窓越ごしに外の風景を見つめ続けた。


「もう少し──」


　と小さくつぶやく。


　もう少し窓を開けていてくれ。そういう意味に取った景は、


「止めた方がいい。風か邪ぜを引くよ」


　しかしカイムは答えなかった。景もそれ以上は構わず、パイプ椅い子すに戻ると、再ふたたび自らの暗く行き場のない考えに没ぼつ頭とうしていった。


　カイムは窓を見る。


　微かすかに笑えみを作る。


「もう少しだ。あの、懐なつかしい国──」





　　　　２





　菫に別れを告げた景は、病院を出たあとも家に戻る気になれずにいた。


　パンドラに行くには時間が遅おそい。他ほかにこれといって行く場所もない。気が付けば、足が勝手に繁はん華か街がいへと向かっていた。


　いわゆる夜の街だ。ネオン。呼よび込こみ。雑ざつ踏とう。酒のにおい。香こう辛しん料りようのにおい。すえたにおい。煙草たばこの煙けむり。


　有線から流れるポップス。店内から漏もれるＢＧＭ。


　その中を、連れだって歩く者。一人で足早に歩く者。立ち止まって待つ者。仲間を捜さがしうろつく者。


　彼ら彼女らの笑い声。嬌きよう声せい。言い争い。携けい帯たいの着信音。また笑い声。通りを包む、気け怠だるい熱気。


　いくつもの要よう素そが溶とけ込んだ濃のう密みつな空気が、歩いているだけで口から鼻から体内に入ってくる。肌が火ほ照てりを帯び、頭の奥おくに甘あまったるい痺しびれが生まれる。


　景は影かげのように街に溶け込んでいた。


　闇やみに身を置き、人工の光に照らされた者をじっと観察する。影から影へ移い動どうし、街の空気そのものを把は握あくする。


　久ひさしぶりの感覚だった。かつて景は、毎まい晩ばんのようにこうして街に身を沈しずめていたのだ。潜せん水すい艦かんに似にている。日の当たる世間の水面下に潜もぐり、息を止めて音を立てずに移動する。身体からだは繁華街の雑踏に置きながら、心は冷静な水底に沈ちん下かさせて夜の街を行くのだ。


　そうやって、アンダーグラウンドの世界に接せつしていた。情じよう報ほうを集めるために。同じ世界に住む者たちの生活を知るために。彼らの呼こ吸きゆうのようなものを、直じかに接することで知っておきたかった。


　楽しかった思い出ではない。かといって、辛つらいと感じたこともなかった。そうするべきだと判はん断だんしたからしていたのであって、必要に応おうじただけだった。


　──そうだ。


　そのころの自分には、楽しいからやるとか辛いから避さけるという行動規き範はんがなかった。自らの感情とは断だん絶ぜつしたところで、「やらねばならない」ことがあった。己おのれの感情を度ど外がい視しして遂すい行こうすべき、目的があった。


　自分がどう思うかなど、気にする必要はなかった。


　戻ってきた感覚に従したがい、景は街に出てきている同年代の人間を、探さぐるような目で追っていった。


　路上に座すわり込む少年たち。大声で通りを練り歩く少女たち。


　そんな若わか者ものを眺ながめる景に、以前にはなかった思いが生じた。


　これまで自分は孤こ立りつしていた。しかし、孤立する一方で、なんの目的もなく生きる彼らを──そして級友たちを、どこかで見下してはいなかっただろうか？


　集団に混まじろうとしない景を、彼らが軽視し、嘲あざけっていたのと同じように。自分の方も、彼らに対して軽けい蔑べつの念を抱いだいていたのではなかっただろうか？


　だからこそ、誰だれとも親しくなることがなかったのではないだろうか？


　しかし、いざ目的を失ったいまの自分はどうだ？


　血が滾たぎることのない日々を、ただ緩かん慢まんに潰つぶしていく。色いろ褪あせた日にち常じようの中で、生きる意味もつかめずに立ち竦すくんでいる。


　そして、気が付けばこんな風に、過か去この熱を求めて街を流離さまよっている。


　脳のう裏りに、昨日パンドラで交かわされた会話が甦よみがえってきた。


　景は嗤わらった。


　進路？　将しよう来らい？　なんだそれ？


　先のことなど考えたことはなかった。そんな必要がなかった。


　自分は燃もえ尽つきるつもりだった。全身全ぜん霊れいを上げて、ネットを、[image: ]Ｃナイン・シーを、執行細胞フアースト・セルを、女王を、叩たたき潰すつもりだった。刺さし違ちがえてでもそうする決意だった。また、そうでなくては達成できまいと覚かく悟ごしていた。


　常つねに、死を賭として臨のぞんでいたのだ。


　──そして……


　と景は痛いたみに耐たえるように固く目を閉とじた。


　そして、正直に言おう。それを楽しんでいた──


　死の縁ふちに立って生命を燃やす感覚に酔よいしれていた。


　学校で朝から晩まで机つくえに座ったまま時を潰す連中には真ま似ねできない、切エっツ先ジで踊おどるその感覚を謳おう歌かしていた。


　そう──


　その意味で、自分は悪あく魔まに魂たましいを売っていたのだ。


　次に浮うかんだのは、梓の顔だった。


　事じ件けん解かい決けつ後の梓の顔。パンドラで花見の様子を語る顔。教室で級友たちと戯たわむれる顔。


　なんと、自分から遠いところにあることか。


　まるで天空の星だ。


　景は泥どろのようなマグマのような思考を抱かかえたまま、黙もく々もくと街を歩いた。徐じよ々じよに表通りから外れ、裏うら通りへ、さらに深い夜の闇やみへと足を向けた。


　ここ数日鈍にぶる一方だった感情のうねり。それが徐々に息吹いぶきを取り戻もどし始めた。


　だが、目覚めた感情は不ふ穏おんなものだった。鼻の奥がちりちりする。喉のどが渇かわき始めている。危き険けんな兆ちよう候こうだ。それなのに、以前のような鋼はがねの自じ制せい心しんが伴ともなっていない。


　それでも、景は進んだ。突つき動かされるように足を運んだ。


　そして、無む意い識しきに求めていたものを察知した。


「──！」


　駆かけ出す。真まっ直すぐに、察知した気配を目指す。肌はだがささくれる感覚。これは……


　雑ざつ居きよビルの裏側。そこには周りを外がい壁へきとフェンスに囲まれたパーキングがあった。


　視界が開ける。


　目に入る数人の男たち。六──七──全部で八。うち三人は黒い革かわジャンを身に着けていた。


　──ＤＤか!?


　そして、その三人の背はい後ご。


　熊くまが立っていた。


　全身を剛ごう毛もうに包んだ、巨きよ大だいな一頭の熊。いや、熊ではない。全身から骨ほねに似にた突とつ起き物ぶつが突き出している。あごからは触しよく手しゆのようにねじれた牙きばが飛び出し、頭部には真ん中に一つだけ、バスケットボールほどもある眼がん球きゆうが備そなわっていた。


　一つ目の、異い形ぎようの熊だった。


　熊の姿すがたを取った悪魔だ。


　腰こしから脳にかけて、電でん撃げきが走り抜ぬけた気がした。一いつ瞬しゆん息もできなくなった。


　次いで、心しん臓ぞうが狂くるったような鼓こ動どうを刻きざみ始めた。


　悪魔が吼ほえる。男たちが悲鳴を上げる。我われに返った。もう一度、その場の人間の動向に注視した。


　ＤＤの三人と、その他の五人のいざこざだ。あの悪魔には見覚えがあった。以前ＤＤの溜たまり場『テアー・チェイン』を襲しゆう撃げきした際さい、その場にいた悪魔だ。


　この場所、この時間帯で悪魔を用いるのは、かなり危き険けんだ。第三者に目撃されるかもしれない。が、いかにもＤＤらしい。五人組には悪オ魔ー持ナちーはいないらしい。ただ逃にげ惑まどっている。景は失しつ笑しようした。無様だと思った。


　一方のＤＤは冷静だ。悪魔を操あやつる一人を残し、あとの二人が逃げ惑う五人を殴なぐりつけ、アスファルトに転がしている。悪魔の動きにも無む駄だがない。直ちよく接せつ敵てきを攻こう撃げきする真ま似ねはせず、ただ逃がさないよう立ち回らせている。さすがはＤＤの悪オ魔ー持ナちー。事じ件けん以後にカプセルと関かかわったようなケツの青い悪オ魔ー持ナちーとは違う。一方的に決着がつきそうな勢いきおいだった。


　景は、唇くちびるを嚙かんだ。


　これは連中のいざこざだ。自分が関わる問題ではない。五人組とてジャンキーには違いないのだ。どちらもちんぴらには違いない。でかい面をして仲ちゆう裁さいに入るなど、アンダーグラウンドの仁じん義ぎにもとる。


　いっそ、と景は周りを見た。


　いっそ誰かが通りかからないものだろうか？　誰か、カプセルに関係のない素人しろうとが……


　と、思わず景は息を呑のんだ。自分の思考に身み震ぶるいした。


　──何を考えてやがる！


　だが、この夜、奇くしくも景の願いが通った。ビルとビルに挟はさまれた通りから、二人の人間が姿を見せたのだ。


　一人は足早にパーキングに駆け寄よってきた。その腕うでにもう一人の人物──けばけばしく化け粧しようした若わかい女を抱えていた。女は抵てい抗こうしている。だがそれを強ごう引いんに引きずって、乱らん闘とうの現げん場ばに近づいていった。


　──六人いたのか。


　五人組の仲間だ。女を腕に抱き、悪魔を操るＤＤたちに「やめねえかっ！」と怒ど鳴なった。


　どうやら人ひと質じちらしい。あの女、ＤＤの知り合いに違いない。


　ＤＤが何事かを怒鳴り返した。それでも、悪魔を操るのを止め、女を抱える男を凶きよう悪あくな面でにらみつけた。


　恐おそろしく険けん悪あくな空気が漂ただよってくる。


　女は怯おびえていた。何が起こっているのか理り解かいできずにいる。


　やがてＤＤが、仕方ない、といった調子で肩かたを竦すくめた。


　悪あく魔まが重たい足を前に踏ふみ出した。人質を取っていたはずの男が、そして人質になっていた女が恐きよう怖ふの悲鳴をもらした。ＤＤが人質を見み捨すてたのだ。


　躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬だけだった。


　パーキングに飛び出したとき、景の唇には冷たい笑えみが刻まれていた。
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　帰路。


　市の外れにあるマンションへと、景は一人で歩いていた。


　挫くじいた足を引きずっている。しかし、景は晴れやかだった。全身の痛いたみすら倒とう錯さく的な快かい感かんだった。そんな自分に歪ゆがんだ自じ嘲ちようを覚えた。


　──僕ぼくはやはりジャンキーだ。骨の髄ずいまで腐くさってやがる。


　セルネットを倒たおすために、あえてカプセルの闇で暗あん躍やくしてきたのだと思っていた。


　ジャンキーを敵てき視しし、彼らを倒すために手を汚よごしているのだと自分に言い聞かせてきた。


　でもそうではなかった。


　自分は楽しんでいた。


　教室に一人ぽつんと座すわり、級友の会話を聞き流しているとき。


　退たい屈くつな授じゆ業ぎようを受けながら、意味があるとも思えない課題を解といているとき。


　そんなときより、いまこうしておぞましい乱闘に加わり、傷きずついた身体からだを抱えながら家路に就ついている方が、はるかに生きていることを実感できる。


　あれほど願っていた悲願を遂とげたというのに、この始末だ。まったく、なんたる様か。


「……って」


　知らず知らずもれていた低い笑い声に、胸むねの打だ撲ぼくがずきりと痛んだ。景は顔をしかめた。その顔にも痣あざが残っている。


　手が胸むな元もとのペンダントに触ふれた。


　──いっそ使っちまうべきだったか？


　悪魔のいる乱闘の中でも、景はカプセルだけはのまなかった。カプセルをのまなくとも、少しは〝影かげ〟を操れる。あとは長年の経けい験けんを活いかし、双そう方ほうに打撃を与あたえた上で人質と一いつ緒しよにパーキングを脱だつ出しゆつした。


　わずかな時間の、刹せつ那な的な戦い。戦いとも呼よべないような喧けん嘩か。それでも、景の中で渦うず巻まいていた熱を冷ますには十分に役立った。


　そして熱が冷めてしまえば、あとには苦い後こう悔かいが残った。


　──いっそ……


　と、目の高さまでペンダントを持ち上げる。


　いっそ使ってしまった方が、どれだけ楽なことだろう。ズキズキと脈みやく打うつ身体の痛みはもちろん、絶たえ間なく襲おそってくる禁きん断だん症しよう状じようとも、自分が消えてしまいそうな毎日の不安ともおさらばできる。


　足が止まった。


　長いこと、その姿し勢せいのまま銀色に鈍にぶく光るクロスを見つめていた。


　結局、景は腕うでを下げた。耐たえられない疲ひ労ろう感に見み舞まわれ、腕の重みのままペンダントを下げた。


「ああ……」


　と堪こらえきれず慨がい嘆たんがもれる。


　これからもずっと続くのだろうか？　これからの人生、ずっとこんなことが？


　耐えられるだろうか？　昨日、耐えると決めた。だけど、本当にできるだろうか？


　景は真っ暗な感かん情じように溺おぼれたまま、真っ暗な夜の道を歩いた。誰も気にしない生活に戻もどるため、誰もいないマンションを目指した。


　四○五号室。


　ドアの前で梓が待っていた。





「…………」


　景はぽかんとした。どうして、という疑ぎ問もんを抱いだくこともできずに立ち止まった。


　ドアの下にうずくまっていた梓が、現あらわれた景に気付いて立ち上がる。パッと輝かがやいた顔が、景の様子を見て暗く曇くもった。


「景ちゃん！　どうしたのよそれ？」


　慌あわてて駆かけ寄よってくる。景の傷きずを見ておろおろと狼狽うろたえる。


「何？　何があったの？　いったいどうしたのよ？」


　梓の手が頰ほおに触れる。ずっと外で待っていたのだろうか、その指先は冷え切っていた。


　梓の呼こ吸きゆうがすぐ側そばに近寄る。暖あたたかな息吹いぶきが首くび筋すじにかかる。


　心配した瞳ひとみが、景の怪け我がを我わがことのように痛々しく映うつしている。


　景の胸きよう中ちゆうで、鎮しずまっていた感情が急きゆう激げきに沸ふつ騰とうした。ただ、あふれ出る想いは、その圧あつ力りよくに押おされて歪いびつにひっくり返った。


「うるさいな」


「え？」


「そんな目で見ないでくれ。どうってことはない。なんでもない、ちょっとしたトラブルだ」


　飛び出した口調の刺とげ々とげしさに、梓より景が驚おどろいていた。驚いて、怯ひるみそうになる自分に腹はらが立ち、景は追い詰つめられるように言葉を吐はき出した。


「カプセル絡がらみの件けんでね。乱らん闘とうになっただけだ。傷を負ったのは不覚だったが、まあ仕方ないさ。これぐらいの怪我、昔はいつもしていた」


　昔は、という部分を意い識しき的に強調して言う。


　梓は言い返すことができず唇くちびるを嚙かんだ。それを見て苛いら立だちが募つのった。


「なんだよ。僕は襲おそわれそうになった女を助けて来たんだぞ。非ひ難なんがましい顔をしないでくれ」


「……非難だなんて……わたしはそんな……」


「そうでなくても、悪あく魔まを相手にした立ち回りだったんだ。疲つかれてるんでね。せっかく来てくれたところを悪いけど、さっさと用件に入ってくれないかい」


　一言一言口にする度たびに、重たい斧おのを振ふり下ろしている気になった。斬きり付けているのは、梓であり、自分自身だ。


　胸の奥おくの感情が、行き場をなくして煮にえたぎっていた。臓ぞう腑ふが爛ただれていく気がした。


「悪魔を相手って……景ちゃん、それじゃあ」


　梓の目が大きく開く。


　景は思わず、


「カプセルはのんでない。ほんとだ。カプセルなしで上う手まくやった」


「そう……なの？」


「なんだ。信じられないかい？　それならそれでいいよ」


　目の前でシャッターを下ろすような口調だった。梓の目に純じゆん粋すいな悲しみが浮うかぶのを、どうしようもない焦しよう燥そうと自じ虐ぎやく心しんで黙だまって見つめた。


　──さっさと帰ってくれ……っ！


　これ以上いくら話を交かわしたところで、自分は梓を傷きずつけるだけだ。


　いや、それをいうなら、自分はこれまで梓を喜ばせるような言葉を、一度でも口にしただろうか？


　自分に近づけないため。危き険けんから遠ざけるため。自分はいつも梓に対し、心ない言葉ばかりをぶつけてきた。突つき放すようなことばかり口にしてきた。


　堪たまらなくなって視し線せんを逸そらした。


　彼女に危険が降ふりかかることは、もうないだろう。自分は一いち応おう、彼女を護まもり通すことに成功した。


　なら。


　その成功をせめてもの矜きよう持じとし、もう自分は彼女の前から消えるべきではないだろうか？


　いま初めて浮かんだ、その考えに、景は真っ白になった。すとん、とあらゆる重力から切り離はなされた気がした。


　──そうなのか？


　それが正しい道なのか？


　青ざめた顔のまま答えを求めて、景は逸らしていた視線を戻もどし、何も言わない梓の顔に正面から向き直った。


「──！」


　梓は景を見つめていた。


　真まっ直すぐな眼まな差ざしが、景の両目から内側に飛び込こんできた。


「景ちゃん」


「……なんだよ」


「用件、言うね」


「…………」


「告白しに来たの」


「……え？」


「告白をしに来たの」


「……何を？」


　梓は景から目を逸らさないまま、大きく息を吸すい込んで言った。


「わたし、景ちゃんが好き」


「…………」


「わたしは、景ちゃんのこと好きなの」


「…………」


　いい加か減げんな気持ちで口にされた言葉ではなかった。梓の台詞せりふには、そう確かく信しんさせるだけの力があった。


　その力に打たれ、景は言葉を失った。


「昨日のこと、覚えてる？　卒業したあとの進路のこと」


　もちろん覚えている。それがいまさっきも、景を苦しめていたのだ。


「昨日さ。景ちゃんが薬学部のある大学を目指すの『考えてみる』って言ったでしょ？　もし……もしだけど、それが本当なら、わたしもつき合うよ」


「……つき合うって……？」


「受かるまで勉強につき合う。浪ろう人にんするなら、一いつ緒しよにしてもいいよ」


　にこっと笑った。


　景は混こん乱らんした。


「な、何を馬ば鹿かなっ」


「そう？」


「そうだ！　急に何言い出すのさ。自分の将しよう来らいだろ？　他人のことなんか気にせずに、自分で決めないでどうするんだよっ」


　梓はクスクス笑い、


「なんと。物部くんらしからぬご意見」


「ふざけてる場合か！」


「ふざけてないよ。自分の将来だもん。だから、自分で決めたの」


　平然と言う。


　平然と言っているが、本気だった。


　絶ぜつ句くする景に、梓は続けて言った。


「最近の景ちゃん見てるとね。すごく不安になるの。去年まで感じてた不安とはまた違ちがって、胸むねの奥おくが訳わけもなく搔かきむしられるような不安なの」


「…………」


「昨日もそう。景ちゃん、わたしたちとテーブル囲んで一緒にいたのに、あなた一人だけ、どこか違うところにいるみたいだった。優やさしい目でわたしたちのこと見てるんだけど、それも、自分は遠い戦場にいて、幸せな家族の写真を眺ながめてるみたいで……水原くんも同じこと言ってたわ。いつも透とう明めいな表ひよう情じよう浮うかべて、側そばにいるのに離れてるようなところ──兄あに貴きにそっくりだ、って」


「水原が？」


　水原の兄は執行細胞フアースト・セルの一人、ベルゼブブである。セルネットを立ち上げたのち、二十二歳さいの若わかさで自殺した。


「……ねえ、景ちゃん」


　梓が前に出て景の両手を取った。


　景は抵てい抗こうしなかった。


「いま景ちゃんが辛つらい思いしてるのわかってる。わたしもそうだったもん。わたしもクリスマスの前とか、クラスに居い場ば所しよがなくて自や棄けになってた。ううん。その前だってずっと、わたしたちは周りに受け入れられないような気がして、二人だけで世の中を恨うらんでたもんね。いまの景ちゃんの立場は、わたしが経けい験けんしたことのある立場よりずっと辛いのかもしれない。だからね。もし景ちゃんが望むなら、我が慢まんしなくていいんだよ。一緒に学校辞やめちゃおうよ」


「梓ちゃん……」


　啞あ然ぜんとする景に向かって、梓は迷まよいのない顔で力強く頷うなずいた。


「心配ないって。将来の進路なんていっぱいあるんだし。辞めるのが嫌いやならホントに辞めちゃわなくても、いつもそれぐらいの気持ちでいればいいじゃない。違う？」


　梓が景の手を握にぎり締しめる。繫つながった両手から暖あたたかい力が流れ込んでくる。透すき通った湯のように、景の心の傷きずを洗い、凝こり固まった感情を解ほぐしていく。


「だからね。ゆっくりやって行こうよ。景ちゃん、七年も普ふ通つうじゃない生活続けてきたんでしょ？　そんな、二か月や三か月で、真ま面じ目め人間の真ま似ねができるわけないじゃない」


　梓が苦く笑しようする。あるいはその台詞せりふは、梓自身にも向けられている台詞なのかもしれない。


「急がなくていいんだよ」


　と梓は言った。


「あんまり気を詰つめないでさ。ゆっくりやってこ。一緒に、ね」


　それ以上の言葉は必要なかった。


　言葉以上のものが、手に触ふれられるほどはっきりと伝わっていた。


　コミュニケーションにもいろんな形がある。毎日顔を合わせて雑ざつ談だんをして、知らず知らずにできあがるコミュニケーションもあれば、勇気を振り絞しぼって告白し、気持ちを伝えるコミュニケーションもあるのだ。


「じゃあ、わたしはこれで帰るね。景ちゃん、疲つかれてるって本当みたいだし」


「いや、あれは……」


　言い淀よどむ景を、梓は横目でねめつける。


「怪け我がの手当てぐらいしてあげようかと思ったけど……さっき意地悪なこと言ったから、してあげない」


　そう言って唇くちびるだけで微笑ほほえむ。


　景はなんと言ったらいいのかわからなかった。結局何も言わなかった。手を繫つないだまま、どちらも黙だまり込こんだ。


　と──


　ごく自然な動きで、梓の顔が近づいてきた。二人の目が、互たがいの目を合わせ鏡のように映している。


　綺き麗れいだな、と思った。綺麗な目をしている。その目に映うつる自分まで、薄うす汚よごれた気配が消え去っている気がした。


　ゆっくりと近づいてくる梓の瞳ひとみ。鼻先に伝わる梓の熱。


　景は梓が何をしようとしているのかを察して、さっと頰ほおを赤くした。すると、そんな景の反はん応のうを見て、梓の動きから自然さが消えた。


「うい、やあ、ああっと……」


　繫いでいた手を離はなし、バタバタとばたつかせる。顔が真っ赤になっている。


「じゃ、じゃあね。景ちゃん。また明日！」


「……うん」


　別れを告げた梓は一目散にマンションの廊ろう下かを走り去った。そして、エレベーターが上がってくる時間ももどかしいといわんばかりに、駆かけ足のまま階かい段だんを下りた。


　景は、階段に反はん響きようする梓の足音が聞こえなくなるまで、ドアの外で立ち呆ほうけていた。そして、思い出したようにマンションに入った。


　明かりを点つけると、見み慣なれた玄げん関かんが姿すがたを現あらわす。


　ここ数日、家に戻もどって同じ光景を目にする度たび、空くう虚きよだった今日と空虚だろう明日を思ってため息を落としていた。


　しかしいま、景は確たしかな足取りでリビングまで進んでいた。


　リビングの明かりを灯ともす。誰だれもいない部屋だ。しかし、両手にはまだ梓の体温が残っている。


　そんな景を嘲あざ笑わらうかのように、身体からだの奥おくの獣けものが吼ほえた。


　発ほつ作さだ。


　景は歯を食いしばった。目をつむり、体内の獣を我慢強くなだめた。


　突つき上げる嘔おう吐と感や、脳のうを揺ゆさぶる目眩めまい。意い志しを根こそぎさらっていく倦けん怠たい感や、窓まどから身を投げたくなる瞬しゆん間かん的な絶ぜつ望ぼう感。それらに黙って耐たえ、静かにやり過すごした。


　ペンダントを手にとって首から外す。


　外したペンダントを、ソファの隣となりにある屑くず入いれの真上に持っていく。


　梓がくれたいくつもの言葉が、胸むねの中で木こ霊だましていた。


　つまるところ──いまも昔も、景が梓に敵かなうはずなどないのだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。僕ぼくは、やれる」


　手を離すとペンダントの鎖くさりが真まっ直すぐに滑すべり、カツン、と音を立てて屑入れの底に当たった。


　小気味よい響ひびきだった。





　　　　◆◆◆◆◆
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　もし──


　このとき梓が景のもとを訪おとずれていなければ、乱らん闘とうで傷きずついた彼は、自室で襲おそった禁きん断だん症しよう状じように屈くつしていたかもしれない。


　もし──


　このとき景がカプセルを口にしていれば、あるいは彼は、遠くで発生したその気配を知覚することができたかもしれない。


　しかし景はカプセルをのまなかった。


　だから、三か月以上にわたってカプセルから遠ざかっていた彼の感覚は、その気配に気付くことがなかった。





　ちっぽけな人間のささやかな喜き怒ど哀あい楽らくを、等しく無に帰す無む慈じ悲ひな気配に。
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　息を切らせて走った。


　足が縺もつれて転てん倒とうした。


　地面が胸を打つ。息が詰つまる。じん、と痛いたみが身体に染しみる。


　しばらく立ち上がることができなかった。アスファルトの大地に突つっ伏ぷし、痛みと、そして恐きよう怖ふに戦おののいた。


　皆みな見み茜は泣いた。


　声を嗄からして泣いた。


　なぜ泣いているのか。その理由すら消えかかっていた。ただ嗚お咽えつだけが喉のどを締しめ付けた。


　自分を逃にがしてくれたのはビーグルという男だった。ドラッグ・ドッグズの人間だ。荒あらくれ者が多いグループの中で、珍めずらしく頭の切れで勝負するタイプの男である。それゆえ、組そ織しきでも一風変わったポジションにいて、周囲から一目置かれていた。


　それだけじゃない。


　それだけじゃなかったはずだ。余よ所そ者ものの自分がＤＤに身を置いたときも、下のメンバーから疑ぎ惑わくの目で見られていたときも、彼は親身になって自分のことを庇かばってくれた。でも……


　駄だ目めだ。もう思い出せない。


　助けてくれた。その事実は理り解かいしていても、感かん謝しやの念が生まれない。実感がない。


　涙なみだがこぼれた。胸の中が空っぽだ。大切な、当たり前だが掛かけ替がえのないものがなくなってしまった。もう二度と戻もどって来ないかもしれない。それどころか、いまに「戻って来ない」という事実にさえ、何も感じなくなる。


　茜は震ふるえる手足で身体を起こした。


　ここ数日、自分とビーグルとは必死になって調べた。最初は何気ない気持ちで。やがて深しん刻こくな危き機き感に追い立てられて。最後には死に物もの狂ぐるいになって。調べられる限かぎりのことを調べた。


　何もかも、もう手て遅おくれだ。


　ビーグルは茜を逃にがして、自らはその場に留とどまった。彼が忠ちゆう誠せいを誓ちかう、無二の友の側そばに。


　涙がこぼれた。どこにこれほどと思うほどたくさんの涙が、止めどなく流れて頰ほおとあごとアスファルトを濡ぬらした。


　始まりは坂さか田た啓けい介すけだ。去年の暮くれの事じ件けん。執行細胞フアースト・セルの居い場ば所しよを突き止めようと奔ほん走そうしていた時期、茜や千絵、水原らの張はった網あみにかかった、セルネットの売人。その後、敵てきのアジトが割われ、結局はそのままになっていた。誰一人として気を払はらわなかった。


　彼がＤＤに姿を見せたときから、何かが狂い始めた。彼の背はい後ごで糸を引く人物が、誰にも気付かれないうちに、事じ態たいを取り返しの付かない段だん階かいまで押おし進めてしまった。


　気付くことができなかった。


　ＤＤの中で、そういうことに気付くべき立場にいる自分が──唯ゆい一いつ、気付くことのできる能のう力りよくを持った自分が、気付くことができなかった。他の者はみんな、そんなことは考えない。酒と喧けん嘩かと女のことで頭をいっぱいにして笑っている連中なのだ。だから、自分しかいなかった。自分だけは気付かなくてはいけなかった。なのに、気付かなかった。


　浮うかれていたからだ。


　事件が終わり、あいつと過すごす普ふ通つうの時間に、浮かれて調子づいていたからだ。


　私のせいだ。


　そのとき、背後で音のない落らく雷らいが起こった。


　地から天に突つき抜ぬける雷光。


　圧あつ倒とう的てきな力を、完かん璧ぺきに制せい御ぎよした光。神が下した裁さばきの火にも似にた、神こう々ごうしく静せい謐ひつな、黄おう金ごん色をした光の帯。


　最後に見たのは、あいつの背せ中なかだった。自分とは大人と子こ供どもほども違ちがう、広く厚あつい背中。負けるとわかっている絶ぜつ望ぼう的な戦いに、怯ひるむことなく挑いどんでいく背中。


　うわああー、と茜は絶ぜつ叫きようを放った。


　ああああー、と声が続く限り叫さけんだ。


　あいつが髪かみに触ふれた感かん触しよくも、煙草たばこ臭くさい息も、馬ば鹿かにした視し線せんも、狡ずる賢がしこい口元も、荒あら々あらしい眼がん光こうも、時折見せた幼おさなさも。


　もうすぐ忘わすれてしまうのだろうか。もうすぐ消えてしまうのだろうか。他人が見たらなんとも思わないような、でも自分にとっては宝ほう石せき箱ばこにしまっておきたいような大切な思い出が、もうすぐ二度と手の届とどかないどこかに行ってしまうのだろうか。


　冷静になれ、と茜は命じた。


　何が何でも冷静になれ。そして考えろ。


　私は──私たちはしてやられた。それはもう、見事にしてやられた。でも諦あきらめてはならない。投げ出してしまってはいけない。


　考えて、考えて、考えて、考えて。


　為なすべきこと、為せることを為せ。


　リベンジだ。


　それが、私たちのリーダーである、甲斐氷ひよう太たのスタイルなんだ。


　はるか後方で闇やみ夜よを切り裂さく黄金の光。その光をにらみつけながら茜は歯を食いしばった。


　そして、考えた。


　まずは……メールだ。
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　遠くに聞こえる。


　あれは、狼おおかみの遠とお吠ぼえ──？





　あれ、と僕ぼくは我われに返った。消えていた音ノイズが戻もどってくる。いつもの教室のいつもの光景。ああそうか、と納なつ得とくする。また王国に行っていたんだ。いまは昼休み。給食のあとの長い時間を、椅い子すに座すわってぼんやりしていたんだったっけ……


　それにしても、と手のひらを見た。


　まだ手のひらに古びた羊皮紙の感覚が残っている気がする。


　深夜だった。シンと静まりかえった肌はだ寒い部屋で、僕は一人、書物を紐ひも解といていた。


　蠟ろう燭そくの燃もえる小さな音と、開けた窓まどから夜気と共に入り込こんでくる森の音。僕が頁ページを捲めくるたびに古い紙が乾かわいた音を立て、身にまとうローブの衣きぬ擦ずれの音がした。


　夜空には月。


　月つき影かげを映うつす、水銀のような湖面。


　大人が何人も横になれそうな巨きよ大だいな書しよ机づくえは、表面が使い込まれて飴あめ色いろになっていた。そこに書物と羊皮紙を広げ、神代の文字を書き取っていく。ペン先がインクの入ったガラス瓶びんに触ふれる硬こう質しつな音。羊皮紙の上を動くざらついた音。書き上がった文字列の上に、インクを吸すい取るための砂すなをこぼす。それを慎しん重ちように払はらって出で来き栄ばえを確たしかめる。誰だれにも邪じや魔まされない場所で、知的興こう奮ふんを味わいながら。


　隣となりには彼女が座っている。余よ計けいな口は何も利きかずに、ただ僕ぼくの手元を眺ながめている。僕は彼女に笑いかけて、でも無む駄だ口ぐちは叩たたかない。そんなことをする必要はない。ただ一いつ緒しよに時間を過すごすだけ。


　僕は作業に戻る。彼女がすぐ側そばでそれを見守る。そんな風にして、夜の時間が過ぎてゆく──


　と、ガタガタという騒そう々ぞうしい音が、またも僕をノックした。


　知らないうちに、また向こうに行ってしまっていた。惜おしい気持ちのまま世界の境きよう界かい線せんを戻る。見ればクラスメイトが全員席に座っている。先生が教室に戻り、午後の授じゆ業ぎようが始まった。チャイムは？　気付かなかった。いつ鳴ったんだろう。


　まあいいや。僕は教科書を出して形だけそれを広げた。それから改めて周りを見回した。


　周りのみんなは昼休みの会話が尾おを引いていて、まだ全然落ち着きがない。授業に集中する気になっていない。隣の席の者とコソコソ内緒話をする。先生がそれを注意する。相変わらずの光景。僕から遠く離はなれた光景だ。まるでブラウン管の向こう側のように。


　教科書を読む振ふりをしながら、僕はまた王国に戻っていった。最近は彼女が側にいなくても、かなりリアルに空想できる。心があの世界に慣れてきた。彼女のやり方スタイルに馴な染じんできた。


　知らず知らずに笑えみが浮うかんだ。僕に与あたえられた特とつ権けん。僕にしかできない想そう像ぞうと創そう造ぞう。


　近ちか頃ごろよく思う。本当はどっちなんだろう。どっちが本当なんだろう。こんなにも無味乾かん燥そうなこの世界と、あんなにも瑞みず々みずしいあの世界。現げん実じつのはずのこの世界で、こんなにも強く感じる非現実感。


　でもこれだけは、はっきりしている。いま僕にとってどちらの世界が重要か。あっちだ。僕と彼女が作った世界が、僕には何より大切だ。


　あそこは楽しい。楽しくって仕方ない。


　結局僕は午後の授業の間、ずっと王国で過ごしていた。また疑ぎ問もんに思う。僕が王国にいる間、こっちの僕はどうなっているんだろう。誰にも気き遣づかわれず、誰にも気にされず、誰からも忘れ去られて。それってまるで死んでるみたいだ。


　放課後になった。僕は荷物をまとめて、さっそく教室を出ようと思った。


　その僕の前に一人の女の子が立った。この前僕に話しかけてきた女の子だった。


　びっくりする僕に向かって、彼女は一方的に言った。


　帰るなよな。


　訳わけがわからなかった。だから僕は曖あい昧まいな笑顔を浮かべた。


　彼女は苛いら立だちながら説明した。僕は昨日、風か邪ぜで学校を休んだ。その間にクラスの係り決めがあったらしい。僕は彼女と一緒にクラスの図書係りに選ばれたというのだ。最後まで残っていた係りが、その場にいない僕に割わり振られたのだ。


　彼女は実に不ふ機き嫌げんそうだった。すごく不本意そうな顔で僕に言った。


　だから帰るな。これから係りの仕事をするんだ。お前も手伝え。


　僕は困こん惑わくした。彼女はそんな僕を複ふく雑ざつな顔で見ていた。


　それからふと、場ば違ちがいなことを思った。


　人と話したのって、何か月ぶりだろう、って。





　　　　◆◆◆◆◆





　その日、滝たき田た静しずかはとても不満だった。


　原げん因いんは二つ、いや、三つある。


　一つはテストの点が悪かった自分に、課題を課してきた教きよう師しへの不満だ。


　別に赤点を取ったわけではない。なのにその教師は、歴史研究会にいる静が歴史の成せい績せきが悪いのは問題があるなどと難なん癖くせを付けて、自分にだけ余よ計けいなレポート提てい出しゆつを要求した。


「あいつ、あんたに惚ほれてんのよ」というのが親友一同の意見である。冗じよう談だんではない。四十に手が届とどく独どく身しん教師に見み初そめられるなど、考えただけで憂ゆう鬱うつになる。


　二つ目は三日前の失しつ恋れんだった。


　つき合いは去年のクリスマスから始まった。毎週のようにデートをしたし、月に一回はキスをした。バレンタインやホワイトデーには、学校をサボって映えい画がやコンサートに行ったりもした。なのに、三年になってクラスが替わった途と端たん、そのクラスの女子に乗り換かえて、静のことはあっさりサヨナラだ。


「いつまで立ってもハダを許ゆるさないから、嫌いや気けが差したんでしょ」というのが親友一同の意見である。冗談ではない。クラスの何人が経けい験けんしているのか知らないが、自分はそういうことは大切に取っておくのだ。


　そして三つ目は、こんなにも不幸な静を放ほうり出して、自分たちだけカラオケに繰くり出した親友一同に対する、強い不満である。


　どいつもこいつも、血も涙なみだもない連中だ。どうせ明日の昼休みにアイスクリームの一つでも奢おごれば機嫌を直すと高をくくっているのだろう。舐なめるなよ。昼休みのアイスクリームに、放課後の今川焼きを付けたって許してなんかやらないのだ。もちろん、そこにカフェ『クララ』のトロピカルバナナパフェも付いてくるなら話は別だ。自分は大人である。本心から誠せい意いを示しめす相手には、十分寛かん大だいな処しよ置ちを取る用意があった。


　ともあれ、いまはまずレポートを書き上げることが先決だ。静はクラスメイトが放課後を満まん喫きつするのを脇わき目めに見つつ、嫌々ながら四階までの階かい段だんを上った。図書室で調べものをするためである。


「あーあ……せめて別れる前ならなあ……」


　レポート課題が出されるのが三日以上前なら、つき合っていた彼が一緒に手伝ってくれたはずだ。なのに失恋の痛いた手でも癒いえぬうちから課題を言い渡わたされ、苦楽を共にせんと誓ちかい合った親友一同は──いや、もはや連中はトロピカルバナナパフェまで親友の名に値あたいしない──自分を見み捨すててさっさと遊びに行っている。泣きたい気分だった。


「だいたいあんた失恋つっても、これでもう何回目よ。どうせすぐにまた、違うのに惚れるんでしょうに」


　親友、もとい知人の一人は知った風な顔でそのように予言する。


　確たしかに自分は惚れっぽいところがある。しかし、惚れてる間はその相手一ひと筋すじだ。浮うわ気きなんかしない。心から好きになる。そんな健けな気げな自分がいざ失恋などという悲ひ劇げき的運命と対たい峙じしたとき、その痛手が大きいのは道理ではないか。


「はいはい。今川焼き囓かじらせてあげるからねー。もう泣くのよしなさいねー」


　だから今川焼きなど問題ではないのだ。しかもクリームチーズ味とは何事だ。今川焼きはあんこだろ。


「……あ、いけない。調べものしなきゃ」


　虚むなしい回想を脳のう裏りから追い出して、静は肩かたを落としつつ歴史の書しよ架かを眺ながめて回った。


　めぼしい本を二、三冊さつ抜き出して、使える文章があるか調べてみる。


　ない。


　一通り調べたが、ほとんどない。ここにないとなれば、あとは……書庫ぐらいか？


「あーもうっ。めんどくさいなあ……」


　ぶつくさ言いながらも根が律りち儀ぎな静は、納なつ得とくのいくレポートを上げるために図書室の奥おくに移い動どうした。『書庫』と書かれたプレートのある扉とびらを引き開ける。


　書庫の中は狭せまい。広さは図書室の三分の一ぐらいあるはずなのだが、天てん井じようまで届とどく書架が所狭しと並ならんでいるために、実じつ際さいより狭苦しく感じるのだ。埃ほこりっぽいし、かびくさい。窓まどが塞ふさがっているので外も見えない。風も通らない。いいところなど何もない。


　おまけに、この雑然とした本の山から、レポートの参考になりそうな本を探さがし出さなくてはならないのだ。たった一人で。


「だああっ、もうっ。なんで私がこんな陰いん気きくさいとこに籠こもんないといけないわけ？　もう最っ低！　ぷーんだっ！」


　誰もいないと思って、思い切り大声で愚ぐ痴ちった。


　ところが先客がいた。


　書架を挟はさんだ反対側。ひょいとのぞいたその先に、本を手にして踏ふみ台に腰こし掛かけた一人の男子生徒が、驚おどろいた顔をして、大声を出した静を見つめていた。


　目が合った。


　かーっと顔が赤くなった。


「ご、ご、ごめんなさいっ。誰かいるなんて思ってなかったから……！」


　恥はずかしい。よりにもよって「ぷーんだ」などという失言を聞かれてしまった。


「い、いや。別に謝あやまることないよ。ちょっと驚いただけだから」


　その男子生徒も静の恥ずかしさが伝でん播ぱしたような声で答えた。そしてこちらの顔に気付いたように、


「あー、と。滝田──さん？　どうしたの。こんなとこに」


「え？」


　名前を知られているとは思わなかった。静は改めて男子生徒の顔を見直した。なんと知ってる顔、それも同じクラスの生徒だ。


「物ものの部べくん」


　ハッと思わず身み構がまえた。


　物部景けい。図書室の住人。そうだ。彼はいつも書庫に籠もっていると評ひよう判ばんだった。ここにいても不思議はない。


　しまった、と静は内心顔をしかめた。彼にまつわる様々な風聞は静だって耳にしている。ドラッグを売買し、自らもジャンキーだという噂うわさ。そのドラッグでクラスメイトを破は滅めつさせたという噂。去年の終業式に起こった不ふ可か解かいな事じ件けんも、彼が仕組んだことだと、まことしやかにささやかれている。


　無口で根暗で陰いん険けんで、誰とも喋しやべらぬアヤシい男。常つねに一人で行動する、三年Ａ組のアンタッチャブル。それが物部景だ。


　書庫には彼がいると聞いていたのに。うかうかと踏ふみ込こんでしまった。こんな男と関かかわりを持ったらろくな目に遭あわない。早々に撤てつ退たいしなくてはならない。


「えーと、ちょっと調べものがあったの。あ、でもいいのよ。もう終わったから」


「……そう」


　と答えて景は再ふたたび持っている本に視し線せんを戻した。とりあえず絡からまれたりはしなかったみたいだ。よかった。


　景が目を逸そらしたので、静は一安心して、彼のことを盗ぬすみ見してみた。これまで話したことはもちろん、ゆっくり眺ながめたこともなかった。同じ教室にいても、一人違ちがう場所にいるような生徒なのだ。


　改めて観察すると、物部景は思っていたよりずっと小こ柄がらで華きや奢しやだった。高校三年には見えない。ドラッグの影えい響きようで発育が悪かったりするのかもしれない。顔つきも穏おだやかだ。というか、よく見れば結けつ構こう──いやいや、かなりイケてる。物静かな感じのする、なかなかの美少年だ。それに、どういうわけか、以前ちらっと見たときより険がない。聞いていた噂とまるで違う、ただの大人しい読書少年という感じだ。いきなりキレて暴あばれ出しそうな危あぶない雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかった。


　と、ついつい見入っていると、視線を察したらしい景が、戸と惑まどった表ひよう情じようを向けた。


「……どうかしたの？」


「え……あ、いや！　ごめんなさい。ついその……」


　こちらを見る顔が軽い困こん惑わくを浮うかべている。しかし怒おこった様子はなかった。


　そうだ。彼ならあるいは……


「じ、実はね。私、レポート提てい出しゆつするよう言われたんだけど、その資し料りようが見つからなくってさ。いま探してる最中なの。それで、その……物部くんって、よくここにいるじゃない。もしなんだったら──」


「ああ」


　と、静がみなまで言わないうちに、景は読んでいた本を閉とじた。


「何？」


「……え？」


「何を調べるの？」


「あ、ああ。えーと……」


　静がレポートの内ない容ようを言うと、景は「それなら」と迷まよう素そ振ぶりも見せずに立ち上がり、静の隣となりを通って奥おくにある書しよ架かの前に立った。そして、棚たなを順番に眺めていき、埃ほこりを被かぶった本を二冊さつほど抜ぬき出した。


「これ。たぶん載のってるんじゃないかな」


「え、噓うそ。ほんとに？」


「うん。たぶん」


　慌あわてて受け取り本を捲めくる。確たしかに。静が言った条じよう件けんにぴったり合う。驚いた。


「スゴイっ。物部くん、まさかここの本、全部読んだの!?」


「まさか。偶ぐう然ぜん覚えてただけだよ。僕も歴史は嫌きらいじゃないから」


　景は目を逸らし、ぶっきらぼうな口調で言った。なるほど無ぶ愛あい想そうだ。しかし、嫌いやな感じはしない。というより、これはまるで照れているみたいではないか。


　むくむくと好こう奇き心しんが芽生えてきた。


「物部くんってさあ。いつもここにいるんでしょ？　本好きなんだ？」


「そうでもないけど……」


　ぼそぼそと答えた。いかにも素そっ気けない態たい度どだ。


　しかし、それだけ口にしたあとで、自分の返事の無愛想な響ひびきに本人も気付いたらしい。少し慌てた様子で、


「本当は自分でもよくわかってないんだ。好きとか嫌いとかじゃなくて、単にここにいるだけだから」


　と付け加えた。


「じゃあ書庫が好きなんだ？」


「……それもよくわからないな。でもここにいると落ち着くのは確かだ」


　こんな穴あな蔵ぐらみたいなところが落ち着くとは、ずいぶん変わっている。「ここが？」とさらに尋たずねると、景はわずかに言い淀よどみつつも、


「他ほかに誰だれもいないから」


　と答えた。


「ふうーん」


　静はなんとなく頷うなずきながら景の答えを聞いていた。面おも白しろみはないが、すごく素す直なおな印象のする返事だった。こんな風に正直に受け答えをしてくれるとは思いもよらなかった。


　静は友人一同からいつも騙だまされ、からかわれるポジションにいる。だから、朴ぼく訥とつに話す人間には好感が持てた。


　しかし景はといえば、会話が途と切ぎれたあとの沈ちん黙もくの中、いかにも居い心ごこ地ちが悪そうにそわそわしている。どうやら、静の「ふうん」という返事に対して、どのような反はん応のうを返すべきか決めあぐねているらしい。これで会話は終わりなのか？　自分はもう本を読みに戻もどってもいいのか？　それとももっと何か話すべきなのか？　何を話せばいいのか？　そんなことで悩なやんでいるように見えた。


　以前の彼のイメージでは、用よう件けんが済すめばさっさとコミュニケーションを絶たって、自分の世界に戻っていたように思う。それがこんな風に、つたないながらもコンタクトを取ってくるとは、何か心変わりすることでもあったのだろうか？


「ここが好きなんだったら、図書委員になればいいのに。たぶん、物部くん、うちの学校で一番ここに詳くわしいと思うし、適てき任にんな気がするけど」


「いや、そういうのは……」


　と言いかけて、またも景は口を閉ざした。何かを考える仕草をする。


「……そうだね。いいかもしれない。考えてみれば僕ぼくはこの二年間、学校や他の人のためになることを、何もしてこなかった。最後の一年ぐらい、生徒としての義ぎ務むを果たすべきなんだろう。きっと」


　真しん剣けんな表情で言った。


　静は慌てて、


「ああ、そんな堅かた苦くるしい話じゃなくてさ。せっかくここにいるんなら、その時間を有ゆう効こうに使った方がいいと思って。書庫で探さがし物するのって大変じゃない。物部くんが手伝ってくれたら、みんな助かるよ。さっきみたいに」


「そうかな？」


「あ、でも……もう三年だし、そんな暇ひまないか。物部くんも受験するんでしょ？」


「まだ決めてない」


「え、そうなの？　就しゆう職しよくとかも考えてるの？」


　重ねて尋ねると景は困こまった様子で、


「ごめん。本当に何も決めてないんだ。クラスのみんなは、もう進路とか決めてるのかな？」


「そりゃ……進学か就職かくらいは、なんとなく決めてるんじゃない？」


　静の返答を聞いた景は、「そう」と唇くちびるを引き締しめた。


「……そうだよな。自分の将しよう来らいのことだ。具体性せいに差があるとしても、まともな奴やつなら、なんらかのビジョンは持っていて当然だ」


　そうつぶやいて、いよいよ深しん刻こくな面おも持もちになる。


　その大おお真ま面じ目めに悩む様子がおかしくて、静は少し呆あきれつつ苦く笑しようした。


「まあまあ。そんなマジ顔しないでよ。進路が決まってない子がいない訳わけじゃないし。就職する子はともかく、進学選んでる子だって、たいていはなんとなく大学行きたいってだけなんだから」


　静が言うと、景は驚おどろいた様子で「なんとなく？」と聞き返した。


「しかし、大学に進むとしても学部の選せん択たくなんかがあるわけだろ？　ある程てい度ど将来を見み越こしていなければ決められないはずだ」


「そ、そんなことないよ。とりあえず大学入るっていう子はいっぱいいるよ」


　かくいう静もその一人だ。周りの友人たちが進学するというので、自分もそう決めたのである。静の場合は、目標の大学まで彼女たちと一いつ緒しよだ。


　だが景には理り解かいできなかったらしい。


「とりあえず入る？　そんなことをしてなんになるんだ？　だったら、どこにも行かないで将来の決定に集中した方がいい」


「いや、その……」


「一度下した判はん断だんは、それだけで以後の選択肢しを狭せばめてしまう。後々の行動にまで影えい響きようを与あたえるものなんだ。なんの指し針しんもない段だん階かいで、そんな風に判断を下して実行に移うつるのは危き険けんだよ」


　そんなこと言われても。


　いささか困こん惑わくした視し線せんを向けると、景はハッとして口調を改めた。




[image: ]


「あ……ごめん。偉えらそうな口を利きくつもりはなかったのに」


　顔中を後こう悔かいに染そめて生き真ま面じ目めな謝しや罪ざいをする。あまりにしゅんとした面持ちだったので、静は思わず吹ふき出した。


「……滝田さん？」


「ああ、ごめんなさい。だって物部くん、すごい真剣に謝あやまるんだもん」


　そう言うと、今度は景の方が困惑した顔つきになる。


　静は笑って、


「物部くんて真面目なんだねえ。あ、別にバカにしてるんじゃないよ。でも、そんな堅かた苦くるしくしなくていいよ。クラスメイトなんだしさあ」


「か、堅苦しいかな……？」


「うん。まあ、悪い感じはしないけどね。大学のことだって、いまからそんなに思い詰つめることないと思うよ。だいたい、将来の仕事だとかが高校のときにもう見つけられてる子なんて、逆ぎやくに少ないんじゃない？　一つの仕事を一生やってく時代でもないしさ。第一、私なんか、世間のこととか何も知らないもんね」


　と、耳を傾かたむける景に向かって、静は説明した。思いついたままを口にしたのだが、意外にももっともらしく聞こえる。


「だから、とりあえず大学に入れば、そこで見聞を広めることができると思うのよ。大学ってさ。高校と違ちがっていろんな人がいるわけじゃない？　自分と同じような考えをする人もいれば、まるで違う考え方で生きてる人だっているでしょ？　そんな人たちと話して、いまよりもっといろんなことを知りたいの。そしたら、自分がやりたいことが見つかるかもしれないじゃない。だから、とりあえずでも大学に入るのは、意味がないことじゃないと思うな」


　そう、静は思いを口にした。誰だれかに説明することで、自分の中でもいまいち明めい確かくになっていなかったことが、はっきりとした形になった。照れくさいような気もするが、思いもかけずすっきりした気分だ。


　静の意見を聞いた景は、感心した様子でしきりに頷うなずいた。


「そうか……そんな風に考えてみたことはなかったな。でも……うん、その通りだね。情じよう報ほうがそろわないまま判断を下すのは危険だけど、かといって動かないことには情報そのものが手に入らないものな。君の言う通りだよ、滝田さん」


　まだ少し言っていることがずれている気がしないでもないが、景の向ける賛さん辞じに噓うそはなかった。お世辞を言うタイプには見えないから、本心からの台詞せりふだろう。


　こんな風に褒ほめられることには慣なれていない。静はくすぐったい気持ちで「そ、そう？」と口元を緩ゆるめた。


「それにね。私の場合、受けたい学部は決まってるのよ」


「そうなの？　その……よかったら教えてくれないかな？　何しろ僕は、そういう話は疎うとくって。興きよう味み本位で悪いんだけど、他の人がどんな目標を持ってるのか知りたいんだ」


　ずいぶんと必死な面持ちで景は尋たずねた。ひどく不器用な言い方だったが、その分、彼の気持ちがストレートに伝わってきた。


　まったく。噂うわさなど当てにならない。この子のいったいどこが危険な不良だというのか。それどころか、まるでシャイじゃないか。


　おそらく、広がったデマに傷きずつきながら、それを否ひ定ていする機会もなくひとりぼっちでいたのだろう。恐おそる恐おそると──しかし決して卑ひ屈くつになることなく、素す直なおに話しかけてくる態たい度どを見ていれば、彼本来の人ひと柄がらが知れようというものだ。


　人の良い静は、景の立場に同どう情じようして、「いいよ」と要望に応おうじた。


「といっても、そんな大した目標じゃないんだけどね。憧あこがれっていうか、こうなったらいいなっていう希望みたいな……私さあ。考古学をやりたいんだよね」


「考古学？」


「うん。その……子こ供どもみたいって思うかもしれないけどさ。邪や馬ま台たい国こくとかってあるじゃない。卑ひ弥み呼こがいた。あの話、昔から大好きだったの。邪馬台国の場所とかずっと謎なぞのままだけど、どこかにあったのは間違いないじゃない？　そういうの、少しでもわかったらいいなってさ。発はつ掘くつとかも面おも白しろそうだし……」


　告白しつつ、ちらっと相手の様子をうかがう。


　景は瞳ひとみに純じゆん粋すいな興味を浮うかべて静の話を聞いていた。以前友人の一人に「考古学をやる」といったときは、


「はいはい。静ちゃんはいくつになっても夢ゆめ見る乙おと女めですねー。とりあえずジョーモン式ドキは置いといて目の前の宿題片かたづけましょうねー」


　と小こ馬ば鹿かにされたものだ。景が微み塵じんもそんな態度を見せなかったので、静はほっとした。


「ま、まあその、確たしかに子供っぽい目標だけどね。先生も進路相談で苦い顔してたし。さっきも言ったけど、目標っていうよりは憧れに近いかなあ。はは」


　とりあえず、そんな風にお茶を濁にごしてみる。将しよう来らいの夢などという青あお臭くさいことを真ま面じ目めに語るのは、ずいぶんと恥はずかしいものなのだ。


　景はしばらく黙だまってから、言葉を選びながら、


「僕は考古学のことは詳くわしくないんだ。でも、考古学で生計を立ててる人だっているだろう。そういう人たちは、世間的に馬鹿にされてるのかい？」


「ど、どうかな。人によると思うけど」


「だろうね。でも、それを言うなら、どんな職しよく業ぎようの人間だって、誰かしらには馬鹿にされてるだろうさ。その一方で、考古学者を尊そん敬けいする人間や必要としてる人間だっているはずだ。君が考古学に何を求めてるのかはわからないけど、考古学がしたいって決心自体は、子供っぽくもないし、大人びた現げん実じつ的な選せん択たくだってわけでもない。大切なのは、考古学を目指して、それでどうするかってことだよ」


「…………」


「滝田さん？」


「……うん」


　静はびっくりして頷いた。さっきの景の台詞ではないが、そんな風に考えてみたことはなかった。それにも増まして、彼が話をする態度が妙みように新しん鮮せんだった。


　相手に媚こびるわけでも自分の意見を押おしつけるわけでもない。相手の言わんとすることを正確に理り解かいして、自らの見解を述のべている。考えてみれば当然のことだが、ただの日にち常じよう会話でそんな風に真しん摯しな受け答えをする者はまずいない。ましてや、幼よう稚ちと言われても仕方ないと自分でも思っていた将来の夢を、真しん剣けんに考えて意見を述べてくれたのは、彼が初めてだった。


　抑おさえられた声のトーンに、理知的な喋しやべり方。真まっ直すぐに見つめ返してくる透すき通った瞳。


　静は少しドキドキした。


「……なんだよ。いい奴やつじゃん……」


「え？」


「あっ、な、なんでもない。こっちのこと。こっちのこと」


　浮うかれた静は、さらに自分の考古学への思いを披ひ露ろうした。幼おさないころに読んだシュリーマンの自伝。父親の持っていた『インディ・ジョーンズ』のビデオ。中学のときに参加した遺い跡せきの発掘作業。家族旅行で訪おとずれたカンボジアのアンコール・ワット。


　友人たちなら鼻で笑いかねない話の数々を、景はごく真面目に、ときにはユーモアまで交えながら聞いてくれた。静はすっかり舞まい上がって話し込こみ、気が付いたときには日が暮くれていた。


「いけないっ。私、レポートしなきゃいけないんだ」


「ああ、そうだった。ごめん。なんか引き留とめちゃって」


「とんでもない！　物部くんと話したの初めてだったし。楽しかったよ」


　笑え顔がおで答えると、景は目を丸めて「ほんとに？」と聞き返した。


「そんなこと言われたのは初めてだ……」


「そりゃそうよ。だって物部くん、全然喋んないんだもん」


　静が笑うと景も苦く笑しようした。最初のころと違ちがい、だいぶ打ち解とけた雰ふん囲い気きだった。


「レポート、手伝えることある？」


「平気平気。あの資し料りようから適当に写して作るから。あっ、そういえば、まだお礼言ってなかった！　ありがとね。この本。おかげでスゴイ助かっちゃった」


「とんでもない」


　と景は嬉うれしそうに首を振ふった。


　その優やさしい微笑ほほえみを見たとき、静の動どう悸きがはっきりと速まった。


　あ、やばい──と思いつつ、とっさに視し線せんを逸そらせない。「うん、じゃあ……」と口の中でもごもご言って座すわっていた椅い子すから立ち上がる。


　そして書庫を出ようとしたとき、


「──滝田さん」


　呼よび止められた静は、ドキッとして振り返った。


「な、何？」


「その……」


　景は少女めいた顔を少し赤らめながらも、はっきりとした口調で言った。


「レポート、頑がん張ばってね」


　それは、静がこれまでに経けい験けんしたことのない、ハートを直ちよく撃げきするような笑顔だった。


　かくして、滝田静の失しつ恋れん期間は、彼女の友人が予言した通り、わずか三日で幕まくを下ろした。





　　　　◆◆◆◆◆





　静が新たな運命の出会いをしたらしい。図書室に入り浸びたっている。


　その話を聞いたとき、彼女の親友一同はそろって肩かたを竦すくめ、お土産みやげに用意していた今川焼きを自分たちで平らげた。


　驚おどろく者など皆かい無むであった。静の惚ほれっぽい性せい格かくは、一同の了りよう解かいするところである。さすがに失恋後三日というのは最短記録ではあるが、惚れるときは本当にコロリと転ぶ娘むすめなのだ。そんなときの彼女たちの反はん応のうといえば、「友ゆう情じようを誓ちかい合った友の清い男女交こう際さいを支し援えんする会」を結成して、存ぞん分ぶんに冷やかしを入れつつ──どうせ惚れてる最中の静は、他人の冷やかしなどものともしないのだ──生なま暖あたたかく見守ってやるのが常つねだった。


　ところが、静の惚れた相手が判はん明めいしたとき、会は俄が然ぜん色めき立った。


　三年Ａ組、物部景。


　あの、終業式疑ぎ惑わくの男である。


　静は知らなかったことだが、物部景に対する女生徒の注目度は決して低くない。そして、否ひ定てい的なものばかりでもない。


　なるほど「陰いん気き」ではあるが、その点は「クール」と見れないこともない。ヤバい噂うわさは数あれど、どこにでもいるヤンキーとは似にても似つかない。そもそも、いかにも訳わけありげに無口を気取り、他人を相手にしない点なども、普ふ通つうなら「スカしてる」と一いつ蹴しゆうされるところだが、彼の場合は本当に訳ありなのだ。


　誰からも無視されていたかと思えば、ドラッグ絡がらみの容よう疑ぎで警けい察さつからマークまでされた。松まつ崎ざき祐ゆう子こや倉くら沢さわ麻ま里り奈なを破は滅めつさせたとささやかれる一方で、大おお勢ぜいの生徒が見守る中、屋上から飛び降おりた清きよ井い美み加かの命を救っている。市内でダントツにアブナいとされるグループ、ドラッグ・ドッグズに目を付けられたという噂があれば、そのリーダー甲か斐い氷ひよう太たとマブダチだという噂まで流れているのである。


　要するに、様々な風聞と憶おく測そくがミステリアスな味付けとなって、他の男子生徒とは一線を画す存そん在ざいとなっているのだ。


　さらには、決して欠かせない最重要項こう目もくとして、顔がいい。


　ちと小こ柄がらだが、スタイルだっていい。


　自分から積極的に関かかわりを持つには近ちか寄よりがたいところがあるキャラクターながら、例えば、誰か親しい友人がつき合う相手として、これ以上に面おも白しろい──もとい、友人が心配な相手は葛くず根ね東ひがしに存在しないのだ。


　であるから、静の惚れた相手が物部景だと判明した日の放課後、親友一同は彼女の行く末を案じ、この交際を支援すべきか否いなかの検けん討とうをするため、彼女をカフェ『クララ』に召しよう喚かんした。


「あんた最近、図書室でレポート作成にかかり切りなんでしょ？　たまには奢おごってあげるから、息いき抜ぬきしなさいよ」


　親友の暖かい申し出に打たれて、静は快こころよく承しよう諾だくした。消えていなかった友情に感動したためであり、「奢り」の部分に反はん応のうしたわけでは決してない。ただ、彼女の不覚は、親友が慈じ母ぼの如ごとき微笑みを浮うかべつつも、同時にモルモットを見つめる生物学者のような視線を向けていたことに気付かなかった点である。


　静が己おのれの窮きゆう状じようを察したのは、訪おとずれたカフェ『クララ』のテーブルで、自分の紅茶にだけ苺いちごのショートケーキが付いてきたときだった。


　奢られる立場の自分だけがケーキセットで、他ほかの四人は紅こう茶ちやのみ。あり得ないオーダーといえた。


　瞬しゆん時じに青ざめた顔をテーブルから上げれば、ボックス席の一番奥おくに座すわった自分を、左右に二人ずつ座った親友一同が取り囲んでいた。全員が全員、判はんで押おしたようなにこやかな微び笑しようを浮かべている。マウントポジションだ。


「──命短し、恋こいせよ乙おと女め──」


「あ、や、ちょ──」


「静ちゃん……恋、してる？」


　その後、親友一同による「検討」は二時間にわたって休息を挟はさむことなく行われた。


　多くの男だん性せいが、女の友情について口を閉とざしたくなるような二時間であった。


　二時間後、親友三人は軽い倦けん怠たい感を漂ただよわせながら四杯はい目のコーヒーに口を付け、一人はテーブルに広げたシステム手帳に、記録をまとめていた。


　静はといえば、テーブルに突つっ伏ぷした体たい勢せいで、ぴくりとも動かない。


　誰からともなく、ため息がもれた。


「結局、肝かん心じんな疑ぎ問もんは何一つわかってないってことね」


「ま、静のやることだから。無理もないわ」


「ちょっと時期が早かったかもね。これ、反省点に書いといて」


「わかった。『やや時期尚しよう早そうとの反省意見あり』──まる、と」


　記録係りが丸っこい文字で発言を書き取る。それを眺ながめながら、親友の一人はトロピカルバナナパフェの入っていた巨きよ大だいなグラスを引き寄せ、底に残っているフレークとヨーグルトをすくい取って口に入れた。


　自らの仕打ちに対する後ろめたさなどまったく感じさせない口くち振ぶりで、


「結けつ構こう高く付いたのにねえ」


「いつになくしぶとかったから」


「まあ最後にはゲロしたわけだけど」


「『静にしては頑がん張ばった』──まる」


　親友がパフェを食べていると、突っ伏していた静がよろよろとグラスを求めて手を伸のばした。彼女の抵てい抗こうが激はげしかったため、「人数分のパフェを注文し、静以外は自分の分を食べた上で、彼女の分のパフェを、彼女の目の前で、少しずつ回し食いする」という拷ごう問もん──もとい、説得が試みられたのである。


　哀あわれを催もよおす静の姿すがたに、親友の一人はそっと目め尻じりをぬぐいながら、ほとんど空からになったグラスを彼女の手に握にぎらせた。


「でもさ。物部くんって、Ｃ組の姫ひめ木きって子とつき合ってんじゃなかったっけ？」


「そんな話もあったわね」


「そんな話の真相すら聞き出してないんだもん、この子は」


「『物部景と姫木梓あずさの関係について』──まる」


　説得の結果新たに判明した事実といえば、物部景が実はシャイボーイで少年のように純じゆん粋すいな魂たましいを持っているという静主観の情じよう報ほうだけだった。そんなのろけ話など一文の価か値ちもない。知りたいのは、彼にまつわる噂うわさの真相なのだ。


「さて皆みなさん。問題はこれからどうするかなんだけど」


「せっかくの機会、みすみす逃のがす手はない。とはいえ……」


「静任まかせにしてたんじゃ、埒らちが明きそうにないわね。どうも」


「『二、今後の展てん開かいについて』──クエスチョン」


　一同はそこで、うーん、と腕うでを組んだ。静はテーブルに突っ伏した姿し勢せいのまま、グラスを傾かたむけて最後のフレークを食べようと足あ搔がいていた。


　そのとき──





「みんなで遊びに出かけたらどうでしょう？」





　その意見に、腕組みをしていた四人は思わず顔を上げた。


「え？　みんなで？」


「はい」


　と少女は首しゆ肯こうした。


「彼女が──」


　と静を目で示しめし、


「彼を誘さそって」


　言葉少なく、そう告げた。


　この意見を聞いた一人が、「おおっ」と手を打った。


「なるほど！　それはいいかも。それなら私たちの方から自然に彼に質しつ問もんできる！」


「そうね。クラスの男子も何人か誘って──」


「うんうん。クラスの親しん睦ぼくを深めるとかなんとか、理由はどうとでもなるもんねっ」


「あ、待って待って！　いま書くから！」


　たちまち一同は盛もり上がり、その場でプランを出し合った。


　さすがに慌あわてた静が、


「ちょと待ってよ！」


　と口を挟はさむ。


　返ってきたのは、冷え冷えとした四人の視し線せんだった。


「あら、どうかしたの、静ちゃん？」


「どうかって、誘うの私でしょ？　駄だ目めよ。物部くん、そういうの苦手なんだから！」


「まあ、何言ってるの、静ちゃん。静ちゃんの話だと、物部くんはクラスのみんなのために、何か役立つことをする意い志しがあるんでしょ？」


「それはでも、学校の行事とか公的な話で──」


「それには、プライベートで仲良くなることが、一番近道じゃないかしら？」


「でも、でも……」


　言い淀よどむ静に対し、親友たちは再ふたたび判はんで押したような微び笑しようを向けた。


「静ちゃ～ん」


「私たちぃ～」


「親友、でしょぉ～？」


　静の顔が強こわ張ばる。忌いまわしい二時間の記き憶おくが脳のう裏りを過よぎる。


　メモを取っていた一人が、「『同志静はこの提てい案あんを快かい諾だくした』──まる」と小さくつぶやいた。静はがっくりとうなだれた。


　その後の一時間は、「物部景、連れ出しデート計画」の立案に費ついやされることとなった。


　互たがいの思いつきを口にし合い、そこからさらなる案を練った。笑い声は途と切ぎれることがなく、話が尽つきることもない。それは、彼女らの年代ならではの談だん笑しよう風景だった。


　ただ──


　最初に意見を出した少女は、それから二度と口を利きかなかった。


　うっすらと微笑ほほえみながら、不思議と遠い視線で彼女たちを眺ながめていた。


　結局、静たちがその六人目の少女に疑ぎ問もんを持つことは、ついになかった。





　　　　２





「……危き険けんな噂うわさを耳にしたの」


「三Ａの変──だろ？」


　身を乗り出して問う千ち絵えに対し、同じように顔を近づけた水みず原はらが答えた。


　千絵は唾つばを飲んだ。


「どこまで本当なの？」


「クラスの奴やつと会話するようになった──とは景本人が言ってたな。こないだなんか、カラオケで歌う歌の相談受けたぜ。どんな顔すればいいのか困こまったよ」


　と、そのときのことを思い出したのか、水原は苦い顔をした。


「ただな。肝かん心じんなとこは何も聞いてないんだ。ほら。例の……」


「図書室の逢あい引きについて、ね？」


　ひそひそ話であったのだが、水原は「逢い引き」という言葉に顔をしかめた。


「不用意な発言は控ひかえてほしいな、千絵ちゃん。事はデリケートだ」


「ご、ごめんなさい。私だって、物部くんが梓さん以外の女の子とつき合うなんてこと、信じてないわよ？　でも、書庫から二人が出てくるのを見たって人もいるし……」


「それにしたって、何かしら用事があったのかもしれねえじゃん。安直な結けつ論ろんに飛びつくのは危険だぜ」


「それはそうだけど……」


　と千絵は幾いく分ぶん不安そうな顔になる。


「相手の子。物部くんと同じＡ組なのよね。なんていったっけ……」


「滝田静」


「そう、滝田さん。ついこの前まで他の男子とつき合ってたって聞いたわよ。それってつまり、結けつ構こう遊んでる子が、物部くんにまでちょっかい出してるってことじゃ……」


　言いながら何を想そう像ぞうしたのか、千絵の顔が青くなっていった。


「やっぱり放ほうっておけないんじゃない？　あの二人奥おく手てだから、そんな遊び人の第三者が間に入って引っかき回すようなことがあったら、どんな『間ま違ちがい』があるか……ましてや梓さんはその気になれば素す手でで人を病院送りにできる人だし、物部くんに至いたっては身を潜ひそめたとはいえ悪あく魔ま狩がりの──」


「シッ！　馬ば鹿かっ。なんてこと言うんだ、千絵ちゃんっ。縁えん起ぎでもねえ」


「ごめんなさい。でも私、心配で心配で……」


「……まあな。一度修しゆ羅ら場ばになれば、リアルでありそうな展てん開かいだもんな……」


　そう言って、水原と千絵は陰いん鬱うつなため息をついた。


　二人がいるのは『パンドラ』のテーブルである。今日は久ひさしぶりにＤＤの茜あかねを招まねいて、話をする予定なのだ。約束の時間はもう少し先だ。他の者はまだやって来ていなかった。


「梓さん、この噂うわさ耳にしてるのかしら？」


「してる──と思うぜ。なんだかんだいって、景の野や郎ろう、話題性せいがあるからな。女子の間じゃ、結構広まってるみたいだ」


「いったい何があったのかしら……喧けん嘩かとかしたのかなあ？」


「さあ。そんな様子なかったんだが……」


　ドアチャイムが鳴り、二人は弾はじかれたように身を離はなした。白々しいまでの不自然さで、水原はスポーツ新聞を広げ、千絵は携けい帯たいの画面をのぞき込む。


　店に入ってきた梓は、妙みようにぎこちない二人を怪け訝げんに見ながら、同じテーブルに座った。


「どうしたの、二人とも？」


「あ、あら、梓さん。ごきげんよう」


「……はあ？」


　珍ちん妙みような挨あい拶さつに梓の眉まゆがひそめられる。妙な空気を感じ取って、隣となりの水原に説明を求める視し線せんを投げたが、彼はスポーツ新聞から顔を上げようとしなかった。


「なんかあったの？」


「べ、別に何もないわよ。それより、物部くんは？　一いつ緒しよじゃなかったの？」


　千絵がそう尋たずねた瞬しゆん間かん、水原が新聞を下げて、馬鹿、と言いたげな視線を投げた。彼の目を見て、千絵も自らの失言に気付く。


　しかし梓は動じた様子もなかった。


「それなんだけど、景ちゃん今日は来れないって。謝あやまっておいてって言ってたわ」


「え、そうなの？」


「うん。なんでも、クラスの何人かが親しん睦ぼく会をやるらしくって。それに参加するそうよ」


「親睦会に参加？　あいつが？」


　黙だまって様子見していた水原が、思わずといった感じで口を挟はさんだ。


　景からは、クラスメイトとまともなつき合いをするよう心がけるつもりだ、とは聞かされていた。だが、いざ彼がプライベートでも交流を持ち始めたと聞くと、やけに据すわりの悪い感じがした。他の誰だれよりも景とのつき合いが長いだけに、違い和わ感も大きいのだろう。


「あの景がねえ……」


「ふふ。本人も緊きん張ちようしてるみたいだったよ。クラスメイトと連れだって遊びに行くなんて、初めてのことみたいだから」


　そのときの景の様子を思い出したのか、梓は小さく肩かたを震わせて笑った。まるで、弟の初デートを見守る姉のような態たい度どだ。


　だが、その余よ裕ゆうある態度が、千絵には気に入らなかった。


「梓さん。そんな風に笑ってるけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」


「千絵ちゃん」


　水原が咎とがめるような顔をする。しかし今度はそれを無む視しして、千絵は続けた。


「小耳に挟んだだけなんだけど……最近妙に物部くんと親しい女子がいるそうじゃない。しかもそのことが下世話な噂になって私のところにまで聞こえて来てるのよ？」


「ああ、そのこと」


　梓は苦笑いを浮うかべた。やはり噂は耳にしていたらしい。


「もちろん、そんなの出で任まかせだってわかってるわ。でも、そういうの面おも白しろがっていろいろ言う人もいるのよ。悔くやしくないの、梓さん？　私は悔しいわ。あなたたちが大人しいのをいいことに、言いたい放題言われるなんてっ」


　千絵の剣けん幕まくにたじろぎながら、梓は「まあまあ」と手を振った。


「言いたいことはわかるわ。でも、それは仕方ないよ」


「仕方ないって……梓さんっ！」


「だって千絵。景ちゃんは高校に入ってからずっと、誰とも喋しやべらないような学校生活を送ってきたのよ？　カプセルのことでもいろいろあったし。体育館壊こわしたのも──まあバレてないだけで事実なんだし。あることないこと噂されるのは当然だよ」


　と落ち着いた物もの腰ごしで言う。その梓の態度に、千絵も渋しぶ々しぶながら語調を弱めた。


「それは……そうかもしれないけど……」


「でしょ？　みんなに陰かげ口ぐち叩たたかれるのは、ある意味、景ちゃんの自じ業ごう自じ得とくじゃない。ただ、だからっていまのままでいたんじゃ、クラスの人と打ち解とけられるわけないからね。景ちゃん、不器用な性せい格かくだから、これからも誤ご解かいされること多いと思う。でも、わかってくれる人だっているはずよ」


　そう言って梓は笑え顔がおを浮かべた。不思議と落ち着いた感のある笑顔だ。その笑顔に押おされる形で、千絵は「それは、まあ……」と矛ほこ先さきを収おさめた。


「確たしかに、あなたの言う通りね。私の方が先走ってたみたい。謝あやまるわ」


「よしてよ。千絵が怒おこってくれるのは嬉うれしいもん」


　ずいぶんと大人びた物言いだった。今度は立場が変わって、千絵の方が恐きよう縮しゆくする姿し勢せいを見せた。梓は肩かたを竦すくめて、コーヒーを注文した。


「でも、ちょっとびっくりしちゃったわ。これまで梓さん、物部くんのこととなったら一番先走って動どう揺ようしてたのに……ずいぶん成長したものね」


「そんなことないよ。わたしなんてまだまだ」


　梓は明らかに謙けん遜そんしながら言った。


　千絵は軽い尊そん敬けいの念で梓を見た。梓はそんな視し線せんを意い識しきしているのか、少し澄すまし顔で運ばれたコーヒーに口を付けた。


　すると、それまで黙だまっていた水原が、パサリと新聞を畳たたんで梓を見つめた。


　ニッ、と口元が歪ゆがむ。


「告コ白クしつたな」


「ぶー」


　と梓は飲んだばかりのコーヒーを吹ふき出した。


「で、あいつは？　ＯＫしたの？」


「な、な、なぜ!?」


　なぜそれを、と続けることは、コーヒーにむせたためできなかった。しかし、言いたいことは十分通じたらしい。


「あのねえ、梓ちゃん。言っちゃあなんだけど、俺おれって自他共に認みとめる軟なん派ぱ師しなの。その手の機き微びには鋭するどいの。まあ、その態度を見る分には、悪いようにはならなかったんだろうな。今度、いいホテル教えよっか？」


「け、け、結けつ構こうです！」


　顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。ナプキンで口元を拭ふき、テーブルにこぼした分をぬぐいながら、


「ごめん、千絵。飛ばなかった」


　と千絵の方を見た。


　そして、ぐっと喉のどを詰つまらせる。


　千絵は目をきらきらと輝かがやかせ──るどころか、歓かん喜きのあまり潤うるませて、小鼻をぷっくりと広げていた。いまにも「きゃー」とか言いそうだ。


「そうなのっ？　梓さんっ!?」


　一オクターブ高い声で叫さけんだ。


「千絵っ。落ち着いてっ。手、手っ、カップ！　こぼれてる！」


「どうして言ってくれないのよっ。しかも落ち着けですって？　長い試練を経へた恋こい人びと二人が、ようやく結ばれたのよ？　感動だわ。いまどき、こんないい話が、そうあるもんですかっ」


「恋人ってそんな……ほらっ。コーヒー！　こぼれてるってば！」


「ああ、こうしちゃいられない。クミちゃんたちにもメールしてあげなくちゃ……」


「するなー！」


　千絵が取り出した携けい帯たい電話に、梓が血相を変えて飛びかかる。水原は素す早ばやく二人のコーヒーカップを退たい避ひさせ、女の子二人がじゃれ合っているのを見物しながらテーブルにこぼれたコーヒーを拭き取った。


　片かたづけながら、ほっとしていた。


　最初に千絵と話していた懸け念ねんは、どうやら杞き憂ゆうに終わるみたいだ。カプセルから遠ざかって以来、景は精せい彩さいを欠いていた。かつての兄を連想させるような、危あやうい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。だが、それも峠とうげは越こえたらしい。


　これからは万ばん事じ良くなる。水原はそう思って自然と頰ほおをほころばせた。千絵の台詞せりふではないが、あれだけの苦労を重ねて勝ち取った生活なのだ。良くならなければ噓うそだ。


　そこに、二度目のドアチャイムが響ひびいた。現あらわれたのは茜だった。


「おっ来た来た」


　水原が手を挙げると茜も軽く手を挙げて答えた。そのまま階かい段だんを下りてテーブルまで近づく。


「ご無ぶ沙さ汰た。相変わらずみたいねえ」


「とんでもない。いまさっき、梓ちゃんがいかに成長したかを話しあってたとこさ」


「成長って？　梓さんが？」


「そうなのよ、茜さんっ。ちょっと聞いてくれる。梓さんったら、やっと──」


「千ぃぃ絵ぇぇっ」


　茜への挨あい拶さつもしないまま、梓が千絵を羽は交がい締じめにする。千絵の、もがもがというくぐもった声を聞いた茜は、呆あきれて天てん井じようを見上げる仕草をしたあと堪こらえきれずに吹き出した。


「やっぱり相変わらずじゃない」


　そして水原が空けたスペースに腰こしを下ろした。


　茜はデニムのジャケットとスカートにハイネックのシャツを着ていた。三つ編あみにした髪かみや大きめの眼鏡めがねは前と同じだ。この場の四人の中では一番背せが低く幼おさない顔立ちをしているが、精せい神しん年ねん齢れいはおそらく最も高い。


　カプセルに手を出して以来、目まぐるしく変わる情じよう勢せいに翻ほん弄ろうされて、運がいいのか悪いのかわからない変へん遷せんを辿たどってきた人物である。しかし、いまとなっては、それらの経けい験けんはプラスとなって、彼女を支ささえる力に昇しよう華かされていた。


「楽しそうねえ。羨うらやましいわ」


「おやおや。ブルーなため息なんかついちゃって。そっちもなんかあったのか？」


「特に何があったってわけでもないんだけどね。なんか最近嫌いや気けが差しちゃって……」


　何を思い出しているのか、茜はうんざりした表情でそんなことを言った。


「おいおい。ずいぶんマジモード入ってんじゃん。まさか──」


　と水原が軽く目を細める。


「最近のＤＤの動きと関係あるのか？　人増ふやしてるって聞いたけど」


「まあ、それもあるけどね。なんか居い心ごこ地ち悪くなっちゃってさ」


　またしてもため息をもらす。


　声や動きに倦けん怠たい感が滲にじんでいて、まるで切れ味がなかった。控ひかえ目ながら内に才気を秘ひめていた茜らしさが感じられない。


　千絵は思わず居い住ずまいを正した。


「茜さん、いまＤＤじゃ何が起きてるの？　甲斐さんはどうしたの？　今日は一いつ緒しよじゃないみたいだけど」


「ハハ。勘かん弁べんしてよ。ＤＤの外でまでつるんでたんじゃ、肩かた凝こって仕方ないじゃない」


　うっすらと笑う。


　嫌な笑い方だった。


「……茜さん」


　千絵も、そして他の二人も真しん剣けんな表情になった。


　甲斐と茜の二人は、どちらも劣おとらぬ意地っ張ぱりだ。つき合いはあっても、ベタベタする気は毛頭ない。そう、以前から公言していた。


　しかし、それはあくまでも相手に対する牽けん制せいのようなものだった。二人が互たがいのことを憎にくからず想おもっているのは、傍はた目めにも明らかだったのだ。少なくとも、いま茜がしたような反はん応のうを取るはずがなかった。


「甲斐はもうＤＤの仲間んとこには、あまり寄よりつかなくなってるわ。まあ、その方が私としては楽なんだけど。ただ、甲斐が不ふ在ざいのＤＤってのも、これまでと違ちがって来ちゃってさ。あなたたちは知らないかもしれないけど、いまうちって副ふく将しよう格かくが三人いるの。一人はビーグル。他の二人は最近入った男よ。その三人が運うん営えいしてるわけ。人を集めてるのも、そいつらの方ほう針しんなの」


「甲斐さんがいない？　副将格が……三人？」


「そっ。おかしいでしょ。これってまるで……」


　フッ、と茜は唇くちびるを曲げた。


「セルネットみたいじゃない？」


　千絵たちは口を閉とざした。


　重たく冷えた空気がまとわりついてくる。茜は、そんな三人の反応には気付かないまま、なんでもない様子で自分のオーダーをカウンターの方に告げた。


「茜……さん？」


「ん、何？　どうしたの。暗い顔しちゃって」


　きょとんとした顔。その表情は──というより、自分たちに対する反応は、以前の茜のままだ。なのに、甲斐やＤＤに対する反応だけが大きく変化してしまっている。


　千絵は、梓と水原に鋭するどい目配せをした。二人とも千絵と同じ感想を抱いだいているようであった。


「その新しく入ったって二人。どういう人間なの」


「そうね。片かた方ほうは実はみんなも知ってる男なの」


「誰!?」


「坂さか田た啓けい介すけ。覚えてるかな？　去年の暮くれに、私たちが執行細胞フアースト・セルの居い場ば所しよを突つき止めるために情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてた時期があったじゃない？　そのとき一度マークしたけど、結局そのままになってた奴やつ」


「あいつなの？」


　その名前は覚えていた。確たしか、セルネットの実じつ権けんを執行細胞フアースト・セルが握にぎったあと、新たに細さい胞ぼうとしてスカウトされたのではないかと当たりを付けていた人物だ。売人の一人であり、カプセルの流通ルートを割わるために接せつ触しよくしようと試みたことがあった。だが、茜の言う通り、敵てきの本ほん拠きよ地ちが判はん明めいしたあとは、誰だれも気に留とめていなかった。


「あんな奴が……ありゃ、調べじゃ素人しろうとに毛が生えただけの小物だったんだぜ？」


　と、彼の調ちよう査さを受け持った水原がうめいた。


「それがどういうわけか、いっぱしの悪オ魔ー持ナちーになってたわけ。もう一人の男ってのも坂田が連れてきたのよ。でも、黒くろ幕まくはそっちね。いろいろ裏うらで手を回して、人を集めて」


「もう一人……」


「ええ。身元とかは伏ふせたままだからわからないわ。言いたい奴は言うし、言いたくない奴には聞かないってのが、うちの不ふ文ぶん律りつだから。あまり詳くわしく話したこともないしね」


「その人は、何が目的で人を集めてるの？」


「それがわからないから不気味なのよ。なんか宗しゆう教きようじみた集会まで開いてるし……ほんとに居心地悪くなっちゃったわ」


「待ってくれ。ビーグルは？　あいつは黙だまって言いなりになってるのか？」


「最初は反発してたみたいだけどね。いまじゃ、積極的に協力してるみたいよ。まるきり舎しや弟ていって感じかしら。最近彼とも話してないんだけどね」


「……そんな」


　水原は呆ぼう然ぜんと言葉をなくした。


　自分が景とタッグを組んでいたように、ビーグルは長年甲斐の片かた腕うでとして手しゆ腕わんを振ふるってきた。口にこそ出さないが、彼がどれほど甲斐との友情を重んじているか、水原にはよくわかっていた。なまじ立場が似にているだけに、シンパシーに近いものを抱いだいていたのだ。


　そのビーグルが、組そ織しきに寄りつかなくなった甲斐を捨すて置き、他の人間と手を組んだという。とても信じられない。


　そんな水原の驚きよう愕がくを余よ所そに、茜は身を乗り出して親しげな笑えみを作った。


「実はねえ。今日ここに来たのも、相談があって来たの。私もう、ＤＤを抜ぬけようと思ってるのよ。それで、あなたたちの方に入れてくれないかな？　えーと、『実じつ践せん捜そう査さ研究会』だっけ？　ここにいれば、ＤＤの連中も手出しする気をなくすでしょう？　冬には一緒に戦った仲だし。ここは一つ、面めん倒どう見てくれないかしら」


　そう言って茜は両手を合わせた。本当に親しげな、友達に対する噓うそのない態たい度どだ。その姿すがたは去年年末に戦いが終わったとき、手を取り合って笑い合った姿そのままだった。


　いまや茜は大切な戦友だ。彼女を迎むかえ入れるのは、決して吝やぶさかではない。


　しかし、甲斐だって大事な戦友なのだ。


　三人が何も言えずに口をつぐんでいると、「あ、そうそう」と茜が変わらぬ調子のまま話を変えた。


「あとね。ちょっと変なこと聞いちゃうけど、あなたたち『ディンゴ』ってなんのことだかわかる？」


　今度こそ、三人は完全に絶ぜつ句くした。


「茜さん……あなた、何言ってるの？」


「ごめんなさい。自分でも変なこと聞いてるのはわかってるのよ。でも、最近変なメールを受け取ってね」


　と、茜はジャケットの内ポケットから携けい帯たいを取り出した。画面を開けて操そう作さし、それが見えるように千絵に手て渡わたしをする。





『皆見茜はディンゴが好き。


　これは私の真実』





　メールにはただ二行だけ、そのように書かれていた。


　携帯を受け取った千絵は、愕がく然ぜんとその文字を眺ながめた。横からのぞき込こんだ梓と水原も、同じように息を呑のんだ。


「そのメールね。送信したの私の携帯なの。つまり、自分で自分にメールしてるのよ。確かに、そんなメール出したような気がしないでもないんだけど……なんだってそんなメール出したのかが、どうしても思い出せないの。最近カプセルもやってないのに……なんか気味が悪くて」


　茜は三人の重苦しい反はん応のうに気付かないまま、軽い口調で言った。しかしよく聞いていると、その声には、目に見えない不安を忘わすれようと無理に軽い口調を作っている、不自然な響ひびきがあった。


「無む視ししようとも思ったの。だけど、それはそれで不思議と気になるのよ。何か……何かとても大事なことに関係している気がして……フフ。参ったわ。この年でメールの意味一つ思い出せないなんて。やっぱり千絵さんの言う通り、ドラッグなんてやるもんじゃないわねえ」


　茜は冗じよう談だんめかして舌したを出した。


　笑う者は一人もいなかった。


　千絵たちは、これ以上ないというほど深しん刻こくな眼まな差ざしで茜の顔を見つめていた。


「……どうしたの？　三人とも？」


　さすがに不安になった茜が、心細い声で尋たずねる。その彼女に返事をできる者もまた、一人もいなかった。





　　　　３





　その日は湖に舟ふねを出した。





　音もなく水面みなもを切る舳へ先さき。魚が跳はねる水音と、飛び散った水すい滴てきの輝かがやき。


　湖上から見る樹じゆ海かいと城しろは、いつも見る姿と角度が異ことなる。その新しん鮮せんな絵に見とれながら、僕ぼくはゆっくりと櫂かいを漕こいで舟を進めた。


　空は少し曇くもっていて、そろそろ日が傾かたむこうとしていた。水の上でも太陽の反はん射しやがなくて、ちょうどいい頃ころ合あいだ。微かすかに郷きよう愁しゆうを誘さそう夕方のにおいを感じた。僕はそれを胸むねいっぱいに吸すい込んだ。
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　樹海の遠望を右手にし、水面から水草の先が飛び出している場所に舟を停とめる。僕は舟に座すわったまま持ってきた釣つり竿ざおから糸を垂たらした。現げん実じつの釣りはしたことがないけれど、ここではそんなこと、あまり問題にならない。


　糸を湖に垂らしたあとは、特に何もせずに時間を過すごす。少しだけ舟が揺ゆれているのが気持ちいい。思い出したように風が吹ふいて、釣り糸と水草が左右に動いた。


　それから、ふっと思い出す。


　今日は帰ったら学級新聞の記事を書かないといけない。今月図書室に入った本を紹しよう介かいするコーナーがあるからだ。


　そういえば、あの推すい理り小説は面おも白しろかったな。でも日ひ頃ごろ本を読まない人には、少し難むずかしいかもしれない。ファンタジー小説もあったけど、あれは分ぶ厚あついからみんな嫌いやがるだろう。でも、あの子がその小説を買って読んだと聞いたときは驚おどろいた。正直言って、あまり本を読むタイプには思えなかったから。


　そのときの様子を思い出して、僕は思わずクスッと笑った。


　だって、いつもツンケンしているくせに、変に興こう奮ふんして本を紹介するんだもん。あんなにムキになっているところは、教室では見たことがない。ひとしきりその本の素す晴ばらしさを力説したあとになって、自分の話している相手が誰だれだか思い出して、ぶすっとなった。そんな様子がどこか梓ちゃんに似にていた。ただ違ちがうところは、ぶすっとなったあとの反応だ。僕が同じ作者の書いたＳＦ小説を教えてあげると、素す直なおに喜んでお礼まで言った。これが梓ちゃんなら、最初の「ぶすっ」で鉄てつ拳けんが飛んできているに違いない。


　そんなことを思い出しながら、僕はクスクス笑い続けた。


　学級新聞ではあの小説も紹介しよう。誰も読まないかもしれないけど、ひょっとすると一人ぐらい興きよう味みを持つ子がいるかもしれない。


　学級新聞を作るのは、僕を入れて全部で五人だ。最近は休み時間なんか、その五人と一いつ緒しよにいることが多くなった。初めは会議でも他の四人ばかり話して、僕には誰も話しかけてこなかった。それが、いまでは結けつ構こう意見を聞かれるし、会議以外でも話をする。おかげで彼らの言葉だけは、なんとか理り解かいできるようになった。一度わかるようになると、ほんとになんでもないことだった。


　僕は普ふ通つうに受け答えできた。しかもそれが、意外なほど楽しかった。そうだ、あの小説。彼らなら誰か読むかもしれない。そうしたら一緒に小説の話ができる。あの子はまた、あんな風に盛もり上がった姿すがたを見せてくれるだろうか。あれ？　なんだか楽しみだな。


「──引いています」


　言われてハッとなった。手の中で竿が動いている。僕は慌あわてて引っ張ぱったけど、その瞬しゆん間かんに魚は逃にげていった。


　しまったなあ。でもいいか。気を取り直して釣り糸を垂らし直す。そしてまた学級新聞の記事を頭の中で考える。そうだな。記事を書くんなら、その前にもう一度読み直しておいた方がいいかもしれない。


　僕は隣となりに座すわる少女に言った。今日はもう引き上げて帰ろう。


「なぜですか」


　僕は説明した。いま僕、学級新聞を書いてるんだ。みんなと一緒にね。その記事を書かなきゃいけないから、今日は早めに家に帰るよ。


「どうして？」


　どうして？　僕は戸と惑まどった。その戸惑いを察して彼女は先を続けた。


「ここで書かないのですか？」


　あ、うん。そうか……本も持ってくればいいんだし……うーん。でもなあ。やっぱり今日は帰るよ。


　僕はそう言って釣り竿をしまった。櫂を手に取り、舟を岸に向けた。


　すいすいと軽けい快かいに漕ぐ。舟が滑すべるように先へと進む。そうする間にも、頭の中に記事の内ない容ようが生まれてくる。


　と──


　僕は少女がうつむいているのに気が付いた。なぜか気落ちして肩かたを落としているように見えた。もちろんそんなはずはない。彼女はあまり「感かん情じよう」を持っていないんだから。


　どうしたの、と尋たずねてみる。彼女はゆっくり顔を上げる。光の加か減げんだろうか。その顔がとても寂さびしそうに見えて、僕はドキッと胸むねを突つかれた。


　でもやっぱり気のせいだ。


「わかりません」


　そう口を開けた彼女は、いつも通り、森の精せい霊れいのような静かな表情に戻もどっていた。


「貴方あなたはここを求めています」


　うん？　よくわからない。僕はなんのことか彼女に尋ねた。でも彼女は黙だまって返事をしなかった。


　何かを考え込んでいるように、再ふたたび顔を伏ふせ、視し線せんを落とす。


　僕はなんとなく話しかけられなくて、黙って櫂かいを漕こいでいた。


「──ここにいるべきなんです──」


　最後に、彼女はそうつぶやいた。





　　　　◆◆◆◆◆





　さあ困こまったぞ、と静は頭を悩なやませていた。


　静が歩いているのは、駅近くのセンター街だ。前を行くのは親友一同四名と、彼女たちが声をかけたクラスメイトの男子二名。そして隣にいるのは、誰あろう景である。


「くそう。前の連中がいなければ……」


　これで二人きりなら願ってもないシチュエーションだというのに。現げん実じつは厳きびしい。


「ねえー。どこまで行くのよぉ」


「すぐすぐ。あとちょっと行ったとこだよ」


「もうっ。カラオケなんてどこだっていいじゃーん」


「バーカ。お前らどうせ駅前のばっか行ってんだろ。いまから行く店は新曲のラインナップがちげーんだよ」


「もーっ。これで満室とかだったら奢おごりだかんねー」


「言ってろ。着いたら俺おれサマの美声にひれ伏させてやるぜ」


「うわ。音おん痴ちがなんか言ってるー」


　脳のう天てん気きに騒さわいでくれる。


　自分は、新しいクラスの親しん睦ぼくを深めるから、という理由で景を誘さそったのだ。なのに、景以外の七人がこんなに仲良く馴なれ合っていたのでは、彼以外はすでに十分親しい者同士だというのがバレバレではないか。


　せめて静は彼女たちの輪に入ってしまわないよう、遅おくれながらついていった。途と中ちゆう、ちらりちらりと隣の景を横目に見る。彼が機き嫌げんを損そこねていないか心配でならないのだ。


　幸いにして、景が文もん句くを言う様子はなかった。ただ、これまで話したことのない者たちに同行しているためか、始終緊きん張ちようしているように見える。現に、最初の挨あい拶さつを交かわしたあとは、まだ誰とも口を利きいていなかった。


　やっぱり、無理してるのかもしれない。そう考えて静は申し訳わけない気分になった。


　半分騙だまして連れて来たようなものなのだ。せめて自分だけでもきちんとエスコートしなくては。そう思って、もう何度も話しかけようとしているのだが、書庫なら平気だった会話の糸口が、遊びに出た外ではなかなかつかめない。結局はそれまで同様、ちらりちらりと横目に見るぐらいしかできなかった。


　そして、ちらりちらり様子をうかがっていて気付いたのだが、意外にも景は夜遊びに慣なれているようだった。


　現げん在ざいの時間は午後八時三十分過すぎである。静などはこの時間に街を歩いていると、街の空気に中あてられて落ち着かなくなってくる。ところが景はそんな様子はまったくなく、センター街の猥わい雑ざつさの中に、自然と溶とけ込んでいた。


　また、女の子が多いものだから、歩いていると街の男の視し線せんが集まってくる。中には、あまり親しくなりたくない類たぐいの男が、こちらに意味ありげな視線を投げてくることだってある。そんなとき、景はさりげなく静の前に立ち位置を変えたりした。他ほかにも、危あぶなそうな連中がたむろしている場所には、目立たないよう厳きびしい視線を向けて、常つねに注意を払はらっている。それも、決して相手を刺し激げきすることがない程てい度どに。


　危き険けんを察知するのが、他の七人と比くらべて明らかに早かった。しかも、立ち振ふる舞まいがこなれている。書庫にいるときの雰ふん囲い気きとは、まるで違ちがっていた。


　他方、他のことにも気付かざるを得なかった。というのも、道行く女じよ性せいの多くが、景に目を向けてくるからだ。


　そのパターンも決まっていた。最初は、大おお勢ぜいで歩いている静たちのグループ全体に注目する。それからすぐに興きよう味みをなくして視線を逸そらせようとし、グループの後ろにいる景を見つけて、そこでぴたりと動きを止めるのである。そして、じっと見続けたあげく、彼が視線に気付いて目を向けると、慌あわてて顔を背そむけながら去っていくのだった。


　たぶん、景が一人で歩いていたなら、周りに溶け込んだ彼が彼女たちの注意を引くことはなかっただろう。だが、静たちが一いつ緒しよにいるため、自分たちにつられる形で、景にまで目がむいているのである。一度など、派は手でに着き飾かざった推すい定てい女子高生の三人組が、あからさまに景を指さして黄色い声を上げることがあった。そのときばかりはさすがの景も、顔を赤くしてそそくさと足を速めたものだ。


「……でも、気持ちはわかるかも」


　と静はこっそり景を盗ぬすみ見た。


　街を歩いている景は、書庫にいたときにも増まして格かつ好こう良かった。


　静は恋こい多き乙おと女めである。つき合った相手も、それなりにいる。だが、一緒に歩いていてこれほど熱い注目を浴びる相手は、景が初めてであった。


　黒い髪かみ。切れ長の瞳ひとみ。スッと通った鼻び梁りよう。ほっそりとした、あごと喉のどのライン。白い、滑なめらかな肌はだ。一見すると眉び目もく秀しゆう麗れいな美少年といった感じなのだが、時折一流の剣けん士しのように危険でワイルドな翳かげをのぞかせる。


　静は面食いではない。景に惚ほれたのも、そのナイーブな内面に触ふれたからだ。しかし、彼の整った横顔には、思わず見とれずにいられなかった。


　そうとも。


　親友一同の拷ごう問もんに屈くつしたのは不覚だが、済すんだことを悩なやんでも仕方がない。いまはこの千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを最さい大だい限げんに活いかすことを考えなくては──！


　静はカフェ『クララ』での屈くつ辱じよく的一夜を思い起こした。為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされ、悪あく魔まの如ごとき血けつ判ぱん状じように無む理り矢や理り判を押おさされた、あのときだ。慚ざん愧きに耐たえない静に対し、同席した親友の一人は、こんなアドバイスをしてくれた。


「積極的に考えてみてください。この機会に、『彼』をもっとよく知ることができるのですから──」


　まさにその通り。いいことを言ってくれる。真実の友は彼女だけだ。


　残念ながら彼女は都合があるらしく、少し遅おくれて合流することになっている。それまでには、もう少し景との仲を進しん展てんさせておかなくては。


「まずは姫木っていう子との関係を割わり出さなくちゃね……」


「……姫木さんが、どうかしたの？」


　知らず知らず声に出していたらしい。気が付けば、道の途と中ちゆうで立ち止まった静を、景が振ふり返るようにして見つめていた。


　静は泡あわを食って言い訳しようとしたが、ちょうどそのとき携けい帯たいの着信音がした。景の携帯だ。


「──なんだ？」


　携帯の画面を見て首を傾かしげた景は、静に断ことわって携帯に出た。「もしもし？」と話しかける。静はほっとしつつ、ついつい耳を澄すませた。


「どうしたんだ？　……ああ、こっちはみんなと一緒だけど。皆みな見みさんとは会えたの？　……うん。え、何？　待ってくれ。どういう意味だ。おかしい？　皆見さんが？　忘わすれてるって……待って。もう少し詳くわしく説明してくれ」


　話しているうちに景の表ひよう情じようが真しん剣けんになった。「ミナミ」というのは初めて聞く名前だ。少なくともＣ組にはいない。違ちがうクラスか他の学校の人だろうか？


　電話口からもれてくる声を聞いていると、どうやら相手は女の子らしい。それも、例の姫木という子のようだ。「水原」という名前や「千絵」という名前も聞こえた。この二人は、水原勇ゆう司じと海うみ野の千絵のことだろう。姫木梓と同じクラブ──なんとか研究会という、探たん偵ていみたいなことをするクラブの会員だ。校内では有名なクラブである。景は彼女たちと親交があるらしいのだ。


「……やっぱり、つき合ってるのかな……」


　それからもしばらく話し込んでいた景だったが、やがて、


「僕ぼくも向かう」


　と電話に向かって告げた。


　静は思わず、ぎゅっと手を握にぎり締しめた。


　しかし、


「そうだ……いや、しかし……まあ、そうだけど。……わかった。くれぐれも慎しん重ちようにな」


　結局はそう言ったのを最後に、景は携帯を切った。


　切ったあとも、心配そうな顔で携帯を見つめていた。


「……物部くん。なんかあったの？」


「え、ああまあ。ちょっとね」


　口を濁にごして携帯をしまう。その態たい度どは静の「女の勘かん」に訴うつたえるものがあった。


　やはり景と姫木梓は親しい仲なのだ。単なる友人という以上に。


「……いいわ」


　惚ほれっぽい性せい格かくのためとはいえ、伊だ達てに恋れん愛あいを重ねてきたわけではない。好きになった男の子を巡めぐって、相手の女と戦ったことだって一度や二度ではないのだ。全敗だが。


「さあ、行きましょう、物部くん！　みんなに遅おくれちゃってるわ！」


「う、うん」


　景はまだ電話の件けんを気にしているように見えた。それをいいことに彼を引っ張ぱり、どさくさに紛まぎれて──どぎまぎしながら──腕うでを組んでみる。


　そして思った。見てなさいよ、姫木梓とやら。いまどこで何をしてるのか知らないけど、せっかくの電話で物部くんを呼ばなかったのが運の尽つきなんだから……





　事実──


　このときの静の思いは、実に的を射いていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　ＤＤが溜たまり場に利用していたのは『テアー・チェイン』という地下の店だった。以前梓と千絵の二人は、変へん装そうをして店に潜せん入にゆうしたことがある。


　しかし、メンバー数が膨ふくれあがったいま、彼らが拠きよ点てんとして利用しているのは違う場所だった。そして、その新しい場所もまた、梓たちにとって忘れがたい場所であった。


　去年暮くれ、最後の決着を付けるべく梓たちが乗り込んだ地──


『ファプル』である。


「よりにもよって……こことはなあ……」


　葛くず根ね市を流れる川を渡わたり、だだっ広い駐ちゆう車しや場じようの端はしに立って、水原は眼がん前ぜんの葛根ファミリー・プレイランドを見上げた。すでに日は落ち、月に照らされた建物の輪りん郭かくだけが、ぼうっ、と薄うす闇やみに浮うかび上がっている。


　ファプルは、敷しき地ち面積の広い二階建ての『２ビルツー・ビル』と、その中ほどからそびえる七階建ての『７ビルセブン・ビル』とで構こう成せいされた複ふく合ごう型アミューズメント施し設せつだ。もっとも、閉へい鎖さされてすでに一年近くが経けい過かしている。周囲には何もない土地のため、無人の野に建てられた砦とりでのような雰ふん囲い気きがあった。舗ほ装そうされた駐車場も土つち埃ぼこりに覆おおわれており、夜風が強く吹ふくと、月光の下に砂さ塵じんが広がっていった。


「あら。私は初めてだから、ちょっと興きよう味み深いわ」


　水原の運転したバイクの後部座ざ席せきから降おり、千絵が腰こしに手を当ててファプルを眺ながめた。


「ここで戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのか……中はいまどうなってるの？」


「ボロボロだよ。甲斐さんが暴あばれ回ったまんまだから。外からじゃわかんねーけど、中は半分廃はい墟きよみたいになってると思うぜ」


　出火もしてるしなあ、と水原が頭を搔かく。ファプルはすでに閉鎖された建物であるから、修しゆう繕ぜんする者もないまま放置されているのだ。


　水原たちの隣となりにバイクを着け、梓と茜も駐車場に立った。運転してきたのは梓だ。梓はアメリカにいたときにバイクの運転を習っていた。ただし、無む免めん許きよである。他ほかに運転できる者がいなかったため、やむなく梓がバイクを走らせることになったのだ。


「もうだいぶ来てるわね……」


　梓はファプルを見ながらつぶやいた。


　梓たちがバイクを止めた駐車場の端はしには、他の車両は置かれていない。しかし、建物に近い辺りには、バイクや原付、ミニバンなどが停とめられていた。目に付く限かぎりでも、少なくない数があった。


「例の集会の参加者？」


「ほとんどね」


　と茜が肩かたを竦すくめる。


　茜の話では、現げん在ざいＤＤでは周期的に集会が行われているらしい。大だい規き模ぼなドラッグパーティーだ。そんなものが行われているという噂うわさは聞いたことがなかっただけに、茜の話を聞かされたとき、千絵と水原は驚おどろくより困こん惑わくを隠かくせなかった。しかし、こうしてファプルに来てみると、それが大げさな言い方ではなかったことがわかる。


「つまり、完全に情じよう報ほう統とう制せいができてるってことだわ」


　これだけの人間が関かかわっていて、しかもそのほとんどがカプセルに手を出したばかりの素人しろうとなのだ。情報操そう作さの困こん難なんさは想そう像ぞうに余あまりある。


　しかもここで景たちと執行細胞フアースト・セルが乱らん闘とうをやらかしたのは、つい数か月前のことなのだ。いまもまだ警けい察さつの目は光っているはずである。おそらくは、そちらの方にもなんらかの手を打っているのだろう。素人の手口ではない。


「新しく入ったっていう、集会を仕切ってる男。相当の腕うで利ききよ。しかもこのやり口は……」


「ネットのやり口、だな」


「ええ……元セルネットの細さい胞ぼうという線は、十分考えられるわ」


『パンドラ』で茜の話を聞いた梓たちは、副ふく将しよう格かくとなった男が開かい催さいする集会が、ちょうど今夜開かれると知った。そこで、直ちよく接せつここを訪おとずれることにしたのだ。


　茜の説明によれば、飛び入りで参加する者は毎回いるらしい。梓らが加わっても、それほど目立つことはないという。また、仮かりに正体がバレたとしても、茜が同行していれば問題にはならないはず。そう判はん断だんして強行したのだ。


「ただし、今回は様子見だけよ。一いち応おう装そう備びは調ととのえてきたけど、物部くんがいないんだから、悪あく魔まが出たらお手上げなんだもの。絶ぜつ対たいに無理は避さけること」


　久ひさしぶりに変装術じゆつを駆く使しした千絵が、もう一度全員に確かく認にんする。


　サングラスをかけた水原は、わかってるという風に肩を竦め、ポニーテールを下ろした梓もしっかりと頷うなずいた。念のため、茜も普ふ段だんと違ちがう格かつ好こうになっている。バレない間は彼女にも参加者の一人として振ふる舞まってもらう予定なのだ。


　梓、千絵、水原、茜の四人は、いずれも革かわ製せいの製品を身にまとっていた。梓は革ジャン。千絵はスカートと背せ中なかに担かついだリュック。水原はキャップ。茜はベストとヒップバックだ。黒革の製品を身につけるのは、昔からのＤＤのトレードマークなのだが、この傾けい向こうだけは現在も受け継つがれているらしい。


「んじゃま、行きますか」


　水原の合図で、四人はファプルへと足を進めた。


　正面入り口はシャッターが下ろされている。以前ここに押おし入ったときは、甲斐が悪魔を使ってシャッターをぶち破やぶり、正面から潜せん入にゆうした。さすがにそのシャッターだけは新しい物に取り替かえられたらしい。


　建物に近づいた梓たちは、茜の案内に従したがって壁かべ沿ぞいに回り込んでいく。


　壁へき面めんを飾かざるショーウィンドウにも、いまでは鉄の格こう子しが下ろされていた。ガラスの向こうにはディスプレイの基き部ぶだけが取り残されて埃にまみれている。いくつかウィンドウが割わられている場所もあった。ガラスの破は片へんが足あし下もとに散らばり、せめてもの恨うらみを晴らそうと鋭するどい刃はを光らせていた。


　さらに進むと、二階へ続くスロープが現あらわれる。その裏うら側がわに非ひ常じよう口ぐちがあり、茜はそこから中に入った。


　中はほとんど真っ暗だ。ただ、通路に沿って小さな火が灯ともされていた。蠟ろう燭そくの火らしい。間かん隔かくを開けながら、床ゆかに火の点ついた蠟燭が立てられているのだ。


　また、室内に入ると微かすかに音が聞こえてきた。大型スピーカーが奏かなでているのだろう重低音だ。規き則そく性せいのある重たい音が、床を伝って足下まで届とどいていた。


「見み張はりとかいねえわけ？」


「みたいね。普通は一人二人立ってるんだけど……どうやらもう始まるみたい」


「始まるって──ドラッグパーティーがか？」


「……パーティーってほどお洒落しやれなものじゃないんだけどねえ」


　茜は三人を先せん導どうして２ビルの奥おくに向かった。


　前回乗り込んだときに、ファプル内の大まかな見取り図は頭に入っている。暗くら闇やみの中でも、ざっとした位置はつかむことができた。


　いま茜が向かっているのは、２ビルの中心部だ。広いスペースの吹ふき抜ぬけで、以前は新人アーティストのイベントなどが催もよおされていたというホールだった。攻せめ入った甲斐と迎むかえ撃うつベリアルが、最初に刃を交えた場所でもある。


　通路は煤すすで汚よごれ、所々焼け焦こげていた。甲斐が火か炎えん瓶びんを使用した名残なごりだ。水原の言う通り、廃はい墟きよの如ごとき様相だった。放置されて一年しか経たっていない建物には見えない。


「……おっとぉ」


　通路の角を曲がると、明かりが見えた。その明かりに照らされてホールに人だかりができているのがわかる。水原は慌あわてて角に隠れた。


　この暗がりにいて発見されるとも思えないが、念のため梓たちも身を隠かくしながら、通路の先をうかがった。スピーカーが鳴らしているらしい音の他ほかに、人のざわつきに似にたものも聞こえる。大おお勢ぜいの人間が発する熱が、ここにまで伝わって来ていた。


「すごい……二、三十人はいるんじゃない？」


　のぞき見た千絵が息を呑のむ。


　通路から見えるのはホールの端はしだけだが、それでもかなりの人数がいる。全員ホール中央を向いていて、通路側に注意を払はらっている者はいなかった。


　梓も表ひよう情じようを引き締しめていた。もし何かあったら、到とう底てい太た刀ち打うちできない人数だ。改めて頭の中にファプルの案内図と脱だつ出しゆつルートを思い浮うかべる。いざとなれば、全力で逃にげねばならない。ただ逃げるにしても、こんな閉へい鎖さされた場所で二十人からの追っ手を振り切らねばならないのだ。並なみ大たい抵ていのことではない。


　ここしばらく実じつ践せん捜そう査さ研究会の活動でも荒あら事ごとから遠ざかっていた。そのため、少し油ゆ断だんがあったのかもしれない。敵てき地ちに潜入するということの危き険けん性せいが、いまになって実感されてきた。


「千絵……引き返した方がよくない？　あなたはこういうの慣なれてないでしょ？」


「そんな、梓さん。ここまで来てそんなこと言わないでよ。どうせ、一人でこの辺をうろついてたって危険の程てい度どは変わりやしないわ。みんなと一いつ緒しよにいる方がまだ安全よ」


「……そうね。わかった。でもいつもみたいな無む茶ちやはしないで」


「あ、ズルい。いつも無茶、は梓さんだって人のこと言えないじゃない」


　小声で言い合う梓と千絵。その二人の肩かたを叩たたいて、茜はごく自然に人だかりの方に向かい通路を曲がった。


「ほらほら。そんな風にコソコソしてるとかえって目立つわ。当然の顔してて。どうせ、パーティーが始まったんなら、誰だれも他人のことなんか気にしないんだから」


　茜とて伊だ達てに修しゆ羅ら場ばは潜くぐっていない。こういうときの度ど胸きようはさすがである。


　梓たちが後に続く。カプセル犯はん罪ざいの摘てき発はつに貢こう献けんしてきた梓と千絵は、ジャンキーたちの天敵だ。茜が側そばにいるとはいえ、興こう奮ふんした彼らの中に加わるのは大変な緊きん張ちようを伴ともなった。


　ホールに入る。


「う、わ……」


　ホールには照明が灯ともされていた。それもサーチライトが二基だ。電気の流れは止められているはずだから、どこかに発電機でも設せつ置ちしているのだろう。一階の奥から天てん井じように向かって光が投げられている。


　ホールは吹き抜け構こう造ぞうで、広々とした造つくりになっていた。全体的な形は円形になっており、一階部、二階部共に店てん舗ぽがずらりと並ならんでいた。店の正面はすべてホールに面している。閉鎖前のファプルなら、このホールに立ってぐるりと周囲を見回せば、その店舗群ぐんが一望にできただろう。


　サーチライトを追って上を見上げると、天井付近には鉄てつ骨こつの梁はりが渡わたされている。２ビルは通常より天井を高く取っているため、梁までは相当の高さがあった。


　ホールと呼よぶに相応ふさわしい、高さと奥行きを持ったスペース。


　そこが人で埋うまっていた。


「じょ、冗じよう談だんだろ!?　百人ぐらいいるんじゃねーのか」


　水原が喘あえぐようにもらした。梓と千絵は言葉もない。


　ホールには至いたる所に瓦が礫れきが散らばっていた。粉々に砕くだけたブラウン管テレビ。足の折れたテーブルや椅い子す。倒たおされたインテリアの柱。一ひと抱かかえもある、ショーウィンドウのガラスの破は片へん。中でも最も損そん傷しようが激はげしいのは、二階に通じるエスカレーターだ。本来ホールの真ん中には一階と二階を結んだエスカレーターが、昇しよう降こう用ように二本ずつ設置されていた。それが横倒しになって一階に横たわっている。これも甲斐の仕し業わざだった。


　ホールの多くの部分は瓦礫の山となり、人が近づくと倒とう壊かいしそうな雰ふん囲い気きさえあった。だが、それ以外の場所。そこが人だかりで埋め尽つくされているのだ。二階の回かい廊ろう部ぶにも人がいて、落下防ぼう止しの手すりにもたれながら下を見下ろしている。


「おいおい……こんな規き模ぼだったなんて、聞いてねえぜ、茜ちゃん……」


「わ、私だって、まさかこんな……先週はこの半分もいなかったのよ？」


　集まった人間はとても似通っていた。全員が何かしらの黒くろ革かわ製せい品ひんを身につけているのはいい。これはＤＤのシンボルみたいなものだ。だが、彼らの共通点はそんなことではなかった。


　彼ら、そして彼女らは、皆みな一様に興こう奮ふんしていた。特に喚わめいたり大声を出していないにもかかわらず、ぶつぶつと口元でつぶやき、ギラギラした顔で視し線せんを飛ばしている。しかし、その視線が何も見ていないのは明らかだ。病やまいで熱にうなされるように、顔が紅こう潮ちようし、瞳ひとみが潤うるみ、目元に隈くまのようなものが浮かんでいた。


　どこから持ち込こんだ物なのか、ホールにはライブハウスにあるような本ほん格かく仕様のスピーカーが置かれていた。流れてくるのはハードロックだ。歌詞のないインストロメンタルだった。集まった人間の多くは、聞くともなしに聞いているようで、曲調に合わせて身体からだを揺ゆすっている者が多い。ただ、音楽を目的に来ている者はいないようだった。


　連れだって来ている者が大半だろうに、私語を交す者は一人もいなかった。誰もが押し黙だまって、あるいは独ひとり言を口にしながらホールに立ち尽くしている。


　待っているのだ。


　彼らは全員、何かが始まるのを待っている。


　夜。廃はい墟きよと化した薄うす闇やみのホールに集つどい、病的な興奮を身に募つのらせたまま黙もくして何かを待つ群ぐん衆しゆう──


　ドラッグパーティーという雰囲気ではなかった。というより、なんの集会であるにしろ、こんな空気は異い様ようだ。


「何、これ……」


　梓は奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　ちりちりと背せ筋すじがひりつく。うなじの毛が逆さか立だつような感覚。身体の奥からじっとりと、嫌いやな汗あせが噴ふき出てくる。


　音楽が止まった。


　曲の途と中ちゆうで電でん源げんを切りでもしたように、唐とう突とつにぶっつりと音が途切れた。突とつ然ぜんの空白がもたらす軽い衝しよう撃げき。それから──


　曲が変わった。


　それまでのハードロックとはがらりと異ことなる静かな調べ。


『白鳥の湖』だ。


　どっとホールの空気が揺れ動いた。最初はなんなのかわからなかったが──ため息だ。その場にいる百人からの参加者が一いつ斉せいにため息をついた、その呼こ気きが夜気を揺らしたのである。かくいう梓自身、思わず止めた息を吐はき出していた。


　それからざわめきが一いち段だん大きくなった。群衆の落ち着きが消えた。身を揺する者。足あし踏ぶみする者。湧わき上がる興奮に堪こらえきれず、奇き声せいを発する者。全員、目のぎらつきが増ましている。


『白鳥の湖』。バレエの楽曲だ。作曲はロシアの作曲家チャイコフスキーである。


　バレエ『白鳥の湖』は、百年以上にわたって多くの人に愛される古典バレエの傑けつ作さくだった。魔ま法ほう使つかいロットバルトによって一羽の白鳥へと姿すがたを変えられた王女オデットと、彼女を愛した領りよう主しゆの息子むすこジークフリートの物語である。


　オデットにかけられた呪のろいを解とく力は、永えい遠えんの愛だった。それを知ったジークフリートは、彼女を救うため、母親の選んだ花はな嫁よめたちを断ことわり続けた。だが彼は、ロットバルトが舞ぶ踏とう会に連れてきたオデットに瓜うり二ふたつの姫ひめ、オディールに魅み了りようされ、彼女との間に愛の誓ちかいを交かわしてしまう。そして、愛に破やぶれたオデットは湖に帰って白鳥の姿に戻もどり、自らの過あやまちに気付いたジークフリートも彼女を追って湖へと向かうのである。


　現げん在ざいまでに様々な解かい釈しやくが為なされているが、最後の結末は大きく二通りに分かれる。


　一つは、二人の愛がロットバルトの呪いを打ち破るという結末。


　そしてもう一つは、呪いに捕とらわれるよりは死を選び、共に湖へと身を投げ込んで永遠に結ばれる──という結末だ。


　荘そう厳ごんでいて情じよう趣しゆに富とむ、聴く者の心を揺さぶる曲であった。


　だが……


　スピーカーのセッティングのためか、それともホールの音おん響きようのためか。本来美しい旋せん律りつを奏でる古典バレエの名曲は、所々音がひび割れ、歪いびつに歪ゆがんでいた。


　なまじ完かん璧ぺきな調和を誇ほこるだけに、不ふ規き則そくに突とつ如じよとして現あらわれる音ノイズが目立つ。曲に込められた悲願が完璧な音を求めて──しかし叶かなわない。そんな悲しい現実のように。


「……ビーグルよっ」


「え？」


　茜の声に、梓は我われに返った。


　茜が見つめる視し線せんの先。倒たおれたエスカレーターの傍かたわらに、そこだけ瓦が礫れきが取り除のぞかれたスペースがある。いまは低い足場が組まれ、簡かん易いステージのようになっていた。


　そのステージに黒革のキャップを被かぶった男が立っていた。甲斐の参さん謀ぼう、ビーグルだ。


　しかし──


「……あれ？」


　何か雰ふん囲い気きが違う。ビーグルは水原の知り合いで、彼と似にたような軽いノリの男だった。頭は切れるが気取ったところがなく、剽ひよう軽きんでお調子者だったのだ。梓は彼と幾いく度どか話したことがあるから、その性せい格かくは直ちよく接せつ知っている。


　ところが、いまステージに立って部下らしい男たちに指し示じを下すビーグルは、梓の見知っている彼とはどこか違っていた。一言で言うと酷こく薄はくな感じがする。余よ計けいな動作がまるでなく、軽口を叩たたきそうな様子が微み塵じんもなかった。もともと瘦やせた男だったのが、いまではさらに肉が落ち、頰ほおや目の周りがくぼんで見えた。


「あいつ……！」


　水原がジリジリした視線をビーグルに向けている。彼が凝ぎよう視しする前で、ビーグルは男たちに何事かを話しかけた。話している相手はＤＤのもとからのメンバーのようだ。頷うなずくとすぐに数人が動き始めた。


　彼らは、カプセルを配り始めていた。


「……ここら辺は『テアー・チェイン』と変わらないわね」


　と千絵がつぶやく。


　とはいえ、『テアー・チェイン』でのドラッグパーティーとは規き模ぼがまるで違う。これだけの人数に十分な量のカプセルを配ろうとすれば、相当の用意が必要なはずだ。しかも参加者たちからは代金を受け取っている気配もない。「いったいどうなってるんだよ」と、水原が頭を抱かかえたそうな声でささやいた。


　カプセルが配られると、参加者たちはただちにトリップを開始した。ざわつきはすぐにホールに流れる音楽を圧あつ倒とうするほど巨きよ大だいになった。


　梓はほとんど鳥とり肌はだの立つ思いで参加者たちの瞳ひとみを確かく認にんしていった。この中に何人の悪オ魔ー持ナちーがいるのかはわからない。だが、まだいまのところは瞳の赤い者──つまり悪あく魔まを召しよう喚かんした人間はいないようだった。


　だが、たとえ悪魔がいなくとも、この状じよう況きようは危き険けんこの上ない。ドラッグに溺おぼれる百人のジャンキー。いざなんらかのきっかけが与あたえられたとき、彼らがどのような行動にでるか、到とう底てい予よ測そくできなかった。


　そして……


「やあ、諸しよ君くん。楽しんでるか？」


　上方から声が降ふってきた。


　声を張はり上げたような大声ではない。なのに、この喧けん噪そうを貫つらぬいてホールにいる者全員の耳に、はっきりと届とどく声だった。しかも聞く者の意い識しきに染しみいってくる響ひびきを備そなえた声だ。


　梓たちは冷たい刃やいばが肌はだに触ふれたように、ビクリとして声の出所に視線を投げた。


　声の主は二階にいた。


　ちょうど横倒しになったエスカレーターが結合されていた箇か所しよ。手すりのない吹ふき抜ぬけの縁ふちに、一人の男が立っていた。


　一見してバランスの取れた体たい格かくの、だが人の記き憶おくに残るような特とく徴ちようを持たない男。


　男は、なぜか見覚えのあるワインレッドのジャケットに袖そでを通し、レザーパンツをはいていた。両手はパンツのポケットに入れた格かつ好こうで、リラックスして階下を見下ろしている。サーチライトが彼を斜ななめに照らし、天てん井じように巨大な影かげを二つ作っていた。


　男を目にした瞬しゆん間かん、梓の中で激はげしい動どう揺ようが起こった。そして、それは千絵や水原も同じだった。


　男の名前が、三人の喉のどを一いつ斉せいに上る。しかしその名前は喉元で止まった。出てきたのは、


「……誰!?」


　という困こん惑わくの滲にじんだ台詞せりふだった。


　他方、男の登場を受けて、群ぐん衆しゆうは喝かつ采さいを送った。彼らの興こう奮ふんが身体からだから蒸じよう気きとなって立ち上り、ホールの広大な空間で渦うずを巻まく。そのマグマのような流れが、実じつ際さいに目に見えるようだった。


「今こ宵よいもお前たちを、あの世界へと招しよう待たいしよう」


　と男は流りゆう暢ちように述のべた。


「お前たちが味わう体験は、いずれこの市に住む多くの者に平等に振ふる舞まわれる。だが、いまはお前たちだけだ。自ら選せん択たくし、そして《彼女》に選ばれた諸君だけが、恩おん恵けいに浴することができる。特別に」


　またしても歓かん声せい。


「《彼女》？」


　梓が唇くちびるを嚙かんだ。嫌な予感が際さい限げんなく広がっていった。


　男は群衆の盛もり上がりを確かく認にんしてから、背せ中なか越ごしにあごをしゃくった。すると、彼の背はい後ごに控ひかえていた人物が、彼の隣となりにまで進んできた。


　今度はわかる。ビーグルと同じく、写真で見た顔とはがらっと印象が違っているが、間違いない。


「坂田啓介だ」


　と水原。梓と千絵が茜に目で尋たずねると、彼女は静かに首しゆ肯こうした。


　男の隣に立つ啓介は、感かん情じようをまったく表に出さなかった。まるで男に操あやつられる機械か人形のように何を言うでもなく立っている。


　男がポケットから右手を出して軽く上に挙げた。すると、誰かが操そう作さしたのか、スピーカーから流れる『白鳥の湖』が一気に音量を上げた。大音量の調べが、物理的な空気の振しん動どうと化してビリビリと群衆に襲おそいかかった。


　曲はすでにクライマックスの部分に差し掛かかっている。


　男はしばらく曲に耳を傾かたむけて身体を揺ゆらしていた。右手が指し揮き棒ぼうを振る仕草をする。楽しんでいる。


「よし」


　男が言うと、隣の啓介が黙だまってカプセルを口に入れた。


　両目が真っ赤に輝かがやく。悪魔を召喚したのだ。


「ヤベ……っ」


　水原が慌あわてて用意してきたカプセルを取り出した。悪魔はカプセルをのまないと目もく視しできないからだ。


　だが千絵はそれを止めた。


「待って。どうも様子がおかしすぎるわ。参加者が全員カプセルをのんで──それも、カプセルのトリップを楽しむというよりは、何かの準備のためにカプセルをのんだような点が気になるの。あなたまで何かあったら事よ。しばらくカプセルをのむのは待ってちょうだい」


「け、けどよ」


「お願いっ」


　千絵の強い懇こん願がんに、水原は渋しぶ々しぶカプセルを引っ込こめた。だが水原の懸け念ねんはもっともなのだ。これからどう動くにしても、悪魔が見えないままというのは危き険けんすぎる。


　それとも、いますぐにこの場を脱だつ出しゆつするべきなのかもしれない。梓は周囲の様子を素す早ばやくうかがった。参加者は全員登場した男に気を取られ、梓たちのことなど視界に入らない様子だ。


　いまなら──


「見えるか？」


　梓の動きを牽けん制せいするように、男が再ふたたび声を発した。巨きよ大だいな旋せん律りつの中で、なぜかくも明めい瞭りように声が届くのかわからない。


　彼の呼よびかけに対し、


「見える！」


　と誰だれかが叫さけび返した。


「聞こえるか？」


「聞こえる！」


　と違う誰か。複ふく数すうの群衆が叫び返した。


「感じるか？」


「感じるっ！」


　ホールの至いたる所から、男の呼びかけに返答が返りだした。どの声もひどく興こう奮ふんし、自分を失っている。


　水原が戸と惑まどいながら、「……なんのことだ」と茜に尋たずねる。彼の態たい度どもすでに強い緊きん張ちように満たされている。


「だから言ったでしょ。カルト宗しゆう教きようの集会みたいだって。どうやら集しゆう団だん幻げん覚かくを見ているみたいなの」


「集団幻覚だあ？　いったいどんな？」


「知らないわ。私だって気持ち悪いから、この会に出ることがあっても、カプセルはのまないようにしてるんだから」


　茜は怒おこったように怒ど鳴なり返した。説明する彼女の目を見れば、彼女が恐きよう怖ふや嫌けん悪おを必死に抑おさえつけて自分をコントロールしているのがわかる。


「でも危険はないはずなの。現げんに私は二度ここに来たけど、カプセルさえ口にしなければ、なんともなかったんだから……」


「しかし……くそっ。気味が悪いったらないぜ」


　水原が吐はき捨すてる。彼の言う通り、ホールの空気は一いち段だんと異い様ような感じを醸かもし出していた。音楽のせいばかりではない。集まった人間の精せい神しんが、身体からだの外にまで力を及およぼしているとしか思えなかった。


　息をするだけで頭の奥おくが熱を持ち、精神がねっとりと濁にごり出す気がしてならない。カプセルの原料を空気中に焚たき込めているかのようだ。


「これは千絵の意見が正せい解かいだったみたいね」


　と梓はつぶやいた。いまカプセルを口にすれば、抵てい抗こうすることすらできずに、群衆たちのテンションへと引きずり込まれることだろう。


　ホールを支し配はいする異様な空気。その根底にあるものは「餓うえ」と「羨せん望ぼう」だ。極ごつ寒かんの闇やみに捕とらわれた者が、太陽の光を求めるような餓えと羨望。虐しいたげられ、檻おりに追われた者が、外の世界に触ふれようと鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから腕うでを伸のばすような、そんな情じよう念ねんのうねりだった。


「いま、お前たちがわずかに触れているのは、一にして全なる観念の世界だ」


　男の口調は群ぐん衆しゆうの反はん応のうを受けても変わらなかった。高ぶる様子もなく淡たん々たんと、だが確かく実じつな響ひびきの声で続けた。


「絶ぜつ対たい的な一つの観念でありながら、そこを訪おとずれた者それぞれに用意される閉へい塞そく世界──限げん定ていされた天国だ。だが、いいか。真の喜びとは限定された時空でのみ成立する。他者の干かん渉しよう。己おのれ以外の存そん在ざい。自らの認にん識しきできない未知なる要よう素そを排はい除じよして初めて、完全な幸福は約束される」


　男は告げた。すでに興奮状じよう態たいにあるジャンキーに向かって言う台詞せりふではない。だが彼は気にしなかった。大声ではないのに朗ろう々ろうと響く声で、やけに楽しそうな口くち振ぶりで語った。


「いまお前たちは真の喜びを垣かい間ま見みている。その幸運を魂たましいに刻きざめ。そして全ぜん霊れいで祈いのれ。『あそこに行きたい』と。そして叫べ。『王国よ来たれ』と！」


　途と端たんに、ホールが叫きよう喚かんで埋うめ尽つくされた。


　言葉にならない叫びが、連れん鎖さ的に爆ばく発はつした。


　サーチライトの明かりが消された。ＤＤの人間がスイッチを切ったらしい。たちまち訪れる射ぬ干ば玉たまの闇やみ。だがジャンキーたちは臆おくさない。闇の中に狂気じみた叫びが幾いく重えにも重なり木こ霊だました。
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　そして……


「……！」


　その漆うるしを溶とかしたような暗闇の中に、一つ、二つと赤い光点が現あらわれ始めた。


　真しん紅くに光る双そう眸ぼう。悪あく魔まの烙らく印いん。


　光点の数は雲うん霞かの如ごとくぽつぽつと点ともり始めた。梓たちの背せ筋すじが凍こおる。身体が言うことを聞かずに震ふるえ出す。


「まさか……全員!?」


　梓が喘あえぐ。


　梓の腕うでに千絵がしがみついた。千絵の手は細かく震えていた。


　闇の中、男の声が真まっ直すぐに届とどいてくる。


「さて、今日《彼女》は不在だ。さる人物を出で迎むかえるため、自ら足を運ばれた。そこで、代わりにと言ってはなんだが、ゲストを用意してある。紹しよう介かいしよう」


　バシッ、と光の塊かたまりがぶつかってきた。サーチライトだ。梓たちは悲鳴を上げて目を閉とざした。閉じた目ま蓋ぶた越ごしの視界が、赤々と燃もえている。目が開けられない。


「俺おれのことがわかるか、姫木梓。たぶんわからないんだろうな。自じ己こ紹介しよう、これはかつて『バール』と名乗っていた男だ。去年の暮くれは世話になった」


　バール！


　封ふう印いんが解とかれたように過か去この記き憶おくが押おし寄よせてきた。いまはなき執行細胞フアースト・セルの一角。川原で景と対決し、自じ壊かいして川に落ちた敵てきの首しゆ領りよう。生きていた!?


　梓はとっさに千絵の手を引き、ライトの明かりから逃のがれようと真横に飛んだ。すぐ後に続く気配は水原と茜だ。


　梓は千絵の手を引いたまま駆かけ出した。ほとんど目が利きかない状じよう態たいのまま、記憶だけを頼たよりにさっき来た通路に飛び込んでいく。幸い、すぐに追ってくる者はいなかった。梓たちの側そばにいた参加者は、全員トリップして素す早ばやい反はん応のうができずにいるのだ。


　だがＤＤのメンバーはどうか。それに男が命じれば、参加者たちも梓を追ってくるかもしれない。一いつ刻こくも早く外に出なければ命に関かかわる。


「待って、梓さんっ。そっちは駄だ目め！」


「ち、千絵っ!?」


「あいつ、私たちのこと『ゲスト』って呼よんだのよ。今日来ることを知ってたのよ。入ってきた出入り口は塞ふさがれてるに違ちがいないわっ」


「で、でも……！」


「いくら人数がいたって、このファプルにはいくらでも隠かくれられるところがある。彼らが把は握あくしていない出口もあると思うわ。一度建物の奥おくに向かいましょう」


「くっ……」


　千絵の言うことはわかる。だが、奥に進むほど脱だつ出しゆつが困こん難なんになる可か能のう性せいは高い。


「早くっ」


　闇の中、少しずつ視し力りよくの回かい復ふくした梓の目に、通路の蠟ろう燭そくに照らされる千絵が映うつった。千絵は梓の腕を両手でつかみ、顔を赤くしてこちらを見つめていた。


「……捕つかまるかもしれないわよ？」


「一いち蓮れん托たく生しようよ」


　千絵は力強く応おうじた。梓は頷うなずいて通路を逆ぎやくに曲がった。そのすぐ後に水原と茜が続く。


「どういうことだ、茜ちゃんっ！」


　水原が叫さけんだ。その声は、彼が女じよ性せいに向けるものとしては、あり得ないほど鋭するどい。


「違うっ。私も気付かなかった。いまあいつが言うまで、バールだって気付かなかったの。信じて！」


「なら、どうして俺たちの行動を知ってた？　俺たちがここに来ると決めたのは……」


「本当なのっ。私は本当に……ただＤＤを抜ぬけようと思っただけで！」


　聡そう明めいな茜のことだ。弁べん解かいしつつも自分が疑うたがわれるのも当然の状じよう況きようだと理解しているのだろう。それでも彼女は身の潔けつ白ぱくを訴うつたえることをやめなかった。


「水原、止やめなさいっ」


「しかし千絵ちゃん……！」


「あなた、さっき自分がバールのことを思い出せなかったこと忘わすれたの!?」


「──！」


　息を呑のむ気配が伝わってくる。次いで千絵は茜に向かい、


「茜さんもっ。いまはここから脱出することだけを考えてっ。何回か出入りしてるなら、いまファプルここに一番詳くわしいのは、あなたなんだからっ」


「……わかったわ」


　茜が首しゆ肯こうする。


　水原も走りながら、彼本来の落ち着きを取り戻もどしていた。千絵の言い分が正しいと素す直なおに感じたのだろう。


「……茜ちゃん。悪い。取り乱みだした。許ゆるしてくれ」


「当然のことよ。私も自分の無実は証しよう明めいしてみせるわ。だからいまは信じて」


「わかった」


　梓たちは蠟燭も置かれていない、真っ暗な通路を進んだ。一応マグライトは用意しているが、迂う闊かつに使っては追っ手に対して格かつ好こうの目印となってしまう。


　すると、早くも背はい後ごから複ふく数すうの怒ど声せいと足音が聞こえ始めた。待てっ、逃にがすなっ、という叫びが反はん響きようし合い、追つい撃げき者しやが放つ矢のように、梓たちの背後に迫せまる。彼女たちは、濃のう霧むのような闇やみの中を、先へ先へと突つき進むしかなかった。


　だが、この辺りはファプルの中でも、乱らん闘とうの跡あとが生々しい区画である。破は壊かいの跡は色濃こく残り、瓦が礫れきや廃はい材ざいが散らばっているのだ。


　走っている最中に、すぐ隣となりで誰かが転てん倒とうした。微かすかにもれる苦く痛つうの声。千絵の声だ。


「千絵っ」


　梓が慌あわてて千絵の傍かたわらにしゃがみ込こんだ。すると、その直後、頭上を後方から投げられたライトの光線が横切った。


　光の輪の中に、水原と茜の姿すがたが浮うかび上がる。足を止めるのが遅おくれた二人は、すでに数メートル先に進んでいた。


　水原が明かりに打たれて立ち止まった。振ふり返り、通路に倒れた千絵と、その隣にいる梓を見る。二人の状況を確かく認にんする。そして……


　水原の視線が二人から離はなれて、その後ろに移い動どうした。とっさに梓が振り返る。暗闇の中ではわからなかったが、そちらには目立たない出入り口があった。飲食店──コーヒーショップの裏うら口ぐちだ。


　ドアの隙すき間まがわずかに空いている。鍵かぎがかかっていない。


　ハッとした梓が水原の方に振り返った。光の中にいる水原──それに茜は、闇の中に残された梓に、わずかな笑えみを見せて頷いた。


「待って……！」


　梓が小声で叫ぶ。二人は待たなかった。もう梓の方には見向きもしないで、通路の奥おくへと走り去った。


　囮おとりになるつもりなのだ。


　二人のあとをライトが追う。続いて、足音が近づいてくる。


　──くっ。


　もはや後を追うことはできない。梓は唇くちびるを嚙かみしめ、なんとか身を起こした千絵を誘ゆう導どうして、店の中へと転がり込んだ。


　身体からだをぶつけるようにしてドアを閉とざす。数秒と置かずして、ドアの向こうを四、五人の男たちが走り過すぎていった。


　──なんてことだ……


　二人とはぐれた。こんな敵てき地ちのど真ん中で。


「あ、梓さん……」


　と千絵が弱々しい声を出した。声が震ふるえている。自分の失しつ態たいに青ざめているのだろう。


「ごめんなさいっ。私のせいで……」


「一いち蓮れん托たく生しようなんでしょ。気にしないで。それに、あの二人だもの。そう簡かん単たんに捕つかまったりしないわ。携けい帯たいだってあるんだし……あとで連れん絡らくは取れるわよ」


「けど……」


「仮かりに捕まったとしても、今度はわたしたちを誘おびき出す餌えさにするでしょう。すぐにどうこうされたりしないわよ。茜さんだっているんだしね」


　否ひ定てい的なことを言っても仕方ない。もし二人が捕まったなら──そのときはそのときだ。


「ここも安全とは言えないわ。わたしたちもすぐに出るわよ。いい？」


「わ、わかった。でも、ここを出て、それからどうするの？」


「そうね……」


　梓は唇を曲げた。


「しかたない。わたしたち同好会の切り札に電話するわ」





　　　　４





　景がクラブに入るのは、今回が初めてではない。だが、誰かと連れだって入るのは、今回が初めてだった。


　自分と同世代のグループ。そのグループの会話。冗じよう談だん。笑い声。


　これまでも夜の街に出るたびに、どこかで耳にしてきたようなありふれた言葉のやり取りだ。だが、これがいままでと決定的に異なるのは、景自身がいるポジションがそのグループの外ではなく内側にある、という一点だった。しかも彼ら彼女らは、全員葛根東高三年Ａ組の生徒たちである。


　クラスメイトなのだ。


　──まいったな……


　静の誘さそいがあったときは深く考えずに了りよう解かいしたのだが、自分以外の七人がすでに十分親しいのは間ま違ちがいなさそうだった。どうやらこの席は、自分のために設もうけられたものらしい。


　景とて自分に関する噂うわさが流れていることは知っている。ようやく下火になったとはいえ、それでも興きよう味みの種は尽つきないのだろう。


　そして、案の定、景は連れて行かれた先で、根ほり葉ほり質しつ問もんされた。


　最初に口火を切ったのは静の親友という女の子たちだ。


「物部くんてさあ。普ふ段だん何してるの？」


「趣しゆ味みは？　好きな遊びは？　音楽とか何聴きく？」


「やっぱ彼女とかいるわけ？」


「あ、待って。よく聞き取れなかった。もっかい言って。メモを……」


　はっきり言って初めての体験である。


　見知らぬジャンキーが相手ならどうとでも捌さばく自信があるが、相手がクラスメイトとなるとどんな態たい度どで接せつすればいいのかわからない。もちろんのこと、聞かれたことすべてに答えるわけにはいかない。何しろ自分は、公おおやけにできない事実を山のように抱かかえている身だ。


　この場にいるクラスメイトたちは、景の噂についてあれこれ想そう像ぞうしていることがあるだろう。が、おそらく、彼女らが抱いだいている想像の、どの一つを取ったところで、景の秘ひ密みつの『本当のところ』に比くらべれば、及およびもつかないに決まっているのだ。


　適てき当とうに口を濁にごして、当たり障さわりのない返答を繰くり返せば、そのうち飽あきて興味をなくすだろう。つまらない奴やつと思われようが、それが一番いい。そんな気持ちでいた。甘あまかった。


「でさあ、ほら。去年の事じ件けん。実じつ際さいのところは何があったわけ？」


「松崎さんと倉沢さんが物部くんを取り合ったっていう見方もあるんだけど、これに対して何か意見は？」


「ぶっちゃけ、カプセルのんだことあんの？」


「『いや、その』テンテンテン──って、それじゃ何もわからないなぁ、私たちぃ」


　そのうち彼女たちだけでなく、ついてきたクラスの男子も面おも白しろがり始めた。景の丁てい寧ねいな口調や戸と惑まどう様が、気取っているのではなく本当の反はん応のうなのだとわかってきたらしい。ちと退たい屈くつで大人しいが、実直な奴と取ったようだ。


「いや。オレらぁもやっぱ気にしちゃいたわけよ。密みつ売ばい組そ織しきの売人プツシヤーかも、とか言われてたんだぜ、お前。最近はどうだか知らないけどさあ。カプセルに関かかわってる組織なんつったらお前、そこいらのヤンキーとは格かくが違うわけじゃん？」


「そうそう。うちのガッコって、なんだかんだワルぶってる奴いても、たかが知れてんじゃん？　どっちかってーとお上品な校風だし……その中に一匹ぴきとんでもねえ狼おおかみの皮が混まじってるなんて、マジだったらスゲーよ」


「馬ば鹿かね。『狼の皮』じゃなくて『羊の皮を被かぶった狼』でしょ」


　すでに、今年に入って交かわした全部の会話と同じぐらいの質問を、一方的に聞かされている気がする。もとより、当たって砕くだけろ、という覚かく悟ごではあったが、冗じよう談だんでなくいまにも砕けてしまいそうだ。


　──仕方ないか。無理ないもんな。


　客観的に見て、自分が人目を引くだけのことをしでかしている自覚はある。特に梓が帰国してからというもの、隠いん蔽ぺいのための工作が疎おろそかになっていた。出回った噂を消すゆとりさえなくしていたのだ。当然の結果だろう。


「も、物部くん。大だい丈じよう夫ぶ」


　やっと途と切ぎれた質問攻こう勢せいの合間を縫ぬって、隣となりに座すわってきた静が、恐おそる恐おそるといった風に声をかけてきた。


「うんまあ……さすがに疲つかれたかな」


　と思わず本音がもれた。


「そ、そう？　ごめんね。無理言って来てもらったのに……」


　そう言って申し訳わけなさそうな顔をする。


　察するに、半分騙だますような真ま似ねをして景を誘さそったことで、心苦しい思いをしているのだろう。


　これまでなんのアクションもなかったクラスメイトが、突とつ然ぜん景に声をかけてきたのは、静がきっかけとなったからだ。書庫の件けん以来、静は教室でも景と話をするようになった。それを見た彼女の友人が、彼女に命じて景を誘わせたのではないだろうか。


　──去年までなら、裏うらがある可か能のう性せいを疑うたがうところだな。


　と景は内心苦く笑しようした。


　それどころか、そもそも書庫であったレポートの件も、自分に近づく仕し掛かけではないかと勘かんぐっていたはずだ。


「なんだったら、そろそろ引き上げちゃってもいいよ。親しん睦ぼく会っていっても、こんなだし。その……わ、私たちが二人抜ぬけたって大したことないからさ」


「平気だよ。みんなと話せる機会って、これまで作ってこなかったんだし」


「そ、そう……」


　と、なぜか静は肩かたを落とした。それから上うわ目め遣づかいに──だが、妙みように目を光らせて、


「さっきの電話さ──断ことわっちゃったみたいだけど……ほんとによかったの？　無理して来なくても良かったんだよ？　……あ、いやっ。もちろん来てくれて嬉うれしいんだけど……」


「いいんだ。せっかく誘ってもらったんだから」


　そう。せっかくの機会だ。逃にげ出していたのでは始まらない。


　景はクラスメイトと──いや、もっと広く、カプセルと関かかわりのない社会全ぜん般ぱんとのつき合いを、もう一度やり直そうと決意していた。だからこそ、静の申し出を受けたのである。


　景が決意したきっかけは、あの日の晩ばんに聞かされた梓の言葉だった。


　あのとき梓の言った通り、自分は七年もの間、そうした当たり前の人間関係を構こう築ちくしようとしなかった。いまさらまともな生活ができるはずもなく、そのせいで自じ暴ぼう自じ棄きになり追い詰つめられていた。だが、嘆なげいたり腐くさっていても始まらない。『将しよう来らい』というものは、いまの景にとってあまりにも漠ばく然ぜんとした世界である。しかし、それでもその遠い『将来』に向かって歩み出さなければならない。


　単たん純じゆんに考えて同年代とは七年も遅おくれたスタートということになる。決して楽な道のりではないだろう。これまでに経けい験けんしたことのない痛いたみや恥はじを、嫌いやになるほど味わうはずだ。


　──それでも……


　自分が夜の世界でやるべきことは終わった。そのまま闇やみの中に残ることも考えたが、梓がいる限かぎりそんな楽な道は選ばせてもらえやしないのだ。


　一歩ずつ。転びながら前進していけばいい。「ゆっくりやっていこう」という梓の言葉のままに。


　ただ……


「じゃ、じゃあさ。物部くんの携けい帯たい番号教えてもらってもいい？　その……何かと便利だし」


「え、うん。いいよ。これ」


　景は携帯を取り出し、自分の番号を表ひよう示じさせてから静に渡わたした。彼女がその番号を自分の携帯に打ち込こむ。


　静が作業する間だけ、ようやく間が空いた。この隙すきに景は、そっとクラスメイトたちの姿すがたを探さがした。


　クラブはそれなりに広い。壁かべ沿ぞいにテーブルと椅い子すが並ならび、中央からカウンターにかけては、ダンス用の広いスペースが確かく保ほされていた。壁や天てん井じようがダークパープルの暗あん幕まくで覆おおわれているため、複ふく数すうある照明の光が不思議な陰いん影えいを作っていた。


　女の子二人は静の隣で最近流は行やりのバラエティー番組について語り合っている。残る二人の女の子と男子二人組は、テーブルを離はなれてダンスに興きようじていた。


　意外にも、彼ら彼女らは景に好感を持ったようだった。景も質しつ問もん攻ぜめには参ったが、それほど反感や拒きよ否ひ反はん応のうを覚えることはなかった。


　もう全員の名前も覚えた。大おお雑ざつ把ぱな性せい格かくや癖くせもつかんでいる。昨日までは「クラスメイトの一人」だった者たちだが、今後は個こ人じん個人の顔を見たつき合いになるだろう。


　──なのに……


　なんだろうか。この「違い和わ感」は。


　なんなんだろうか。そもそもの最初から感じ続けている、みんなとの「壁」は。


　景は顔を曇くもらせた。梓たちと一いつ緒しよに和なごんでいるときと同じだ。緊きん張ちようして初うぶな口を利ききながら、頭のどこかは冷めている。この集まりが終しゆう了りようするまでの時間を計り、必要以上に他者を近づけまいと会話をコントロールする自分がいる。


「……くそっ」


　幼おさないころから、ずっとそうだった。周りとズレている感覚。一人だけ「違ちがっている」という理由のない思い。決して悪い連中じゃないとわかっていながら、心を許ゆるすことのできない自分。


　いまだってそうだ。心のどこかでみんなのことを、「友好関係を結ぶべき対象」として認にん識しきしている。表ひよう層そう的な関係性だけの繫つながりで、実体を伴ともなう繫がりを結ぼうという気になれない。


　──なぜだ？　昔からずっとずっと……まるで呪のろいみたいだ……


　たぶん考え過すぎ──気にし過ぎなんだろう。自分らしい、屈くつ折せつした杞き憂ゆうなのだ。そう言い聞かせてみる。でも駄だ目めだった。


　なぜだろう。誰だれかに近づけば近づくほど、強きよう迫はく観念のように湧わいてくる、ある確かく信しん──


　自分は異い邦ほうの者。


　自分は交わってはならない者。


　その証しよう拠こに、僕に近づいた　　たちは……


　突とつ然ぜん、景は死を宣せん告こくされた者のように、精せい神しんの動きを停止させた。ゾッとする悪お寒かんが背せ筋すじを走り抜ぬけ、身体からだが芯しんまで冷えた。


「……あ」


　そうか、と景は不意に気付いた。


　自分は、あのときの想おもいをまだ引きずっているのだ。


　もう長いこと思い出せずにいる、あのときのことを。


　一いつ瞬しゆん浮うかび上がった過か去この亡ぼう霊れいは、すぐにまた忘ぼう却きやくの彼方かなたへ沈しずんでいった。消えてしまうのではなく、ただ深く潜もぐった。


　──『まるで呪いみたいだ……』


　ついさっき考えたことが、まざまざと脳のう裏りに甦よみがえった。


「も、物部くん？　どうしたの。顔色悪いよ？」


「…………」


「物部くんっ」


　静が肩かたを揺ゆさぶる。ようやく景は我われに返った。必死になって冷静さを取り戻もどす。


「ごめん。ちょっと酒に酔よったみたいだ……」


「あーやっぱりっ。もう、あいつら高校生のくせに、カクテルなんか勧すすめるもんだから！　物部くんも、あんな奴やつらの言うこといちいち真ま面じ目めに聞くんだもんっ。駄目じゃない。言いなりになっちゃ」


「……そうだね。今度から気を付けるよ」


　なんとか無ぶ難なんな返事を返し、震える手で烏龍ウーロン茶ちやのグラスを引き寄よせる。


　一息に半分も飲むと、さっき感じた冷たい戦せん慄りつは跡あと形かたもなく消え去った。あとには、いままで以上に色濃こい倦けん怠たい感が残っている。やっぱり違う、という違和感が、食物に取り付いた菌きん糸しのように、景の精神にこびり付いていた。


　クラスメイトに目を向ける。


　完全に冷めた視し線せんで眺ながめる。


　意味のない時間が引き延のばされるような感覚が苦く痛つうだった。頭の中には、もう十分だ、用事は済すんだ、という考えしか浮かばなかった。それを意い志しの力で抑おさえつけた。耐えろ、と言い聞かせた。


　静がまだ心配そうな目を向けてくる。景はなんでもない風に笑った。気付かれないように笑った。余よ計けいな心配はさせたくない。再ふたたび始まる会話の中で、本心を隠かくしながら時間を潰つぶせばいいだけのことだ。


　他人に迷惑をかけてはならない。それがつき合いというものだ。


　その考えは実にしっくりと景に馴な染じんだ。景はすっかり落ち着きを取り戻して、静に気付かれないように腕うで時計の時間を確かく認にんした。


　と──


　クラブの人間の間にざわめきが起こった。談だん笑しようが途と絶だえ、緊張を含ふくんだ空気が、鳴り続けるＢＧＭの中に広がっていった。


　──なんだ？


　異い変へん。景は鋭するどくそれを察知してわずかに腰こしを上げた。


　人ひと垣がきが割われた。


　景たちが座すわるテーブルの前に、一人の男が姿すがたを見せた。


　長身瘦そう軀くの、見るからに獰どう猛もうそうな男。ギラギラと輝かがやく双そう眸ぼうが痛つう烈れつなまでの覇は気きを発散し、ただ立っているだけで周りの人間を退しりぞかせるような迫力のある男だった。


　癖くせの強い黒くろ髪かみ。そぎ落とされた頰ほお。印象的な瞳ひとみ。挑ちよう発はつ的な唇くちびる。鉄てつ条じようを束ねて作ったような、無む駄だな装そう飾しよくのない、刺とげ々とげしい肉体。


　男は、銀色に光る鋲びようや鎖くさりの飾かざられた黒くろ革かわのジャンパーを身につけていた。破は滅めつ的で暴ぼう力りよく的で愉ゆ快かいそうな冷れい笑しようを浮かべ、真まっ直すぐに景をにらんでいた。


　甲斐氷太。ＤＤのリーダー。ウィザードのライバルにして、物部景の戦友だ。


「……甲斐」


　突とつ然ぜんの登場に驚おどろく景に、甲斐はニヤリと笑い、嬉うれしそうに告げた。


「ぃようっ、ウィザード。捜さがしたぜ？」





　　　　◆◆◆◆◆





　そして、その日はやって来た。





　告白をしに来た。


　あの子は急にそう言った。恐おそろしく真しん剣けんな顔だと思った。僕ぼくは、これまでこんなに真剣な顔は数えるほどしか見たことがなかった。


　お前を図書係りに推すい薦せんしたのは、あたしだ。


　あの子は続けて言った。僕は驚いた。前に彼女は、残りものの係りが僕に押おしつけられたんだと言っていた気がする。でも、いま言ったことが本当なら、なんでそんな噓うそを？


　先生に頼たのまれたんだ。


　先生？　なんで……


　お前のこと、面めん倒どう見てやってくれないかって。


　それでピンと来た。しばらく前に、先生が僕を呼よび出して最近どうだという風なことを聞いてきたんだ。あのときは突然どうしたのかと思ったけど……そうか。そういうことだったのか。


　先生が何を考えてたのかはなんとなく想そう像ぞうがつく。たぶん先生は、僕と梓ちゃんの仲を聞いていたんだろう。それで、いつまで経たってもクラスでひとりぼっちの僕をどうにかしようと、梓ちゃんに似にたところのある子を選んで、僕の相手をするよう頼んだんだ。


　なるほどなと僕は少し冷めた気分で思った。なるほどな。それならいろんなことがつじつまが合う。ちょっと変だなって思っていたことに納なつ得とくがいく。


　疑ぎ問もんだったんだ。なんでこの子は急に僕に近づいてきたのか。なんで学級新聞の中に図書係りが受け持つコーナーができあがったのか。なんで僕を呼び出したとき先生は得意そうな顔をして僕のことを見つめていたのか。


　そういうことなら、わかる。そういうことだったなら、理り解かいできる。種を明かせば簡かん単たんなことだ。変だと思ってたんだ。みんな、僕みたいなのに急に気をつかって……


　ごめんね、って僕は言った。あの子はひどくびっくりした顔で、なんでお前が謝あやまるんだよって聞き返した。


　だって気を遣つかわせた。君に面倒なことを増ふやした。迷めい惑わくをかけた。そんなつもりはなかったけれど、それってやっぱり僕のせいだもん。僕がこんな風だから、みんなに苦労をかけてるんだもん。


　だからごめん。ごめん。ごめんね。


　僕は謝った。頭を下げて、そのまま下げ続けた。顔を上げたくなかった。いまの自分の顔を見られるのが嫌いやだった。


　そんな僕に、彼女はきっぱりと、違ちがうぞっ、って言った。


　謝るのはこっちだ。ううん。それも違うな。謝ったりしない。別に悪いことなんかしてないんだからな。でも……


　そこで一いつ旦たん言葉を切り、改めて彼女は僕をにらみつけた。


　でもな。やっぱりこういうのはよくない。悪いんじゃなくて、気持ちよくない。だから……だからさ。だから……


　真剣な態たい度どの真剣な顔だった。正しいことをする人の顔だ。そんなに真しん摯しな態度を取られるのは、初めてなもんだから、僕はひどく戸と惑まどった。何をどうすればいいんだか、まるっきりわからなかった。


　そして彼女は、僕に向かい、僕が二度と忘わすれまいと誓ちかった──少なくともこのときそう誓った言葉を叩たたき付けた。


「今度はちゃんと友達になろうっ」


　スパーン、と。


　剣けん道どうの面が綺き麗れいに一本決まったみたいに、その一言は、僕を真っ正面からかち割わった。


　僕の殻からを。


　他人に張はった壁かべを。


「なっ。いいだろ？　てか、もう決めたんだからな」


　あの子は真っ赤になっていた。その赤い色は僕の内側に鮮あざやかに焼き付いた。瞬しゆん間かん的に悟さとっていた。彼女だって悩なやんでいたんだ。そして勇気を振ふり絞しぼり「告白」してくれたんだ。


　そこへ、


「じゃーん。聞いちゃった聞いちゃった～。へそ曲がりの男女が、とうとう本音吐はいたぞー」


「いやー。いいなー。セーシュンだなー。カンドーしたなー」


「あっ、こら。お前ら！　黙だまって見てようって言ったのに……」


　突然、物もの陰かげからクラスメイトたち三人が顔を出した。学級新聞を作っている仲間だ。


　三人はいつもの調子でふざけあっていた。三人が三人とも笑っている。僕たちをからかっている。けど、紛まぎれもなく喜んでいた。


「っな！　テテテ、テメエらっ。盗ぬすみ聞きしやがったのか!?」


　あの子が覿てき面めんに狼狽うろたえた。それを見た三人がいよいよ調子に乗って囃はやし立てた。


　からかう声。怒おこる声。なだめる声。笑う声。声と声とが飛び交かう。飛び交い合って流れになる。その流れが理解できる。みんなの気持ちが理解できる。


　僕は、


「アハッ」


　僕は流れの中に自分の声を乗せた。


「アハハッ。アハハハハッ」


　みんなは仰ぎよう天てんして僕のことを見つめた。そのみんなの顔がおかしくて、僕はいよいよ笑い続けた。たぶん、僕の顔もおかしかったんだろう。すぐに三人のうちの一人が僕の様子に、「ぷっ」と吹ふき出した。それがきっかけになって、全員が笑い出した。流れの速さがぐんと速くなった。どんどん軽く。どこまでも速く。


　なんだ。みんな変わんないじゃないか。みんな僕と同じだ。全部同じじゃなくても、同じところはあるんだ。


　僕は胸むねの中で語りかけた。ねえ梓ちゃん。梓ちゃんもここに居いてくれればよかったのに。僕らは異い邦ほう人じんなんかじゃなかったよ。ううん。たとえ異邦人だったにしても、一いつ緒しよに笑うことぐらいはできたんだよ。


　もちろん。これですぐに、僕ら二人の世界が間違ってたなんて思わない。僕があそこを好きなことに変わりはないし、あそこを必要としてたことは真実なんだ。けどね。「あそこだけ」でもなかったんだ。他ほかにもあったんだよ。大切な場所は。


　僕はこれから王国をいっぱい作るよ。いろんなところに、いろんな人と。競争しようか、梓ちゃん。次にまた逢あうまでに。どっちがたくさんの王国が作れるか。


　僕は不器用だし、引っ込こみ思案だから、たくさん作るのは大変だろうけど。


　でも、ちょびっとずつ作るんだ。


　あの素す晴ばらしい王国を。


　いろんな場所で。


　いろんな友達と。


　今度逢えたとき、その一つ一つを紹しよう介かいするよ。


　だから、ね、梓ちゃん。


　どうか楽しみに待っていて。





　　　　◇◇◇◇◇





　月夜の晩ばん。


　少女は離はなれの窓まど辺べに座すわって、じっと少年を待っていた。


　斜ななめに差し込む月光が、窓枠わくの形で少女を照らす。


　少年は今日も来なかった。


　一日、二日と、来ない日が増ふえていた。


　少年がここに来ないで何をしているのか。


　少年がここに来ないで誰だれと逢っているのか。


　そんなことをぼんやりと考えながら、


　少女は離れの窓辺に座って、じっと少年を待っていた。


　少女は独ひとりでも寂さびしさを感じない。


　少女はじっと待つ時間を少しも苦く痛つうに思わない。


　少年が愛いとしいのかどうかもわからない。


　自分が何を望んでいるのかもはっきりしない。


　なのに、


　スッ


　と一ひと粒つぶの涙なみだが。


　黄おう金ごんの色をした少女の瞳ひとみからこぼれ落ち、


　真っ白い少女の頰ほおを切り裂さいた。





　少年は今日も来なかった。


　少女はひとりぼっちで、少年を待ち続けた。
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　彼女と出会って以来、こんなに長いこと彼女の許もとを訪おとずれなかったことはなかった。それでも、僕ぼくが五日ぶりに離はなれを訪れたとき、彼女はまるで時間の経けい過かを感じさせない普ふ段だん通りの態たい度どで僕に接せつして、僕を王国に誘さそおうとした。


　実は少しほっとした。さすがに怒おこってるんじゃないかなって思ってたから。


　僕は王国へ連れて行こうとする彼女を止めた。それから離れに二人して正せい座ざして、僕がいま感じている、僕の素す直なおな気持ちを告げた。


　他人を拒こばむような生き方は、間ま違ちがいだったのかもしれないよ、って。


　僕らは間違っていたのかもしれない。いや、僕「ら」なんて言ったら失礼かな。君は僕の言ったことをそのまま再さい現げんしてくれただけなんだから。悪いのは僕だけだ。君は悪くない。ああ、違うや。そうじゃないんだ。悪いとか悪くないって問題とは違うんだ。そうじゃなくて、僕の考えは──ということは僕が君に教えたこともなんだけど、少し訂てい正せいしなくちゃならないんだ。


　僕は正直に話した。何もかも包み隠かくさずに。友達ができたことも。いまでは、友達といる時間が、王国に居いる時間と変わらずに大切になったことも。


　僕が喋しやべっている間、彼女は黙だまって話を聞いていた。特に驚おどろいた様子もないし、興きよう味みを持った風でもない。それで少し不安になって、


　ちゃんと言ってることわかる？


　すると彼女はこくんと頷うなずく。わかってるらしい。でも表ひよう情じようは相変わらずだ。こくこくと頷かれても、いまいち説得力がない。


　君をほったらかしにしてたのは謝あやまるよ。ごめんね。今度もこくんと頷いてくれる。これはつまり許ゆるしてくれるってことなんだろう。はっきりとしないけど。


　僕は軽くため息をついた。もうずいぶん慣なれたつもりだけど、最近また彼女との関係が疲つかれるようになってきた。嫌きらいなわけないけど、大変なことは大変なんだ。おまけに彼女は僕にしか見えない。別に独りでも平気なんだろうけど、どうしても僕が構かまってあげないと、っていう気持ちになってしまう。


　僕は思わずつぶやいた。


　君が他ほかの人にも見えればいいのにね。


「……できますよ」


　え？　僕はがばっと彼女の手をつかんだ。本当に？　本当にそんなことできるの？


「いまならできます。わたくしはそれだけの力を身に付けました」


　もし本当なら、それはちょっとすごいかも。だってそれはつまり、あの王国をみんなに見せられるってことなんでしょ？　みんなを王国に招しよう待たいできるってことなんだよね!?


「はい」


　すごいっ。


　と僕は久ひさしぶりにその言葉を口にした。あの森の中をみんなで歩けるんだ。あの城しろの中でみんなと話せるんだ。あの湖を前にみんなと笑いあえるんだ。ああ。本当なら、なんてすごい！


　ねえ、じゃあみんなと会ってくれる？　すぐにじゃなくていいから。その気になったら会ってくれてもいい？


　彼女はこくんと頷いた。


「貴方あなたがそれを望むなら」


　やったあ！　僕が歓かん声せいを上げる。嬉うれしくなって飛び跳はねる。


　そんな僕の様子を、彼女はじっと見つめていた。





　そのときはまだ気付いていなかった。


　彼女がそんなにも、無む慈じ悲ひな目をすることがあるなんて。





　　　　◆◆◆◆◆





「……おい、甲か斐いだぜ、あれ……」


「甲斐って、あのＤＤの!?」


「間違いねえよ。いつも威い張ばりくさってるＤＤの連中が、ヘコヘコあいつの周り取り巻まいてるの見たことあるぜ」


「マジかよ……いったい何しに来たんだ……」


「甲斐が話してるガキ、誰だれだ？」


「知り合いか？　あんなのが？」


　そんなつぶやきがクラブの中を飛び交かっていた。ぼそぼそと辺りをはばかりながらささやかれる声は、どれも畏い怖ふと好こう奇きに満ちていた。


　甲斐は両手をジーンズに突つっ込こんで悠ゆう然ぜんと立っていた。ただ立っているだけで場の中心を引き寄よせる、磁じ力りよくのような存そん在ざい感があった。


　一見リラックスさえしているように見えるが、実じつ際さいにはほんのわずかに重心を前に傾かたむかせて、つま先に荷か重じゆうをかけている。景けいを真正面に据すえながら、同時に四方へと感覚を向け、周囲の空間そのものを把は握あくしていた。


　口元は笑っているが、目に馴なれ合う気配はない。向き合っているだけで、ちりちりと肌はだが焦こげるような気がした。甲斐という人間の発する鋭えい気きが、熱風となって吹ふき付けてくる。


　甲斐の発する鋭気。


　それは闘とう志しだった。


　そうと察した瞬しゆん間かん、景もまた腰こしを浮うかせて全身の筋きん肉にくに緊きん張ちようを課していた。


　甲斐から目を離はなすことなく視し界かいの端はし々ばしに映うつる情じよう報ほうを吸きゆう収しゆうする。たったいままでの記き憶おくと総そう合ごうさせて、店内の構こう造ぞう、テーブルと椅い子すの配置、人の位置、グラスや灰はい皿ざらの置かれた場所を頭の中に叩たたき込んだ。ピリピリと神経が研とぎ澄すまされていく感覚が、久ひさしぶりに甦よみがえってきた。


　甲斐が笑えみを一いち段だんと深めた。「へっへ」と唇くちびるを舌した先さきで舐なめた。


「なんだよ。どれぐらい腑ふ抜ぬけやがったかと思ってりゃ──まだまだイイ顔できるじゃねえか」


「──！」


「まあ、そうだろうな。当然そうだろうよ。テメエがどういう野や郎ろうかは、この俺おれが誰より心得てる。悪かったな。遅おそくなっちまってよ」


　甲斐はジーンズから手を抜ぬくと、おどけるように肩かたを竦すくめてみせた。だが隙すきは見せない。景は慎しん重ちように呼こ吸きゆうを整えた。そうすることで動どう悸きを静めながら、いつでも最大最速の動きが取れるように自らの内ない圧あつを高めていった。


「……物ものの部べくん。その人、誰？」


　静しずかが怯おびえて景の腕うでをつかんだ。景は舌した打うちした。後ろは壁かべ。前はテーブル。この上、静にまで動きを妨さまたげられたのでは堪たまらない。と、そう考えている自分に気付き、苛いら立だたしく自じ戒かいした。


　彼女を巻まき込んではならない。他人に迷めい惑わくをかけるつもりはない。


　だが、と景は苦々しく思う。


　果たして、そんな余よ裕ゆうがあるだろうか？


「……なんの用だ？」


「おいおい。つれねえな。とっくに察しはついてんだろ」


　ダンッ、と大きく音を立てて、つま先で床ゆかを叩たたく。突とつ然ぜんの展てん開かいを息を凝こらして見守っていた客たちが、びくりと身体からだを引きつらせた。


「『遊び』に来たんだよ。テメエとな。言わせんな。んなこと」


　口元は笑ったまま、目を細め、貫つらぬくような視線で景を見下ろす。


　景はジリジリと立ち上がった。つられて静も席を立ったが、もう彼女に気を使うだけのゆとりはなかった。


　そのころには、店内にいて二人に注目していない人間は一人もいなくなっていた。隣となりの席で話していた二人の女子はもちろん、テーブルを離れて踊おどっていた四人も、景と甲斐二人のやり取りに息を呑のんでいる。


　これがいかにまずい事じ態たいかは理り解かいできていた。自分の立場がまさに取り返しのつかないことになろうとしている。だが、景はそんな考えを頭の片かた隅すみに追いやった。いまはそれどころではない。


「確たしか休戦中なんじゃなかったかな。僕たちは？」


「いつの話してんだよ、馬ば鹿か。つーか、ジャンキー同士の約束なんか、当てにするほどいい子じゃねっだろ。お互たがい」


「……皆みな見みさんは承しよう知ちしてるのか？」


「へっ。くだらねえ口叩くなよ、クソガキ。こちとら、女で曲がるほど柔やわな生き方しちゃいねえぜ」


　憮ぶ然ぜんとして答える。しかしその態たい度どはどこかポーズのようだった。そして、互いに意気が通じている者に言うかのように、


「お前は違ちがうのか、え？　どうなんだよ、ウィザード？」


　わかってるんだぜ。そう甲斐の目は語っていた。


　景はぎくりとした。自分が動どう揺ようしている事実に対して、さらに動揺した。


　一方で、


「ウィザード？　いまウィザードって言わなかったか？　まさか悪あく魔ま狩がりの……」


「おいおい。なんかの冗じよう談だんだろ？」


「で、でもよ。そういや甲斐の奴やつ、最初に声かけたときも、ウィザードって呼よんでたぜ」


　店内に新たな驚きよう愕がくが、細さざ波なみのように広がった。それを聞いたクラスメイトの男子一人が、


「そんな……まさか……」


　と顔色を変えた。『悪魔狩りのウィザード』の伝説を耳にしたことがあったのだ。


　視界の隅で彼の反はん応のうを目まの当たりにした景は、思わず奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　長年恐おそれていたことが、ついに現げん実じつのものとなった。七年もの間あれほど心を砕くだいてきたというのに、いざ正体がバレるとなると呆あつ気けないものだ。


　同時に──


　自分の中で一つ、枷が外れたような気がした。


　自らを雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくする、細い鎖くさり──ワイヤーが。


「……本気でやる気か、甲斐？」


「ザッツ・ライト」


　ぐっとあごを持ち上げる。


　陽気で酷こく薄はく。何もかもを承知の上でなお、口笛を吹ふきながら破は滅めつへ進む豪ごう胆たんな狂きよう気き。それは懐なつかしい感覚さえ伴ともなう、甲斐そのものの姿すがただった。


　いや、正せい確かくには「以前の」甲斐だ。共きよう闘とうして敵てきに立ち向かう以前の甲斐。自分のことを宿敵としてつけ狙ねらっていた当時の甲斐だった。


　そういえばさっきかかってきた梓あずさの電話。あのとき彼女は、茜あかねの様子がおかしいと伝えてきた。甲斐に関する態度が豹ひよう変へんしてしまっている、と。まるで何者かに洗せん脳のうされでもしたかのように、甲斐に対する「想おもい」が消え失うせているみたいだと。


「……甲斐。お前、この数か月何をしていた？」


「あん？」


「思い出して見ろ。僕らは確かに一時敵対していたが、冬の件けん以来、上う手まくやってこれたんじゃなかったか？　お前だって少しずつ変わっていたはずだ。皆見さんのおかげでな。それがどうしていまになって、急にこんな真ま似ねをするんだ？」


「…………」


「最近ＤＤが変わったという噂うわさも聞いた。お前の方ほう針しんではあるまい。いったい何があった。誰だれかに踊らされてるんじゃないのか？」


「…………」


　甲斐はすぐには何も答えなかった。それまでのふざけた態度を消して、上うわ唇くちびるを嚙みながら景を見返した。言うべきか言わざるべきか迷っている。そんな目だ。


「甲斐っ」


「……ああ」


　ぼそり、と認みとめる。


　肯こう定ていが返るとは予想していなかった。景は目を見開いた。


　甲斐は渋しぶ々しぶといった感じで、


「……確かに、なんか妙みような具合になってるよ。何もかもが噓うそっぽく感じてな。記き憶おくもしっかりしねえ。ＤＤの行動にも、いままでと矛む盾じゆんがある。裏うらで誰かが糸引いてるんじゃねえかってことは、俺も考えたさ」


　そう認めて再ふたたび肩かたを竦すくめる。どこか投げやりな、開き直った口調だった。


「だったらなぜそれを調べない？　正体も知れない何者かに、いいように操あやつられて。それで大人しく従したがうつもりなのか!?」


「やる気がでねーんだよ」


「ふざけるなっ。冗じよう談だんじゃ済すまないぞ。ネットが消えたいま、ＤＤの存そん在ざいはお前が考えているより、ずっと大きくなってるんだ。お前が舵かじを誤あやまれば、どんな混こん乱らんが生じると思っているっ」


　景が怒ど鳴なった。


　甲斐はケケケと笑い、


「足洗あらって堅かた気ぎになろうって奴には関係ねえ話じゃねえか？　それともやっぱ、そんな噂はデマか？　ま、更こう生せいして人ひと並なみにスクールライフ、なんて柄がらじゃねえよな。お互い」


「甲斐っ。真ま面じ目めに答えろ」


「真面目にか？　だったら答えてやる。クソ食らえだ、そんなもん」


　と甲斐は吐はき捨すてた。


「マーケットなんて洒落しやれた呼び方してるが、要するにジャンキーの集まりだぜ？　頭ん中イカレっぱなしの馬鹿どもが、いまさらどんだけ混乱したところで何が問題だってんだ？　あ？　んな連中のことなんざ知ったことか。知ったことかよっ」


　吐き捨てた言葉には、確たしかな重みが感じられた。本音なのだ。


「ならっ。他ほかのことは置くとしても、お前自身はどうなんだ？　甲斐氷ひよう太たともあろうものが、他人にいいように利用されて黙だまっているつもりか？」


「それもさっき言ったろ。やる気が出ねえって」


　甲斐は苛いら立だたしく顔をしかめた。


「確かに、誰かが糸を引いてる可か能のう性せいはある。作さく為いを感じたこともある。だからなんだってんだ？　それで俺がどうなるってんだよ？　ＤＤの方ほう針しんが変わった？　デルタの態たい度どが変わった？　ハッ。くだらねえ。どうだっていいんだ。そんなことは」


「いいわけがあるかっ。正気なのか、お前？　お前の周りにあるものが……いや、お前自身が知らないうちに変へん貌ぼうしてるかもしれないというのに、どうして平気でいられるんだ!?」


「どうしてかって？」


　甲斐の目が光った。獣けものが──それも手負いの獣が牙きばを剝むく瞬しゆん間かんの、危き険けんな光だった。


「何度も言ってるだろうが。どうでもいいからだよ。周りの人間がどうとか、自分の立場がどうとかな。仲間意い識しきだの、損そん得とく勘かん定じようだの。噓くせえんだ。何もかもが。──だがな。それは何も、いまに始まったことじゃねえ。これまでもずっと、いつだって、そうだった。俺はそう感じてきた。仲間抱かかえて粋いきがってみる。ネットに嚙かみ付いて一歩も退ひかねえ。それで？　それがなんなんだ？　喧けん嘩かに勝ってでかい顔する。女侍はべらして酒かっくらう。で？　それがいったいどうだっていうんだ？　おもしれえことはおもしれえさ。誇ほこりに思うことだってあらあ。だが、おもしれえからなんだってんだ？　誇りに思うからどうなんだ？　くだらねえ。そんなことは何もかも、どうだっていいんだ。俺自身のことも同じだ。プライドだの意地だの、突つき詰つめれば突き詰めるほど実体が見えなくなる。所しよ詮せん、人の頭ん中なんてもんは、いい加か減げんにできてんだよ。しかもこちとらジャンキーだ。年がら年中カプセルキメてぶっ飛んでんだぜ。おつむの中身が少しばかり気分変えたからって、いまさら大した不都合はねえ」


「そんな……」


　景は一瞬警けい戒かいを忘わすれて棒ぼう立だちになった。


　甲斐は本気で言っている。本気で──おそらくは初めて──心しん情じようを吐と露ろしている。そして景は、彼の台詞せりふの一つ一つに強く引き寄よせられる自分を自覚した。


　己おのれの立場。他人からの評ひよう価か。将しよう来らいの展てん望ぼう。自らの夢ゆめ。そんな、多くの人間が多大な価か値ちを見み出いだすはずの事々が、どれもこれも大したことのない些さ事じに思えてならない。どれほど貴重なものでも、それは要するに何かと比くらべての相対的な価値観に過すぎない。少し見方を変えれば次の瞬間には無価値な石ころに変わり果ててしまう。決して切り捨てられないことではない。


　そんな思いは、景の奥おく底そこにも深く根付いていた。唯ゆい一いつの例外だった女王の件に片かたが付いてから、その確かく信しんはいよいよ強まっていた。


　梓のことはもちろん大事だ。しかし、彼女の側そばに自分がいる必然性を、景は必ずしも認めることができない。大事なのはあくまで彼女であって、自分が彼女にどう関かかわるかは深い意味を持たないことなのだ。


　世の中には無む限げんの価値がある。


　ゆえに、絶ぜつ対たいに確かく実じつな何かなど存在しない。


　あらゆる物事は相対的であり、主観の立場次し第だいで、どうとでも変化するのだ。


　だが……


「だがな。これだけは言えるぜ」


　甲斐は嚙み付くように言った。


「いまの俺はとてもシンプルだ。だからよくわかる。どうでもいい、幻げん覚かくみてえな世界ん中で、たった一つ、間ま違ちがいない手て応ごたえのあるもの。それがなんなのか」


　甲斐は景をにらみつけたまま革かわジャンの内側に手を入れた。そして何かをつかみだして、景の前のテーブルに放ほうり投げた。


　硬かたい音を立てて着地した物が、テーブル上を滑すべって景の目の前で停止した。


　小さなガラス瓶びん。


　中に入っているのは、何なん粒つぶもの錠じよう剤ざい。


　カプセルだ。


　景の全身で鳥とり肌はだが立った。


「さあ」


　と甲斐が腕うでを広げる。


「改めて申し込こませてもらう、ウィザード……いや、物部景。もう、俺につき合えるのは、お前だけだ。お前一人だけなんだ」


　狂くるおしい表情だった。まるで捨てられつつある子こ供どもが親に縋すがり付くような、物狂おしい面おも持もちだった。


　そして甲斐は、これ以上ない厳げん粛しゆくな態度で宣せん言げんした。


「甲斐氷太は物部景に決けつ闘とうを申し込む」


　どくん、


　と景の中で激はげしく呼こ応おうするものがあった。景はそれを全力で抑おさえつけようとした。


　震ふるえる声で、


「戦いたくない……」


「噓うそだな」


　きっぱりと言い切った。


　一言も言い返せなかった。


「物部くん……何っ？　なんなの!?」


　いまやガタガタと震えている静が、景の肩かたを揺ゆさぶった。景は、なぜか急に泣きたくなった。意い識しきがスッと遠のく感覚がし、自分がどこにいて何をしているのかがわからなくなった。


　甲斐の両目が刃やいばのように鋭するどくなった。


　革ジャンのポケットに手を入れる。


　つかみ出す。カプセルが二錠。


　口に含ふくむ。嚙かみ砕くだく。喉のどを鳴らして嚥えん下かする。


　事情がわからないなりに危き険けんを察知した者たちが、真っ青になって出口に向かった。それが呼よび水となってクラブ中で悲鳴があがった。


　対たい峙じする景と甲斐の周りから、怯おびえた客が何人も走り去っていく。取り残された景と甲斐は、微動だにせず互たがいをにらんでいる。


　静は足を竦すくませたまま動けずにいた。半泣きになったまま、頑かたくなに景の腕をつかんでいた。


　その静に、甲斐が視し線せんを向けた。ほんのひとにらみで彼女は蒼そう白はくになった。


「相変わらず余よ計けいなもん抱かかえてる野や郎ろうだな、テメエも。まあいい。煮にえ切らねえ坊ぼうやのために、せいぜい口実を作ってやらあ」


　次の瞬しゆん間かん、墨すみの中に血が溶とけ出したように、甲斐の瞳ひとみが赤く染そまった。溜たまっていた鬱うつ屈くつを吐はき出して、あとに残った甲斐の核かく。それが熱された鉄のように周囲の空間を膨ぼう張ちようさせ、沸ふつ騰とうさせた。


　景の身体からだが、長年の経けい験けんに従って即そく応おうした。静の頭を胸むねに抱え込みながら、真横へと飛んだ。


　直後に、静の座すわっていた椅い子すが砕け散った。


「きゃあぁぁっ！」


　少し遅おくれて静が悲鳴を上げた。景は彼女を庇かばいながら、倒たおれ込んだまま振ふり返った。


　目の前の空間に真っ黒な巨きよ体たいが浮ういていた。


　広くないクラブの空間に長大な体を無む理り矢や理り押し込めた、黒い巨大な鮫さめ。影かげ絵えのように真っ黒なシルエットの中に、真っ赤な瞳が埋うまっていた。猫科の動物を連想させる、縦たてに長い瞳どう孔こうの瞳だ。甲斐の悪あく魔まだった。


「くそっ」


　横になった体たい勢せいのまま、テーブルの脚を蹴ける。テーブルが横転した。上に乗っていた灰はい皿ざらが、卓上を滑すべって景の手の中に収おさまった。


　手首を翻ひるがえして灰皿を投げつける。甲斐が首を竦すくめて避よける。その一瞬の隙すきで立ち上がろうとし──できなかった。腕にしがみついた静が立ち上がれない。


　景は急いで静の脇わきに腕を回す。ろくに足に力が入らない様子の彼女を、抱え上げるように立ち上がる。


　立ち上がったときには、黒鮫が目の前に回り込んでいた。手を伸のばせば届とどく距きよ離りから、鼻っ面つらを向けている。


　人語を解かいしているような赤い二つの目に押され、景は半歩後ろに下がった。背せ中なかが壁かべを覆おおう暗あん幕まくに触ふれる。それ以上は動けない。


「噓……何？　何よこれ？　鮫……鮫が！」


　ガチガチと歯を嚙み鳴らしながら、静は恐きよう怖ふの面おも持もちで両目を大きく見開いた。


「見えるのかっ!?」


　馬ば鹿かな、と景は目を剝むいた。


　通つう常じよう、悪魔はカプセルをのまなければ目視することができない。カプセルの常習者であり自らも悪オ魔ー持ナちーである景は、カプセルをのむまでもなく悪魔の存そん在ざいを関知し、目に捉とらえることができる。だが、静にはいま何が起こっているのか、まるでわからないはずなのだ。


　甲斐は静の反はん応のうに驚おどろいた様子は見せなかった。彼女のことは、あくまで景をその気にさせる手しゆ段だんとしか思っていないらしい。


「どうして……」


　彼女がカプセルをのんだ様子はなかった。なのになぜ、悪魔が見える？


　と、そのとき、急に場ば違ちがいな電子音が鳴り響ひびいた。


　携けい帯たいの着信音だ。さっき静に手て渡わたした景の携帯。それがいま、床ゆかに落ちたまま持ち主を探さがすように音を鳴らしている。


　しかもその着信音は、梓の番号に設せつ定ていしている着信音だ。


　景が身体を強こわ張ばらせる。だが、甲斐は構かまわずに携帯を足で踏ふみ潰つぶした。嫌いやな音を立てて、携帯が砕けた。


「テメエに必要なのは、こっちだ」


　と携帯の側そばに転がっていたガラス瓶びんを蹴けった。カプセルの入った瓶が、景の足あし下もとまで転がって止まった。


「拾え」


「…………」


　景の額ひたいに汗あせが滲にじんだ。


　目の前の黒鮫は、まるでそこに巨大な水すい槽そうが置かれているかのように空中に静止していた。余よ計けいな威い嚇かくをする気配はない。そんな必要がないことは、互いによくわかっている。


　静はなんとか自分の足で立っているが、それが精せい一いつ杯ぱいという有様だった。景は彼女の手を握にぎり締しめた。彼女は慌あわててその手を握り返してきた。そうすることで必死にパニックを遠ざけようとしているのだ。


　静をわずかだけでも安心させてから、景は手を離はなし、ゆっくりと腰こしを屈かがめた。甲斐が油ゆ断だんなく見守る前で、瓶を手に取り、立ち上がった。


　十分な量がある。


　手の中で、実じつ際さいの重量の何倍もずしりと重い。


　甲斐が黒くろ鮫ざめを下がらせた。黒鮫は忠ちゆう実じつな番犬のように、主あるじの傍かたわらに控ひかえた。もっとも、その距離でも一いつ瞬しゆんで景に食らいつくことはできる。


　景は右手に瓶を持ったまま、親指で蓋ふたを飛ばした。


　そして、挑ちよう戦せん的に腕うでを突つき出し……瓶の口を傾かたむけて中身を床にこぼし始めた。


「テんメエ……！」


　甲斐の顔面がどす暗く怒いかりに染そまる。


　その瞬間。


　景は左手で壁の暗幕を引っ張ぱった。壁から天てん井じようまでを覆っていたダークパープルの暗幕が外れた。


「何っ!?」


　暗幕が翻ひるがえりながら、景、静、甲斐、黒鮫の上へと覆い被かぶさる。景は静の手を引いて、素す早ばやく暗幕の外に逃のがれた。


「なんのつもりだ、ウィザード！」


　怒ど声せいと共に暗幕を食い破やぶって、黒鮫が躍おどり出た。空いた穴あなから、甲斐の上半身がのぞいた。


　その甲斐に向かい、景は瓶を握ったままの右手を振った。同時に、景の右手の影かげ──暗幕の上に落ちた影から、数本の細い線が放たれた。景の裏うら技わざ。影のワイヤーだ。


　ワイヤーは波打つ暗幕の表面を這はい、甲斐と黒鮫にまとわりついている暗幕ごと一人と一頭を搦からめ捕った。
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　景のワイヤーは、本来彼の悪あく魔ま〝影〟を影の中につなぎ止めるために編あみ出した技で、平面上しか移い動どうできない。だから暗幕を利用して、敵てきとの間に到とう達たつ可か能のうなルートを引いたのだ。


「ちぃっ！」


　と甲斐が悪あく態たいをついた。しかし彼の声には、早くも歓かん喜きの響きがある。


「滝たき田たさんっ。こっちに！」


　景は全力でワイヤーを締め上げたまま、静の手を取って出口に走った。この程てい度どの芸当ならカプセルに頼たよるまでもなく使うことができる。しかし、黒鮫の力を封ふうじ込めるには到底追いつかない。あくまでも時間稼かせぎ。それも、ごくわずかな時間を稼いだに過すぎない。


　だがその時間は、景が考えていたよりも、はるかに短かった。


　出口前のレジを通り抜ぬけようとしたとき、背はい後ごから襲おそい来る気配があった。


「なっ」


　反はん射しや的に身を屈める。屈めた頭上を白い魚ぎよ影えいが走り抜けた。


「なんだと!?」


　白い鮫。姿すがたこそ違えども、黒鮫と同じ波動だ。


　白鮫はレジ横を通り過ぎると、外に通じるドアに衝しよう突とつする寸すん前ぜんで身を翻した。黒鮫と同じ赤い目が、愕がく然ぜんとする景に対たい峙じする。


　後ろから甲斐が叫さけぶ。


「どうよウィザードっ？　ほんといやあ、奇き襲しゆう用に取っといてもよかったんだが、テメエのヒントでモノにした技だからな。一いち応おうお披ひ露ろ目めさせてやるぜ」


「クッ……ツーパターン。ワイヤーの代わりというわけか……」


「そういうこと」


　得意満面で甲斐が言った。その隣となりでは、黒鮫が力任まかせにワイヤーを引き千切っている。前後を挟はさまれては、逃にげることは不可能だ。


　一か八か。


　景は瞬時に覚かく悟ごを決めると、出口前に立ち塞ふさがる白鮫に向かって駆かけ出した。


　自分の数倍はある巨きよ体たい。その存そん在ざい感。湧わき上がる本能的恐きよう怖ふに真っ正面から立ち向かい、景は静の手を引いて走った。静がけたたましい悲鳴を上げたが、景はそれを無む視しした。


　白鮫が歯を剝むいた。当然来るはずの景の悪魔の攻こう撃げきに備そなえたのだ。だが、景が悪魔を召しよう喚かんする素そ振ぶりはなかった。ただ無む策さくに突つっ込こんでくる。


　甲斐は慌あわてて白鮫に攻撃を禁きんじた。白鮫ほどの悪魔が生身の人間を攻撃すれば、相手は一撃で戦せん闘とう不能に陥おちいる。甲斐が望むのは悪魔戦なのだ。景の〝影〟を拝おがまないうちから決着がついてしまっては元も子もない。


　が、この甲斐の躊ちゆう躇ちよこそ、景の狙ねらいだった。


　景は出口を塞ふさぐ白鮫に迫せまると、主の命で動きの取れない悪魔の体を、直ちよく接せつ素す手でで触さわった。


　そして、


「うおぉぉっ！」


　白鮫の皮に触ふれた手のひらから、数十本に及ぶワイヤーを走らせた。


　ワイヤーは絡み合って強度を増ましながら、網あみのように白鮫を包み込んだ。


「あ！　野や郎ろうっ」という甲斐の叫さけび声が聞こえる。景は静を出口の外に突き飛ばし、自らもその後を追った。背後で白鮫がのたうち回った。景は振ふり返らなかった。


　ワイヤーがどれだけもつかはわからない。少しでも遠くに逃にげねばならない。


「物部くんっ。物部くん！　何っ？　いったい何がどうなってるの!?」


　店の外に出た静は、泣きながら金切り声を上げた。悲ひ痛つうな眼まな差ざしが景の胸を斬きり付ける。


「すまない……僕ぼくのせいだ。けど、いまは逃げるのが先だ。説明はあとでする」


「でも……でも……！」


　恐怖と混こん乱らんに全身を震ふるわせている。景はそれ以上答えなかった。黙だまって静の手を取った。


　持ち出したガラス瓶びんには、まだカプセルが数すう錠じよう残っている。景は厳きびしい顔で瓶の中のカプセルをにらんだ。が、すぐにそれをポケットに押おし込んだ。


「こっちだ」


　と短く言って静の腕うでを引いた。甲斐は静の顔を覚えた。彼女を残していけば、人ひと質じちに取られる可か能のう性せいがある。


　景は泣きじゃくる静を連れて、逃とう亡ぼうを開始した。





　　　　２





　王国の幻げん影えいは日々リアルになっていった。


　僕は段だん々だん、現げん実じつと幻想の区別が付かなくなっていった。すぐ側そばに友達がいるときでさえ、気が付けば城しろの窓まどから樹じゆ海かいを眺ながめている、なんてことさえあった。そのときは笑って誤ご魔ま化かしたけど、頻ひん度どが増ますにつれて新聞作りのみんなは変な目をして僕を見るようになった。


　僕は困こまってしまった。彼女に相談してみたけど、彼女自身にもどうしようもないことらしかった。


「貴方あなたのシンクロナイズが一定レベルを超こえようとしているのです」


　なんだかよくわからないことを言う。しかもちょっと怖こわい。


　もしそのレベルを超えたらどうなるのか聞いてみた。


　彼女は──彼女はなんと微笑ほほえんだ。


「貴方の望みが叶かないます」


　僕は彼女の答えより、彼女が笑ったことの方に気を取られていた。だって、これまで彼女はずっと表ひよう情じようを見せなかったんだ。だから、そんなもんなんだと思っていた。


　いま、君笑ったよ！


　僕が驚おどろいて言っても、もう彼女はもとのぼんやりした表情に戻もどっていて、きょとんと首を傾かしげるだけだった。


　でも見み間ま違ちがいじゃない。確たしかに彼女は笑ったんだ。


　それからあとも彼女はごくたまに表情を見せた。にこりとした顔。困った顔。よくわからないという不思議そうな顔。どの表情もとても素す敵てきだった。僕は彼女の表情を見るのが嬉うれしくて、疎そ遠えんになりかけてた王国にも、また毎日通うようになった。


　そのせいだったかもしれない。


　おかげで僕の現実は、冗じよう談だんじゃ済すまないほど幻想に侵おかされていった。


　ある日、とうとうあの子が事情を尋たずねてきた。


「いったいどうしたんだよ、お前」


　あまりに真しん剣けんな表情で、僕は、彼女にはまだこんな顔は無理だなあと見当違いなことを考えてしまった。


「馬ば鹿かっ。笑ってる場合かよ。最近のお前、なんかに取り憑つかれてるみたいだぞ」


　心配してくれたのはあの子だけじゃなかった。学級新聞を作っている三人も、あの子と一いつ緒しよに僕を囲んで、話してみろと僕を促うながした。


　なんだか面おも映はゆい気分だった。こんな風にクラスメイトから心配してもらえるなんて。


　でも、みんなあんまりに深しん刻こくな態たい度どだったから、すぐに自分が悪い気がしてきた。


　確かに最近の症しよう状じようは、日にち常じよう生活を送るのも難むずかしいほど悪化していた。それでも僕が平気で構かまえていたのは、彼女のすることだから大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたからだ。


　みんなはそんなこと知るはずもない。不安に感じるのも無理ないことだ。


　僕はずいぶん迷まよった末、ある日とうとう決心した。


　そして、みんなを図書室に呼よんで、ありのままを包み隠かくさず話した。


　彼女のこと。王国のこと。僕の身の回りに起こっている、ちょっと不思議な体験のこと。


　逆ぎやく効こう果かだった。


　みんなは顔を青ざめ、あるいは怒おこりだし、あるいはいままで以上に真剣そのものな態度になった。あの子に至いたっては泣き出した。


「お前、本ばっか読んでるからだよー」


　失礼な。図書係りの言葉とも思えない。


　でも、さすがにこれはまずかったと僕もすぐに後こう悔かいした。なぜって、みんなは僕に、先生とか誰だれか他の大人に相談しろと忠ちゆう告こくしたからだ。もし言いにくいなら自分たちの口から説明するとまで言っていた。


　気持ちはすごく嬉しい。本気で心配してくれたのがわかる。けど、そんなことになったら大変だ。そこで僕は、苦し紛まぎれに証しよう拠こを見せる、と言った。今度の日曜に僕の家で彼女と会わせる。だから、日曜まで待って欲ほしい、って。


　そのときはみんな納なつ得とくしてくれた。けど、僕は放課後になるまで、そのことで頭がいっぱいだった。


　家に帰ってすぐに離はなれにいった。彼女はいつも通り、何もしないでぼんやりとしていた。


　僕は事情を説明した。


　許きよ可かも取らずにこんなことを決めちゃったので、最初はとても引け目を感じた。もし断ことわられたら、僕は大変困ったことになる。いまさら言い訳しようにも、そんな言い訳思いつかないし。事が大きくなってからだと、取り返しのつかないことになる。


　僕は頭を下げて、ごめん、と言った。


　勝手なお願いなのはわかってる。けど、今回だけ、僕の言うことを聞いて。


　彼女は拍ひよう子し抜ぬけするぐらいあっさり、


「はい」


　と承しよう諾だくしてくれた。


「貴方がそれを望むなら」


　いつか言った台詞せりふを、そのままもう一度繰くり返した。


　僕は胸むねをなで下ろした。そして、いよいよみんなにあの王国を見てもらえると思って、それまでの不安が噓うそみたいに胸を弾はずませた。


　みんな、いったいどんな顔するだろう？　まさか僕があんな国を作ってたなんて、夢ゆめにも思ってないはずだもの。


　僕は浮うき浮きしてその日を待った。


　調子に乗って、浮かれていた。悪い事なんて考えてもいなかった。


　このとき、僕が当たり前のように思っていたことの異い常じよう性せい。


　話を聞いたあの子たちが取った、ごく当然の拒きよ否ひ反はん応のう。


　その意味することを冷静に考えるなんてこと、しようともしなかった。





　みんなの方が正しかった。


　このときの僕と彼女は、本当に異様な存そん在ざいだったんだから。





　　　　◆◆◆◆◆





「……駄だ目めだわ。まだ繫つながらない」


「そう……地下の店にでも入ってるのかしら」


　梓が携けい帯たいを畳たたむと、千ち絵えが力無くうなだれた。景に連れん絡らくを取ろうとして、それが繫がらなかったのである。これで四度目だった。


　──嫌いやな感じ……何か、ひどく嫌な感じがする。


　梓は頭を振ふって、その考えを振り払はらった。マイナス思考に取り付かれても活路は見み出いだせない。現げん実じつにどんな手しゆ段だんが有ゆう効こうか。それを考えなければ。


　水みず原はら、茜の二人とはぐれた梓と千絵は、ファプル２ビルの一階を、身を隠しながら移い動どうしている。暗くら闇やみの中、手て探さぐりしながらの逃とう避ひ行こうである。しかも敵てきは百人。百人すべてが梓たちを捜さがしているとは思えないが、それでも相当数の追っ手がかかっているはずだ。


　廃はい墟きよのようなファプルの中を、大おお勢ぜいのジャンキーから必死に逃にげ回る。すぐ側そばに仲間がいなければ、体力より先に精せい神しんが参っていたに違ちがいない。


　しかし、二人はなんとか追つい撃げきを逃のがれていた。すぐ側をＤＤのメンバーが通り過すぎるというニアミスはあったが、暗闇が逆に幸いして、難なんを逃れている。


　──でも、だいぶ遭そう遇ぐう率りつが高まってきた。


　考えたくないことだが、囲まれているのかもしれない。包囲網もうが狭せばまっているのかもしれなかった。


　幸い、水原たちとは携帯で連絡を取ることができた。まだ無事に逃げているが、梓たちと同じく、徐じよ々じよに状じよう況きようは悪化しているらしい。


　茜が知っていた出入り口はすべて敵に塞ふさがれていた。さすがに一箇か所しよ一箇所に配置された人数は多くないが、その中に最低一人は悪オ魔ー持ナちーがいると思われる。梓たちも一いち応おう、スタンガンなどの準じゆん備びはしてきたが、強行突とつ破ぱは最後まで控ひかえたかった。


　──というより、もしあのときの光景が真実なら、敵は全員が悪魔持ちだってことになる。強行突破なんか自殺行こう為いだわ。


　ホールで見た信じがたい光景は、梓の脳のう裏りに焼き付いていた。暗闇の廃墟に、真っ赤な瞳ひとみが無数に広がる悪魔じみた光景。狼おおかみの群むれに出くわしても、あれほどの戦せん慄りつは覚えなかっただろう。


　ただ、おかしな点もある。


『もしだぜ。もしあそこにいたジャンキーが一人残らず悪オ魔ー持ナちーだとしたら、俺おれたちの命運はとっくに尽つきてると思わねえか？』


　水原の言う通りである。どんなタイプの悪あく魔まが召しよう喚かんされるかは、個こ人じん差さによるから一いち概がいにはいえない。だが、百人の人間がいれば百タイプの悪魔が召喚されるはずであり、その中には闇を見通せる悪魔もいれば、人捜しに向いた能のう力りよくを持つ悪魔だっているだろう。仮かりにそう都合よくいかずとも、悪魔の力が百も集まれば、建物内を逃げ回るだけの梓たちを焙あぶり出すなど造ぞう作さもないことのはずだ。


『つまり、連中の目が赤く光ったのは、何も悪魔を召喚したからだとは限かぎらないと思う訳よ。むしろ、茜ちゃんが言ってた集しゆう団だん幻げん覚かくの方に関係してるんじゃねえかな？』


「……もしそうだとすれば、追っ手に加わる参加者は、そう多くないかもしれないわね」


　希望的観かん測そくである。が、希望は、ないよりあった方がいいに決まっているのだ。


　また、プラス材料は他ほかにもあった。茜の説明によれば、パーティーの参加者たちは会場に居いる間は熱ねつ狂きよう的にＤＤを──正せい確かくにはバールを──を支し持じしているが、普ふ段だんはそうでもないというのだ。


『あのパーティーに参加してるのって、最近ＤＤに入った新米ばかりなの。彼らの目的はパーティーで楽しむことだから、ＤＤの古参メンバーみたいに、必要以上に義ぎ理りや仁じん義ぎにこだわることはないわ』


　水原と替かわって電話に出た茜は、そのように説明した。


「それって、例えばわたしたちを追うよう命じられても、あまり真ま面じ目めに指し示じを遵じゆん守しゆするわけじゃない──ってこと？」


『おそらく。それに、いつもならパーティーは深夜までには終わるわ。そのあとも夜明けまで騒さわいでる連中はいるけど、参加者の半数は夜のうちに帰るの』


「つまり、なんとかそれまで逃げ切れれば、助かる可か能のう性せいはぐっと増ふえるわけね……」


　要するに、彼らはトリップしているのである。いまはカプセルで酩めい酊てい状じよう態たいにあるから勢いきおいのまま捜そう索さくに加わっていても、トリップから覚めれば街に戻もどるはずだ。ましてや、朝日が昇のぼった後もファプルに残って、ＤＤ幹かん部ぶの言いなりに走り回るとは思えなかった。


　そうなれば広大なファプルのことだ。敵の目をかいくぐっての脱だつ出しゆつも困こん難なんではなくなる。


『それにしても……』


　と、再ふたたび替わった水原は、陰いん鬱うつにつぶやいた。


『バールの奴やつ……ＤＤを利用して、いったい何を企たくらんでるんだ？』


　バールこと四しの宮みや庸よう一いちは、水原の兄、信しん司じの友人だった。したがって、彼とは幼おさないころから面めん識しきがあるのだ。


　バールが川に消えたきり行方ゆくえが知れなくなったあと、水原は一言「よかった」と言った。生死不明のままどこかに消える。それが、水原にとって最もありがたい決着の付き方だったのだろう。


　そのバールが再び彼の前に現あらわれた。心中は複ふく雑ざつなはずだ。


「連中の狙ねらいは『建国』。景ちゃんはそう言ってたけどね」


　景や水原の宿敵執行細胞フアースト・セルは、三人の男で成り立っていた。一人は五年前に死去した水原の兄、ベルゼブブ。一人は去年冬に甲斐と戦って敗れたベリアル。最後が、あのバールだ。彼らは「女王」と呼よばれる悪魔を祭り上げて、セルネットを結成し、葛くず根ね市にカプセルを蔓延はびこらせた。その後、しばらく活動を停止していたが、去年年末に再び動き出して景や甲斐と一戦を交えた。だが、結局彼らの真の狙いを知っていたのは景一人で、他の者は何も聞かされていないのである。


『なんにせよ、まだ終わってなかった、ってことだな。くそったれめ』


　毒づく水原の声は、やり切れない苦々しさに満ちていた。


　その思いは梓も変わらない。ようやくつかみかけた、平へい穏おんな生活。朧おぼろ気げながら見えてきた、ささやかな未来。そんな、ちっぽけでも大切なものが、またも台無しになるかもしれないのだ。


　いや、きっとそうなる。毒々しく禍まが々まがしい、闇やみや悪魔やドラッグに、自分の大事な夢ゆめや居場所や繫つながりが、汚お染せんされていくに違ちがいないのだ。そうと考えただけで、言いようのない嘆なげきと怒いかりが、どろどろと胸きよう中ちゆうに渦うず巻まくのを感じた。


　だが、


「落ち着いて、二人とも」


　静かな、凜りんとした千絵の声が、そんな梓の思考を押おし止とどめた。


　梓は顔を上げて千絵を見つめた。輪りん郭かくしかわからない千絵の顔の中で、透すき通った瞳が微かすかに光を返して瞬まばたきをしていた。


「バールの目的は、あとで物部くんに聞きましょう。今度という今度こそ、洗あらいざらい吐はいてもらうわ。そりゃもう、実じつ践せん捜そう査さ研究会会長の名に懸かけて。だから、いまは彼にもう一度会えるよう知ち恵えを絞しぼりましょう」


　千絵の口調は、相手に言い聞かせるような口調だった。荒あら事ごとの「現げん場ば」の経けい験けんでいえば、彼女は四人の中で一番少ない人間である。それが、自然とリーダーシップを取り、体力面で足を引っ張ぱりながらも、この危き機きの中、一同をまとめているのだ。いまもこうして彼女の言葉を真しん摯しに受け止めているし、三人とも最終的には、彼女の決定に従したがっている。


　──まったく、大したものよね。千絵。


　梓は肩かたの力を抜ぬいて、こっそりと顔をほころばせた。たぶん電話の向こうの水原や、その隣となりで会話を聞いている茜も、自分と似にたような微び笑しようを浮うかべているだろう。


「ねえ、梓さん。考えてみたんだけど、当面最も発見されにくい場所ってどこだと思う？」


「……わからない。敵てきの動きをつかんでからでないと……でも、そんな余よ裕ゆうあるわけないし」


「水原と茜さんは？　どうだか聞いてみて」


　梓が千絵の質しつ問もんを伝える。すると、


『俺もお手上げだ。茜ちゃんは？』


『そうね……さっきのホールはどう？』


　茜の意見に梓と水原はぎょっとした。


『おいおい。んな無む茶ちやな……』


『無茶は無茶ね。でも、いまホールに残ってるのは、たぶん完全にラリってるジャンキーばかりだと思うわ。連中に紛まぎれて追っ手をやり過すごし、トリップが覚めてきたら、そいつらが街に戻るタイミングに合わせて脱だつ出しゆつするの。このまま逃にげ回ってるのと、成功率りつでいえば五イ分ー五ブ分ンってとこじゃないかしら？』


　大だい胆たん不敵なことを言う。さすがは甲斐を尻しりに敷しいていた女ひとだ、と梓は妙みような感心の仕方をした。


　千絵は腕うでを組み、


「確かく率りつは五分か……でも、さすがに見み張はりの一人や二人は残ってるんじゃないかしら？」


『ええ。そこが最大のネックになるわ』


　ふうむ、と千絵は低く唸うなった。おそらくいま彼女は、腕を組んだまま右手の人差し指を唇くちびるに当てた、お得意のポーズを取っているのだろう。


『千絵さん。あなたは何か考えがあるの？』


　と茜が千絵に尋たずねる。千絵は小さく首しゆ肯こうした。


「７ビルの最上階よ」


「ちょ、ちょっと千絵。それも無茶よ。上に逃げるなんて、後々の逃げ道を自分で塞ふさぐようなものじゃない？」


「ええ。だからこそ敵もそんなセオリーに反することは考えないはずだわ」


　自分で自分に説明するような口調で千絵はささやいた。


「それに今回は時間制せい限げんがある。仮かりに敵が７ビル最上階まで捜さがしに来るとしても、それはこのファプルの全区画を捜し終えたあと、一番最後になるはずよ。順当にいけばね。敵がどれだけの人数を私たちの捜そう索さくに充あててるかわからないけど、これまでニアミスした感じだと、三十人前後ってとこだと思う。それも四、五人のグループに分かれてね。この編へん成せいでファプルをくまなく捜索するのはかなり骨ほねよ。夜明けまで、ということなら、あり得ない手じゃない」


　千絵の意見を聞いて、今度は茜が考え込こんだ。『……そうね』とつぶやいてから、


『悪くない案だわ。結局、確率を計ってみたところで、当てになるわけじゃなし。見つかる見つからないは運次し第だいだから。ただ、仮に発見されたときの対たい応おうとしては、千絵さんの案の方が取るべき手しゆ段だんがある。私の案だと、いざ見つかったときには何十人かのジャンキーに囲まれてるわけだから、その時点で万ばん事じ休きゆうす。脱出は万に一つも不ふ可か能のうよ。でも、７ビル内ってことなら、見つけられた四、五人のグループを倒たおすか、そいつらから逃げ切ればいいんだから可能性せいは残る。厳きびしいことは厳しいけど、その程てい度どのリスクは仕方ない。この辺りを漫まん然ぜんと動き回っていても遠からず似たような状じよう況きように陥おちいるだろうし』


　茜はそのように千絵の発案を検けん討とうし、自分はその案に乗る、と答えた。


　水原も難むずかしい唸り声を出していたが、


『ちっ。このままズルズルとヤバクなるよりゃマシか』


　と結局は賛さん同どうした。


　もちろん梓にも異い議ぎはない。


「……いいわ。ここの屋上で朝日を拝おがむのって、素す敵てきそうじゃない」


　梓が言うと、千絵と電話越ごしの二人はつい笑い声をもらした。


　かくして、二手に分かれた仲間は、それぞれ安全そうなルートで屋上を目指すことになった。


「まずは階かい段だんを探さないとね」


　だいぶ奥おくまで来ているから、すでに２ビルと７ビルの交差部分に入っているはずだ。停止したエスカレーターの方がすぐに見つかるかもしれないが、エスカレーターは吹ふき抜けになって音が響ひびく。できれば非ひ常じよう階段の方が望ましいのだ。


　梓は千絵を伴ともなって、７ビルの階段を探した。


　幸運にも、階段はすぐに見つかった。だが、一階から二階にかけて、階段を半ば上ったとき、行く手の踊おどり場に腰こしを下ろして階下を見下ろしている人ひと影かげに気が付いた。


　足が止まる。


「やあ」


　踊り場に座すわっていた男が、二人に向かって軽く手を挙げた。


「さっきは済すまなかった。あの馬ば鹿かが混じってたんで、ちょっと礼を欠いちまったな。これでやっと落ち着いて話ができる」


　スッと立ち上がる。


　青ざめた梓が、それでも機き敏びんに身み構がまえた。千絵は泡あわを食って梓の背はい後ごに隠かくれた。


「バール！」


　──読まれてた!?


　痛つう恨こんだ。まさか敵の首しゆ魁かいが待ち構えていようとは。


「あなた、いったいここで何をしているの!?　ＤＤを使って、何を企たくらんでるのっ？」


「君たちには関かかわりのないこと──と言えば、素す直なおに退ひいてくれるかい？」


「信じられないわ。悪いけど」


「だろうな。いや、実じつ際さい、関わりはあるんだよ。悪いけど」


　バールの言葉に、梓はぎりっと奥おく歯ばを嚙かんだ。はらわたが煮にえくりかえった。


「ほんと、頭にくるわね……」


　そう吐はき捨すてて、目の前で飄ひよう然ぜんとする男をにらみつけた。


「なんなの？　いったい、あなたたち何がしたいわけなのよ？　事あるごとに、わたしたちにちょっかい出して……いい加か減げんにしてっ。あなたがどんなくだらないことを考えてるんだか知らないけどね。どこか、わたしたちに関係ないところで悪わる巧だくみすればいいでしょ。はっきり言って迷めい惑わくなのよっ」


　ついさっき胸むねに渦うず巻まいた、どろどろした感かん情じようが再ふたたび脈みやく動どうした。


　ようやく景も正常な生活に戻もどり始めたのだ。カプセルの誘ゆう惑わくを振ふり切り、人付き合いの厳しさに耐たえ、過か去こを忘わすれて未来に向かう決心を固めたのだ。


　それを、訳わけのわからない男の、訳のわからない陰いん謀ぼうで台無しにされるなど、到とう底てい許ゆるすことができない。そんな理り不ふ尽じんな──そんな無法なことが、まかり通っていいはずがない。


　梓は憎ぞう悪おにも似にた激はげしい感情を、そのままバールに叩たたき付けた。


　バールは皮肉な顔をして、梓の視し線せんを見返した。


「仕方あるまい。半分は『なるべくしてなった』運命だ」


「なんですってっ。自分のしてきたことを差し置いて……よくもそんなことが言えるわね！」


「君のことじゃないよ。物部景のことだ」


　びくっ、と一いつ瞬しゆん梓の顔が硬こう直ちよくした。次いで怒いかりが頂ちよう点てんに達した。逆げき鱗りんに触ふれられたのだ。


「景ちゃんが何をしたって言うのっ！」


　梓は金切り声で怒ど鳴なりつけた。


「確たしかに、景ちゃんはカプセルに手を出したわ。女王との間に確かく執しつだってあったかもしれない。でも、二人の間に首を突つっ込んできたのはあなたでしょ!?　カプセルを創つくってばらまいたのだって、あなたたちだって言うじゃない!?　第一、景ちゃんはもう自分の罪つみを償つぐなったわ。カプセルからも足を洗あらうのっ。あなたたちがどこで争いを続けようと、もうわたしたちには関係ない。何が『運命』よ。人を馬ば鹿かにするのもたいがいにしなさい！」


　梓の罵ば声せいを、バールは黙だまって聞いていた。その顔に、わずかだけ同情が浮かぶ。


「罪とか責せき任にんの問題じゃない。『性さが』の問題なのさ。俺たちと同じようにね」


　とバールは自じ嘲ちようし、


「そうだな。彼の言葉を借りるなら、俺たちは同じ性を背せ負おった……同胞なんだろう」


　梓の中で何かが切れた。


　その言葉は梓にとって、最も神しん聖せい不ふ可か侵しんな言葉なのだ。


　千絵の制止を振り切って、梓はバールに駆かけ寄よった。怒りに我われを忘れていた。


　バールは動かない。相変わらず踊り場に突っ立ったままだ。その平然とした澄すまし顔目がけて、梓はカミソリのようなハイキックを見み舞まった。


　しなやかな右足が跳はね上がる。


　白いスニーカーがバールのあごに吸すい込まれ──


　通つう過かした。


「なっ!?」


　なんの感かん触しよくもしなかった。体重を乗せていた上半身が泳ぎ、梓はたたらを踏ふんでバランスを戻した。


　──そんな！


　バールの姿すがたが消えていた。確かにそこにいて、喋しやべっていたはずなのに。


「千絵！　あいつは!?」


「わ、わからないわ。梓さんのキックが触れた瞬間、搔かき消えちゃった！」


　千絵も啞あ然ぜんと目を丸めている。


　──どこにっ？


「こっちだ」


　梓は電流に触れたように振り返った。階かい段だんの下。千絵が立つ位置のさらに向こうで、壁かべに寄りかかったバールが肩かたを竦すくめていた。


　そして梓が階段を駆け下りる素そ振ぶりを見せると、またしても姿を消した。


「くそっ」


　──幻まぼろし？


　これも奴やつらの認にん識しき操そう作さだろうか。人を馬ば鹿かにしたやり口が気にくわない。怒りが収おさまらなかった。


　──どこかに本体がいるはずだ。


　梓は階段を下り、通路を走り出そうとした。千絵が慌あわててあとを追った。


「梓さん、落ち着いて！　闇やみ雲くもに突っかかって、どうにかなる相手じゃないわ」


「でもっ！」


　見つかった以上、彼が一つ連れん絡らくを入れるだけで、ホールのジャンキーたちが大挙して押おし寄せてくる。絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きようだ。


　いや──


　梓の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


「千絵。こうなったら、あいつを人ひと質じちに取るしかないわ」


「な、なんですって!?」


「他ほかに方法がある？　幸い、あいつ自身は悪オ魔ー持ナちーじゃなかったはずよ。さっきの集会だって、あいつの目は赤くならなかった。直ちよく接せつ戦ってねじ伏ふせてやればいいのよ」


　梓の瞳ひとみが好戦的に輝かがやいた。


「へへえ。お前ら、おもろいんはウィザードと甲斐だけやないんやな」


　バッ、と二人が振り返る。


　今度もまた、唐とう突とつに男が現れた。だがバールではない。銀色の長ちよう髪はつと、灰はい色いろがかった深い瞳。彫ほりの深い白はく皙せきの美び貌ぼうは、日本人離ばなれしたものだった。


　執行細胞フアースト・セルの一人。ベリアルだ。


　──まさか！


　梓に緊きん張ちようが走る。ベリアルはかつて『始末屋』とまで称しようされた、一流の悪あく魔ま使いだ。戦せん闘とうになれば、勝てる見み込こみのない敵てきである。


　目を剝むく梓を見て、ベリアルはニッと笑った。


「この上の２ビル屋上が空中庭園になっとるんは知っとるな？　ちょっと上がって来い。おもろいもん見せたるわ」


　そう言い残すと、次の瞬間には搔き消えた。姿が消えたというよりは、最初からそこにいなかったかのような消しよう滅めつの仕方だ。


　弄もてあそばれている。


　──でも、行くしかないわ。


　彼を捉とらえるしか脱だつ出しゆつの方法はないのだ。また、景に関かかわりがあると聞かされた以上、あいつが何を企たくらんでいるのか暴あばかないことには気が済すまない。


「千絵っ」


「ええ。わかったわ。確たしかに、ここは敵の誘さそいに乗るしかなさそうね」


　千絵が血の気のない顔で頷うなずいた。


「行きましょう、梓さん。悪あく党とうをふん縛じばるのは、私も望むところよ」


　強い視し線せんを交わし合い、梓と千絵は頷き合った。


　そして、二人は一階から２ビルの屋上へと上った。





　　　　◆◆◆◆◆





　追っ手の位置は簡かん単たんに把は握あくできた。これほど強力な悪魔の気配は、半分寝ねていても見落としようがない。


　だが、それで逃とう亡ぼうが楽になったかといえば、残念ながらＮＯだった。甲斐は悪魔の気配を隠かくそうとしていない。あえて力を全開にし、プレッシャーをかけ続けることで景に休息するゆとりを与あたえなかった。


　背はい後ごに迫せまる竜巻トルネードのような悪魔の気配。それも有機的に連動し、コンビネーションを組んだ二つの気配。


　対して、こちらは悪魔を使うことができず、静という一いつ般ぱん人じんまで連れている。百戦錬れん磨まの景にしても、かつて体験したことのないハンデマッチだった。


　──もっとも、こっちが〝影かげ〟を使ったところで、いまのあいつに敵かなうとは思えないがな。


　甲斐が悪魔戦の王者たるゆえんは、彼が操あやつる悪魔の圧あつ倒とう的な力にあった。だが奔ほん馬ばが乗り手を選ぶのと同じで、あれほど強大な悪魔となれば、それを扱あつかう主あるじにも並なみ外れた技ぎ量りようが要求される。甲斐にはその技量があった。彼は、己おのれの悪魔の力を完かん璧ぺきに使いこなしていた。


　今回がその好例だ。甲斐は以前、『騎き士し』の手によって自分の悪魔を真っ二つにされたことがある。ダメージを乗り越こえて復ふつ活かつを果たしたあとも、悪魔の力は半はん減げんし、体たい格かくなど二回りも小さくなっていた。だが、いまにして思えば、復活した彼の黒くろ鮫ざめは、真っ二つにされた片かた方ほうに過すぎなかったのだ。


　──つまり、あの白鮫は文字通りの片割われってわけだ。


　しかも甲斐は、彼自身がこれまで幾いく度ども煮にえ湯を飲まされた景のワイヤーをヒントに、あの白鮫を召しよう喚かんしてのけた。もはや以前の甲斐と遜そん色しよくない──いや、以前以上の強さを得たといえる。甲斐の戦せん闘とうセンスが群ぐんを抜ぬいている、その証しよう明めいだった。


　──そもそも、さっき奴が遊び心で「お披ひ露ろ目め」していなければ、僕ぼくはとっくに白いのの腹はらの中だ……


　それだけではない。景はウィザードとして暗あん躍やくしていたころ、不ふ測そくの事じ態たいに備そなえて対甲斐用の戦せん術じゆつをいくつか考案していた。だが、それらの作戦は、これですべて無む効こうになったのだ。


　結果的に助かったとはいえ、心理的な衝しよう撃げきは大きい。直ちよく接せつ的なダメージはなかったが、戦術面では大きく後おくれを取った。


　──つくづく、厄やつ介かいな奴やつだ。だが、ここはとにかく逃にげの一手。奴をやり過ごして、滝田さんの安全を確かく保ほして、それから……


　景は押し黙だまって歩きながら、胸きゆう中ちゆうで激はげしく思考を巡めぐらせた。状じよう況きようは極きわめて厳きびしい。焦あせりと後こう悔かいを感じずにいられなかった。


　しかし、


「……物部くん？」


「……え？　ど、どうかした？」


　不意に呼よびかけられ、景は慌てて静を振ふり返った。


　いま二人はセンター街の雑ざつ踏とうに紛まぎれていた。この時間、メインストリートは車両の通行が禁きん止しされている。通りは通行人で溢あふれており、その人の流れに埋うまるようにして、逸はやる足を抑おさえながら悪魔の気配から逃げているのだ。


　静は黙って景についてきている。


　繫つないだ右手はじっとりと汗あせばんでいるものの、幾いく分ぶん落ち着きを取り戻もどしたように見えた。説明はあとで、という景の言葉に従したがっているつもりなのか、問い質ただしたいことは山ほどあるだろうに、一言も質しつ問もんを発しなかった。こんな異い常じよう事じ態たいは初めての経けい験けんだろうから、これは見上げた態度といえた。


　その静が急に声をかけたのだ。景は何事かと緊きん張ちようした。


　だが彼女が口にした言葉は、彼の意表を突ついたものだった。


「なんで……笑ってるの？」


「……え」


　呆ぼう然ぜんとする。


　──笑ってた？　僕が？


　そんなはずは……冗じよう談だんめかした態度を取ろうとして、景は失敗した。


　いま自分は必死に逃げ回り、甲斐の恐おそろしさを再さい確かく認にんしていた。だが、敵わない、太た刀ち打うちできないと言い聞かせながらも、頭の片かた隅すみでは「では、どうすれば戦えるか」「どのような戦法なら有効か」を考えていたのだ。


　景が答えられずに立ち尽つくす。


　そこへ、背後で女じよ性せいの悲鳴があがった。


「何!?　何よあれっ!?」


　景を含ふくめ、大おお勢ぜいの通行人が何事かと声の方を振り返った。そして、驚きよう愕がくが怒ど濤とうのように通りを塗ぬり潰つぶしていった。


　人でごった返すメインストリート。その人波の頭上に、二頭の鮫が現あらわれたのだ。


　地上十メートルの空中を、泰たい然ぜんと遊泳する魚ぎよ影えい。そのどちらも、路上に駐ちゆう車しやされたセダンと比くらべて遜色がないほど巨きよ大だいだ。何より、生物特有の瑞みず々みずしさに満ちている。


　景にとっては、見み慣なれた光景。


　だが……


「うわああっ！」


「な、なんだこれ！　マジかよ!?」


「空飛んでるぜっ。どうなってんだよ!?」


　見えている？


　全身に冷水を浴びせられたようだった。そんなはずはない。この中にカプセルをのんだ人間がいないとは言い切れないが……だが、道行く人間は一人残らず、空を見上げて鮫を目で追っているではないか。そんな馬ば鹿かな。


「なんだあれ？　どうやってんだ？」


「うっそ。何あれ？　本物みたい！」


　すぐ隣となりを歩いていたカップルが、両目に好こう奇きの色を湛たたえて二頭の鮫を指さした。景はほとんど狼ろう狽ばいして、静の肩かたを揺ゆさぶった。


「あ、あれが見えるのか？　あそこにいる悪あく魔まが!?」


「悪魔って、あの鮫のこと？　さっきの奴だよね？」


「見えるんだな!?」


「う、うん……さっきと一いつ緒しよ。こう……パッパッって、ノイズまみれのテレビみたいに、見えたり消えたりして……なんなの、あれ？　クラブに来た、あの男の人がやってるの？」


　フラッシュバックだ。


　以前梓に現れたのと同じ現げん象しよう。カプセルをのまずに悪魔を目もく視しできるようになる現象である。


　梓がフラッシュバックになったとき、彼女には女王が取り憑ついていた。女王の影えい響きようで悪魔が見えるようになったのだ。


　だがいまは？　静だけではない。いまこの通りにはざっと見積もって数十……いや、何百人もの人間がいる。そのすべてが悪魔を目視している。


「いったい……いったい何がどうなってるんだ……」


　静の肩をつかんだまま、景は硬こう直ちよくして動けなくなった。わずかでも納なつ得とくのいく説明は、一つも浮うかんでこない。ただ身体からだの奥おく底そこで、タールのように真っ暗な何かが、少しずつ滲にじみ出していた。


　ひっ、と静が喉のどを引きつらせた。


「も、物部くんっ。見つかった！」


「──！」


　弾はじかれたように振ふり返る。すると、彼方かなたに浮かぶ黒くろ鮫ざめの赤い瞳ひとみと目が合った。


　──しまったっ。


　黒鮫は主そっくりに、ニッと目を細めた。そして弾だん丸がんさながらの勢いきおいで、夜気を切り裂さいて接せつ近きんした。


　両者の間にあった百メートル以上の距きよ離りが、あっという間に切りつめられていく。


「くそったれっ」


　景は静を引っ張ぱって人ひと垣がきを押おし割わった。飛んでくる罵ば声せいを無視して、全力で走った。


　黒鮫が追う。人々が悲鳴と歓かん声せいを上げた。半分面おも白しろがっている。テレビの撮さつ影えいか何かだと思っているのだ。


　景と静が通りを横切るようにして端はしへ移うつり、車道から歩道に移い動どうする。二人を追って、黒鮫がぐんと高度を下げた。通行人の頭上すれすれだ。そのあまりの迫はく力りよくに、近くにいた人々は慌あわてふためいて場所を空けた。


　微かすかにどよめきが起こった。黒鮫に押し退のけられた空気の動きを感じたのだ。黒鮫の通つう過かした真下にいた人々から、気安げな物見高さが消えた。


　そして、黒鮫が急きゆう降こう下かの勢いのまま路上の街灯を薙なぎ倒たおしたとき、人々ははっきりと異い常じようを察した。わき上がった悲鳴は、紛まぎれもない恐きよう怖ふに彩いろどられていた。


　破は壊かいは街灯に留とどまらなかった。黒鮫の巨体は通りの歩道上に張られていた電線をぶった切り、ビル二階のブティックに衝しよう突とつして、一面に張られたガラス窓まどを砕くだいたのだ。


　千切れた電線が火花を飛ばしながら垂たれ下がり、ガラスの破は片へんが歩道に降ふり注いだ。


　パニックが起こった。


　恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった通行人が、我われ先さきにと蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ惑まどった。だが、大半の者は人ひと込ごみの壁かべに阻はばまれて、まともな身動きが取れないでいる。黒くろ鮫ざめに続いて白鮫もその高度を下げると、パニックはメインストリート中に飛び火した。


「あの馬ば鹿か！」


　甲斐も自分の悪魔が一いつ般ぱん人じんに目視されたことは気付いたはずだ。にもかかわらず悪魔の使し役えきを続けるばかりか、平気で攻こう撃げきを仕し掛かけてくるとは。


　──『どうでもいいからだよ』


　さっき言っていた甲斐の台詞せりふ。その言葉が落らく雷らいのように脳のう裏りに鳴り響ひびき木こ霊だました。そして、決けつ闘とうを申し込んだときの甲斐の厳げん粛しゆくな物もの腰ごし。


　──奴やつは本気だ……


　そして、やはりどこかおかしい。


　甲斐自身気付いていないのか、あるいは気付かされていないのか。甲斐はどれほど思い詰つめても、こんなことをする人間ではなかった。彼の中の何かが変わっている──変えられているとしか思えない。


　──なら、


　そんな風に人の頭の中を弄もてあそぶ人間。それは……


　静の手を引きながら、景は歩道をひた走った。二人の後を追って、二頭の鮫──まずは黒鮫の方がぐんぐん速度を増ましてきた。


　追いつかれる。


　──ええいっ。


　景は静の手を離はなして振り返った。眼がん前ぜんに巨きよ体たいが迫せまっていた。目を見張る速度。重量。闘とう志し。まさに、生を得た「破は壊かい」そのものだ。


　瞬しゆん時じ、動きが止まった。


　全身が総そう毛け立だった。景を構こう成せいするすべての細さい胞ぼうが、恐怖という麻ま酔すいに満たされた。


　同時に、


　全細胞が痺しびれて麻ま痺ひする中、その中心に冷たい電流が生じた。


　電流は硬直した細胞を貫つらぬき、頭の芯しんから指先までを一瞬で駆かけめぐった。


　ピリピリくる。


　頰ほおが引きつり──唇くちびるが自然と笑えみを刻きざむ。


「上等ッ！」


　硬直が解とけ、景は身を翻ひるがえした。身体が意い識しきした通りに……いや、「意識」する前のシナプスに突つき動かされた。


　歩道脇わきにはスポーツクーペが停車していた。景はそのクーペに駆け寄よった。黒くろ鮫ざめが軌き道どうを曲げて景を追撃する。


　景がボンネットの上に飛び乗る。車体が傾かしいだ。そこへ黒鮫が食らいついた。


　黒鮫の牙きばがボディを粉ふん砕さいし、エンジンが露あらわになる。凄すさまじい破は砕さい音の中、景は間かん一いつ髪ぱつルーフの上へと飛び乗った。そこでクルリと向きを変える。車体を踏ふみ台にして、黒鮫を跨またぐようにジャンプする。


　黒鮫の上を飛び越こえる軌道。黒鮫の視し線せんがそれを追う。着地地点を予想して、攻撃せんと尾おをたわめる。


　だが、景は黒鮫の動作を冷静に見つめていた。


　足あし下もとで車体を砕く黒鮫。その背せ中なかの上を移動する黒い染しみ。街灯に照らされて落ちた、景の影かげだ。


「くらえ！」


　景の影から何本ものワイヤーが、爆ばく発はつしたように四方に伸のびた。今度はただ絡からまるのではなく、目やえらの隙すき間まを狙ねらって細い切っ先を走らせた。


　黒鮫が怒いかりと苦く痛つうの雄お叫たけびを上げた。


　景が路上に着地する。影が黒鮫の上を通り過すぎて消えると、ワイヤーもまた姿すがたを消した。所しよ詮せんは時間稼かせぎなのだ。


　景は休まずに立ち上がり、立ち竦すくんでいた静の手をつかんで逃とう亡ぼうを再さい開かいした。


　──ここは駄だ目めだ。とにかく場所を変えなければ。


　このまま歩道を逃にげていてはやられる。また、通行人にも負ふ傷しよう者しやがでかねない。景はそう判はん断だんし、一番手近な路地へと飛び込んだ。


　ビルとビルに挟はさまれた幅はば三メートルの横道。景は通りを振ふり返った。


　追ってこない。


　──ということは……！


　景は慌てて左右にそびえるビルの外がい壁へきを見上げた。使えそうな物。窓まどガラス──駄目。看かん板ばん──ない。配水管──弱い。非ひ常じよう階かい段だん──これなら……


　と、案の定、ビルの頂ちよう上じようから白鮫が現あらわれて路地の隙間に巨体を潜もぐり込ませた。一方が追い込み、もう一方が回り込む。定じよう石せき通りの攻め口だ。


　白鮫が、獲え物ものを襲おそう百も舌ずさながらに、景の頭上へと急きゆう降こう下かする。


　静が気付いて悲鳴を上げた。


　景は片かた手てをビルの壁かべに付けた。ワイヤーを走らせ、ビルの壁から突き出た、錆さびの浮ういている非常階段に絡ませた。


「クッ！」


　ガギンと音がした。非常階段の支ささえが外れ、階段の骨こつ格かくが折れ曲がった。ワイヤーの力と自重によって、古びた非常階段がビルの壁かべから手を離した。


　耳みみ障ざわりな音を立てながら、階段が落下する。襲い来る白鮫の頭上へ。が、敵てきの方が速い。ギラリと並ならぶ鮫の牙きばが、景の頭の上に降ふってくる。


　再ふたたび電流。


　ビリビリくる。


「おのれっ！」


　景の目が赤い輝かがやきを発した。


　同時に、彼の影──外壁に映うつっていた影が厚あつみを増まして、あぶくが弾はじけるように飛び出した。


　白鮫の牙に匹ひつ敵てきする、力強い腕うでと鋭するどい鉤かぎ爪づめ。


　壁から生えた〝影〟の腕は、一直線に降下してきた白鮫のあごを横づかみにして、そのまま反対側の壁に叩たたき付けた。そこへ、落下してきた非常階段が激げき突とつする。白鮫の筋きん肉にくに鎧よろわれた胴どうが打ち震ふるえた。


「っ──ハ！」


　どっと疲ひ労ろうが襲ってきた。カプセルものまずに悪あく魔まを使えば、消しよう耗もうが激はげしいのは当然である。ましてや景は、ここ数か月もの間カプセルを摂せつ取しゆしていないのだ。


　──だが、泣き言を言ってる場合じゃない。


　地面に横たわる白鮫から離はなれ、悲鳴を上げ続ける静を無む理り矢や理り引っ張ぱって、景は路地を奥おくへと抜ぬけた。


　路地を抜けた先は、隣となりの通りに交差していた。道路を挟んだ反対側には、金きん属ぞく製せいモニュメントの並ならぶ公園がある。公園の周囲はビルに囲まれて、この時間帯にはライトアップされていた。


　景は周りの状じよう況きようを確かく認にんすべく、頭を巡めぐらせた。


　そこへ、


「っらぁッ！」


　待ち構かまえていた甲斐が放つ、右の回し蹴げりが来た。


　避よけようにも静がいる。景は右腕で甲斐の蹴りをガードした。そのガードごと持っていかれた。


「つっ！」


「きゃっ！」


　景と静が路上に転てん倒とうした。


　メインストリートに比くらべれば通行量も少ないが、それでもかなりの人がいる。通りかかった通行人たちは、突とつ然ぜん喧けん嘩かを始めた景と甲斐から、ぎょっとして距きよ離りを開けた。


「ぼやっとしてんじゃねえっ」


　甲斐がさらに踏ふみ込み、もう一度右足を蹴り出した。


　景の肩かたにヒットする。伏ふせていた上体が浮くほどの衝しよう撃げき。が、景は痛いたみに耐たえた。直撃後失速した甲斐の蹴り足にしがみついた。


　前へ。


　甲斐の右足を持ち上げ、タックルの要よう領りようで相手のバランスを崩くずす。甲斐は鼻で笑った。残る左足をふわりと宙ちゆうに浮かせたかと思うと、倒たおれ込みながら景のこめかみに打ち付けた。


「……！」


　視し界かいがぶれた。再び倒れる景。対して、甲斐は鮮あざやかに反転し、両手足で地面に着地する。


「セッ！」


　両手を地に着いたまま、甲斐が三度蹴りを放った。


　地に着いた両手を軸じくに、草を刈かる鎌かまのような回し蹴り。


　景は朦もう朧ろうとする目を向けた。その顔面に甲斐のつま先が迫せまった。


「ぬっ……！」


　景の目がまたも赤く瞬またたいた。


　ずるっ、と景の真下に落ちていた影かげが隆りゆう起きした。


　甲斐は「おっと！」と叫さけんで蹴り足を引いた。獣けもののような俊しゆん敏びんな動作で後ろに下がる。


　景も立ち上がって体たい勢せいを整えた。背はい後ごに静を庇かばい、激しく息をつきながら敵をにらんだ。


「どうした？　チャンスだぜ。攻めて来いっ」


　その通りだった。悪魔を使わずに勝つためには、直ちよく接せつ甲斐本体を叩くしかない。甲斐はそうと承しよう知ちで姿すがたをさらしているのだ。


「いい加か減げんにしろ、甲斐！　貴き様さま正気か？　自分が何をやっているかわかってるのか!?」


　景が怒ど鳴なると、甲斐はやれやれと肩かたを竦すくめた。


「勘かん弁べんしろよ。まだそんなこと言ってんのか、テメエ」


「当たり前だ！　まだ向こうの通りから悲鳴が聞こえてくる。いったいどれほどの騒さわぎになると思ってるんだ。ＤＤの頭首ともあろう男が……まるでラリった素人しろうとだ！」


「そうとも！　さっきも言ったはずだぜ。ＤＤなんざ関係ねえってな。どこの誰だれが細工したんだか知らねえが、余よ計けいなしがらみが消えてスゲエすっきりしたぜ。実じつ際さい、こんな爽そう快かい感は久ひさしぶりだ。いまの俺おれは、ただのラリったジャンキーさ。立場もなけりゃ、後先もねえ。いまだ。いまだけだ。こんな素す晴ばらしいことがあるかよ。いや、ずっと前はあったんだろうな。すっかり忘わすれてたぜ。こんな当たり前の感動をな」


　甲斐の目は揚よう々ようとして輝いていた。彼の言葉一つ一つは、飾かざることなく、彼の内面をぴたりと表ひよう現げんしていた。


　景は恐おそろしかった。


　甲斐が、ではない。


　気が付けば彼を眩まぶしく思っている、自分自身が。


「行くぜっ、物部！」


　甲斐がカプセルを口に入れた。


　──くそっ。


「滝田さんっ、下がって！」


　景が静を下がらせる。途と端たんに、悪魔の気配が噴ふん出しゆつした。


　右後方。


　──しまった！


　黒くろ鮫ざめが突つっ込こんできた。今度は躱かわせるタイミングではない。まともに体当たりを受けた。


「っぷ」


　手加減していたらしい。その一撃で気を失うことはなかった。黒鮫は、景を弾はじき飛ばす代わりに押おし潰つぶす手しゆ段だんを選んだのだ。


　景の足が地面から離はなれる。景の身体からだを鼻先にひっかけ、黒鮫は直進した。静が悲鳴を上げるのが聞こえた。


「ぐ、あっ！」


　身体が浮いている。風が背後から抜ぬけていく。


　腹はらに黒鮫の鼻先が食い込んだ。手でつかみワイヤーを絡からませたが、黒鮫は速度を緩ゆるめなかった。


　公園に飛び込む。公園の中には、林立するモニュメントがある。


　──まずいっ。


　街灯は景の正面。つまり進行方向と逆ぎやく側から光が来る。黒鮫に影かげは届とどかない。ならば……


　──後ろ！


　景は自分の背後に〝影〟の鎧よろいをイメージした。モニュメントに突っ込むぎりぎり手前で間に合った。半はん端ぱに召しよう喚かんした〝影〟の身体が、景とモニュメントの間に挟はさまって主あるじの身体をガードした。


　衝しよう撃げき。


　衝しよう突とつの勢いきおいでモニュメントが倒れる。


　景は舗ほ装そうの上に投げ出された。間に合ったとはいえ、全身に加わった打撃は生なま易やさしいものではなかった。


「痛いたっ……」


　激はげしい痛みが全身を襲おそった。だが、怒いかりを覚えることはなかった。憎ぞう悪おもない。


　あるのは興こう奮ふんだった。そして、それ以上に激しい戦意が胸むねを焦こがした。


　──流されるな。


　冷静に。そう言い聞かせて景は地面を転がった。転がりながら周囲を見回す。特に光の位置。公園内の街灯だけでなく、周囲のビルからもライトでモニュメントが照らされていた。その一つ一つを脳のう裏りに刻きざみ込む。どんな場面であれ、それが景のとる最初の一手なのだ。


　甲斐が公園に入ってきた。白鮫を引き連れている。


　これで敵てきは二頭。勝算がほぼ消えた。


　だが皆かい無むではない。


　黒鮫が再ふたたび襲ってきた。景はふらつく身体を叱しつ咤たして立った。モニュメントの陰かげに隠かくれながら、巨きよ体たいが通れないルートで逃にげた。


　モニュメントはイギリスのストーンヘンジを模もした物だった。不ふ規き則そくな形の柱が、円を描えがく形で並ならんでいるのだ。地面には固定されていないようだが、さすがの鮫もそう易やす々やすと破は壊かいできる代しろ物ものではない。使い方次し第だいで盾たてにも壁かべにもなるだろう。


　公園を照らす光こう源げんも十分。偶ぐう然ぜんとはいえ、甲斐を迎むかえ撃うつ場所として理想的な立地だ。


　これで〝影かげ〟さえ使えれば。だが、すでに精せい神しん力りよくの消しよう耗もうも激しい。カプセル抜きで〝影〟を使えるのは、そろそろ限げん界かいのようだった。


　景の手がポケットに伸のびた。


　一粒つぶ。ほんの一粒でいい。それだけで……


「畜ちく生しようっ」


　景は誘ゆう惑わくを振ふり払はらった。


　両手の拳こぶしを握にぎり締しめ、傷きずついた身体で大地を踏ふみしめる。


　右手に黒鮫。左手に白鮫。そして正面に甲斐。モニュメント越しに立ちはだかる長年の宿敵を、景ははたとにらみ据すえた。


「来いっ」


「おうっ」


　景の誘さそいに、甲斐が堪たまらない顔で応おうじる。


　柱と柱の間を通り、甲斐がモニュメントの内側へ。黒鮫は円の上空へ移い動どうし、白鮫は円の外側を回りながら、それぞれ主の命を待った。


　景は甲斐を迎え撃つ構かまえを取った。


　梓と違ちがって格かく闘とう技ぎの心得はない。膂りよ力りよくも経けい験けんも甲斐には遠く及およばない。だが景には考えがあった。甲斐が迫せまったとき、景はまたしてもワイヤーを使った。敵に対してではなく、自分に対して。


　足あし下もとの影から立ち上がったワイヤーが、景の身体を這はい上って、構えた両りよう腕うでに巻まき付いた。それだけでは終わらない。次々に繰くり出されるワイヤーが、肘ひじから手首に向けてするすると回りながら巻き付いていく。


　ワイヤーはすぐに指先までを覆おおい尽つくした。まるで生きているバンテージを巻いたようだ。


「ほう」


　と甲斐が目を光らせた。次に何をするつもりなのか、胸を躍おどらせているのだ。


　黒い線で覆われた肘から先は、音もなく蠢うごめき波打った。よく見れば、腕の表面上をワイヤーが高速で回転するように動いているのがわかる。


　景はその黒い腕を差し出した。


　拳こぶしでも手刀でもない。ただ指先だけを相手に触ふれさせるための動き。


　甲斐は敏びん感かんに反はん応のうした。仕し掛かけようとしていた攻こう撃げきを中止し、伸のばされた景の手から離はなれた。


　景が追い、間合いを詰つめる。


　甲斐の目から見れば不用意な間合いの詰め方だろう。その気になればあっさりカウンターを放つことができるはずだ。しかし、甲斐はそうしなかった。


　──さすがにバレてるな。


　もし反撃がくれば、この黒い腕で防ぼう御ぎよすればいい。接せつ触しよくした次の瞬しゆん間かんには、腕に巻き付かせているワイヤーで、接触部から相手を捕とらえることができるからだ。しかし、その程てい度どの小細工は、見み抜ぬかれているらしい。


　甲斐はせめてもの牽けん制せいにローキックを仕掛けた。


　景は軽やかにこれを躱かわした。躱しつつ足を進め、さらに一歩二歩と間合いを詰めた。


　打撃に重みを必要としない動き。格闘技のフットワークではなく、舞ぶ踊ようを連想させる優ゆう美びな動きだ。


　不ふ承しよう不ぶ承しよう、甲斐が逃にげる。追って景が蹴けりを繰り出す。


　間合いも何もない、空から振ぶりの蹴り。だが、繰り出された蹴りは地面の上で大きく伸のびた。蹴り足の影。そのつま先からワイヤーが甲斐に迫った。


「ちっ」


　と甲斐が横へ飛びすさる。光は多方向から照射されている。影が全方位にできているため、攻撃範はん囲いが広いのだ。


　しかし甲斐にすれば、それは〝影〟が現あらわれる範囲が広まった驚きよう異いであり、どれほど器用に立ち回ろうともワイヤーなど問題ではない。


「無む駄だだ、物部っ。〝影〟を出せ！」


　苛いら立だった甲斐が叫さけんだ。


　──出してやるとも。あと一度だけ。


　表面上甲斐の台詞せりふを無む視しして、景は距きよ離りを詰めた。埒らちが明かぬとみた甲斐が、上空に控ひかえさせていた黒くろ鮫ざめを降下させた。


　当然景は戦法を変える。変えざるを得ない。そう甲斐は予想したはずだ。だが景は動かなかった。黒鮫の一撃をその身に受けた。


「なっ!?」


　甲斐が思わず立ち止まった。ただの威い嚇かく。悪あく魔まに頼たよらずとも十分回かい避ひ可か能のうな攻撃だったのだ。


　なのに景は避よけなかった。そして、身体からだが黒鮫に触れた瞬間、腕のワイヤーを解といて自らの身体を黒鮫の胴どう体たいに縛しばり付けた。


　さっきと同じように、身体を密みつ着ちやくさせる。今度は自らの意志で。


「どういうつもりだっ!?」


　啞あ然ぜんとした甲斐が叫んだ。黒鮫は景を振り解ほどこうと跳はね回った。


　胸むねに激げき痛つうが走った。打撃を受けた際さい、肋あばらが折れたらしい。


「っく！」


　痛いたみに耐たえられず身体が離れる。だが両手だけは離さない。景は黒鮫にぶら下がる格かつ好こうになった。黒鮫の肌はだに触れる手のひらだけが、景の体重を支ささえていた。


「ええいっ」


　苛立った甲斐は黒鮫の高度を一気に上げた。全身に引き伸ばされるような力が加わり、地面が見る間に離れていった。


　上空に舞まい上がる。


　黒鮫がでたらめに動き回るたびに身体が振り回された。重力と遠心力が景の身体を引き裂さいた。


　瞬またたく間に高度が増ます。


　十メートル。


　二十メートル。


　そしてついには三十メートルの高みに達した。


　足あし下もとに公園が一望できた。


　ライトアップされたモニュメントが模も型けいのように見える。身長の倍以上あった柱さえ、地面から飛び出る杭くいのように思えた。


　真横に並ならぶビルの屋上。壁へき面めんのガラス窓まど。建物の隙すき間まからのぞく、付近一帯の屋根の連なり。


　飛び込んでくる視し界かいが、景の全身から血の気を引かせた。景は、遠のこうとする意い識しきを、必死になってつなぎ止めた。


　振り回される景は気をしっかり持ち、手を離さないよう、タイミングを待ちつづけた。


　そして──


　円えん環かん上じようのモニュメント。その円の真上に、黒鮫が移い動どうした。


　ここだ。


　息を止める。


　景は自身と黒鮫を繫つないでいたワイヤーを解いた。


　フッ


　と身体が自由になった。あらゆる束そく縛ばくから解き放たれた。


　突とつ然ぜん消えた抵てい抗こうに、黒鮫が驚おどろいて身を捻ねじらせた。


　その黒鮫から身を離し、景は空中で手足を広げた。


　夜空に浮うかぶ感覚。


　空気をつかむ浮ふ遊ゆう感かんがした。初めて味わう感覚だ。だがそんな感かん触しよくは一いつ瞬しゆんの間だった。落下が始まった。


「……！」


　身体からだが大地に吸すい寄よせられる。大気が身体を激はげしく叩たたく。


　周辺を囲むビル群ぐん。ちょうど同じ高さにあった屋上が頭上に消えた。下へ。下へ。容よう赦しやなく加速が増していく。


　甲斐が見えた。呆ぼう然ぜんとこちらを見上げている。目が合った。景は笑った。瞬間、甲斐が何かを察した。だがもう遅おそい。


　景の身体がちょうどビルの高さの半分の地点を通つう過かした。


　四方のビルに設せつ置ちされた、公園を照らすライト。そのライトが交差する、まさにそのポイントだ。


　景の身体が光を浴びた。


　影かげが落ちた。


　モニュメントを取り囲んで、まるで黒い蓮れん華げの花か弁べんのように。巨きよ大だいな複数の影が、放ほう射しや状じように広がった。


　一瞬。ほんの一瞬に賭かけて、体内の力を残らず解かい放ほうする。


「うおおおっ！」


　景の目が真っ赤に燃もえ上がった。


　そして、眼がん下かの影──いくつもの〝影〟が、一いつ斉せいに起き上がった。


　〝影〟がいるのは円環の外。現あらわれた〝影〟は全員一糸乱みだれぬ動きで、モニュメントを内側へと押おし倒たおした。甲斐がいる円の内側へ。逃にげ場はどこにもない。


　轟ごう音おんが連れん鎖さした。


　爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたように、粉ふん塵じんが舞まい上がった。その粉塵の中に、景は一直線に落下した。


「くっ──」


　粉塵に朧おぼろ気げな影が映る。その影を利用して〝影〟を召しよう喚かん。霞もやのような〝影〟の腕うでで、自分の身体を抱だき止めた。


　粉塵に映ったあまりにも曖あい昧まいな影だ。完全に実体化するには不十分だったが、それでも景は墜つい落らく死しを免まぬがれた。ほとんど勘だけで速度を殺し、倒れたモニュメントの上に自らの肉体を落とした。


「カハッ！」


　全身を硬かたい力が叩く。痛みのあまり呼こ吸きゆうができなくなる。


　身体中がひび割われた気分だった。横たわったまま動かせない手足が、壊こわれた人形のようだ。なのに、胸むねの奥おくには言いようのない昂たかぶりが溢あふれていた。


　──勝っ、た……


　喘あえぎながら、目を閉とじる。景は横たわったまま、じっと苦く痛つうが去るのを待った。


　だが……


　──……え？


　粉塵の中に、凄すさまじいエネルギーの塊かたまりがあった。


　太陽の猛もう火かをそのまま地上に放ったような、燃えさかる無む尽じん蔵ぞうな力だ。


「……な」


　──なんだ!?


　景は傷きずついた手足に鞭むち打うって、震ふるえながら身体を起こした。


　風が粉塵を吹ふき払はらっていく。景は気配のする方向に視し線せんを向けた。


　倒とう壊かいしたモニュメント。その二メートル上。


「……う、あ」


　景は絶ぜつ句くした。


　絶句した景を、宙ちゆうに浮うかんだ甲斐が、得意そうに見下ろしていた。


　黒い革ジャンや癖くせの強い黒くろ髪かみが、突とつ風ぷうを受けて真上にはためいている。悪オ魔ー持ナちーが堕落クラツシユしたことを表す現げん象しようだ。しかし、景を見つめる甲斐の両目は、強い興こう奮ふんこそ宿っていても正気を失っていなかった。


　その証しよう拠こに、甲斐は体内を駆かけめぐっている力──堕落クラツシユした悪あく魔まの尋じん常じようならざる力の奔ほん流りゆうを、ゆっくりと押さえつけていった。コントロールを失い、暴ぼう走そう寸すん前ぜんまでいっていた悪魔を、意い志しの力で己おのれの制せい御ぎよ下かに引き戻もどした。


　力がセーブされるにしたがい、甲斐の身体が降下していった。足が地に着いたときには、悪魔の力は見事なまでに統とう制せいされていた。


「クックック」


　と甲斐が笑う。


　楽しくて楽しくて堪たまらない。歓かん喜きのあまりじっとしているのさえ難むずかしい。そんな感かん情じようを隠かくそうとしない、強きよう烈れつな笑えみだった。


「これはな。ベリアルの技わざだ。スゲエだろ？」


　凄すごい。


　本当に凄いと思った。


「たいしたもんじゃねえか。お前も。俺おれも」


　同感だった。


　会心の攻こう撃げき。見事な回かい避ひ。全身全ぜん霊れいを傾かたむけた、力と技のぶつかり合い。


　そのどれもが、他ほかでは決して手にすることのできないものだった。


　景はよろめきながら立ち上がった。甲斐が嬉うれしそうに両目を細めた。


　横転したモニュメントの上に、颯さつ爽そうと屹きつ立りつする黒衣の男。


　景はほとんど放心していた。


　放心したまま、美しい、と思った。


　野生の獣けものの美しさ。魂たましいが指し示しめす方向に、真まっ直すぐに生きる気高さだ。


　景には甲斐が輝かがやいて見えた。同時に、熱い情熱が胸に溢あふれた。


　僕ぼくは、あの男に応こたえることができる。


　僕は、あの男と同じ高みに立てる。


　それは、景がかつて感じたことのない、マグマのような自負心だった。


　他の誰だれにも真ま似ねできない、到とう達たつすることの叶かなわない灼しやく熱ねつのフィールド。そこに、この男の無二の敵てき手しゆとして立つことができる己おのれへの誇ほこり。


　それは、彼の在あり方を決定づけるほどの、目くるめく昂こう揚よう感だった。


「楽しいよな。なあ、物部？」


　ああ……と、景は陶とう酔すいして同意した。


　その通り──


『快かい感かん』だ。


　ギラリ、と甲斐の目が輝いた。カプセルを口に放り、力強く嚙かみ砕くだいた。


　景の手もポケットに伸のびた。カプセルをつかみ出した。


「さあ、続きを行くぜ」


　いいとも。


　景はカプセルを口に含ふくんだ。


　僕の真しん価かを、見せてやる。





　　　　３





　あのときのみんなの顔！


　僕は得意満面だった。


　離はなれの中に入った友人たちは、みんな言葉をなくしてしまった。どうだい。きっと何もないか、下手すると人形か何かに僕が一人で話しかけるような場面を想そう像ぞうしてたんだろう。
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　彼女はまったく普ふ段だん通りだった。初めて僕以外の人間と会ったのに、平然と、無表情を保たもっていた。これは少し残念だ。また彼女の新しい表情が見られると思っていたのに。


　まあいいや。僕はみんなに向き直った。


　彼女が話してた子だよ。僕は彼女を──その、ア、アズサって呼よんでたけど、いまは『女王』って呼んでるかな。


　みんなは返事しなかった。顔を強こわ張ばらせていた。


「おい……なんだよ、そいつ」


　あの子は震ふるえる声で言った。


　そいつなんて言い方はないだろ。ちょっと変わってるけど、悪い奴やつじゃないんだよ。


　なのに、


「噓うそだ」


　と頑かたくなに首を振ふった。僕は少しむっとした。


「　　の言う通りだぞ、物部。そいつ変だ。明らかになんかおかしいじゃないか……」


　普ふ段だん一番大人びた　　くんまで、彼女を見てそんなことを言う。みんな顔色が悪くなっていた。噓だと思ってた僕の言葉が本当だったもんだから、ムキになっているんだ。彼ららしくもない。


　よーし、わかった、と僕は乱らん暴ぼうに言った。


　みんなを王国に連れて行ってあげるよ。そこを見れば絶ぜつ対たい気に入るよ。


　そして彼女に向かって。


「さあ、女王よ。来らい賓ひんだ。王国へ招しよう待たいを！」


　彼女はいつも通り頷うなずいた。


　そして、初めて見せる、薄はく氷ひようのように無む慈じ悲ひな微笑ほほえみを浮うかべた。





　　　　◆◆◆◆◆





　当然ながら、空中庭園は閑かん散さんとしていた。


　２ビルの屋上は、ファプルが営えい業ぎよう中ちゆうのころにはビア・ホールとして開かい放ほうされたこともある空間である。広いスペースがあり、端はしがフェンスで囲われているとはいえ、川向こうの街まち並なみにまで視し界かいが続いている。


　植えられた植物は、手入れされずにほとんどが枯かれ、一部だけ野生化して奔ほん放ぽうに育っていた。木もく製せいのベンチにまで、蔦つたが絡からんでいる。ずっと昔から人の訪おとずれが途と絶だえているような趣おもむきは、どこか放ほう棄きされた古こ城じようの庭園を彷ほう彿ふつとさせた。


　夜風が強い。上空の雲もかなりの速さで流れ、夜空の月を瞬またたかせていた。


「いい夜だろう！」


　声がした。


　屋上のちょうど中央に、一人の男が立っていた。意外なことに、バールでもベリアルでもない。


「実に気持ちのいい夜だよ。晴れた夜空に月が綺き麗れいじゃないか。ロケーションも絶好だ。高い所というのは、それだけで人の心を開放的にしてくれる。地下室も悪くないが、たまにこういう場所もいいもんだ。なんというか、こう、秘ひ密みつ結社の黒くろ幕まくがブランデーグラス片かた手てに組そ織しきの陰いん謀ぼうを語るにはもってこいのシーンじゃないかと思うんだけどね。ちょっと風が埃ほこりっぽいけど」


　男の服ふく装そうは、さっき現あらわれたバールやベリアルの幻まぼろしと同じだった。ワインレッドのジャケットにレザーパンツという姿すがただ。ただ、さっきの二人がスタイリッシュに着き崩くずしていたのに比くらべ、同じ装よそおいでも、彼の場合はやや野や暮ぼったく見える。慣なれない正装で学会に出席している若わか手て学者のような印象だ。


　男はひとしきり周りの風景を愛めでたあと、手のひらをすりあわせて梓たちに向き直った。


「さて。初めまして──という挨あい拶さつが正せい確かくかどうかという議ぎ論ろんはひとまず置いておこうか。僕──という一いち人にん称しようが実は当てはまらないという複ふく雑ざつな現げん状じようの説明も後回しにさせてもらおう。君たちのお仲間には、えらく不ふ評ひようだったからね。これでも反省したんだ。とにかく、コミュニケーション優ゆう先せんで話を進めるとしよう。姫ひめ木き梓君。海うみ野の千絵君。君たちのことは調べてるから、君たちの側から名乗る必要はない。実を言うと、僕は君たちのファンなんだ。君たちの活かつ躍やくを聞いて、ずいぶん心が躍おどった。君たちみたいな真ま似ねをしてる高校生が、この市にもまだいたんだね。皮肉じゃなく嬉うれしく思うよ」


　男は実に流りゆう暢ちように喋しやべりかけてきた。こちらが口を挟はさむ隙すきを与あたえない、独どく特とくのリズムとイントネーションを持った口調だ。


　顔つきは穏おだやかで、目に高い知ち性せいと人ひと懐なつっこい稚ち気きが混こん在ざいしていた。悪意や敵てき意いを感じさせない、好感すら持てそうな人物だった。


　だが、この人物は、こと「会話の駆け引きネゴシエーシヨン」という面に関して、バールやベリアルなどよりはるかに手て強ごわい相手なのだ。


「ところで自じ己こ紹しよう介かいの必要はあるだろうか？　それとも、おそらくは非ひ常じように不正確な上、極きわめて主観的な省しよう略りやくや別解かい釈しやくが入り交じって、論理的にも下手をすると時じ系けい列れつ的にも難なん解かいこの上なかったであろう久く美み子こ君の説明で、ある程てい度どは承しよう知ちしているかな？　そうなら手間が省けるんだけど」


　男の長口上に梓が返答しようとすると、それを制せいして千絵が前に出た。交こう渉しようは自分が受け持つという意思表ひよう示じだ。梓は頷うなずいて、千絵に譲ゆずった。


「久美子さんの話は聞いたわ、『ベルゼブブ・パターン』。もっとも、この呼こ称しようを信じるには、あなたの言葉がどこまで信用できるかという問題をクリアする必要がありますけどね」


　千絵の返事を聞くと、男は破は顔がんした。


「よかった。ちゃんと通じるみたいだね。いや、実を言うと些いささか不安を感じていたんだよ。久美子君の態たい度どを見ていると、コミュニケーション不全の原げん因いんはひょっとして僕の方にあるのではないかと思えてきてね。でも、これで君たちのような一回り年下の女の子とも会話は成り立つことが確かく認にんできた。よし。ではさくさくと話を進めよう。まずは君たちの意思を確認したい。『聞きたい』かね？　それとも先に『伝えたい』かね？」


　突とつ然ぜんの質しつ問もんに、千絵は表ひよう情じようを引き締しめた。


「聞きたいわ」


「何を？」


「あなたが言う『複雑な現状』の説明と、あなた方の目的」


「後者は長くなるよ」


「構かまわない」


「嬉しいね。そんなこと言ってくれるのは君ぐらいだ。うちの二人なんか、僕が話し出すと耳を塞ふさいで逃にげ出すんだからな。あ、ちなみに以後の説明をいまこの場で公正に証しよう明めいする方法はない。さっき君は僕の言葉が信じられるかどうかという問題が残ると言っていたが、真しん偽ぎのほどは君自身が保ほ有ゆうする情じよう報ほうとの整合性から判はん断だんしてくれ。ＯＫ？」


「……ＯＫ」


「グッド。では始めよう」


　長い前置きを終えて、男は両手を後ろに回して組んだ。


「まず、正確な理解をしてもらってるところに恐きよう縮しゆくなんだが、僕のことは『ベルゼブブ』でいい。その方が便べん宜ぎ性せいがよいからね。そして──」


　スッとベルゼブブが腕うでを伸のばして、梓たちの左横を指さした。


「……俺は『バール』。ま、いまさらだな。面めん倒どうな説明をする気はないから、お前らの知ってる、あのバールだと思ってくれ」


　梓と千絵は息を呑のんでベルゼブブが指さした方向を振ふり向いた。


　屋上の端はしのフェンス。そこに階下で見たバールが、背せ中なかをもたれさせ、腕を組んだ格かつ好こうのまま立っていた。


　慌あわててベルゼブブの方を見直す。彼は彼で、笑え顔がおのままそこにいる。


　──二人!?


　ところが、


「で、俺は『ベリアル』や。お前ら二人とは葛根東高で会って以来やな。あいにく旧きゆう交こうを懐なつかしむような仲でもないけど」


　バールの反対側。梓たちの右側にベリアルがいた。三人とも同じ格好をしているが、明らかに別人だ。


「ど、どういうことなの!?」


　梓は訳わけがわからずに三方を見回した。三人の執行細胞フアースト・セルは、正三角形を作る形で、前と左右を囲んでいた。


　ベルゼブブが苦く笑しようして、


「そんなに驚おどろくことはないだろ。さっき下でさんざん経けい験けん済ずみじゃないか」


「つ、つまり、あなたたちは幻なの？」


「違ちがう──と言い切れないところが面倒なんだがね。繰くり返すが、とんでもなく『複雑』なんだよ」


　どう説明したもんかなあ、とベルゼブブは頭を搔かいた。


「非ひ常じように俗ぞくな説明になるが……本体──違うな。肉体、の方がまだ近いか。とにかく、物理的な存そん在ざいとしては一人なんだ。本物はバールだけ。僕とベリアルはバールの手で再さい構こう成せいされた疑ぎ似じ人じん格かくだ。ただ、彼は過か日じつの決けつ闘とうで悪あく魔まに実体を喰くわれてしまってね。元からあった彼自身の人格と、再構成した僕らの疑似人格が混まざり合ってしまったのさ。つまり、本物偽にせ物もの取り合わせて、三人分の人格が一人の精せい神しんの中に融ゆう合ごうしたんだ。これがどういうことかわかるかい？」


「わ、わかるわけないわ」


「だろうなあ。だから説明が難むずかしいんだ。まあぶっちゃけて言うと、彼──僕らは狂くるった。まともな思考はもちろんのこと、感情の回路も壊こわれてしまった。そりゃもう、見事な廃はい人じんさ。生命活動をしている肉体に、壊れた精神が乗っかっただけの存在になってしまったのだよ。大変だった──という思いすら湧わかない状じよう態たいだったから、いま思い出しても、そんなに苦じゃないけどね」


　肩かたを竦すくめる。梓や千絵には答える言葉もなかった。


「ただ、ここで我われらが女王様は忠ちゆう実じつな臣下のためにウルトラＣを見せてくれた。精神に異い常じようを来きたしたバールの肉体から……いや、混こん濁だくした彼の魂の奥底から、僕らを一人ずつ外に呼び出したんだ。これ。なんのことだか意味がわかる？」


　ベルゼブブは興こう奮ふんを隠かくそうともせずに質しつ問もんした。


　梓は首を横に振った。わからない。わかるわけがない。完全に理り解かいを超こえている。千絵も必死に理解しようと努つとめていたが、返答することはできなかった。


　蒼そう白はくな様子の二人を見て、ベルゼブブは少し得意そうな顔をした。指を一本立てると、


「ヒント。『スリーパターン』」


「ス、スリー……パターン？」


　どこかで耳にしたような言葉だった。確たしか景が……


　──あっ！


　思い出した。景の使うワイヤーのことだ。


　景の操あやつる悪あく魔まは彼の影かげが変化した悪魔である。だがそれとは別に、彼は自分の影からワイヤーのような線を繰くり出して操ることがあった。そのことを景は『ツーパターン』と呼よんでいた気がする。


　景が甲斐に説明するのを聞いたこともある。執行細胞フアースト・セルとの決戦の前。景を捜さがしていて、カラオケボックス屋上にいた彼と甲斐の会話を漏もれ聞いていたときだ。確かあのとき景は、自分の悪魔の異ことなる一面を引き出した、という風な説明をしていた気が……


「……え？」


　──悪魔？　魂たましいの奥おく底そこから、呼び出した？




[image: ]


「そんな……それってつまり！」


「お、第一ヒントで気付いたか。その通り。これは形を変えた『悪あく魔ま召しよう喚かん』だ。つまり、いま僕ぼくらは、悪魔として現世に召喚されているわけさ。いやもう想そう像ぞうを絶ぜつするね！　いかな僕とはいえ、まさか自分が悪魔化するなんて夢ゆめにも思わなかったよ！」


　ベルゼブブははしゃいだ様子で捲まくし立てた。バールとベリアルが、互たがいの顔を見合わせてため息をついたのすら、視し界かいに入らないようだった。


　梓は言葉を失っていた。目の前に立つ男が幻げん覚かくだ、ということさえ俄にわかには信じがたいというのに……悪魔？


「ま、待って！」


　と千絵が身を乗り出しながら問いかけた。


「私たちはいまカプセルをのんでないのよ？　あなたが悪魔だというなら、目もく視しできないはずだわ！」


「うん。いい質問だ。頭の回転が速いね。いま君は僕らの姿すがたを見ているのではなく、見せられているんだよ。つまり、バールが得意とした認にん識しき操そう作さ能のう力りよくの応おう用ようさ。だから、さっきのように、こちらがその気になれば、姿を見せたり隠せたりできるという寸すん法ぽうだ。ちなみにカプセルも原理的には同じなんだよ。ただ対象が無差別なだけで、あれはカプセルが自分を見る者の認識に作用して、いかにもそこにあるが如ごとく振ふる舞まっているのさ。悪魔が見えるようになるというカプセルの効こう果かは、この認識操作の力を一時的に体内に取り組むことで行われているんだ」


　いかにも教きよう師し然とした振る舞いで、ベルゼブブは質問の答えを解説した。そして、立ち尽くす梓たちを余よ所そに、パンと、両手を打ち合わせた。


「で、だ。ここからが本題。ずばり、僕らの目的である『建国』についてなんだが……」


　と、そこでベルゼブブは悪戯いたずら好きなデーモンのような笑えみを浮うかべた。


「口で言うよりいい方法がある。……ベリアル」


「へえへ」


　面めん倒どうくさそうにベリアルが前に出た。


　梓たちに対たい峙じし、ぶっきらぼうに言い放つ。


「ゆうとくけど、これは幻覚とちゃうからな」


「……え？」


　次の瞬しゆん間かん、ベリアルの両目が赤く輝かがやいた。悪あく魔ま召しよう喚かんだ。


　──しまった！


　とっさに横に飛び退のく。棒ぼう立だちの千絵を引きずり倒たおして伏ふせる。


　屋上の床ゆかが弾はじけ飛んだ。梓たちのいたすぐ後ろだ。


「なんのつもり!?」


　梓はベリアルを非ひ難なんしようとした。だが、視線を戻もどしたとき、そこにベリアルの姿はなかった。彼だけではない。屋上を見回せば、饒じよう舌ぜつを誇ほこっていたベルゼブブの姿も、寡か黙もくに見守っていたバールの姿も見当たらなかった。


　ついさっきベルゼブブが口にした台詞せりふを、梓は思い出した。


　──『こちらがその気になれば、姿を見せたり隠かくせたりできるという寸法だ』


　歯は嚙がみする。つまり連中は、隠れて自分たちの様子をうかがっているのだ。


「卑ひ怯きようよ、あんたたち！　交こう渉しようの最中に悪あく魔まを使って、しかも姿を隠すなんてっ」


　いらえはない。梓は、畜ちく生しようと吐はき捨すてた。あんな連中にまともにつき合おうとしたのが間ま違ちがいだ。自らの判はん断だんの甘あまさに腹はらが立つ。


　ズルズルと、何かが這はいずる音がした。確か、甲斐の話ではベリアルの悪魔は大だい蛇じやの姿をしていたという。これは蛇へびが地面を這う音なのだ。


　──わたしたちをここで始末するつもり？


　なら、なぜわざわざ回りくどい説明を披ひ露ろうしたのか？　彼らのやることはあまりに矛む盾じゆんしているとしか思えない。それともこれも、何か策さく略りやくなのか？


　もっとも、考えている暇ひまはなかった。蛇の胴どう体たいが地面を擦する音が、徐じよ々じよに近づいてきた。


　梓は用意していたカプセルを取り出した。さっきのホールでは使用を控ひかえたが、いまは話が別だ。


　だが、梓がカプセルを服用するより早く、敵てきの攻こう撃げきが襲おそってきた。


「きゃあ！」


　千絵の身体からだが宙ちゆうに浮うかんだ。足をばたつかせているが、両りよう腕うでは脇わきを閉しめて伸のばしたままだ。胴体を縄なわで絞しめられたような格かつ好こうである。


　──しまった！


「千絵！」


　千絵は身体を拘こう束そくされたまま、ぶん、と空中を振り回された。黒くろ髪かみが真横になびき、口からもれる悲鳴が切れ切れになった。


　見えない蛇は千絵を抱かかえたまま屋上の端はしに近づいた。７ビルがそびえる方だ。


　──まさか……壁かべに叩たたき付ける気!?


　梓は死に物もの狂ぐるいで吊つり下げられた千絵の両足に飛びついた。一瞬千絵の身体が下がったが、すぐにまた持ち上げられた。しかも今度は二人いっぺんにだ。


「千絵っ。上着！　上着を脱ぬいで！」


「リュ、リュックの肩かた紐ひもが絡からまって……」


　捕とらわれた千絵が空中でジタバタと身じろぎを繰り返す。二人の身体がさらに一いち段だん高く持ち上げられた。梓の背せ筋すじが寒くなった。


「外れた！」


　ズルッと千絵の身体が、ジャンパーと背せ負おっていたリュックを空中に残したまま下に滑すべった。変へん装そう用にサイズの大きい上着を着ていたのが幸いしたのだ。


　悪魔が二人を叩き付けようとするのと、二人が拘束から脱だつするのは、ほとんど同じだった。


　梓たちは拘束からは逃のがれたが、勢いきおいのついたまま放ほうり出される格かつ好こうになった。７ビルの壁に衝しよう突とつし、そのまま落下して屋上の床ゆかに墜つい落らくした。


「痛いたぁ……」


　千絵が涙なみだ目めで呻うめいた。梓も背中を打ち付けたが、構かまってはいられない。すぐにも次の攻撃が来る。


　梓は千絵と重なり合って倒たおれたまま、カプセルを口に入れ、嚙かみ砕くだいた。


　長らく口にしていなかった味が、口内にどろりと広がる。強い刺し激げきに耐たえて嚥えん下かする。


「くう……」


　世界が揺ゆらいだ。頭ず蓋がいの中で脳のうが裏うら返がえった気分だ。忘わすれかけていた興こう奮ふんと歓かん喜き、快かい感かんが、全身を活かつ性せい化かさせる気がした。


　──しゃきっとしろっ。早くっ。早くっ！


　目を開ける。見えた。全長十メートル、いや十五メートルはある大蛇が、首をもたげてこっちを見ている。


　梓が千絵と一いつ緒しよに上半身を起こした。


　大蛇が牙きばを剝むいた。


　自分だけなら跳はね起きて避よけることができる。だが、千絵には無理だ。


　梓は反はん射しや的に逃げ場を探さがした。すると、落下した壁際ぎわのすぐ側そばに、７ビルに入る入り口が開いていた。梓は千絵の身体を抱かかえ、何も考えずにその中に転がり込こんだ。


　転がり込む梓の足先をかすめて、大蛇の攻撃が空を切った。


　ドアを閉しめようと、梓が飛び込んだばかりの入り口を振り返る。そして自らの失しつ策さくに気付いた。


　──ここ、エレベーターじゃない！


　外がい壁へきから半分外に飛び出した形のエレベーターだ。箱の中に入ってしまった。


　──まずい！


　慌あわてて外に出ようとすると、ぬっ、と大蛇が鎌かま首くびを近づけてきた。梓は悲鳴を上げてエレベーターのボタンを叩いた。


　ドアが閉とじた。


「ええっ!?」


　動く。電気が通っているのだ。


　エレベーターが驚おどろくほど静かに上じよう昇しようを開始した。透とう明めいなエレベーターの壁から、外の様子がうかがえた。２ビル屋上の大蛇が体を伸のばして梓を追おうとする。だが、エレベーターは平然と追撃を躱かわした。


　空中庭園が眼がん下かに沈しずんでいく。代わりに周りの光景が広がり、川向こうの景観が見えた。


「お、驚いたわね。ここだけ電気が通ってるなんて」


　一息ついた千絵が、ようやくそのように発言した。


「ひょっとすると、ここだけはいまも使ってたのかもしれないわ。彼らがまたここを拠きよ点てんにしてるなら、いちいち階かい段だんを使うのは不便だもの」


「と、とにかく。あいつらすぐに追ってくるわ。一度どこかの階で降おりなきゃ」


　さっき叩いたボタンは、一番上──７ビル屋上のボタンだった。水原たちとはその下の七階で落ち合う予定だったが、こうなっては、そんな悠ゆう長ちようなことができるはずもない。


　最上階まで上ってしまっては、逃げづらくなる。梓はその手前で降りようとボタンに手を伸のばした。


　が──


　その手が止まった。


　妙みような違い和わ感があったのだ。


「……ん？」


　なんだろう。この違和感は。


　背筋がゾクゾクする。


「梓さん？」


「……ちょ、ちょっと待って……」


　──何？　何か変なことある？


　梓はボタンに手を伸ばしたまま動きを止めた。


　そのまま自分の感じた違和感の正体を探さぐる。


　敵てきの動向がおかしいとか、エレベーターの偶ぐう然ぜんが都合がよすぎるとか、そんなことではない。


　もっと日にち常じよう的な違和感。


　普ふ段だんなんでもなく見落としているような違和感だ。


　悪お寒かんが強まった。


　──なんだ。何が違ちがう？


　いつもと違う。通常と異ことなる。そんな違和感。


　自分の手を見る。変わったところはない。


　エレベーターの中。初めて入ったエレベーターだが、特別な所は何もない。円柱形の鳥とり籠かごを連想させる造つくりをしているが、珍めずらしくもないエレベーターだ。壁かべが透明なガラス張ばりになっていて、外の景色が楽しめるようになっている。


　……外の景色？


　梓はもう一度外を眺ながめた。


　眼がん下かにはもう箱庭のようになった空中庭園が見えた。大蛇の姿すがたも確かく認にんできる。


　頭上には夜空が。


　冴さえ渡わたる月があった。透すき通った夜気が、市の上空に層そうを成していた。


　そして月下に広がる葛根市の全ぜん容ようが見えた。


　月明かりの光線と、街まち並なみの上を滑すべる雲の影かげまでが、くっきりと見通せた。


　そして、梓はようやく自分の感じた違和感の正体を発見した。
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　眠ねむりについた市の光景。


　月明かりに照らされて、夜明けを待つ街並み。


　そこに、緑があった。


　緑が溢れていた。


　街路に。路地に。広場に。屋根に。車道に。


　ビルの屋上に。公園の遊び場に。民家の庭に。施し設せつの駐ちゆう車しや場じように。


　あらゆるところに、緑の木々が溢あふれていた。


　街が深緑の森に呑のみ込まれている。


　静かな青白い月光の下に、粛しゆく々しゆくと静まりかえって──


　樹じゆ海かいが広がっていた。


　梓は一歩後ろによろめいた。バランスを崩くずして、そのまま倒たおれそうになった。驚いた千絵が慌あわてて支ささえなければ、その場に座すわり込んでいただろう。


「ど、どうしたの、梓さん？」


「…………」


　梓は答えることができなかった。弱々しい視し線せんで、ガラス越ごしの街並み──狂きよう気きの光景を眺ながめていた。


　エレベーターがチンと可愛らしい音を鳴らして７ビル屋上に到着した。


　ドアが開いた。


　当然のように待ち構かまえていた男がいた。ベルゼブブではなく、バールだった。


「ここから先は俺おれが説明しよう。出てこい。その方がよく見える」


　千絵は彼の登場に舌した打うちして警けい戒かいしたが、梓はふらふらと言葉に従したがい外に出た。千絵が仰ぎよう天てんして止めても、真っ青になった顔を横に振ふって、エレベーターから外に出た。


　７ビル屋上からの眺めは、壮そう観かんなものだった。三百六十度景色を遮さえぎる物がない。


　だが梓は憑つかれたように葛根市の中心部を眺めていた。


　空気が澄すんでいて、樹海の細部までクリアに見える。


　真まっ直すぐに伸びた針しん葉よう樹じゆの枝えだ先さき。


　微び風ふうに揺ゆれる梢こずえ。


　枝から垂たれ下がる蔓つる草くさ。


　コンクリートのビルの表面に、色濃こい苔こけが広がっている。


　ビルとビルのわずかな隙すき間まにさえ、木々の枝し葉ようが茂しげっている。


　雲と共に移い動どうする月明かりが、森を優やさしく撫なでている。


「ベルゼブブに言わせると『豪ごう気き』ってことになるんだが……さすがに想そう像ぞうしてなかっただろ。俺たちのいう『建国』が、こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいものとはな」


　放心する梓とわけがわからぬ千絵に向かって、バールは冷めた声をかけた。


「口で言うよりいいって言った訳わけがわかったか？　一いち応おう断ことわっておくが、君の認にん識しきに働きかけてるわけじゃないぜ。カプセルをのむと、見えるようになる。明めい快かいだろ？」


　梓は生気の失うせた動きで、首だけバールに向けた。


「あれは……？」


「ああ。百人がかりで召喚中だ。俺たちの場合がウルトラＣなら、こいつはまさにウルトラＺさ。まあ例のないことだから、ずいぶん手こずってるがね」


　とバールは肩かたを竦すくめた。


「白はく状じようするとカプセルをのめば誰だれにでも見えるってわけじゃないんだ。下の連中は、坂さか田た啓けい介すけの野や郎ろうをアクセスポイントにしてチャンネルを合わせてるんだが、君ならきっと『合う』はずだと思った。何しろ、君は、かつてあそこの女王様だったわけだからな」


「待って！　いったいなんの話？　百人がかりで召喚中ってどういうことなの？」


　カプセルをのんでいない千絵が、堪たまらなくなって質しつ問もんを浴びせた。


　バールはごく簡かん潔けつに告げた。


「『カプセル』が悪あく魔まだってのはもう聞いただろ。似にたようなもんさ。つまり、いま俺たちは『王国』という悪魔を召喚しようとしてるのさ」


「な、なんですって……！」


　と、そのとき梓が見守る彼方かなたで、どくん、と透とう明めいな衝しよう撃げきが走った。


　市の中心部、駅前付近。確たしかセンター街がある辺りだ。


　まるで空間が脈みやく打うったように空気が波打ち、そのまま、


　どくん、どくん、


　と振しん動どうし続けた。


　その脈動に合わせて、樹海の様子が変わった。生気を注入されたかの如ごとく、緑が濃くなっていった。


　胸むな騒さわぎがした。


　世界が鼓こ動どうを刻きざんでいる。その鼓動に、なぜか懐なつかしいものを感じたのだ。


　よく知っている鼓動。


　自失していた梓が我われに返った。


「のんだか……」


　バールが氷のような冷れい笑しようを浮うかべた。


「まさかあれ……景ちゃん!?」


「よくわかるな。その通りだ」


　梓は我を忘わすれてバールの首くび筋すじにつかみかかった。彼は大人しく梓に襟えり元もとをつかませた。


「何をしたのっ。景ちゃんに何をしたのっ！」


「あいつが自分で選んだんだ。《彼女》の言葉を覚えてないか？　《彼女》は言ったはずだぜ。あいつは必ず《彼女》の元に戻もどる。あいつが何を思い、なんと言おうと、その魂たましいはあそこを求めてるんだ、ってな」


　梓の手から力が抜ぬけた。


　バールの襟元から指が外れて、かくんと腕うでが落ちた。


「皆見茜に訪おとずれた変化は、じきに君たちにも訪れる」


　バールは感かん情じようを感じさせない声になって言った。梓は全身を痙けい攣れんさせた。


「そっちの君はまだカプセルをのんだことがないんだったよな？」


　突とつ然ぜん聞かれた千絵が緊きん張ちようしつつ「ええ」と答える。


　バールは頷うなずき、


「ならば、君の変化はしばらく後だろうな。だが、姫木梓。君はすぐだ。君だけじゃない。これまでに一度でもカプセルをのんだことがある者は、あっという間に変化に巻まき込こまれるだろう。俺たちが使う認識操そう作さの比ひじゃない。抵てい抗こうは不ふ可か能のうだ」


　とバールは突つき刺ささるような視し線せんで梓を見み据すえた。


「君はすぐに、物部景のことを忘れる」


「──！」


「正せい確かくに言えば完全に忘れはしないが、君の中にある彼との思い出は、それに付ふ随ずいするメンタルな部分も含ふくめてなくなるだろう。何しろ実じつ際さいあちらに入るわけだし、そうでなくとも、君は彼に近い立場にいたからな。基き本ほん的な関係性せいを除のぞけば、記き憶おくにしてもかなりの部分失うはずだ」


　梓は立ち尽つくしてバールを見た。彼の言葉が噓うそでないことはわかった。茜は──あれほど親しん密みつだった甲斐との想おもいを失ってしまったのだ。


　あの、茜の携けい帯たいに届とどいたメールの意味が、いまならわかる。あれは、記憶を失いつつあった彼女が最後の瞬しゆん間かんに未来の自分へ放った魂たましいの叫さけびだったのだ。


「……いつ？」


「あいつが選んだ瞬間からカウントダウンは始まっている」


　バールは冷然と宣せん告こくした。


「夜明けだ」


「…………」


　それだけを告げると、バールは梓たちに背せ中なかを向けた。エレベーターに向かって歩き去る。千絵はどうしたものかと梓とバールを交こう互ごに見たが、梓は後を追うことができなかった。


「俺たちはこれで引き上げる。これから忙いそがしくなるからな。下の連中にも、捜そう索さくは中止させよう。君たちはこれから夜明けまで自由に動ける」


　振ふり返ることなく、バールは独ひとり言のようにつぶやいた。


「あいつらは不服なようだがね。かえって残ざん酷こくだと。しかしまあ……」


　と冷たい視線を横目で投げる。


「たまには違ちがうスタンスもいいさ」


　そう言い残してバールはエレベーターに乗り、階下に去っていった。


　千絵が梓に飛びついた。「梓さん！」と肩かたを揺ゆさぶった。ただ、そうやって梓を揺さぶってみたところで、バールの話が本当なら、それに対抗する策さくなど思いつきはしなかった。


「……景ちゃんが……」


　梓はぽつんとつぶやいた。


　目が、涙なみだで湿しめっていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　僕ぼくの真しん価かを、見せてやる。


　歓かん喜きと興こう奮ふんの炎ほのおに包まれて、景はカプセルを口に入れた。


　柔やわらかなカプセルの容よう器きを、奥おく歯ばで挟はさみ、嚙かみ砕くだいた。


　わずかな抵抗のあと、砕かれた容器からカプセルの中身がこぼれ出す。


　口内に広がる味。かつての記憶が直結し、早くも動どう悸きが速くなる。


　唾だ液えきと共に、カプセルを呑のみ込む。


　熱い液体が喉のどを滑すべり落ちる。


　カプセルが身体からだの中に飛び落ちた。


　身体の中心が発熱した。


　熱は稲妻いなずまと化して神しん経けいを逆ぎやく流りゆうした。胴どうを焼き、手足を燃もやし、指先を感電させて、身体の内側の肌はだを焦こがした。


　身体中の毛け穴あなが開き、汗あせが噴ふき出す。


　髪かみが逆さか立だち、両目が血走り、口元が大きな冷れい笑しようを刻きざんだ。


　身体を駆かけめぐった稲妻が、頭ず蓋がい骨こつの中に集まってスパークした。


　眼がん球きゆうの裏で火花が飛んだ。


　頭の奥へ、脳のうの芯しんへ、精せい神しんの核かくへ稲妻が走り、魂たましいの扉とびらを盛せい大だいにノックした。


　扉の封ふう印いんが、待ちかねていたように弾はじけ飛んだ。


《ドア》が開いた。


　自分自身でも先の見通せない、宇う宙ちゆうに繫つながるかのような闇やみが、ぽっかりと口を開けた。


　そこから、深しん淵えんの闇をまとった、暗黒の騎き士しが飛び出した。


　騎士の型。


〝影かげ〟。


　意い識しきが現げん実じつとリンクする。


　内面世界が外面世界に牙きばを剝むく。


　瞳ひとみの焦しよう点てんが戻もどり、目の前で燃えさかるもう一つの炎を捉とらえた。


　霊れい気きが柱となって立ち上る、闘とう志しに燃えた破は壊かいの化身。


　黒くろ革かわを銀で飾かざったジャンパー──戦いくさの装しよう束ぞくをまとって、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる男。


　甲斐は横転したモニュメントの上に立って、景をにらんでいた。


　待たせたな、と景は歯を見せた。


　足あし下もとに落ちた景の影が、膨ふくれあがって形を変えた。


　無ぶ骨こつにせり出した両りよう肩かた。


　丸太のような両りよう腕うで。


　甲かつ冑ちゆうをまとった身体。


　角が伸のび、呼こ吸きゆう孔こうが開いた無機質しつな仮か面めん。


〝影〟はワイヤーで雁がん字じ搦がらめにされ、動きを封じ込まれていた。封じ込まれてなお、激はげしい攻こう撃げき衝しよう動どうに突つき動かされていた。身み悶もだえし、広げた鉤かぎ爪づめで空を搔かきむしっていた。仮面に開いた呼吸孔の奥で、おぼろな眼光が明めい滅めつしていた。


　一本。また一本。ワイヤーが音もなく弾け飛んでいく。


　ゾクゾクする。


　堪たまらない。


〝影〟が最後のワイヤーを引き千切った。声のない〝影〟の雄お叫たけびと、感かん極きわまった景の叫さけびとが重なり合って戦場に響ひびいた。


〝影〟が矢のように大地から飛び出した。


　近くにいた白しろ鮫ざめに、一直線に躍おどりかかった。


　鉤爪が白鮫を襲おそう。白鮫は身を躱かわす。


　が、〝影〟の動きは生まれて間もない悪あく魔まの回かい避ひを易やす々やすと上回った。なんの技ぎ巧こうも感じさせない真まっ直すぐな一撃が、その圧あつ倒とう的てきなパワーとスピードで白鮫の上に振ふり下ろされた。


　衝しよう撃げき。


　目眩めまいしそうな甘かん美びな手て応ごたえ。


　白鮫が大地に叩たたき落とされた。たった一撃が尋じん常じようならざるダメージを落としていった。


　甲斐が目を剝く。だが嬉うれしそうに笑う。そうだろうとも。文もん句くないはずだ。お前はこれを求め、待っていたんだからな。


　空にいた黒鮫が落らく雷らいのように飛んできた。〝影〟が両腕を広げて迎むかえ撃うった。


　拳こぶし。胴どう。鉤爪。牙。足。尾お。両者の攻撃が一いつ瞬しゆんのうちに幾いく度ども交差する。


　打撃が連続して弾けた。相手に与あたえた打撃と、こちらがもらった打撃だ。ダメージは景にもフィードバックした。凄すさまじい勢いきおいで負ふ荷かが蓄ちく積せきされていった。


　なんという快かい感かん。


　思考や感かん情じようよりもっと原始的な「存そん在ざい」そのものが白熱する喜び。


　景にまとわりついていた余よ計けいなものが砕くだけていった。片かたっ端ぱしから破壊クラツシユされた。


　甲斐の言葉の意味がわかった。いま僕はそぎ落とされ、どんどんシンプルになっている。


　僕が本来あるべき姿すがたに近づいている。


　回かい復ふくした白鮫が戦闘に加わった。それまで押おしていた〝影〟が守しゆ勢せいに回った。敵の攻撃のバリエーションが数倍にもなる。望むところだった。


　一瞬一瞬で新たなコンビネーションが開発されていった。それを捌さばく方法が生まれていった。その過か程ていに集中した。全身全霊で集中した。他の何もかもが脳のう裏りから消え、自分と〝影〟、甲斐と二頭の鮫だけが世界の中で浮かび上がった。


　避よける。避ける。避ける。避ける。


　避けながら、機会を狙ねらう。微み塵じんの隙すきに食らいつく。


　そこだ。


〝影〟の手が伸のびた。狙いは白鮫。躱される。右下に潜もぐり込むように躱される。躱しながら反撃に移うつってくる。目を見み張はる動き。


　だが、その動きはこれで三度目だ。


〝影〟が伸びた手を戻した。フェイント。そのまま肘ひじを潜り込んできた白鮫の上に落とす。胴体を乗せて地面に固定する。空いた左手を振りかぶる。鉤爪の切っ先を向ける。


　抉えぐる。


　白鮫の絶ぜつ叫きよう。甲斐の長身が揺ゆれた。対して、〝影〟の全身で力が暴あばれた。


　景は血に酔よった。


　血に酔って笑い声を上げた。


　白鮫が逃にげる。なんというのろまな動き。〝影〟が追う。追撃を加える。


　その先に──


　人？


　誰だれかが立っていた。遠とお巻まきにこちらを見ていた。誰だ。どこかで見た顔。こちらを見ている。恐きよう怖ふと悲しみの瞳ひとみ。


「滝田さん？」


〝影〟は走り続けた。白鮫しか目に入っていない。景は制せい止しをかけた。攻こう撃げきの中止を命じた。


〝影〟は従したがわなかった。


　熱が一気に冷め、耐たえ難がたい喪そう失しつ感が襲った。


「よせ」


　間に合わない。


「やめろ」


　届とどかない。


「まただ」


　声が虚うつろに響く。


「また……」


　あのときと、同じだ……
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　それは、もう何年も忘わすれていた──忘れさせられていた記き憶おくの一頁ページだった。





　本物の恐怖というものを、そのとき僕ぼくは初めて体験した。


　みんなが動かない。


　目を見開き、恐怖に顔を歪ゆがめたまま、身動き一つせず横たわっている。


「どうしたんだ。いったい……何があったんだ!?」


　取り乱みだす僕を、彼女は冷静になだめすかした。


「仕方ありません。合わなかったのです」


「なんだよそれっ。どういう意味さ！」


「適てき性せいがなかった、という意味です。わたくしを受け入れるだけの素そ質しつがなかった。残念です」


「なんだよ……何言ってるんだよ！　みんなはいったいどうしたんだ！　適性がなかったってそんな……」


　怒ど鳴なり散らす僕の横を、彼女は涼すずしげに通り過すぎた。


　床ゆかに倒たおれたクラスメイトの隣となりにしゃがみ、そっと指先を額ひたいに乗せる。


　その白く繊せん細さいな指が、クラスメイトの額の中に抵てい抗こうもなく埋うめ込こまれた。


　僕は悲鳴を上げた。だが、彼女は動じなかった。


　頭の中を撫なでるように、額に刺ささった彼女の手のひらが動く。血の一いつ滴てきも流れない。鮮せん烈れつな負の光景。


「心をそのまま、というのがよくなかったのかもしれませんね。次は違ちがう方法を試ためしましょう」


　指を抜ぬき、ぬぐうように手でさすりながら、彼女がそう言った。人が人を見る目ではなかった。人外の何かが、「生き物」を見つめる目だ。人間が自然と備そなえるモラルや、生理的感かん情じよう。それを理り解かいせぬまま、ただの生き物として他人を認にん識しきしている。そんな目つきだった。


　僕はその場に崩くずれて吐はいた。


　彼女が──見ようによっては無む垢くとさえいえる顔で僕の方を振ふり返った。


「大だい丈じよう夫ぶですか」


　側そばによって肩かたに触ふれる。


　鳥とり肌はだが立った。僕は彼女の手を力任まかせに振り払はらった。


　彼女は抵てい抗こうしなかった。あるかなきかの微び細さいな驚おどろきの浮うかんだ顔で、抵抗する僕を見下ろした。


「みんなは……みんなはどうなる？」


「ちゃんと生きています」


「だけど、まともじゃないだろっ。こんな状じよう態たい！　みんなはいつ元に戻もどるんだ！」


　彼女は困こまったように何度か唇くちびるを開かい閉へいさせた。


「身体からだは……意い識しきが戻り次し第だい、元に戻ります」


「……なんだよ。『身体は』って……じゃあ心はどうなるんだ。まさか──」


　彼女はさらに困こん惑わくを深めた。何が僕ぼくをこんなにも狼狽うろたえさせているのか、わからないのだろう。


　僕を怒おこらせたくないように、言葉を選びながら、


「生命活動に問題はありません。生活──という活動にも問題は生じません」


「だったら、何がどうなるんだ！　何が問題なんだよ！」


「問題……というべきかどうか……変化するのは記憶です」


「記憶？」


「はい。記憶が変化します。ここに関かんする記憶と──この方々に関する記憶が」


　僕は混こん乱らんした。ここに関する記憶、というのはわかる。たぶんショックで一時的な記憶喪そう失しつになるということだろう。だが、みんなに関する記憶が変化するというのはどういうことだ。彼女たちが彼女たち自身に関する記憶を失うということなのか？


　僕の質しつ問もんに、彼女は、違うと答えた。


「記憶が変化するのは、この方々の周囲にいる者たちです。適性がなかったこの方々は、わたくしの存そん在ざいに耐たえられませんでした。そのため、実体が損そこなわれたのです。実体を損なった者はコード化──記号化します。ですから、表面的な関係性せいやそれに類する事じ項こう。その記憶は変わらないのです。ですが、その人間と人間との関係性の中に含まれる様々な感情。想おもい。そういったものが失われるのです」


　当時の僕にはなんのことかわからなかった。ただ、自分が取り返しのつかないことをしてしまったという自覚だけが胸むねに迫せまってきた。


　その圧あつ迫ぱくから逃のがれようと、僕はさらなる説明を求めた。


「貴方あなたが本を読むとき、貴方は文字を見て楽しみを得ているわけではありません。文字を文章として再さい構こう成せいし、文章を物語として再構成して、そこに感情の動きを覚えているのです。貴方のこれまでの経けい験けんを、貴方の中にある書庫の本と考えてください。貴方はそこにある本を好きなときに取り出して、そこから楽しみを汲くむことができます。実体がなくなると、本を読むことはできても、そこに感動を見み出いだせなくなるのです。もっとも、わたくしは『感動』という概がい念ねんを正せい確かくに知ることができていませんので、正確な説明になっているか不明ですが」


「そんな……」


　言われて僕は、自分の中でも急速に失われつつあるものに気が付いた。


　お前は図書係りだ、と言われたときの戸と惑まどい。


　本の紹しよう介かいをして喜ばれたときの照れくささ。


　学級新聞を作る中で、少しずつ会話が増ふえていったときの興こう奮ふん。


　彼女が告白してくれたときの、世界が開かれたような感動。


　僕とみんなの関係、過か去この出来事、それは思い出せた。なのに、そのとき感じたこと、想ったこと、そうした感かん情じようの名残なごりが薄うすれつつあった。


「それと同じことが、この方々の周りにいる人間すべてに訪おとずれるのです。ですが、繰くり返しますけど、問題視しするべきことでしょうか？　よりシンプルで機き能のう的な関係が構こう築ちくできるはずです」


　彼女は当然のように言った。僕は己おのれの犯おかした罪つみの巨きよ大だいさを、ようやくにして実感した。


「僕のせいだ……」


「そうですね。貴方の性向の一面です」


　彼女が言ったのは皮肉ではなかった。だが、その言葉は僕の中に焼き印の如ごとく刻きざまれた。


「貴方には卓たく越えつした『創そう造ぞう』の力があります。わたくしや王国を『表す』力です。物語をつむぐ力です」


　と彼女は嬉うれしそうに、誇ほこらしそうに笑った。


「語り部は、聞き手を求めるものです」


　僕は大きく口を開けて喘あえいだ。


　ショックのあまり息ができなかった。


　苦しい。辛つらい。だが、そんなものは僕が彼女たちに与あたえた苦く痛つうに比くらべれば、ないも同然だ。しかも彼女たちからは、本来受け取ってしかるべき苦痛と悲しみすら、取り除のぞかれるのだ。


　そんな僕の反はん応のうに、彼女は狼狽えたようだった。どうしてこんなにも激はげしい反応を見せるのか理り解かいできない様子だった。


　だから、そのとき彼女が僕の背せ中なかを抱だきしめたのは、深い意味があってのことではなかったはずだ。


　これまで何度も読み聞かせ、あるいは一いつ緒しよに読んだ物語。その中のどこかの場面。


　その一場面のように振ふる舞まって、その物語がそうだったように、僕を慰なぐさめようとしただけなのだ。


　他意はなかった。


　ただ僕を慰めようとしただけだった。


　そんな風に、彼女が他人に対する感情を発はつ露ろさせたのは、このときが初めてだった。


　彼女の手が触ふれた瞬しゆん間かん。


　僕は恐きよう怖ふに駆かられて彼女を殴なぐった。


　彼女は僕に手を差し伸のべたまま、凍こおり付いたように動きを止めた。


　顔は相変わらずの無表情だった。ただ、片かた方ほうの頰ほおだけが微かすかに赤らんでいた。一面の雪原に落ちた、血の跡あとのようだった。


　そのあと、僕が彼女に向かってどんな言葉を投げつけたか。僕にはもう、思い出すことができない。


　考えついた暴ぼう言げんを。あらん限かぎりの痛つう罵ばを。石の礫つぶてを投げつけるように、息もつかせずにぶつけ続けた。


　彼女は口を挟はさむ素そ振ぶりも見せず、ただ一人の同どう胞ほうが吐はき出す、それら言葉の数々を受け止めた。


　表情のない顔の中で、金色に輝かがやく瞳ひとみの目め尻じりから、一滴てきずつ涙なみだがこぼれ落ちた。


　僕はそれに気づきもしなかった。


「もういい！」


　と、僕は確たしかに、そう叫さけんだ。


　無む抵てい抗こうの彼女に向かって、


　もういいっ。お前なんか……


「僕の前から消えてくれっ」


　その一言が引き金となった。





　そして、葛くず根ね市の奇き異いな歴史の幕まく開あけとなる、激げき甚じんな落下が始まった──





　　　　◆◆◆◆◆





　長い回想から意い識しきが戻もどったとき、辺りは何百年も経けい過かしたあとのように静まりかえっていた。


〝影かげ〟の姿すがたは消えていた。二頭の鮫さめの姿もない。


　甲か斐いは大地に倒たおれている。景けいを除のぞいて、動く者は何もなかった。


　いや……


　景は公園の入り口に、二人の女じよ性せいがいるのを見つけた。


　片かた方ほうは滝たき田た静しずか。気を失って、もう片方の女性に抱かかえられている。


　そして、静を抱える、もう一人の女性は──





「わたくしのことを、お忘わすれですか？」





　怜れい悧りで涼すずやかな響ひびきを持つ、粛しゆくとした声だった。


　忘れられる、わけがない。


　景は、何かが壊こわれた感のある苦く笑しようを滲にじませた。


　──雨でも降ふらないかな？


　どしゃぶりの、何もかもを洗あらい流す激はげしい雨が。いまはそんな気分だ。


　景は肩かたを落とした。倒れたモニュメントの上からよろめきつつ地面に下り、まるで力のない足取りで彼女に近づいていった。


　彼女は景を、無表情に──ただ少し満足そうな雰ふん囲い気きで、迎むかえた。


「まともに会ったのは、七年ぶりになる……のかな？」


「はい」


　穏おだやかに頷うなずいた。


　奇き跡せきのように美しい女性だった。


　年は景と同じぐらいだろうか。栗くり色いろの髪かみが背せ中なかに流れ、黄おう金ごんの瞳ひとみが高こう貴きな知性を映うつしている。


　古風な服を着ていて、それが彼女の持つ神しん秘ぴ的な雰囲気を引き立てていた。格かく別べつ派は手ででもきらびやかでもないのだが、対たい峙じする者を圧あつ倒とうする力が備そなわっていた。


　深林の奥おく深ふかくに人知れずひっそり咲さく花のように。


　目立たない、だが一度でもその姿すがたを目にすれば、見た者の心に生しよう涯がい咲き続けるような、不思議な印象の女性だった。


　梓あずさに似にた面おも影かげがある。


　だが、いまや梓の複ふく製せいではない。


「〝影〟の暴ぼう走そうを止めてくれたのは？」


「わたくしです。引き取らせて頂いただきました」


「そうか……君に助けられるとはね」


「わたくしはいつも貴方あなたの力になってきました」


　当然のことのように言う。景はまた壊れた苦笑をするしかなかった。


　心が麻ま痺ひしていた。


　殲せん滅めつ戦の如ごとき戦せん闘とうに熱ねつ狂きようし、あげくに、またしても取り返しのつかない過あやまちを繰くり返すところだったのだ。助けられた、という安心感すら、砂さ漠ばくに流したコップの水のように吸すい込こまれて消えていった。


　ただ、終わった、という強い確かな感かん慨がいだけが胸むねにあった。


「……滝田さんは？」


「大だい丈じよう夫ぶです」


「大丈夫、というのは……」


「貴方のことは忘れるでしょう。でもそれだけです。ぶたれるのは、もう、嫌いやですから」


　気のせいだろうか。寂さびしそうな口調だった。景は思わず視し線せんを逸そらした。


「そう……」


　とだけつぶやいて、景は口を閉とざした。彼女は、黙だまって時間が流れるに任まかせていた。


　長年追いかけ、その存そん在ざいを消し去ろうと誓ちかった当の相手。その標的と普ふ通つうに会話できる距きよ離りで向き合っていながら、景は彼女を手にかけようという気持ちになれなかった。


　いま、自分の中からは〝影〟が消えていた。彼女の言う通り、暴走したところを彼女に吸きゆう収しゆうされたのだ。


　景は彼女に刃は向むかわなかった。立ち向かおうにも手しゆ段だんがない。そして、それ以前に、敵てき意いが湧わいてこなかった。


　さっき甦よみがえった、過か去この記き憶おくのせいだ。


　景が彼女を追いかけていたのは、彼女を止めなければならないと感じていたからだった。


　あの事じ件けんのあと、景は性せい格かくを一変させた。弱気で臆おく病びようで大人しかったそれまでの自分を、燃もえさかる怒いかりと、同じだけ激はげしい悔くいとが焼き尽つくした。


　自分は幾いく重えにも罪つみを犯おかした。


　真っ白な状じよう態たいの彼女に、自らの排はい他た的な価か値ち観を植え付けた罪。


　彼女の危き険けん性に気付くことなく、友人たちを傷きずつけた罪。


　その罪を一方的に彼女に押おしつけようとした罪。


　あのとき。


　自分は自らが犯した罪の大きさに震ふるえ、必死になってその結果から目を背そむけた。


　もし自分が彼女を拒きよ絶ぜつしなければ。もし彼女と一いつ緒しよに、その場で罪を認みとめていれば。その後のいろんな──言い尽くせぬほどたくさんの悲ひ劇げきは、すべて防ふせげていたかもしれなかったのに。


　あのとき自分は、彼女と共に死ぬべきだったのだ。


　周囲はまだライトアップされている。人工の黄色い光は、まるで破は壊かいや争いなどどこにもなかったかのように、変わらぬ明度で、景たちの周りを照らしていた。


　あのときのクラスメイトの顔や名前を、景は覚えていない。女王が堕落クラツシユした余よ波はに巻まき込こまれ、景自身、事件の記憶そのものがぶつ切りにされてしまったのだ。


　あれ以来、景は身の保ほ身しんを捨すてた。


　ただ一本の矢となった。


　彼女の胸に突つき刺ささる、ただそれだけのための矢に。


　──それがなんだ、この様は。


　手段と目的がすり替かわり、破壊と闘とう争そうの狂きよう気きに溺おぼれ、気が付いたら当の彼女に窮きゆう地ちを救われている始末だ。


　もう、情なさけないとか惨みじめとか、そんな感かん情じようすら通り越こしてしまった。


　長い時間を経へて、景は地面を向いたまま、ようやく切り出した。


「甲斐を、あんな風にしたのは君？」


「はい。ですが、彼が貴方に話したでしょう。あれは彼が望んだことです。知らず知らず負わされていた荷を落としたとき、彼の魂たましいは自らああなることを望んだのです」


「……生きてる、よな」


「もちろんです。ですが遠からずこの世に絶ぜつ望ぼうするでしょうね。そのときは彼も、あそこへ招しよう待たいして差し上げましょう」


　景は伏ふせていた顔を上げた。


「彼も？」


「ええ」


　彼女は優やさしく首しゆ肯こうした。


「古い約束を果たしに参りました。貴方あなたを王国へお連れします。本当の意味で」


　景が唇くちびるを嚙かみしめる。彼女はそんな景の逡しゆん巡じゆんを承しよう知ちしていたのだろう。運命を告げる女め神がみのように、厳げん正せいな声こわ音ねで先を続けた。


「もう準じゆん備びは整っているのです。そして、さっき貴方がカプセルを手に取られたときから、歯車は最後の回転を始めました」


「……どういう意味だ？」


「王国が貴方を、貴方が王国を求めて引き合うのです。カプセルをのんでチャンネルが繫つながったいま、もうその流れを止めることはできません。無理に反発してみても、あなたの実体は、いずれあなたの〝影かげ〟に喰くい尽つくされてしまいます」


　彼女の台詞せりふを、景は正面から受け止めた。


　どうやら彼女の言うとおりなのがわかった。胸むねの奥おくに穴あなが開いている感覚がある。〝影〟がいた場所だ。〝影〟がいなくなって開いた穴から、自分を構こう成せいしていた何かが砂すなのようになって流れ出していく気がするのだ。


「すぐには決心がつかないでしょうね。わたくしは離はなれで貴方が来るのを待っています。初めてお会いしたころのように。ですが、どうぞ夜明けまでにはお越こしください。よろしいですか？」


「……夜が明けると、何かまずいことでも？」


「だって」


　くすっと彼女が肩かたを揺ゆする。


「夜が過すぎると魔ま法ほうが解とけてしまいます」


　景は少し驚おどろいて彼女を見つめた。そんな風な反はん応のうができるとは思っていなかった。


　彼女は成長している。


「君は、まだ奴やつらと一いつ緒しよなのか？」


「はい」


「ということは、バールはまだ生きていたんだな？」


「『複ふく雑ざつな状じよう況きよう』ですけど」


　意味ありげな言い方の答えだった。


「奴らはまだ何か企たくらんでるのか。さっき言った準備というのは……」


「ええそうです。彼らが建国を進めました。貴方は彼らにとっても、王国を活性化させる最後のキーとなるのです。貴方を王国に迎むかえれば、それだけであそこは完成します。なんといっても、貴方が思い描えがいた場所ですもの」


「完成……現げん実じつのものになるとでもいうのか？」


「さあ。それはどうでしょう。わたくしは貴方をお迎えすることしか考えていませんから」


　そう告げて、景の瞳ひとみを見つめる。


　黄おう金ごん色の瞳。人外の瞳だった。


「貴方が心配なさっていることはわかります。でも、彼らの願いは間もなく叶かないますし、そこに貴方が心配している方々が関かかわることはありません」


「なぜ？」


「貴方のことを忘わすれるからです」


　景の身体からだが震ふるえた。


「……忘れる？」


「王国に入るということは、そういうことなのです。王国も一種の悪魔ですからね」


　──そうだ。


　景は鉄の棒ぼうを飲まされたような気分で顔を青ざめさせた。


　悪魔に喰われるとは、そういうことなのだ。


「人々はあなたの実体を見失います。記録は残る。ですが想おもい出はなくなってしまうのです。よいではありませんか。それで世界は、何事もなかったかのように綺き麗れいに収おさまります」


　その冷たい言葉は景の心から熱を奪うばい去った。


　しかし、一方で安あん堵ども与あたえてくれた。誰だれにも迷めい惑わくをかけずに済すむのだ。あるいは、初めからこうしているのが正しい在あり方だったのかもしれない。


「この方はわたくしがお送りします」


　と、彼女は腕うでの中で寄よりかかっている気を失った静を示しめした。


「目を覚ましたとき、この方は貴方の存そん在ざいは覚えていても、胸に秘ひめていた貴方への想いはなくなっているでしょう。誰も傷きずつきません」


「……ああ」


　景が短く答える。


　再ふたたび、彼女が景の瞳を見つめた。


　右の手のひらをそっと前に出す。


　景は逃にげなかった。


　手のひらが景の胸に触ふれた。そのまま身体の中に沈しずんだ。苦く痛つうは感じない。ただ、体内に彼女の手のひらが潜もぐり込んでいる感かん触しよくがする。


　冷たい指先が心しん臓ぞうに触れた。その感触に、一いつ瞬しゆん景の顔が歪ゆがんだ。だが、彼女は構かまわずに続けた。


　右の手のひらが景の心臓を撫なでる。林りん檎ごでも触さわっているような手つきだった。


　彼女の顔から感かん情じようが消えた。


　彼女は、その異い名みように相応ふさわしい無む慈じ悲ひな鋭するどさを瞳に映うつした。


「……もう、離はなしはしません」


　心臓を解かい放ほうし、ゆっくりと手を抜ぬく。景は息を吐はいた。呼こ吸きゆうを繰くり返して、乱みだれた息を整えた。


　彼女はそのまま背せを向けると、静を連れて公園の出入り口に向かった。意い識しきがないはずなのに静の足は独ひとりでに動いて、彼女のあとに続いていった。


　景はそれを見送っていた。


　最後に一度だけ、


「僕ぼくに君を止める手しゆ段だんは、まだ残っているだろうか？」


　彼女は足を止めた。


　振ふり向いて、告げる。


「わたくしは王国にいます」


「わかった。ではそこで決着をつけよう」


　すると、


　彼女は輝かがやかんばかりの笑え顔がおを──ゾッとするほど凄すご味みのある笑顔を見せた。


　そして嬉うれしそうに金色の目を細め、公園をあとにした。


「……さて」


　景はモニュメントの方に向き直った。


　横になった甲斐が見える。耳を澄すませていると、呆あきれたことに寝ね息いきが聞こえた。つくづくジャンキーらしからぬ奴やつだ。


「わるいな、甲斐。お前との決着はつかず仕じ舞まいになりそうだ。せめてそこで、いい夢ゆめを見てくれ。僕もひょっとすると……」


　──これから長い夢を見続けることになるかもしれない。永えい遠えんに。





　　　　２





　マンションに戻もどった景はドアの前でため息をついた。


　先日の、梓との記き憶おくが甦よみがえってきたのだ。


「記こ憶れもなくなっちまうのか……」


　もったいないね、と景は自じ虐ぎやく的に首を振ふった。


　鍵かぎを取り出してドアを開けた。


　玄げん関かんに入って明かりを点つけると、いつもの光景が目の前に現あらわれた。


「……これも最後の光景」


　つぶやいてみるが、特別な感かん傷しようは湧わいてこない。まあそんなもんだろう。景は靴くつを脱ぬいで、上に上がった。


　廊ろう下かを進んでリビングに入る。明かりを点ける。


　ここにも日にち常じようが広がった。絨じゆう毯たんやソファ。脱ぎっぱなしの服。ＣＤの山積みになったオーディオ。滅めつ多たに点けないテレビ。


　マガジンラックに差ささった雑ざつ誌しは、この数日で揃そろえた物だ。クラスメイトと話を合わせるためのファッション誌やテレビ雑誌である。まだ半分も読んでいない。中には、静がこっそり愛読誌だと教えてくれた渋しぶい作りの歴史雑誌もあった。景も読者に引き込こんで、内ない容ようを語り合おうという魂こん胆たんだったのだ。見出しには「埴はに輪わの文化」。景は苦く笑しようする。確たしかに。こんな本を読んで語り合ってくれる高校生は滅めつ多たにいまい。


　ローテーブルに近づき、上に投げ出していた読みかけの雑誌をラックに戻した。もっとも、そうしたところで、もう意味はないのだが。


「掃そう除じぐらいしていった方がいいかな」


　景は腰こしに手を当ててリビングを見回した。


　はっきりいって散らかっている。景は、掃除をするときは徹てつ底てい的にするタイプだが、掃除をする気になるのは半年に一回か二回である。前に掃除したのは、やっとヒーターを片かたづけられる暖あたたかさになったころだった。


　どうしよう？


　景は時計を確かく認にんした。すると、時計の針はりは、もう十二時を回っていた。


　肩かたを竦すくめて掃除は諦あきらめた。いまからやると掃除しているうちに夜が明ける。どうせ誰も困こまりやしないのだ。放ほうっておこう。


　次に景はテレビを見た。実は見ていないビデオが結けつ構こう溜たまっている。


　何か観みようか？　本気でそう思ったあと、鼻で笑った。


「ばーか」


　そんなことをしてる場合じゃない。


　とはいえ、ではどんなことをすればいいのだろう。


　何も思いつかなかった。


　──いや……


　景の視し線せんがリビングを漂ただよい、隅すみにある電話機に止まった。


　途と端たんに、考えまいとしていた現げん実じつが、景の心身を打ちのめした。


　これが最後なのだ。


「馬ば鹿かな」


　吐はき捨すてて顔を逸そらした。


　そんなことをして、何になる。一いつ緒しよに別れを惜おしむのか？　ふんっ。案外、それもいいかもな。どうせ朝が来れば、どちらも相手のことを忘わすれているんだ……


「くそっ」


　景はソファの背せ中なかを蹴けりつけた。


「最低の男だな、お前はっ。最後の最後まで梓ちゃんを泣かせていくつもりかっ。これでようやく彼女は自由になれるんだ。七年も前のつまらない想おもい出から解かい放ほうされるんだ！」


　ローテーブルを持ち上げ、リビングの壁かべに叩たたき付けた。オーディオのスピーカーからコードを千切り、バスルームの扉とびらに放ほうり投げた。


　息を切らせて立ち尽つくす。


　大声で叫さけびたいのに叫ぶべき言葉が見つからない。景は獣けものじみた唸うなり声を上げた。全身の憤いきどおりを口から吐はき出した。


　それから座すわり込んで、一時間近く動かなかった。


　弱くなった。


　自分は冬以来……いや、梓と再さい会かいして以来、ひどく弱く、脆もろくなってしまった。


　気が付けば、矢となる決意がこんなにも揺ゆらいでいる。自分の命を惜おしんでいる。梓たちとの別れを恐おそれている。


　悪あく魔ま狩がりのウィザードが聞いて呆あきれる。いや、それも少し違ちがう。自分は知らなかっただけだ。世界を限げん定ていし、その中でだけ強さを誇ほこっていた。それだけのことなのだ。


　自分はこんなにもガキだ。


　ちっぽけで惨みじめたらしい人間だ。


　その事実から目を逸そらし続けた結果として、いまの自分がある。残り時間が刻こつ々こくと削けずられる中で、自や棄けになって座り込むしかできない自分がいるのだ。


「立て」


　景は自らに命令した。


「動け」


　景はよろよろと立ち上がった。


　やるべき事が、少しだけある。


　景は自室に入った。ベッドや書しよ棚だなには見向きもせずにクローゼットを開けた。


　一番奥おくからトランクを引っ張ぱり出す。取っ手に引っかけた紐ひもを手た繰ぐって、小さな金きん属ぞく製せいの鍵かぎをつかんだ。その鍵でトランクを開けた。


　中には、古びてボロボロになった、青いウィンドブレーカーが畳たたまれていた。


　景はそのウィンドブレーカーを引っ張り出して、のろのろと腕うでを通した。


　サイズが二つは大きい、ぶかぶかのウィンドブレーカー。裾すそはくるぶしまであり、袖そでは指先までをスッポリと覆おおい尽くしてしまう。フードを被かぶると、もう景がウィンドブレーカーを着ているというよりは、ウィンドブレーカーの中に景がいるという感じになった。


「ふっ」


　景は微かすかに笑って姿すがた見みの前に立った。


　鏡の中に絵本の中の魔ま法ほう使つかいがいる。


　偉えらぶってはいても、布ぬのきれのお化けのような──身の程ほど知らずな邪じや恋れんに取り憑つかれた、哀あわれな道どう化けの魔法使いだ。


「魔法の塔とうに戻もどるぜ？」


　景は魔法使いに向かってささやいた。魔法使いは悲しそうな表ひよう情じようのまま、何も答えなかった。


　次は机つくえに向かう。


　ノートパソコンの電でん源げんを入れて、中身を初期化し白紙に戻した。引き出しから紙の資し料りようをまとめて取り出し、特に選別もせずシュレッダーにかけた。ハンドルを回しながら、時間をかけてバラバラにした。


　両親に何かメモを残すべきだろうか？


　景の父親は東京に住んでいて、もう長いこと声も聞いていない。母親はとうに離り婚こんしている。


　ボールペンを手にしばらく考えたが、何も文もん句くが出てこなかった。景は諦めてボールペンを投げ出した。


　時計を見る。まだ午前二時。


　いよいよ本当にやることがなくなってきた。


　景は一度着たウィンドブレーカーを脱ぬぎ、バスルームに入った。湯を溜めるのも面めん倒どうなので、熱いシャワーをいつもの倍の時間を使ってゆっくりと浴びた。夜のうちについた埃ほこりや汚よごれを、石けんと湯で洗あらい流した。


　バスルームを出て、新しい服を身につける。まだ三時前。


　キッチンに入った。


　薬や缶かんに水を汲くみ、コンロで火にかける。紅こう茶ちやのパックを探して、シンクの棚たなを開ける。


　──そういえば。


　以前ここを訪おとずれた梓が、景にカフェオレを作ってくれたことがあった。あのときは散々な状じよう況きようだったのだが、景はつい思い出し笑いをもらした。


　紅茶を淹いれる予定を変へん更こうして、インスタント・コーヒーの瓶びんを取り出す。もうほとんど残っていなかったので、ストックから新しく封ふうを開けた。


　一いつ杯ぱいのカフェオレのために新品のインスタント・コーヒーを使う。


「微び妙みように贅ぜい沢たくだな」


　微かに笑って、今度は冷れい蔵ぞう庫こを開けた。ミルクを取り出してマグカップに半分注ぐ。残った分はもったいないがシンクから捨すててしまった。


　カップに入れたミルクをレンジで温あたためながら、湯が沸わくのを待つ。


　両方温まると、インスタント・コーヒーの粉を入れて、スプーンでかき混まぜた。


　できあがったカフェオレを持ってリビングに戻る。


　ひっくり返したローテーブルを元に戻し、その上にカップを置く。ソファに座すわり、伸のびをする。


「ちぇっ。煙草たばこも欲ほしいな」


　水みず原はらの忘わすれ物がまだ残っていなかっただろうか？　景は立ち上がってリビング中を引っかき回した。


　カフェオレが冷め始めたころに、ようやく三本だけ残った煙草のパッケージを発見した。


　キッチンに行く。冷蔵庫から烏龍ウーロン茶ちやの缶を一本出し、中身を半分捨ててリビングに戻る。灰はい皿ざら代わりにするのだ。もったいないが……まあ、いいだろう。


　ソファに戻ってカフェオレをすする。


　煙草を一本取り出して口にくわえ……


「……火」


　もう一度キッチンへ。コンロの火を点け、慎しん重ちように煙草の先を燃もやす。何かの小説で読んだやり方だが、実じつ演えんすると前まえ髪がみを焦こがしそうになった。


　煙草の先三分の一を早くも灰に変えてから、景はようやく一服をつけた。


　またまたリビングのソファまで移い動どうする。


　今度こそ、腰こしを下ろしてゆっくりとカフェオレを飲み、煙草を吹ふかした。紫し煙えんがゆっくりと天てん井じようまで立ち上った。


「……そうだ。音楽」


　立ち上がってオーディオのスイッチを入れる。スピーカーを片かた方ほう壊こわしてしまったが音ぐらいは出るだろう。


　ＣＤの山からかける曲を選曲する。景は普ふ段だんあまり音楽を聴きかないから、新しい物は一枚まいもない。あっても水原が置いていった、よくわからない趣しゆ味みのものばかりだ。


「これが最後の曲だしな」


　せめて慎重に……


　ふと、一枚のアルバムが目に留とまった。もう何年も聴いていない。クラシックだ。


『白鳥の湖』。


　景はＣＤをセットした。音楽をスタートさせる。


　ソファに座り直なおしたとき、スピーカーが旋せん律りつを奏かなで始めた。


　音楽を聴きながら、ソファに寝そべる。寝てしまうとまずいが……さすがに眠ねむることはできないだろう。


　景は音楽に耳を澄すませた。片方しかスピーカーがないから、変な感じがした。でも、悪くはない。


　いろんなことを思い出そうとしたが、こういうときに限かぎって何も思い出せなかった。


　──その方がいいかもな。


　景は寝そべったまま次の煙草を手に取った。少し迷まよったがまたキッチンで火を点けた。


　口にくわえたまま横たわる。寝煙草をするのも初めてだ。人間、その気になればわずかな時間でも様々な経けい験けんが積める。


　──僕ぼくが消えたら……


　世界はどうなるのだろうか？


　何か変わるか？　いや、おそらく何も変わらないだろう。みんなの記き憶おくには残っても、居いなくなったことを悲しむ者はいないのだから。考えてみれば、これは長年景がそうあるよう心掛けてきた立場だ。皮肉なことに、かつてない完全な敗北を喫きつしたあとになって、ようやくそのポジションを得ることができた。


　水みず原はらは自分がいなくなっても、困こまらないだろう。カプセルの世界からは、すでに半分足を洗あらっていたのだ。ただ、過か去こに物ものの部べ景という人間と長くコンビを組んできた事実を、その想おもい出を失ったあとで、どのように受け止めるのだろうか。そういえばそんな奴やつもいた、とでも思い返すのだろうか。


　千ち絵えはまだ実じつ践せん捜そう査さ研究会を続けるのだろうか。悪あく魔まと対決することになったとき、以前ならあてにできた同級生のことをどんな風に思い出すだろう。


　甲斐と茜あかねは今後どうなるだろうか。気にはなるが、あいにく自分が気にしても、もうどうにもできない。甲斐が望んだこと、と彼女は言った。それが真実なら、遅おそかれ早かれいまのような状じよう態たいになっていたのかもしれないが。


　梓は……


　梓はきっと大だい丈じよう夫ぶだ。彼女は強い。カプセルや悪魔なんて闇やみの領りよう域いきから立ち去って、彼女に相応ふさわしい日の当たる道を歩むのだろう。


　先日、教室で見かけた梓の姿すがたが脳のう裏りに浮うかんだ。クラスメイトと軽口を叩たたき合い、楽しそうに笑う姿が。


　きらきらと輝かがやいて見えた。あれは彼女の未来の姿なのだ。そう思うと、ずっと気が楽になった。


　気が付けば音楽が終わっていた。


　景は沈ちん黙もくの中にじっと身を沈しずめていた。身動きをせず、何も考えなかった。


　その沈黙が破やぶられた。


　まるで雷らい神じんの怒ど声せいのようだった。心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうなほど驚おどろいた。


　それがなんの音なのか、景はしばらく見当もつかなかった。だが、少しずつ五感が戻もどってくると、音の正体に気が付いた。


　電話の呼よび出し音。


　その意味を理り解かいしたとき、景は為なす術すべもなく竦すくみ上がった。


　コールは一向に止まる気配を見せず、深夜のマンションに響ひびき続けた。


　景は鳴り続ける電話を凝ぎよう視しした。そして、何か自分より大きな存そん在ざいに操あやつられるように、立ち上がり、電話機に近づいて、受話器を上げた。


　恐おそる恐る耳に当てる。


　次の瞬しゆん間かん、太陽の風が飛び込こんできた。


『景ちゃん！』





　　　　◆◆◆◆◆





『景ちゃんっ。景ちゃんね？　そうでしょ？　無事なの？』


「…………」


　身体からだが勝手に震ふるえ出した。受話器から聞こえてくる声は、物理的質しつ量りようを有しているように景を打った。


『景ちゃんよね？　何か言って、お願いっ』


「……梓ちゃん」


『景ちゃん！　よかった。無事なのね』


　──うっ。


　景の中の脆もろくなった部分が瓦が解かいしそうになった。景は死に物狂ぐるいで自じ制せいした。決けつ壊かいしそうな感かん情じようの渦うずを制せい御ぎよした。


　神様は最後の最後まで試練をくださる。きっと人の運命を弄もてあそぶ娯ご楽らくに飢うえているのだ。


　何を言うべきか。どう伝えればいいのか。


　それは、景がこれまで直面した中で、最大の難なん問もんだった。頭の中が浮うき足だって、まともに考えることもできない。


　そんな景の心配を余よ所そに、口火を切ったのは梓の方だった。


『わたし、バールに会ったわ』


　いきなり強きよう烈れつなブローが来た。だが、その一いち撃げきは景の腰こしを据すえさせた。


「なんだって？　ＤＤでか？」


『ええ。途と中ちゆうで電話した通り、あれから茜さんの案内でファプルに行ったの』


　そこで何があったか。梓は立て続けに説明した。景の両目に光が点ともり出す。思考がフル回転を始めた。


　梓の説明は、女王がにおわせるように告げていたことを裏うら付づける内ない容ようだった。バールたちの暗あん躍やく。ジャンキーたちの動向。ＤＤが変わり始めたときに、そうと気付いて手を打っていれば──と、後こう悔かいばかりが募つのる思いだった。


「……とりあえず、みんな無事なんだな？」


『ええ。水原くんと茜さんにも合流できた。ファプルも脱だつ出しゆつしたわ。いまは千絵と三人で、街の情じよう報ほうを集めてる』


「バールたちは、消えたんだな？」


『うん。そのあとは現あらわれなかった』


　なら、それが最後の対面になるだろう。


　景は安あん堵どして息をついた。建国がそこまで進んでいるのなら、いま自分が女王に取り込まれれば、それでほとんど完成するに違ちがいない。完成してしまえば、バールたちが梓やその周囲の人間にわざわざ手を伸のばす必要はなくなる。彼女たちは安全だ。


　完成した王国がどんな驚きよう異いをもたらすのかは想そう像ぞうできなかった。だが、梓たちに関係がないのなら、他のジャンキーどもがどうなろうと知ったことではない。


　千絵あたりはその謎なぞに近づこうとするかもしれない。しかし、もう彼女の手には余あまるはずだ。梓にしろ、自分に関かかわることでなければ、危き険けんを冒おかすこともなくなるのだ。


　景は暗く乾かわいた微び笑しようを見せた。


　──綺き麗れいに収おさまる、か。こちらの弱みを心得た、見事な手を打ってきやがる……


『景ちゃん？　聞いてる？』


「……ああ。君たちが無事で、本当によかった」


　多少白々しかったかもしれないが、景は優やさしい声を出した。梓たちが無事なら、もうそれ以上は望まない。


　だが、当然ながら梓はそれで満足しなかった。


『……そっちはどうなの？』


「え？」


『今度は景ちゃんの番よ。千絵たちが街に出て、センター街の騒さわぎを聞きつけたの。甲斐さんが……』


「ああ」


　知っていたか。まあ、あれほどの騒ぎになったのだから、耳に入らない方がおかしいだろう。


　しかし、なんと言って説明すればいいのか。景は苦い顔になって、口を閉とざした。


『何があったの。詳くわしく話して』


　梓の声はピリピリしていた。


　景は言葉を選びながら、


「大したことじゃないんだ。ちょっとした行き違いで……」


『ちょっとした行き違い？　そんなことで、わたしは景ちゃんのことを忘わすれちゃうって言うのっ!?』


　ぐっ、と景が息を詰つまらせた。


「なぜそれを？」


『バールの口から聞いたわっ。本当だったのね。いったいどういうことなの!?』


　バールか。くそっ。余計なことをしてくれる。


　景は悲ひ痛つうな思いで歯を嚙かみしめた。


　──どうする？


　どうしようもない。そんなことはわかっている。


『茜さんのときと同じことが起こるのね？』


「…………」


『そうなのねっ！』


「……そうだ」


　血を吐はくように答えると、受話器の向こうが沈ちん黙もくした。


　黙だまっていてもわかる。梓の苦く悩のうが伝わってくる。やり切れない怒いかりと悲しみが梓の周囲にまき散らされ、それが電話線を通して景のマンションにまで届とどいていた。


『……バールが言ってたわ。景ちゃんは女王の許もとに戻もどるって』


「…………」


『本当なの？』


「……わからない」


『噓うそだっ。戻る気なのねっ？』


　──くそっ。どうしろっていうんだっ。


　景は受話器を握ったまま、反対の手で壁かべを叩たたいた。


『どうしてそんなことをするの？　ずっと一いつ緒しよにいれば、景ちゃんのこと忘れずに済すむかもしれないじゃないっ』


「無む駄だだ。彼女に会った」


『えっ』


「会ってわかった。僕に取り憑ついていたときとは比くらべものにならない力をつけている。いいか。僕は甲斐とやり合ったとき、暴ぼう走そう寸すん前ぜんだった。それを彼女は赤あかん坊ぼうを扱うように手玉に取ったんだ。今回の件けんだって、バールの策さく略りやくを仕切ってきたのは彼女だ。彼女がこうなるよう、図面を引いたんだ。彼女はすでに、各おの々おのの思おも惑わくで動く複ふく数すうの人間を、俯ふ瞰かん的に操あやつる術すべを身に付けている。彼女が持つ認にん識しき操そう作さ能のう力りよくがあれば、市の住人全部を操ることだってできるだろう。当の本人が気付きもしないうちにな」


『……よく、わからないわ』


「到とう底てい敵かなわないってことさ。彼女が一いち個こ人じんにその力の全力を向ければ、そいつに抵てい抗こうすることなんかできない。仮かりに僕が残ろうとしても、夜が明ければ僕らの絆きずなは切れる。彼女がそうと望む限かぎり、どのみち僕は王国に行くことになるんだ」


　景は声を荒あららげて言った。


　目を固く閉じる。歯を食いしばる。


「だから僕は、いまある自分の想おもいが消えないうちに王国に入る。そこで彼女と決着をつける」


『決着？　どうするの？』


「わからない。だが、外にいても勝ち目はない。彼女の中に飛び込んでみるさ」


『彼女の中って……』


「王国の青写真があるのは彼女の中だ。バールはそれを現げん世せに召しよう喚かんしようとしてるのさ」


　他ほかに手はない。そして、彼女もそのことを知っている。


　そこしかない、という最後のルートをあえて設もうけ、景を誘さそっているのだ。


　景は息を吸すい込んだ。僕のことは忘れろ。そう言うつもりだった。だが言わなかった。逆ぎやく効こう果かになるだけだ。どうせ、朝が来れば忘れている。いや、忘れてはいないかもしれないが、どうして自分がそれほどムキになっていたのか、わからなくなっているだろう。人は目標があっても、そこに至いたる想いがなければ動かないものだ。


　重苦しい沈黙が、二人の間を遮さえぎった。


『……わたしも行く』


　景の全身から力が抜ぬけた。


「馬ば鹿か」


『…………』


　景は時計を見た。まだ時間はある。だが、もうそろそろ出よう。これ以上は無理だ。


「梓ちゃん」


『…………』


　何か別れの言葉を。


　しかし、案の定、何も浮うかばなかった。無む為いな時間が、ただ流れた。


　梓も万ばん策さく尽つきたのだろう。朝になればすべてが終わる。そのことは理り解かいしているのだ。ただ感かん情じようで必死に現実を否ひ定ていしているだけだ。そして、それではなんの解決にもならないことを知っている。


『どうしても行くの？』


「ああ……ふふっ。なんかメロドラマみたいだな」


　ふざけてみたが梓は笑わなかった。たぶん、彼女の方が正せい常じような状じよう態たいに近いのだ。


　やがて、意を決したような梓の言葉が聞こえた。


『景ちゃん……』


「……何？」


『こないだの返事を聞かせて』


「え？」


　景は口くち籠ごもった。なんの話かは、すぐにわかった。


『いまここで。お願い』


「…………」


　景が言い淀よどむ。


　すると梓は、少し声の響ひびきを変えた。


『あらかじめ言っておくわ。わたし、景ちゃんの噓うそぐらい見抜けるからね。本心から正直に答えて』


「梓ちゃん、僕ぼくは……」


『滝田さんのこと。実は結けつ構こう気になってたでしょ？』


　とんでもない変化球が来た。


「……は？」


『は？　じゃないわよっ。どうなのっ。あからさまにアタックされて、実はいい気になってたでしょ！』


「そ、そんな別に……」


『噓！　正直にって言ったでしょっ！　そんなことぐらいわからないと思ってたの!?』


　怒おこったように言う。景は面食らって取り乱みだした。


「あのなあ、梓ちゃん！　なんでこんなときに、そんな質しつ問もんが来るんだ？」


『図書室で二人きりで勉強したりしたでしょ！　わたしたちの勉強会すっぽかして！』


「ち、違ちがうっ。あれは彼女が──」


『何っ？　噓の次は言い訳わけする気？』


「そういうことじゃないだろっ！　僕は何も──」


『わたしは景ちゃんが好すきっ』


　あの晩ばんの言葉を、梓は繰くり返した。


　そして、金かな槌づちで鋼はがねを叩たたくような口くち振ぶりで、力の限かぎりこう叫さけんだ。


『一秒以内に答えなさい、物部景！　あなたはわたしのことが嫌いなのっ!?』


「す、好きだっ」


　０・５秒だった。


『……噓じゃないわね？』


　念を押おす梓に、景は天てん井じようを仰あおいで、全身で嘆たん息そくした。


「……噓じゃないよ」


『わたしのことが好き？』


「大好きだ。ずっと……ずっと好きだった」


『これからも好き？』


「誓ちかう。たとえ僕がこのあとどうなろうと──最後の瞬しゆん間かんまで、僕は、君が好きだ」


　少しだけ、


　心の蓋ふたを開けるような時間をおいて、梓の返事が返った。


『わたしもよ……』





　　　　◆◆◆◆◆





　カフェオレを飲み干ほす。


　最後の煙草たばこを吸すい終わる。


　景はウィンドブレーカーを羽は織おった。こいつとのつき合いも長い。だが、これで最後だ。最後に、思いも寄よらぬ役目を託たくすことになってしまったが。


　景は玄げん関かんに向かった。


　そして、ふと足を止めた。


　リビングにとって返す。ソファに近づき、その隣となりに置いてある屑くず入いれの上にしゃがみ込こんだ。


　手を入れて、そっとつまみ出す。


　シャラシャラと鎖くさりが軽い音を立てた。ペンダントだ。ペンダントの先には銀色をしたクロスの飾かざりが付いている。


　景はペンダント持ち上げて、クロスを目の高さに持ってきた。


「腐くされ縁えんだな。おい」


　景はペンダントを首にかけた。


　リビングの明かりを消す。


　そして、それ以上は振り返らず、玄関のドアから外に出た。





　　　　３





　夜明けは、いつも通りに訪おとずれた。


　これまで幾いく億回と繰くり返してきたことと、なんの変わりもなく。





　その朝、街から一人の少年が消えた。





　　　　４





　訪れた公園からは、すでに桜さくらは消えていた。


　暖あたたかな微び風ふうに変わりはないが、空中を舞まっていた淡あわい色の花びらは、もうどこにも見当たらない。


　だが、だからといって春の風ふ情ぜいが損そこなわれたわけではない。


　芝しば生ふからは若わか葉ばが芽め吹ぶき、緑も青々と息づいている。花も爛らん漫まんに咲さき誇ほこり、春の世を謳おう歌かしていた。


　新たな生命が誕たん生じようしつつある──新しい朝だ。


「あっ。千絵スケー！」


　おーい、と彼方かなたから呼よぶ声がした。千絵は声のする方を眺ながめて、優やさしい、しかし幾分緊きん張ちようした笑え顔がおを浮うかべた。


　千絵が向かう先には、三人の少女がいた。久く美み子こと香か苗なえと由ゆ紀きの三人である。彼女たちがいるのは公園内にある林の手前。道から外れて芝生に入った辺りで、小振りながら形のいい染そめ井い吉よし野のが生えている場所だった。先日花見をしたのと同じ所だ。


「千絵スケっ、おっひさー！」


　先日会ったときと全然変わらない、元気いっぱいの挨あい拶さつをする。


「おっひさーって、ついこの前会ったばかりじゃない」


「あたしの場合、一日経たったら久ひさしぶりなの。そこいらの連中とは、時間の密みつ度どが違ちがうんだからね。イチジツセンシューが三六五日あんのよ！」


　久美子が胸むねを張はる。千絵は苦く笑しようして彼女の頰ほおを突つっついた。久美子はそれを嬉うれしそうに嫌いやがった。


「こんにちは、千絵さん」


　香苗が丁てい寧ねいに頭を下げた。


「こんにちは、カナちゃん。ユキちゃんも。ごめんね、急に呼び出して」


「いいですよ、そんなの。私ら、週末はいつも会ってるし」


　と由紀が首を振ふる。


　何も変わらない、親しい態たい度どだった。


「今日は梓さんは一いつ緒しよじゃないんですか？」


　千絵が一人なのを見て、香苗が不思議そうに尋たずねた。


「え、ええ。ちょっと都合があって……」


「あれ？　なんか暗いですよ、千絵さん。あー、まさか喧けん嘩かしたんじゃないんでしょうね？」


　由紀が妙みように大人びた視し線せんを向ける。千絵は慌あわてて、


「そうじゃないの。梓さん、ほんとに用事があるから……」


　言い淀よどむ千絵を見て、三人は怪け訝げんな顔をした。


　すると、久美子が急にピンと来たように瞳ひとみを輝かがやかせた。


「あっ。わかった！　デートねっ。例の幼なじみとデートしてるんでしょー！」


　楽しげな台詞せりふだ。


　しかし、それを聞いた千絵は胸むねを突つかれたように、ハッとした。それから、ゆっくりとその顔を青ざめさせた。


「あーっ。図星～。そうかそうか。とうとう梓ちんが、友ゆう情じようより愛情を選んだんだ。それで千絵スケ、傷しよう心しんなのねっ。今日も実は、慰なぐさめてもらいに来たんでしょー」


　久美子はにやけてはしゃぎ回った。


　千絵は──何も言い返せなかった。


　その千絵の態度を肯こう定ていと取ったのか、香苗も驚おどろいて手を合わせた。


「あ、それじゃ本当なんですか？　へえー。すごいなあ……」


「ねえ、それって。カラオケで一緒だった、物部って人だよね？」


「へへえ。実は二人は幼おさななじみなんだってさあ。二人とも余よ所そ余よ所そしかったけど、あれで結けつ構こうラブラブだったんだから」


　にしし、と久美子は下品な笑いをこぼした。


　由紀が感心したように、


「そうなんだ。気が付かなかったなあ。なんでだろ。あの人、結構印象薄うすいんだよね……」


「そういえば、そうね。でも仕方ないわ。無口な人だったし」


　香苗がそう言って困こまったような笑えみを浮うかべる。久美子に向かい、


「クミちゃんは物部さんに助けられたんだもんね。私たちより詳くわしいんだ」


「もち！　ま、助けられたというか、あたしが活かつ躍やくの場を与あたえてやったんだけどさ」


　得意そうに胸を張る。


　その隣となりで、由紀は腕うで組ぐみしながら、首を捻ひねっていた。


「それにしても、あの二人がねえ。正直、ピンとこないけど」


「大だい丈じよう夫ぶだって。二人の熱愛具合は、この『赤毛のクミ』が保ほ証しようするわ！」


「そんな仲良かったの？　あの二人」


「うん。そりゃもう……」


　と久美子は何か言おうとして言葉を途と切ぎれさせた。


　呆ほうけた様子で、


「……たぶん」


　由紀が呆あきれた顔になる。


「何よ。あんた詳しいんじゃなかったの？」


「く、詳しいよ。二人がちっちゃいころの話も聞いたし……うん。書き置きとかも見たし……いろいろ本音も聞いたし……」


　久美子はなぜか困ったように口を濁にごらせた。


「ラブラブ……だったはずだよ。確たしか……あれ？」


　久美子は自分でもよくわからないまま口を閉とじて黙だまってしまった。彼女には珍めずらしい歯切れの悪さだ。


　由紀が不ふ審しんそうな目で久美子を見る。


「ほんとに詳しいの？　また調子乗って、よく知らないことフカしてんじゃない？」


「そ、そんなことないよっ。だってほんとに……うーん……あれえ？」


　久美子が情なさけない顔をする。由紀はやれやれと肩かたを竦すくめた。香苗もそれを見てクスクス笑う。


　よくわからなかったが、久美子はすぐに気を取り直した。


　黙り込こんでしまった千絵に向かって、


「駄だ目めだよ、千絵スケ。ここはちゃんと梓ちんを祝福してあげなきゃさ」


　と偉えらそうに説教をぶった。


「まあ、梓ちん、千絵スケよかモテそうだしなあ。複ふく雑ざつなオトメ心さねえ……って、あれ？　どしたの、千絵スケ？」


　久美子が心配そうな顔をする。残る二人も、千絵の様子に気が付くと、驚いて態度を変えた。


　千絵は泣いていた。


　うつむき、悲ひ痛つうな顔で嗚お咽えつを堪こらえていたのだ。


　三人は驚きのあまり、すぐには言葉をかけられなかった。


「ど、どうしたんですか、千絵さん？」


　恐おそる恐おそると香苗が声をかける。


　千絵は首を振るだけで返事をしなかった。


「千絵スケ……」


　久美子が不安そうな声を出した。


「な、なんだよ。やだなあ。そんな……ショックだったの？　別に、梓ちんと千絵スケの仲がどうこうなるわけじゃないんだよ？」


「そ、そうですよ。どうしたんですか、千絵さん。急にそんな……」


　三人の狼狽うろたえようを見て、千絵は涙なみだを拭ふき、顔を上げた。


「ご、ごめんなさいっ。あはは。ちょっと変な気分になっちゃって。驚いた？　ごめんね」


　明るい声で言うと、三人はほっとしたように力を抜ぬいた。


「おどかさないでくださいよ。やだなあ」


　と由紀が言う。「ごめんなさい」と千絵はもう一度謝あやまった。


「ねえ、千絵スケ。もしなんだったら、あたしら協力するよ？」


「な、何にかしら？」


「フフフ……決まってるじゃないか。二人の仲を切り裂さくのだよ！」


　と久美子が声を低くして薄笑いを浮かべる。


「呆れた。クミちゃん、さっき二人は仲がいいって言ったばかりじゃない」


　香苗が非ひ難なんすると、久美子は悪びれた風もなく、


「ノオ！　やっぱさっきのは気のせいだった。あたしの勘かん違ちがい。物部ってつまんない奴やつだよ。梓ちんにはもったいない」


「ほらみろ。やっぱり適てき当とうなこと言ってたんじゃん」


　由紀が久美子のおでこを突つく。久美子は、むっ、と唇くちびるを尖とがらせたが、一転笑って誤ご魔ま化かした。


　久美子の表ひよう情じように、他の二人が笑う。


　その笑い声を遮さえぎって、千絵が硬かたい声で言った。


「いいえ」


　三人はきょとんとして千絵を見つめた。


　千絵は──誰だれに向けたものでもない感情の高ぶりを滲にじませて、はっきりと言った。


「物部くんは素す晴ばらしい人よ。欠点を補おぎなうだけの美び徳とくを持った」


　三人がわけがわからないまま口をつむぐ。


　千絵は怒いかりを静めた。代わりに強い決意に満ちた表情を見せた。


「だからお願い。彼のことを忘わすれないで。彼がすべてに決着をつけて、私たちの許もとに戻もどってくるまで」





　　　　◆◆◆◆◆





　姫ひめ木き梓の記き憶おくは、昨日の夕ゆう刻こくからなくなっていた。茜との会談までで、そのあとのことは覚えていなかった。気が付けば自じ宅たくに戻っていたのだ。


　千絵は昨さく晩ばんの出来事を、詳しよう細さいに梓に語って聞かせた。梓だけでなく、同じように記憶を失っていた水原も、千絵の説明を聞いた。


　千絵が二人に話した内ない容ようは、およそ信じがたい、突とつ飛ぴなものだった。


　梓と水原は顔を見合わせた。


　俄にわかには納なつ得とくしづらかったが、千絵はそんなことで噓うそをつく人間ではない。記憶がないという不自然さと合わせて考えれば、彼女の言ったことが真実なのだろう。


　梓は千絵に、彼女の言葉を信じると告げた。


　なのに千絵は泣きじゃくった。声を嗄からして泣いた。それから荒あれに荒れた。声を荒あららげ、髪かみを振ふり乱みだし、辺り構かまわず喚わめき散らした。


　千絵がそんなにも度を失って感情的になるのは初めてだった。梓はおろおろと千絵を落ち着かせようとした。しかし、梓が冷静に千絵を落ち着かせようとすると、彼女は一いつ層そう激はげしく暴あばれた。梓の肩かたを揺ゆさぶり、「思い出して！」と何度も叫さけんだ。


　水原は、


「ちょっと考えさせてくれ」


　と告げて二人と離はなれていった。


　水原は長い間、物部景とコンビを組んでいた。だが、ここしばらくは疎そ遠えんになっていたのだ。いなくなった、と聞かされれば、内心は複ふく雑ざつだろう。


　梓は千絵が落ち着きを取り戻すまで一いつ緒しよにいた。千絵はしばらくすると平静さを取り戻した。


「何か……何か手はあるはずよっ」


　必死の面おも持もちでそう繰くり返した。


　茜にも連れん絡らくをした。千絵の説明では、昨日街に出たまま戻ってこなかったらしい。


　彼女もやはり記憶をなくしていた。気が付いたら、自宅にいたという。千絵の説明を熱心に聞いていたが、


「物部景がいなくなるデメリットが、私にあるとは思えないわ」


　と弱った風に言った。


　千絵は結局、


「昨日あそこにいなかった人間なら、まだ覚えてるかもしれないわ。確かく認にんしてくるっ」


　そう言い残して飛び出していった。


　梓は所しよ在ざいをなくした。


　物部景は梓の幼おさななじみだ。


　小さいころはいつも一緒にいた。景はいじめられっ子で、梓は彼をいつも庇かばっていたのだ。


　渡と米べいしたあとは親交が途と切ぎれたが、帰国して、カプセルの事じ件けんに巻き込まれたときに、再ふたたび会話するようになった。


　彼が抱かかえている事情を知り、千絵たちと一緒に行動するようになった。悪あく魔まを操あやつるカプセルユーザーに対し、手を携たずさえて戦った。


　その景がいなくなってしまったという。


　梓は景のことを思い起こしてみた。


　あまり覚えていなかった。


　残っている記憶の風景も、どれもモノクロ写真のような、味気ない印象しかなかった。


　ただ。


　それでもずっとその写真を眺ながめていると、心のどこかが反はん応のうするような気がした。懐なつかしさ。親しさ。安らぎ。愛いとおしさ。しかし、それらはとても淡あわい、ほんの微かすかな思念でしかなかった。


　そして、いまにも息いき絶たえようとしていた。


　もどかしい思いがした。


　わけもなく不安になった。


　梓は思う。


　景は自分の幼なじみだ。一緒に行動してきた仲間だ。そして、そんな立場と立場の繫つながりを越こえた何かが、自分と彼の間にはあったのではないだろうか。その何かは、自分の中から失われてしまったのだろうか。


　梓は答えを見つけられないまま自宅に戻った。


　留る守す電でんにメッセージが残っていた。


　あれ、と梓は首を捻ひねった。


　留守電の隣となりに、メモが置いてあったのだ。しかもそれは自分の筆ひつ跡せきだった。


　そんなメモを残した覚えはない。つまりこれは、記憶のない昨日の晩ばんに書き残したメモなのだろう。


　梓はメモをつまみ上げた。





『負けるな。未来のわたし』





　どくん、と心しん臓ぞうが鼓こ動どうを刻きざんだ。


　確かく信しんめいた予感のようなものが、身体からだを揺ゆさぶった。


　慌あわてて留守電のディスプレイをあらためる。よく見ると、残っているメッセージは留守中にかかってきた電話を記録したものではなかった。録音機き能のうの記録だ。電話中の会話を、録音したものなのだ。


　梓はメッセージの再さい生せいボタンを押おした。


　音量が最大になっていた。慌てて下げようとし──結局そのまま最後まで聞いた。


　聞き終わると同時に、梓は部屋を飛び出していた。


　全力で走った。


　向かったのは景の旧きゆう家か跡あと。そこに残された離はなれだ。見み慣なれた離れである。特にどうということのない、みすぼらしい建物だ。


　なのに、梓はその離れを見た瞬しゆん間かん、理由のない熱い情じよう感かんが胸を突つき上げるのをはっきりと感じていた。


　引き戸を開けて中に入る。


　そこで足を止めた。


　離れの中は狭せまい。入ってすぐ正面の壁かべ。その壁にハンガーがあって、一着の古びた青いウィンドブレーカーがかかっていた。


　そのウィンドブレーカーは長年着込んだため、すっかりくたびれてしまっていた。あちこちに解ほつれがあり、型も崩くずれてしまっている。


　しかし、とても綺き麗れいな色合いをしていた。


　どんな窮きゆう地ちにも涼すずやかに、颯さつ爽そうと翻ひるがえる。


　そんな、誰だれかの意い志しを刻きざむ旗き標ひようのような、鮮せん烈れつなブルーだった。


　梓はウィンドブレーカーに近づいた。その布ぬの地じに触ふれ、優やさしく胸に抱だいた。


　懐かしいにおいがした。


　愛おしい温ぬくもりを感じた。


「約束だよ……景ちゃん」


　梓は景からの贈おくり物を受け取って離れを出た。もう一度千絵に会って話し合わなければならない。


　景を連れ戻もどすために、自分にできることを。





　　　　◆◆◆◆◆





「わたしもよ……」


　と梓は言った。




[image: ]


　やっと言えた想おもいに、涙なみだが溢あふれてきた。


「景ちゃん……わたし、わたし負けないから。女王なんかに絶ぜつ対たい負けないから」


『……ああ。そうだね』


　景の優しい声が返った。


『僕ぼくも負けはしない。必ず戻ってくるよ』


　胸が苦しい。景への想いで、胸がはち切れそうだった。


　自分の中に、こんなにも豊ゆたかな感かん情じようが眠ねむっていたのか。次から次へと、熱い感情が際さい限げんなく湧わいてくる。


　梓は受話器を抱きしめるように握にぎった。電話の向こうにいる、大切な男の子を思って。


「ねえ、景ちゃん。わたしに手伝えることは何もないの？　どんなことでもいいから。わたしにできることを言って」


　景の、少し困こまったような、笑い声が聞こえた。


『僕を信じて待っていてくれ。それで十分さ』


「でも……！」


『そうだ。じゃあ君に預あずけ物をするよ』


「え？」


『明日になったら離れにおいで。そこに置いておく。僕はそれを取りに、必ず君の許もとに戻る。君は僕が戻るまで、それを大事に保ほ管かんしておいてくれ』


「……わたしが？」


『ああ。頼たのめるかい？』


　梓は頷うなずいた。何度も頷いた。


「わかったわ。大事に持ってる。約束よ、景ちゃん。絶対に取りに来て」


『約束する』


「絶対よ」


『うん』


「絶対なんだからね」


『うん……』


「絶対に……絶対なんだからねっ」


『うん……』


　二人は睦むつ言ごとのように、同じ言葉を繰くり返した。


　窓まどの外には夜の帳とばり。だが、夜明けは確かく実じつに近づきつつあった。


　二人はそのときがくるまで、ずっと言葉をつむぎ続けた。






　あとがきＶ







　新展開＆急展開の第Ｖ巻です。


　今回は普通にお届けします（笑）。





　　　　●●●●●





　さてさて、シリーズもいよいよ後こう半はん戦せん突とつ入にゆうです。あとがきで予告しました、景けいや梓あずさの日にち常じよう的てき学がく園えん風ふう景けいは、いかがだったでしょうか？


　まあ、日常的学園風景とかいいつつも、初っぱなからやたら意味ありげな過か去こシーンで幕を開けてる訳ですが（笑）。


　こういう、それまでの話からガラッとテイストが変わる瞬しゆん間かんが、筆ひつ者しやは結けつ構こう好すきだったりします。新しいキャラクターが出てきたり、お馴な染じみのキャラクターの意い外がいな一面が見えたりするので。何より、新しん鮮せんな感じがしますし。


　ただ、書く側がわとしては怖こわくもあります。何しろ、それまで読んで来てくださった読者の皆さんは、それまでのお話が好きで、読んできてくれた訳わけですからね。なのに、そのテイストをガラッと変えてしまうというのは、ちょっとした冒ぼう険けんなのです。


　とはいえ、この巻かんを書いたころは、あまり気にしてなかったですけど（笑）。


　何しろ、頭の中の話を書き出すので、一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだったのです。変わったことをすると冒険になるというのは、単純に書き慣なれないから大変という点でも真しん実じつなのです。


　まあでも、なんとか狙ねらい通りのものは書けたと自負しておりますが──読者の皆さんは、どんな感想を持たれたでしょうか？





　ともあれ、そんな本編について。


　とりあえず──長いです。（ほんとに）


　ファンタジア文庫版では、ミステリー文庫版の一巻と二巻をまとめた関係で『Ｉ』が異い様ように分ぶ厚あつくなっています。それでカモフラージュされていますが（いや、されてないかな？）、冷れい静せいに見てみると、この『Ｖ』もやたらと分厚いです。


　巻数を重かさねるごとに、どんどん長く、分厚くなる──というのが、どうも認めざるを得えない筆者の傾けい向こうなのですが……すでにこの頃ころから顕けん在ざい化かしていた模も様よう。


　実際、ミステリー文庫版六巻（今作のことです）の次に刊行された二つ目の短編集なんかも笑えるぐらい分厚かったですしね。その次、つまり本編のラストに至いたっては、あまりに分厚くなりすぎて二に分ぶん冊さつにされたほど。


　ファンタジア文庫版では、このあと『VI』『[image: ]』とあたかも順番通りのように刊行される予定ですが、サブタイトルがどちらも『王国』なのは、この二冊が元もとは一冊の予定で書かれた話だからなのです。しかし、余りに長く書きすぎたために、文庫製作のフォーマット的に「無む理りっ！」っていうページ数になったらしく……


　結局、ミステリー文庫版では、『７─１』『７─２』という、「え、何それ？」って首を傾かしげるナンバリングになっていました。


　もうちょっとスマートにまとめられないものかと思ってはいるのですが、ついつい書いてしまうのです。読者の皆さんが笑わらって許ゆるしてくれてるうちに、どうにかしませんとねえ。（てか、笑って許してくれてますよね？　ね？）





　そして、その長い本ほん編ぺんの内容なんですが。


　なんといっても今回一番スポットが当たっているのは、主人公の一人である、物ものの部べ景でしょう。シリーズも終しゆう盤ばんに差さし迫せまって、ようやく彼の過去と、現在の心情、内面が描えがかれています。


　景に関しては、これまでの巻では、常つねに一定の距離を置いた書き方になっていました。もちろん演えん出しゆつ上じようそうなってきたわけですが、一方では、彼の性格的にもその方が自然だったのです。


　当時のあとがきにもありますが、





『そもそも、こいつはあまり喋しやべらない奴だし（注：主人公）、感情表現も乏とぼしいし（注：主人公）、リアクションも薄うすいし（注：主人公）、何がしたいのかもよくわからない奴やつなので（注：主人公）、物語上必要な場面以外では書かないようにしてきたんですよ。だから出で番ばんも多くない（注：主人公）』





　……うん。不ふ憫びんな主人公ですね（笑）。


　ただ、筆者の傾向として、「美び点てんもあれば欠けつ点てんもある」というキャラクターが、やっぱり好きなのです。


　たとえば、もう一人の主人公である梓。彼女にしても、良いところがある一方で、とても褒ほめられないところだって、数多く持っています。そしてそれは、千ち絵えや水みず原はら、甲か斐いや茜あかねにしても同どう様ようなのです。


　戦せん時じの英えい雄ゆうが、ほのぼの町内で人にん気き者ものになるとは限かぎりません。それどころか、ちんぴらやはみ出し者になってしまうかもしれません。しかし、プラスとマイナス、多た面めん的てきで様さま々ざまな味あじわいがあってこそ、キャラクターにも奥おく行ゆきが生まれるのだと思います。そして、奥行きのある立体的なキャラクターの方が、少なくとも筆者は好みなのです。完璧なキャラクターよりは、完かん璧ぺきじゃないけど頑がん張ばってるキャラクターの方が。


　景はこれまで、言ってしまえば「格かつ好こういい」キャラクターとして描かれてきました。他の人間と馴なれ合あわず、また我わが身みを顧かえりみず、目もく的てき達たつ成せいのために邁まい進しんする、ストイックな孤こ高こうの戦せん士しとして。


　ですが、見方を変えると、これってかなり「格好悪い」キャラクターにもなるのです。実際、今回たわいない日常生活に身を置いた景は、陰いん気きだし、後うしろ向むきだし、うじうじと腐くさったりします。


　しかし、そうしたマイナス面も併あわせ持つキャラクターとして、それでも読者の支し持じを得られるようになって欲しいと思うのです。読んでくださった方。あなたの判はん定ていはいかがでしたか？





　　　　●●●●●





　さて、キャラクターの話はこれくらいにして、次は今作の裏うらテーマ（笑）について。


　孤独な戦士が苦手なものに日常を挙あげましたが、今回はもうひとつ弱点が顕あらわになっています。


　本編をお読みになってくれた方は、もうおわかりですね。はい。恋れん愛あいです（笑）。


　これまで読んで来てくださった読者の中には、いつまで経たっても進まない二人の関係にヤキモキされた方もいらっしゃるかもしれません。いやあ、お待たせしました（笑）。ようやくそれっぽい展開を描くことができました（笑）。景のヘタレっぷりは、どうでしたか？（笑）　え、予想通り？（笑）　まあ、そうですよね（笑）。どう考えても梓の一方的勝利に見えますし（笑）。


　どうもあざの小説では、恋愛面で「男＜女」となる公こう式しきがあるようです。特に意識はしていないのですが、主人公コンビに限らず脇わきを固める男女のコンビも、ほとんどはそんな感じです。Ｄクラは特にそうですね。


　なんでだろう？


　……あ。


　なんだ。男どもがヘタレだからか（笑）。





　あと、もうひとつの裏テーマ。ドラッグについてです。


　これも、旧版のあとがきに書いたことですが──


　本作に登場する「カプセル」は、設せつ定てい上じようは、いわゆる麻薬ドラツグではないということになっています。しかし、ドラッグを連想させることは間違いないと思われます。そして──ここが重要というか重大なのですが──結構格好良く描びよう写しやしてきました。


　ですが、現実のドラッグは決して格好いいものではありません。それは、とてもとても多くのものを犠ぎ牲せいにしますし、その犠牲は使用者個こ人じんに留とどまらず、使用者の周囲の人間にまで及およぶのです。


　作中の登場人物にしても例外ではありません。今回、登場人物の何人かは、そのペナルティを受けました。力や快かい楽らくを得えるための楽らくな抜ぬけ道みちなど存在しません。仮かりにあったとすれば、そこには得たもの以上に大きな対たい価かを支し払はらわなければならないのです。





　Ｄクラのテーマの一つは「現実からの逃とう避ひ」でした。


　悪魔やドラッグというガジェットも、現げん実じつ逃とう避ひの一いち手しゆ段だんとして選えらびました。


　筆者は現実逃避を全面的に否ひ定ていする立場ではありません。ですが、その手段としてドラッグを選ぶのだけは、絶対に避さけてください。


　月つき並なみな表現ですが、身を滅ほろぼします。





　現実とのつき合い方を身に付けていくのって、現代社会を生きる上では、とても大切なことだと思います。


　たとえば、嫌なことがあったときは小説を読んで気き晴ばらしするのだって、立りつ派ぱな手段のひとつですよ。ひょっとするとそこには、あなたを助けてくれるヒントがあるかもしれません。


　ひょっとすると、ねえ？





　　　　●●●●●





　さて、今回の解説はこんなところで。


　本編の方は、残すところあと二冊。そして、前ぜん述じゆつした通り、この二冊は完全な前後編となっています。


　サブタイトルが、ずばり『王国』。


　そうですね。まだあとがきを書けるページ数も残ってることですし、ちょっとだけ本文から予告編などを抜ばつ粋すいしてみましょうか。


　たとえば──








「未み練れんだ、ウィザード」


　彼は涙を呑んで闇に目を据すえ





　しかし、茜は帽子に手を当てた姿勢のまま動かなくなった。


　顔が硬直している。目の奥に、強い──物もの狂くるおしいとすらいえる感情のうねりが





　その日、魔法使いは女王と共に





　突とつ然ぜん胸むねを突つき上あげてきた熱い固まりに耐たえきれず、水原は身体を起こして大地に顔を埋うめた。金かな切きり声ごえの絶ぜつ叫きようを上げ、拳こぶしを地面に叩き付けたいという衝しよう動どうが





　十二月二十四日、クリスマス・イブ。





　それは、姫ひめ木き梓と海うみ野の千絵が、出会ってから初めて、互いの感かん情じようをむき出しにして向かい合った





　そして千絵は、のちに梓が人生の指し針しんとする言葉を、





　この子だ。





　そこに、三匹の悪魔が腰こしを下おろして





「どうする？」





「是ぜ非ひもない」





　長い間沈ちん黙もくを守っていたカプセルにまつわる多くのものが、いま一いつ斉せいに





「景！」


　その名前を、無意識のうちに叫んでいた。


「何してんだ、テメエ！」


　その瞬間、








　──と。


　どうでしょうっ？　盛もり上あがって来ましたでしょうかっ？（笑）


　『Ｄクラッカーズ』最さい終しゆう章しよう、二冊の『王国』──『VI』と『[image: ]』は、再来月に同時刊行となります。それまで、いましばらくお待ち下さい！







（続く）




※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ６』を修正したものです。
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ＤクラッカーズＶ


追憶─refrain─





あざの耕こう平へい
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